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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数

多 く残されています。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の

歴史や文化、伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資料であります。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発

にあたっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにあ

る埋蔵文化財保護との調和も求められるところです。当事業団埋蔵文化財センターは、

設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によってやむを得ず消

滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまいりま

した。

本報告書は、一般回道46号盛岡西バイパス建設事業に関連して平成16年度に発掘調

査された本宮熊堂A遺跡第24次調査と本宮熊堂B遺跡第25次調査の調査成果をまとめ

たものです。今回の調査では、本宮熊堂A遺跡からは古代の旧河道、本宮熊堂B遺跡

からは奈良時代から平安時代にかけの竪穴住居跡が多数見つかったことから、当時の

集落の様相が僅かながら明らかになりました。本書が広 く活用され、埋蔵文化財につ

いての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに

役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいた

だきました国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、盛岡市教育委員会をはじ

めとする関係各位に対し、深 く感謝の意を表します。

平成18年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合田  武



例   言

1 本報告書は、岩手県盛岡市本宮字熊堂69‐ 6ほかに所在する本宮熊堂A遺跡24次、盛岡市本宮字

熊堂44-2ほ かに所在する本宮熊堂B遺跡25次の調査成果を収録 したものである。

2 本遺跡の調査は、一般回道46号盛岡西バイパス建設事業に伴う緊急発掘調査である。調査は岩手

県教育委員会と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 との協議を経て、 (財 )岩手県文化振

興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3 岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡番号と遺跡略号は以下の通 りである。

本宮熊堂A遺跡第24久・・遺跡番号 L E16-2107 遺跡略号OKO-04-24

本宮熊堂B遺跡第25次・・遺跡番号 L E16-2118 遺跡略号OKO-04-25

4 発掘調査面積は以下の通 りである。

本宮熊堂A遺跡第24次・・ 357ポ

本宮熊堂B遺跡第25次・・ 7,366ご

5 発掘調査期間及び発掘担当者は以下の通 りである。

本宮熊堂A遺跡第24次 。・平成16年 9月 1日 ～11月 15日 須原 拓・林 勲

本宮熊堂B遺跡第25次・・平成16年 6月 1日 ～ll月 22日  村木 敬 。林 勲

平成16年 8月 19日 ～11月 22日  戸根貴之

平成16年 8月 1日 ～ 8月 18日 ・ 9月 1日 ～11月 22日

溜 浩二郎 。石崎高臣

平成16年 10月 21日 ～10月 30日  島原弘征

平成16年 10月 21日 ～11月 22日  菅野 梢

6 室内整理期間及び整理担当者は以下の通 りである。

本宮熊堂A遺跡第24次・・平成17年 3月 15日 ～ 3月 31日 ・ 5月 2日 ～ 5月 31日

須原 拓

本宮熊堂B遺跡第25次・・平成16年 11月 1日 ～平成17年 3月 31日

村木 敬・林 勲 。石崎高臣

平成17年 5月 2日 ～ 5月 31日  村木 敬

7 野外での写真撮影は調査員、遺物写真撮影は福士昭夫が行った。

8 本報告書の執筆は、第 I章は国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所に依頼している。

第Ⅵ章と第Ⅷ章、第X章 1(2)「その他の遺構の検討」 [旧河道]、 2(3)「 出土した木製品」は

須原、それ以外は村木が担当している。編集も同様である。

9 測量、空撮、デジタル図化及び編集、分析鑑定、保存は以下の機関に委託 した。

基準点委託業務 吉田測量設計株式会社

航空撮影 東邦航空株式会社

遺構図版デジタル調整図化、遺構図 。遺物写真 。実測図デジタル編集 株式会社セビアス

火山灰同定、C14年代測定、DNA分 析、種実同定、樹種同定 株式会社古環境研究所



鉄製品保存処理・鉄製品・鉄津成分分析 (株)ニ ッテツ・フアイン・プログクツ

金石文化財保存センター

種実同定 高瀬克範 (東京都立大学)

須恵器胎上分析 株式会社 第四紀地質研究所

10 発掘調査、本報告書作成にあたっては下記の方々にご協力・ご指導を頂いた (敬称略)。

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、盛岡市教育委員会、阿部朝衛、井上雅

孝、鎌田祐二、小岩直人、小林正史、佐藤敏幸、佐藤良和、佐藤正彦、高木晃、高橋誠

明、中川真人、松本秀明、森一欽

11 調査結果は、これまでに現地説明会資料や『平成16年度発掘調査報告書』第409集に掲載してき

たが、本書がこれらに優先するものである。

12 土層の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1993)を使用 して

いる。

13 本報告で使用 した地形図は、国土地理院発行 1:50,000「盛岡」を使用 している。

14 本書で得 られた一切の資料は岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。
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第 1図 遺跡位置図



調査に至る経緯

「本宮熊堂△・B遺跡」は、盛岡西バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存ずるこ

とから発掘調査を実施することになったものである。

一般国道46号 は、盛岡市を起点に奥羽山脈を仙岩 トンネルで越え、国道13号 に接し、秋田市内に至

る延長■7kmの主要幹線道路であり、盛岡市で一般国道106号 と接続することにより、太平洋と日本

海を結ぶ大動脈の役割を担っている路線である。

盛岡西バイパスは、盛岡市永井第一地割字高屋と同市上厨川字前潟の間約7.8kmの 区間で計画され

ている。近年の自動車交通の増大と車両の大型化に伴い、年々増大する交通需要に対応し、通過交通

の分離による交通の円滑化、交通安全の確保及び沿道環境の改善を図ることを目的に昭和59年に事業

着手、昭和62年から工事着手、一部供用し事業を進めている。

「本宮熊堂A・ B遺跡」については、盛岡南新都市開発整備事業の区域に存ずる埋蔵包蔵地であり、

過年度において岩手県教育委員会及び盛岡市教育委員会が分布調査を実施し確認されたものである。

「本宮熊堂A・ B遺跡」については平成15年度に試掘調査を実施している。その結果に基づいて岩手

県教育委員会と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所と協議を行い、発掘調査を財団法人岩

手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

これにより、平成16年 6月 1日 付けで岩手1可川国道事務所長と岩手県文化振興事業国理事長との間

で受託契約を締結し、「本宮熊堂A・ B遺跡」の発掘調査に着手した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

遺 跡 概 観

遺 跡 概 略

本宮熊堂A遺跡第24次調査と本宮熊堂B遺跡第25次調査を報告するにあたって、はじめに遺跡の概

略について示 しておく。両遺跡は、今回の調査原因である一般国道46号盛岡西バイパス建設事業を始

め、盛岡南新都市土地区画整理事業を中心 とした調査原因により数多 くの発掘調査が行われている。

これまでの成果として、本宮熊堂A遺跡は縄文時代晩期後葉から終末の集落跡、本宮熊堂B遺跡は奈

良時代から平安時代の集落跡がそれぞれ確認され、各遺構に伴い多 くの遺物が出上している。今回の

調査においても両遺跡共に過去と同様の成果が得 られている。

本宮熊堂A遺跡は平成 8年、本宮熊堂B遺跡は平成 5年にそれぞれ当センターにより行われ、それ

以降、当センター及び盛岡市教育委員会により発掘調査が継続され、現在に至っている。それらの調

査履歴を挙げておく。 (以下、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書を岩文埋報と略す。)

(1)本宮熊堂A遺跡

今年度まで当センターにより下記の調査が行われている。

次数   調査期間  調査面積     調査原因       内容   集数

第 6次  1996.07.03～ 10.2415,110だ 盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 岩文埋報281集

第 7次  1996.09.02～ 10.23 3,800∬ 盛岡南新都市土地区画整理事業  散布地 岩文埋報266集

第17次 2003.04.12～ 06.20 1,588∬  盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 岩文埋報458集

第24次 2004,09,01～ ■.15  357だ 国道46号盛岡西バイパス建設事業 旧河道 岩文埋報470集

第26次 2004.06.07～ 10.19 2,636だ 盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡

-1-



1 遺跡概略

(2)本宮熊堂B遺跡

今年度まで当センターにより下記の調査が行われている。当センターが干J行 した報告書において第

5。 10次のみ「熊堂B遺跡」、それ以外は「本宮熊堂B遺跡」として報告しているが、それらは同一

の遺跡を報告しているものである。

久数   調査期間   調査面積 調査原因 内容 集数

第 1次 1993.04.07～ 08.12 14,400∬ 盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居 9棟)岩 文坦報226集

第 4次 1997.04.04～ 05.30 4,181だ  盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居 8棟)岩 文埋報308集

第 5次 1997.08.18～ 10.15 2,910ゴ 盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居 6棟)岩文埋報293集

第 9次 2000.05.18～ 05.31  186だ 盛岡南新都市土地区画整理事業  散布地 岩文埋報370集

第10次 2000.04.14～ 06.16 3,235だ  盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居 4棟)岩文埋報377集

第11次 2000.05.01～ 05.17  660ゴ 盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (住居状遺構 1棟)岩文埋報370集

第13次 2001.08.01～ 11.02 3,751だ 盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居 9棟)岩文埋報467集

第14次 2002.06.17～ 09.06 1,954だ  盛岡南新者る市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居 5棟)岩 文埋報451集

第15次 2002.04.10～ 09.06 6,235∬  盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居 6棟)岩 文埋報467集

第18次 2003.0111～ 0630、 ∞.18～硼8 5,452だ  国道46号盛岡西バイパス建設事業 集落跡 (竪穴住居 7棟)岩 文埋報458集

第19次 2003.09,01～ 09.30   97だ 盛岡南新都市土地区画整理事業  散布地 岩文埋報455集

第20次 2002.04.10～ 09.06 10,216∬ 盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居22棟)岩文埋報467集

第25次 2004.06.01～ 11.22 7,366だ 国道46号盛岡西バイパス建設事業 集落跡 (竪穴住居43棟)岩文埋報470集

第27次 2004.08.06～ 09.14 3,661∬  盛岡南新都市土地区画整理事業  集落跡 (竪穴住居 7棟)岩文埋報487集

本宮熊堂A・ B遺跡は第 1次調査か ら両遺跡に跨 り連番で次数が付 されている。第27次 までの調査に

おいて、上記及び本宮熊堂 B遺跡16次以外は、盛岡市教育委員会により調査が行われていることとなる。

2位 置 ・ 立 地

本宮熊堂A遺跡は盛岡市本宮字熊堂69-6ほ か、本宮熊堂B遺跡は盛岡市本宮字熊堂44-2ほ かに

所在 してお り、両遺跡は共にJR仙北町駅の西方約1.5kmに 位置し隣接 している。遺跡は雫石川南岸に

形成された河岸段丘上に立地している。一つに見えるこの段丘も実際には小さな段丘が 3つに分かれ

てお り、標高約123mの 下位段丘に本宮熊堂A遺跡、標高約125mの中位段丘に本宮熊堂B遺跡、さら

に上の段丘には稲荷遺跡がある。各段丘は 2m前後の比高差をもって存在 している。

遺跡が所在する盛岡市は、県庁所在地であり、総面積489。 15ha、 人口約28万 8千人の都市である。

県のほぼ中央部に位置 し、北は玉山村、東は下閉伊郡岩泉町・川井村、西は岩手郡滝沢村 。雫石町、

南は紫波郡矢巾町・紫波町・稗貫郡大迫町に接する。国土地理院発行の 1:50,000地 形図「盛岡」

(NJ-54-13-14-2)の 図幅に両遺跡共に含まれ、本宮熊堂A遺跡は北緯39度41分08秒、東経141

度07分44秒、本宮熊堂B遺跡は北緯39度40分52秒、東経141度08分00秒付近である (日 本測地系)。

3地 形 ・ 地 質

遺跡が立地する盛岡市は、北上山地と奥羽脊梁山脈に挟まれた北上平野の北部に位置している。そ

の合間にある北上川が盛岡市の西寄 りを南流しており、中津川・雫石川などの複数の支流が合流して

いる。この北上川は延長243kmあ り、西に奥羽脊梁山脈、東に北上山地の間を流れ、宮城県石巻湾に

注 ぐ。その両岸には沖積地が形成され市街地化や耕地として利用されている。

-2-
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3 地形・地質

盛岡市周辺は北上川の中流域に相当し、地形・地質共に背後に控える山地構造の違いによってその

様相が異なる。遺跡が存在する北上川と雫石川が合流する付近の地形・表層地質 。土壌をまとめ、遺

跡周辺の地形について示しておく。

盛岡市の地形は、北上川を挟んだ東と西、さらに西側は雫石川を挟んで南と北で異なり、大きく3

つに分けられる。北上川東岸は地殻変動によって隆起 し準平原化 した北上山地が張 り出して、標高の

低い高洞山 (標高522m)・ 岩山 (標高340m)・ 鑢山 (標高390m)と 丘陵地、高位段丘など小規模な段

丘が縁辺部に認められる。雫石川との合流地点より南に沖積地などが広がる。北上川西岸の雫石川北

側は、岩手山の裾野が北上川と雫石川の合流地点に向かって伸び、標高の高い泥流地形や火山灰砂台

地が広がる。低位段丘や氾濫原、旧河道などによって形成された標高の低い地形の面積は他と比較す

ると狭い。北上川西岸の雫石川南側は、奥羽脊梁山脈の東端の小起伏山地である箱 ヶ森 (標 高

865m)。 赤林山 (標高855m)。 南昌山 (標高848m)か ら標高を下げ宰郷山 (標高368m)・ 稲荷山 (標

高233m)。 飯岡山 (標高358m)が存在 し、雫石川や北上川の影響により比較的平坦な砂礫段丘と沖

積地が広がる。

表層地質は北上川流域は砂礫層に覆われ、東岸は輝力凝灰岩・蛇紋岩質岩石 。花尚岩質岩石、西岸

は集塊岩・火山砕屑物・流紋岩質岩石が広がる。

上壌は北上川の東西で大きく異なる。東岸は低地が極端に狭いのに対 して、西岸はそれが大きく広

がる。東岸は北上山地の裾野に黒ボク土壌・粗粒低地上壌、西岸は粗粒低地土壌・多湿黒ボク土壌・

黒ボクグライ土壌が奥羽山bFRに 向かって広がる。

本宮熊堂A・ B遺跡が立地する地形の概略を述べておく。両遺跡共に雫石川の南岸に形成された河

岸段丘上に隣接 して立地してお り、下の段丘に本宮熊堂A遺跡、上の段丘に本宮熊堂 B遺跡がある。

この境には段丘崖が存在 し、比高差は1.5～ 2mである。今回の調査によって、段丘崖直下に縄文時代

から奈良時代にかけての河道が形成されていることが明らかになった。両遺跡共に砂礫段丘上に立地

し、地形区分では砂礫層、土壌区分では細粒灰色低地土壌である。

本宮熊堂A遺跡の地形は、現況では盛上によって平坦に見える地形であるが、検出後は調査区北端

には平坦面が存在 しており、緩やかに旧河道のある南方へ傾斜 している。

本宮熊堂B遺跡の地形は、現況からは調査区内の北側に段丘崖が存在 しており、全体的には緩やか

に段丘崖に向かって傾斜 しているものの部分的に平坦面を形成していることが確認できる。表土除去

後から把握できた地形は、調査区の南西部が最も標高が高 く、段丘の内陸部にあたる南以外の三方へ

緩やかに下っていく。その傾斜は西方は高低差がなく、東方はより大きくなる。これら確認できたこ

とはほぼ現況と同様である。

周 辺 遺 跡

本宮熊堂A・ B遺跡が所在する盛岡市には遺跡が多く存在しており、500遺跡以上が登録されてい

る。それらは縄文時代草創期から近世にかけて所属している。遺跡は各時代ごとに継続して認められ

ていることから、古くから生活する環境が整っていたと考えられる。

近年、盛岡南新都市土地区画整備に伴う発掘調査が継続して行われ、それらの成果により本遺跡が

立地する雫石川南岸は、奈良時代から平安時代にかけての遺跡が多く存在していることが判明した。

その結果、奈良時代の集落、志波城の形成、そして平安時代の集落とそれらの変遷が窺え、古代の様

相が明らかになりつつある。各時代ごとの遺跡と段丘との関わり合いについての歴史的環境は西澤

-4-



鰯
中起代山地

懸薙圏
小起伏山地

□
HI丘 陵地 I

踵踵饉
HI丘 陵地 Ⅱ

剛
砂礫段丘 Ⅱ

饉
砂礫段丘Ⅱ

:三コ
崖

Ⅱ 遺跡概観

慶蓬藝花循機盈密

m硼剛扇状地

顧躍霞崖錐性扇状地

属霊電盆錘辛罫
及び

躙 朋

欄Ⅷ 燃効

区三∃
人口改変地

□ 湿
集繰皇壊

医l∃ 黒ボク土壌

圏饉醸懲
淡色黒ボク土壌

匝霊墾と
厚層黒ボク土壌

日1日 黒ボク上壌

硼阻圃‖多湿早ボク土壌

匡三三≡量褒
クグライ

E三コ乾柴繰呈壌

匠三コ低地

□
砂礫

□
砕屑物

匿至正]砂礫

璽団露霊泥岩

圏
珪岩質岩石

籐露譲§
輝緑凝灰岩

剛‖lllll淡色黒ボク土壌

鰯
褐色低地上壌

翻
im糧猛呈壌

鋼
灰色低地土壌

/粗 粒低地土壌

匡墓理
低地泥炭土壌

[!:ヨ 黒泥土壌

t_ ]褐色森林土壌

皿M硼冊集塊岩

睡箋霞
火山砕屑物

磯
流紋岩質岩石

騒藝翻
花磁岩質岩石

囲
蛇紋岩質岩石

第 3図 地形地質図

-5-



4 周辺遺跡

(岩文埋2003a)、 遺跡と旧河道の関係については人木 (岩文埋2003b)に より、詳細な報告がなされ

ているのでそれらを参照願いたい。

今回の調査から本宮熊堂A遺跡は縄文時代晩期を中心とした集落、本宮熊堂B遺跡は奈良時代から

平安時代にかけての大規模な集落という成果が得 られた。しかし、今回報告対象 となる本宮熊堂A遺

跡の調査区からは、主に奈良時代の遺物が出土する旧河道が検出された。ここでは、本宮熊堂 B遺跡

の集落と本宮熊堂A遺跡の旧河道の主体時期である奈良から平安時代に焦点を当て、近隣の遺跡との

位置関係を把握 しておく。        ´

奈良時代の集落遺跡は、台太郎遺跡は約 lkm南東、野古A遺跡は200m南、集落と円形周溝墓がセ

ットで認められている飯岡沢田遺跡は500m南 に位置している。

平安時代の集落遺跡は、上述 した台太郎遺跡や野古A遺跡、飯岡林崎 Ⅱ遺跡は 2km南西、小幅遺

跡は lkm西、飯岡才川遺跡は600m南 に位置している。志波城は約 2km東に位置する。

参考文献

(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書を岩文埋報、(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターを岩文埋

とする。)

岩手県企画開発室1978『北上川系開発地域土地分類基本調査 一盛岡―』

岩文埋2002 『熊堂B遺跡第10次発掘調査報告書』岩文埋報377集

岩文埋2003a『台太郎遺跡第35次発掘調査報告書』岩文埋報417集

岩文埋2003b『細谷地遺跡発掘調査報告書一第 4・ 5次調査―』岩文埋報414集

岩文埋2004 『飯岡林崎Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩文埋報427集

岩文埋2004 『細谷地遺跡第8次発掘調査報告書』岩文埋報も4集
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Ⅱ 遺跡概観

番モ 違跡名 種別 遺跡名 種別 遺跡名 種 別 遺跡名 種 別 遺跡名 種 別

1 細 田 散布地 2 太田館 集落弥 3 上野屋敷 集落跡 4 人ッロ 散布地 5 人多ト 散布地

6 山王山 集落跡 7 新山館 集落跡 8 太田蝦夷森古墳 古墳,散布地 9 一本本 散布地 畑 中 集落跡

11 紫波城跡 集落跡 大宮北 集落跡 小幅 集落跡 本宮熊堂 B 集落跡 15 台太郎 散布地

天沼 集落跡 五兵衛新 田 集落跡 竹鼻 集落跡 上越場 A 集落跡 20 大宮 集落跡

鬼柳 A 集落跡 /1ヽ 林 集落跡 水門 集落跡 稲 荷 集落跡 鬼柳 B 集落跡

26 鬼柳C 集落跡 野古B 散布地 野古 A 集落跡 飯 岡沢 田 集落跡 飯岡才川 集落跡

細谷地 集落跡 矢盛 散布地 南仙北 集落跡 向中野幅 集落跡 ニ ッ沢 散布地

蟹沢下 散布地 山 中 散布地 月見山 散布地 堤 散布地 40 大柳 I 集落跡

辻屋敷 集落跡 藤島 Ⅱ 集落跡 上越場 B 集落跡 二 叉 散布地 飯 岡林崎 Ⅱ 集落跡

西田A 集落跡 西 田 B 集落跡 前 田 集落跡 深淵 I 集落跡 高屋敷 ] 散布地

下久根 I 散布地 石持 散布地 53 夕覚 散布地 大ヶ森 散布地 飯 岡赤坂 散布地

赤坂 Ⅱ 散布地 飯 岡林崎 I 集落跡 58 上新田 集落跡 深 淵 Ⅱ 集落跡 西 集落跡

高屋敷 I 散布地 熊堂 I 集落跡 63 熊堂 Ⅲ 集落跡 商谷地 集落跡 熊堂Ⅱ 集落跡

田 中 集落跡 松 島 集落跡 68 葛 本 散布地 生 畔 集落跡 陣 当 集落跡

境 田 散布地 碇 堰 集落弥 73 西鹿渡 集落跡 百目木 集落跡 新井田 I 散布地

新井 田 Ⅱ 散布地 木節 集落跡 78 イヽ田Ⅱ 集落跡 小 田 I 散布地 大島 散布地

間木 散布地 永井館 散布地 器 下永林 散布地 中島 祭TL跡 三本柳幅 集落跡

高櫓 A 集落跡 87 高櫓 B 散布地 88 湯沢大館 散布地 一本松 散布地 神田 散布地

下永井 散布地 菖帝田 集落跡 93 三百刈 田 集落跡 和 野 散布地 見前館 集落跡

見前久保屋敷 散布地 97 下谷地 集落跡 98 下谷地前 散布地 和 山 散布地 100 天戸 集落跡

宮 田 散布地 下赤林 Ⅱ 集落跡 下赤林 I 集落跡 木代 散布地 105 茨垣 集落跡

高畑 散布地 向中野館 集落跡

第 4図 遺跡分布図
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Ⅲ 野外調査 と整理方法

野外調査の方法

(1)調 査 区 設 定

調査区の設定は、盛岡市教育委員会の方針に準 じている。平面直角座標第X系 (日 本測地系)を座

標変換 した調査座標を用いている。遺跡が所在する大宮地区の調査座標点 X=-35000.000、 Y=
25000.000を 基点とし、50× 50mの正方形の大グリッドを設定し、それを25等分 し2× 2mの小グリッ

ドとしている。大グリッドの呼称は北西隅を基点として、南方向へ 1～ 25、 東方向へ A～ Y、 小グリ

ッドもこれと同様の方法を用い、南方向へ 1～ 25、 東方向へ a～ yと している。小グリッドの呼称は

lAlaと なる。

X座標    Y座 標   標高(m) グリッド名

基準点 1 -35240,000  25650,000  124.446   5N15a
老き準点 2  -35240,000   25570.000    125.353     5L21k

為寺デく1      -35228.000     25650.000     124.199       5N21a

和甫1氣 2      -35240,000     25508.000     124.937       5K21e

布寺兵氣3      -35228.000     25476.000     124.895       5 J15n

補点 4     -35228.000    25462.000     124.751       5 J15g

(2)表土掘削・遺構検出 。遺構精査

表土掘削は予め任意に設定したトレンチで遺構検出面を確認し、その面まで重機を使用し表土除去

を行った。遺構検出面は遺構を確認できるまで人力によリジヨレンを用いて行う。検出した遺構は適

宜三分法ないし四分法を使用し精査を行った。

(3)遺物の取 り上げ方

遺構内出土遺物は遺構数が多く時間的制約から、埋土中に関しては一括、下位から床面にかけての

遺物は原位置を図化 し番号を付 して取 り上げた。

遺構外出土遺物は、遺構検出面より上位の表土から出上したものは基本土層単位、遺構検出面にお

いて出土したものは小グリッド単位で取 り上げた。

(4)実

遺構の平面実測は光波測距儀を用いて作成することを基本として、簡易遣 り方測量で一部作成して

いる。縮尺は竪穴住居や土坑などは原則 として 1/20、 カマ ドは 1/10、 その他は必要に応 じて任意の縮

尺を用いている。コンタ図は株式会社セビアスのデジタルカメラによる撮影で作成している。

(5)写 真 撮 影

写真撮影は、3511m判 カメラ 2台 (モ ノクロ 。リバーサル)と 6× 9 cm判 カメラ 1台 (モ ノクロ)を

使用 し、遺構や遺物の検出状況や出土状況に応 じて行っている。また、デジタルカメラを使用 して補

助撮影をしている。

〕HJ
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1 野外調査の方法

(6)広 報 活 動

平成16年 10月 30日 に現地説明会を行う。(約70名参加)

平成17年 1月 22日 岩手県立埋蔵文化財センター。(財 )岩手県文化振興事業国主催の第26回埋蔵文化

財講座・遺跡報告会において発表を行う。

2調 査 経 過

本宮熊堂A・ B遺跡の調査経過についてそれぞれ下記に示しておく。

(1)本宮熊堂A遺跡第24次調査

9月 1日 調査開始。

10月 20日  調査再開し、旧河道を確認。

10月 27日  航空撮影を行う。

11月 11日 委託者・岩手県教育委員会 。当センターによる終了確認を行う。

11月 15日 器材搬出し現場から撤収する。

(2)本宮熊堂B遺跡第25次調査

6月 1日 器材搬入し現場設営開始。

6月 2日  試掘開始。

6月 9日 重機稼働 し粗掘作業開始。調査区西側から平行して遺構検出を行う。

6月 25～30日 文化財愛護協会発掘技術研修を行い、RA■7の精査行う。

7月 5日  追加調査区の道路分と調査区東側の宅地範囲の粗掘作業開始。

7月 28日  10年研修による発掘体験 (1名 )。

8月 1日  第26回埋蔵文化財展の発掘体験の遺跡として採用される。

8月 5日  10年研修による発掘体験 (1名 )。

7月 14日 粗掘作業終了。

8月 3日 調査区西側のR A091及びR G138か ら精査を開始する。

9月 30日 株式会社セビアスによリコンタ図作成のデモンストレーションを行う。

10月 1日 委託者との現地協議を行い、10月 30日 に調査区半分の引き渡しと11月 中の調査期間延長の

承諾を得る。

10月 26日  委託者・岩手県教育委員会 。当センターによる部分終了確認を行う。

10月 27日  航空撮影を行う。

10月 30日  現地説明会を行う。近隣住民を中心に約70名 の参加がある。

11月 11日 委託者・岩手県教育委員会 。当センターによる終了確認を行う。

11月 16日 航空撮影を行う。

ll月 22日  R A130の 精査が終了し、器材搬出し現場から撤収する。

3 室内整理の方法

(1)作 業 手 順

遺物洗浄は概ね野外調査中に済ませていたが、若干残っていたため遺物洗浄から開始する。次に注

記及び接合を行い、それと平行して遺物選別、登録作業をした。その後、拓本、実測、 トレース、写

真撮影を行った。各作業に平行して原稿執筆をしている。
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Ⅲ 野外調査と整理方法

(2)遺 構 の 整 理

遺構図の整理は、業務委託によるデジタル調整図化で行っている。原図を取 り込み、調整図におい

て合成を行い、そのままレイアウトしてデジタル版下にした。このため今まで行っていたような第 2

原図作成及びその トレース、台紙による版組作業を行っていない。また、遺物図と遺構・遺物写真も

同様にデジタル編集作業を採用したため、版組作業は省略している。

竪穴住居の床面積の計測は、プラニメータ́―を使用し三回計測を行い平均値を使用している。

(3)遺物掲載基準・縮尺

遺物は、接合作業と平行して登録作業を行っており、以下の点を基準としている。

土器は、推定復元可能なものに限って実測を行った。口縁部は器形を、底部は立ち上がりを確認で

きるものに限定した。体部は反転可能なもの、須恵器は整形等が分かるものを中心としている。また、

出土量が少ない竪穴住居に関してはこの限りではなく、残存率が低いものでも実測 している。

遺物の図化については、細谷地遺跡 (岩文埋2004)で行われた掲載方法を採用 している。本報告書

においても図の煩雑さを解消するため横ナデは表現していない。

縄文土器は、出土点数が少ないことから、文様帯を確認できるものは積極的に掲載した。

石器は、縄文時代の遺構外と余良～平安時代の竪穴住居跡から点数は少ないながらも出土している。

剥片石器は完形品のみを優先して掲載を行った。礫及び礫石器は、カマ ドの構築材及び住居内に廃棄

されたもの、床面から出土したものを全て持ち帰 り重量計測を行った。全ての礫を観察し使用痕跡が

認められたものは登録を行い、二次選別を行い掲載資料としている。図化が不可能なものは観察表の

みの報告としている。

土製品・石製品は、全点登録を行い掲載している。

鉄製品は、竪穴住居跡と土坑から出土したものに限定し選定を行い、形態が分かる小破片以外はす

べて登録して掲載している。

木製品は、一部に加工痕が認められるものを実測している。

自然遺物は、炭化材や種実などがあり、それぞれ同定作業を行っている。

遺物の縮尺は1/3を基本とし、大きな礫石器を1/4、 木製品は任意に縮尺を変えている。遺物図版に

はそれぞれ縮尺を付 している。

4 )叱     夕J

(1)遺 構 名 称

遺構名称については盛岡市教育委員会で使用 している略号に準 じて付 している。なお現場段階では

略号を使用 しておらず、整理作業の段階にて略号に振 り替え、遺跡全体で通し呑号としている。

遺跡略号は以下の通 りである。

RA… 。竪穴住居跡  RB・ …掘立柱建物跡  RD… ・土坑     RE・ …竪穴状遺構

RF・ 中焼土遺構   RG… ・溝跡      P… …・柱穴状土坑

その他の凡例については第 6図 を使用している。
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Ⅳ 基 本 層 序

1 本宮熊堂A遺跡

基本層序は、厚い盛土を除去すると遺構検出面であったことからここでは省略する。遺構検出面は

暗灰黄色粘土 (2.5Y5/2)。 粘性 としまり共に強い。

2 本宮熊堂B遺跡

基本層序は以下の通 りである。調査区中央から西側においては遺構検出面より上層は表土であった

ため記載はしていない。なお I層からⅥ層までは 5M25hグ リッドの南壁、ⅥからXV層は 5L12o

グリッドの攪乱を利用 して層序を把握している。本段丘の基盤は水性堆積層により形成されているこ

とがⅦ層以下で確認できる。

I層 黒褐色土 (10YR3/1)。 粘性 としまり共に強い。表土。

Ⅱ層 黒色土 (10YR2/1)。 粘性やや強 く、しまり強い。直径 1～ 5 clllの ブロック (10YR3/3)が混

入 。

Ⅲ層 黒色土 (10YR2/1)。 粘性 としまり共にやや強い。上層に比べやや明るみが増す。上層で認め

られたブロックが見 られなくなる。調査区東側において部分的ではあるが十和田 a火山灰がブ

ロック】大にヲ(る 。

Ⅳ層 黒褐色土 (10YR3/2)。 粘性並、しまりやや強い。下層に礫が混入している箇所 もある。 5N

グリッドより東側では基本的に残存 しており遺構検出面となる。

V層 暗褐色土 (10YR3/4)。 粘性なし、しまりやや強い。砂質シル トと礫層が確認できる層である。

5Mグ リッドでは遺構検出面となる。

Ⅵ層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)～ 褐色土 (7.5YR4/4)。 粘性なし、しまり強い。 5K・ Lグ リッド

では遺構検出面となる。

Ⅶ層 褐色土 (10YR4/4)。 粘性弱 く、しまり強い。

Ⅷ層 褐色土 (7.5YR4/4)。 粘性やや弱 く、しまり強い。

Ⅸ層 褐色土 (7.5YR4/4)。 しまりやや強い。上層に類似 しているが粘性はなくなる。

X層 褐色土 (7.5YR4/4)。 粘性並、しまり強い。

XI層 褐色土 (7.5YR4/4)。 粘性としまり共にやや強い。

XⅡ 層 褐色土 (10YR4/6)。 粘性としまり共にやや強い。

XⅢ層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)。 粘性としまり共に強い。

XⅣ層 にぶい黄褐色土 (10YR5/3)。 粘性としまり共に強い。

XV層 褐色土 (7.5YR5/6)。 粘性なし、しまり並。

XⅥ層 褐色土 (7.5YR5/6)。 粘性やや弱 く、しまり強い。
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V分 類 基 準

土 器 分 類

出上した土器は、土師器と須恵器が中心で、それらの器種は郭・高台付郭・鉢・蓋 。奏・台付甕・

甑などがある。ここでは器種ごとに細分を行い報告する。分類基準は以下の通 りであり、詳細な報告

は339頁に記載している。

(1)三 上 師 器

[郭 ]

非ロクロとロクロで大別 している。

・非ロクロ

Ａ
　
　
　
　
　
　
Ｂ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

理処色里
【

面内一 :丸底

[:

:平底

[:

:段有 ―― 底部からの立ち上が り

a:外傾、 b:外 反、 c:内湾、di直立

:段無 ―― 底部からの立ち上が り

c:内湾、 di直立

:段有 ―― 底部からの立ち上が り

c:内湾

:段無 ―― 底部からの立ち上が り

a:外傾、 c:内湾

1:段有 ―― 底部からの立ち上が リ ーーー ci内湾

2:段無 ―― 底部からの立ち上が リ ーーー c:内湾

―Ⅱ :非黒色処理 ―― A:丸底
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縁
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縁

工立
　
。

口

ら
　
　
　
　
　
　
口

ら

る

ｏ

ヽ

が

　

　

。

ヽ

が

が

甚

別

防

　

　

揺

別

防

批

上

上

湾

　

　

上

上

湾

立

ち

ち

内

ｏ

　

ち

ち

内

に

位

位

炭

焼

　

位

位

屍

燃
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ま
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ま

ま

の

は

部

部

そ

し

　

部

部

そ
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・
・

―
　
・
・
類

・
・

…
　
。
・

‥

類

・
・

‥
　
・
・

‥
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ー

Ⅱ

Ⅲ

ｃ

ｉ

�

�

�

ｃ

ｉ

五

�

�

。
　

匡
Ｌ
匿
Ｌ

　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ⅱ

底部からの立ち上が り

底部からの立ち上が り

底部からの立ち上がり

a:外傾、 c:内湾

a:外傾、 ci内湾

a:外傾、 c:内湾

[蓋 ]

出土点数が 1点であったため細分していない。
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湾

傾

傾

内

外

外

椎

一

処
　
　
理

V 分類基準

1:段有 ―一― 底部からの立ち上が リ ーーー c

2:段無 一―― 底部からの立ち上が リ ーーー a

2:段無 ――一 底部からの立ち上が リ ーーー a

[高郭]

出土点数が 2点であったため細分していない。

[耳皿]

出土点数が 1点であったため細分 していない。

[鉢]

点数は少ないものの非ロクロとロクロに分けており、点数が多い非ロクロのみ細分を行っている。

非ロクロに該当するもので邦の形状をしていないものはすべて含めてお り6細分している。

i:体部には段が存在せず、口縁部まで直立して立ち上がる。

� :体部には段が存在せず、体部上半部に最大幅を持ち口唇部は内湾する。底部は平底である。

稜から口縁部までは直立 して立ち上がる。

� :外部中央で段を有する。体部上半部に最大幅を持ち口唇部は内湾する。他に比べ明瞭な段が形

成されている。

� :体部には段が存在せず、奏の底部に類似 した形状を呈するもの。

vi体部に段が存在 しないものと有するものの 2種類がある。体部上半部に最大幅を持ち口唇部は

内傾する。底部は平底である。口縁都と器高の比で口縁の方が長い。内外面が入念に磨かれてい

る。

� :体部には段が存在せず、体部上半部に最大幅を持ち口唇部は内湾する。底部は丸底である。

口縁部と器高の比で器形はvと 同じだが、やや法量が小さいことから区分している。

ロクロ

ロクロ

:長胴

:球胴

とロクロで大男Uし ている。

:須恵器模倣 ―一

は 6細分できる。

:口縁部が外傾して立ち上がる。

:口縁部が外反して立ち上がる。

:口縁部がほぼ直立 して立ち上がる。

:外反するが口縁部に厚みがあり稜を形成する。

:口縁部が受け口状を呈するもの。

:口縁部は外反して立ち上がるが口唇部のみ直立する。

閣］
上升　」研　出ｒ‐‐臆即‐．¶　Ｈ一　。‐　̈
．　中Щ　。Ⅳ　Ｖ　．Ⅵ

1:頸部に段有

2:頸部に段無

1:頚部に段有

1:頚部に段有
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1 土器分類

Blは細分できる。

i:口縁部が外傾 して立ち上がる。

こ:口縁部が直立気味に立ち上がる。

A2・ Clは出土点数が少ないため細分していない。

・ロクロ

ロ縁部形状は複数確認できたものの、出土点数が少ないため細分 していない。

[台付奏]

出土点数が 1点であったため細分していない。

[甑]

個体を復元できたものはなく、底部のみの確認である。その底部に形成された孔の形状により細分

している。

I類 :多子し式のもの。

Ⅱ類 :単TL式のもの。

(2)須  恵  器

[杯]

底部の切 り離 しはすべて回転ヘラ切 りであり、それ以外は認められない。底部からの立ち上が りで

細分している。

底部からの立ち上が リ ーーー a:外傾、 b:外反。

aのみ 3細分 している。

i:器高が低 く、日径と底径が大きい。

こ :iと 類似 した器形であるが、器高は iよ り高 く、底径が iよ り小さい。

� li・ 五に比べ法量が大きい。

[蓋 ]

出土点数が 1点であったため細分していない。

[高台付郭]

出土点数が 1点であったため細分していない。

[甕・台付甕]

出土点数が少ないため細分していない。
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V 分類基準

2石 器 分 類

礫石器は以下のように分類している。

I類

Ⅱ類

Ⅲ類

Ⅳ類

V類

Ⅵ類

Ⅶ類

先端部に敲打痕を有する。

表裏面に磨面を有する。

表裏面に凹面を有する。      ´

I類 十Ⅲ類の痕跡を有する。

■類 +Ⅲ類の痕跡を有する。

台石。Ⅲ類 とは異なり規模が大きいものである。

砥石。Ⅱ類と異なり大きな面が形成されているもので石皿の形態に類似している。

3鉄 津 分 類

鉄淳は以下のように分類している。

生ッカーで分類(L)ェ
優ほ尾三警撲験屋

物

メタルチェックは、メタルチェッカー埋蔵文化財用特殊金属探知器 (鉄塊系遺物姑応調整)/形式 IMR

50B/基準値設定者穴沢義功氏使用

磁着には、タジマツール製の強力磁石 品名 :ピ ックアップ/品番PUP一 M使用
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土器分類

非ロクロ土師器鉢

ti~~~~~~~:書ζζ:~:ili
ロクロ土師器郭

翻
Ⅱc�

MM   嘲
I Alb        I Alc                             I A2c          I A2d

I Ald

蕩
I civ

ロクロ高台付郭

非ロクロ高台付鉢

部韻
甫
―‐‐
＼
尉
＼

第 7図 土器分類図
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Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次調査

本宮熊堂A遺跡は、縄文時代晩期後葉と古代との複合遺跡であり、過去の調査において、縄文時代

晩期後葉では竪穴住居跡 2棟、炉跡17基、土坑41基、また古代では溝跡53条が確認されている。

第24次調査区は南北約 9m、 東西約78mを 測 り、東西方向に長 く、推定される本遺跡推定範囲の南

端に位置する。調査区北側は本遺跡第26次調査区 (平成16年度調査)と 、また調査区南側は本宮熊堂

B遺跡第25次調査区と接 している。第24次調査区内の地形はやや浅い窪地状を呈し、北から南にむか

って緩やかに低 くなるが、本調査区南端で急激に立ち上が り、本宮熊堂B遺跡に至る。本宮熊堂B遺

跡の古代遺構検出面との比高差は 2～ 3mを計る。

今回の調査で、古代の溝跡 1条 と縄文時代から古代まで継続 して存在 していた旧河道l条 を検出し

た。旧河道は埋上の層毎に出土遺物が、縄文時代のものと古代のものとに明瞭に分かれる。また土壌

が水気を帯びていたため、有機物が良好な状態で残存 していた。これらの有機物を層毎に検討するこ

とで、縄文時代と古代、両時代の生活環境復元がある程度可能となる。そのような点で貴重な資料に

なるものと考える。

2 本宮熊堂A遺跡の基本層序

本遺跡は昭和20年頃までは水田であったため、表土 (盛土)下には水田耕作土が堆積 していた。水

田耕作土直下の層からは、本宮熊堂B遺跡のⅢ層に比定する黒褐色土層が確認され、少量であるが土

師器を包含する。この層下位面から旧河道、溝跡が検出した。また遺構検出面からは、灰白色を呈す

る火山灰 (自然科学分析の結果、十和田 aテ フラと思われる)がブロック状に散在する。

本遺跡第26次調査区では、この黒褐色土層の下で縄文時代晩期の包含層を確認した。褐色を呈し、

粘土に近いシル ト層であるが、第24次調査区では検出した旧河道の規模が大きく、明確に縄文時代晩

期の包含層と考えられる層はみつかっていない。また旧河道の南岸 (調査区の南端)は旧河道検出面

上が砂礫層である。何 らかの理由 (旧 河道の水流など)か ら削平により、シル ト層が消滅したものと

思われる。

3 検出された遺構 。遺物

(1)I毒 跡

R G054溝 跡

1条検出した。過去の調査で53条 の溝跡が確認されており、それらに続 くR G054と した。

(位置)調査区東側、 5N6h～ 8hグ リッドに位置する。

(検出状況)水田耕作土直下のⅢ層下面で、黒色の広がりとして、プランを確認した。

(平面形・規模〉幅100～ 130cm、 深さは約75cmを測る。調査区内での長さは約 5mを 測るのみだが、

北側で調査区外へと伸び、第26次調査区へと続いている。第26次分を合わせると、長さ約51mを測る。

また、南端は調査区南壁から約1.5m付近で途切れており、隣接する本宮熊堂B遺跡には達していない。

断面形は逆台形状を呈する。

略概
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調  査  区

調  査  区

Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次調査

コ 生 。ぃ 12310航

1黒色土

2黒褐色土

3黒色粘土

(10YR2/1)

(2 5YR3/2)

(2 5YR2/1)

粘性強 く、締 まりやや疎。

褐鉄鉱少量含む。

粘性強 く、締 まりやや密。

褐鉄鉱微量含む。

粘性強 く、締 まりやや密。

明責褐色細砂中量含む。

(平面図 )

(断面図 )

0
ヒ

0

第11図  RG 054

Kjll土 )3層に分層できる。黒色土を主体とし、粘性が強く、褐鉄鉱を含んでいる。

(遺物〉なし

く時期〉第26次調査区分の埋土中から、小片であるが、ロクロ系土師器が出土している。これを根拠

とすれば、概ね古代 (10世紀代)に比定されよう。

(2)十日 ユ可 道

(位置)調査区南壁か ら1.5～ 5m北側に位置する。北岸は第26次調査区に及んでお り、旧河道は第24

次 と第26次の調査区境 をまた ぐように位置する。

(検出状況〉水田耕作土直下で黒色粘上の大きな広がりとして確認した。第24・ 26次調査区共に基本

層序からは、黒褐色粘土層は確認されていないので、遺構の可能性を考え、黒褐色粘上の範囲にトレ

ンチを数本入れたところ、 トレンチ断面の上層から、粗砂によるラミナ層を確認した。また検出面か

ら約150cm掘 り下げた段階で、底部から水が湧きはじめ、これらの事象から旧河道と判断した。

(平面形・規模〉東西方向に伸びており、調査区中央部付近で北東へと緩 くカーブする。両端は調査

区外に及んでいる。従って長さは不明である。幅は約10m、 深さは110～ 160clllを 測る。

- 23 -



3 検出された遺構・遺物

(埋土〉遺構検出面から、川底に相当する深さまでを主体土を基に 5層に大別し (1～ 5層 )、 またそ

れぞれ混入物の差やラミナ層などを基準として、さらに細分 (a層 ～)した。

まず 1層 は黒褐色粘土～灰色シル トを主体とする層で、約30cm堆積 している。 la～ ln層の14層

に細分できる。やや粗い責褐色砂が層状に堆積するラミナ層を 5箇所確認した。南岸側では小礫が多

量に混入する層 (ln層 )も 見受けられた。ラミナ層や砂礫層は旧河道の西側で特によく確認され、

東側では、あまり明瞭に残っていない。また層上位からは、灰白色火山灰が混入する。火山灰はブロ

ックで少量、混入するのみで、二次堆積の可能性が高い。火山灰を自然化学分析 した結果、十和田 a

テフラである可能性が高いことが判明している (第Ⅷ章参照)。 2層 は責灰色粘土を主体 とし、約10

cm堆積する。混入物も少ない。 2a～ 2e層の5層 に細分できる。 1・ 2層 中からは土器などの遺物

は検出していない。 3層 は黒褐色シル トを主体とし、約50cm堆積する。 3a～ 3g層の 7層 に細分で

きる。 3c層 はほぼ、層中央部に形成されたラミナ層で、最も広い範囲に及んでいる。 3層中から土

師器片が出土し、また木製品を含んだ植物遺体が多数出土している。古代には 3層下位が,可底であっ

たと推定される。 4層 は暗灰黄色～暗褐色シル トを主体とし、約30cm堆積する。層の様相に変化が乏

しく、ラミナ層は 4層 中からは見受けられない。 4a～ 4c層の 3層 に細分できるが、主体は 4a層

である。水気を強く帯び、腐葉土が多量に混入する。動植物遺体が非常に良好な状態で残存 していた。

4層 中から縄文時代晩期後葉の遺物が出土している。

5層 は旧河道西側のみで確認した。灰～灰オリーブ色砂を主体とする層で、縄文時代晩期の上器片

が少量出土している。縄文時代晩期にはこの層下位が河底であった可能性が考えられる。

〈遺物)3層 中から古代の遺物が、また 4層 中からは縄文時代晩期の遺物が出土 している。この点、

明確に確認できた。また、動植物遺体では、主に 3層中から木製品や樹木類が、 4層中からは堅果類

や昆虫類などが出上している。

3層からは土師器邦、土師器奏、須恵器邦が出上している。35点 (943g)を確認し、そのうち 9点

を図化 した。

1は球胴形の上師器奏で、ほぼ完形の状態で出上した。外面調整は縦方向のハケ、内面調整は横方

向のハケである。ハケの条線は、内面の方がやや不明瞭である。

2～ 6も 土師器甕であるが、全体の形態は不明。 2・ 3は口縁部がやや内湾する器形で、内外面と

もに回転ナデによる調整のみである。 2は外面に朱が塗られてお り、また籾痕を 4箇所確認した。 4

は底部片であり、外面調整は縦方向のハケ、内面調整は不明瞭であるが、横方向のハケが確認できた。

5は口縁部片で、概ね 2。 3と 同様の口縁部形態であると思われる。内外面ともに回転ナデのみの調

整で、朱が塗られている。外面に籾痕がみられる。 6は日縁部が大きく外反し、段を有する。外面調

整は縦方向のハケ、内面調整は横方向のハケである。

7・ 8は内面黒色処理された土師器郭である。どちらも内面黒色の残 りが良く、銀色の光沢がみら

れる。 7は外面は横方向のケズリの後、日縁部のみ横方向のミガキを施す。内面は横方向のミガキで

ある。 8は口縁部片で、形状は不明。外面調整は横方向のケズリ、内面調整は横方向のミガキである。

9は須恵器郭である。口縁部片で、形態は不明である。外内面ともに調整は回転ナデのみである。

3層中から出上した遺物は破片資料が多 く時期決定の根拠となるものが少ない。ただし、 2・ 3・

5の上師器甕は形状が本宮熊堂B遺跡から出上している 8世紀前半の発に類似 しており、概ねこの時

期におさまるものと考えられる。

4層からは縄文土器、石器が出上している。縄文土器は37点 (629g)確認され、そのうち15点 を図

化 した。概ね晩期後葉 (大洞 C2～ A式)に比定されるものである。10は深鉢の回縁部片で、波状口
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Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次調査
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3 検出された遺構・遺物
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第14図 旧河道遺物出土状況図 (1)
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Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次調査
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検出された遺構・遺物
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Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次調査
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3 検出された遺構・遺物
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第18図 旧河道遺物出土状況図 (5)
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Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次 調査
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第19図 旧河道遺物出土状況図 (6)
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3 検 出された遺構 ・遺物

本宮熊堂B遺跡25次調査区

※番号は自然科学分析 (樹種同定)の資料番号を示している
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第20図 旧河道遺物出土状況図 (7)



Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次調査
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第21図 旧河道出土遺物 (1)

縁を呈 し、横方向の沈線を施す。所謂「九年橋型深鉢」である。12は鉢の口縁部片で波状口縁を呈 し、

横方向の沈線を施す。14は鉢の胴部片で、単節 LR縄文を施文後、横方向に沈線を施す。13。 15～ 23

は縄文が施文された胴部片であるが、いずれも小片で、器種は不明である。24は深鉢の底部で、無文

である。いずれも大洞 C2～ A式に相当すると思われる。ただし、23は 施文される縄文原体が該期の

ものに比べ細 く、弥生土器の可能性がある。

旧河道から出土する石器は第26次調査区側からのものが多 く、第24次調査区側から出上した石器は

図化 した13点が全てである。25は頁岩製の打製石斧で、完形である。片刃片面加工により刃部が作出

される。重量は816.09gで ある。26は頁岩製の石匙で、形状は縦長、刃部は両面加工により作出され

る。重量は18.06gである。27・ 28・ 30。 31は剥片である。いずれも頁岩製である。271ま縦長の剥片で、

打面の剥離は 2回以上、また正面、背面いずれも剥離面をなす。重量2.53gで ある。281ま横長の剥片

で、打面の剥離は 1回 で、正面の一部に自然面が残る。重量13.30gである。301ま横長の剥片で、打面

の剥離は 1回 で、正面に自然面が残る。側縁の一部に、二次加工が施される。重量81.80gで ある。31

は横長の剥片で、自然面を打面とし、正面 も自然面のみである。重量56.83gで ある。29は 頁岩製のス

―- 35 -―
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3 検出された遺構・遺物

第22図 旧河道出土遺物 (2)
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Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次調査
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第23図  旧河道出土遺物 (3)
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3 検出された遺構・遺物

O    S‐ 2:3 lllcm
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第24図 旧河道出上遺物 (4)

―- 38-―



W 本富熊堂A遺跡第黎次調査

o   S■ 1:.3          111m

第25図 旧河道出上遺物 (5)

クレイパーである。素材は自然面の残る縦長剥片である。刃部は片側の側縁に両面加工で作出される。

重量25お 9どである。32■33は頁岩製の石核である。いずれも扁平な礫を使用し、幅の広い部分を作業|

面としている。何度か打面を転位しているのが確認できた。重量は32が88‐91g、 331ま 121.97どである.。

34年 3夕は敲磨器類である。34。 35は安山岩製―で、画面に磨痕がみられる。重―量は34が開335g、 35は

387.05gで ある。361まデイサイト1製で、磨痕と凹痕を確認した。重量は177.73gで ある。37は凝灰岩製

で、敲打痕を確認した。重量216.73gである。4層 中にみられる石器の出土状況は縄支土器と同1様で

あり、したがってこれらの石器も縄文土器とほ―ぼ同時期のものと推定さ|れる|。

樹木類が3層中から出土している。一部、4層上位から出1土 したものもあるが、3層中の樹木類が混

-39-



3 検出された遺構・遺物

入 したものと考えられる。出土 した樹木類は507本 に及

んでいる。ほとんどが自然の状態のままであり、加工痕

は見受けられない。明確に加工痕が確認できた木製品は

18点であった。樹木類の出上位置は旧河道全域で確認さ

れ (第 14～ 20図 )、 やや南岸に寄っている。同じ3層 中

から出土する土師器などと同時期のものと思われる。

38は コナラ節で、長さ184cm、 直径17cmを測 る。九木

取 りで全体に樹度が残る。加工は一方の木回のみで、 2

方向から均等に切 り込みを行っている。加工方向はほぼ

一定である。建物の柱材であるか、あるいは木材から柱

材を切 り離 した際に残った廃材であろうか。39は ほぼ直

線的に長 く、長さ79.7cmを 測る。九木取 りで樹皮は残っ

ていない。木国の片面のみを鋭利な刃物で切った痕跡が

見受けられる。抗の可能性が考えられる。このような形

状の木製品は39、  1点のみであった。40は 長さ30.lcmを

測る。木口に加工痕はないが、体部の 3箇所で切 り込み

を確認した。41は依存状態が悪 く、加工痕が明瞭でない

が、断面が長方形を呈する。何 らかの角材であった可能

性が考えられる。42は 長さ40,7cmを 計 り、全体に樹皮が

残る。木口の片面に切 り込んだ痕跡がみられた。43は 木

口に一方向からの加工痕がみられる。44は木根であるが、

幹に対 して直角に裁断されている。平坦面には、刃物に

よって削られた痕跡が 2箇所見受けられた。45は依存状

態が悪 く、取 り上げの際、散在 してしまったが、形状か

ら板材の可能性が高い。46。 47は片方の先端部が二股に

なってお り、その凹部につぶれたような痕跡が見受けら

れる。どちらも何かを受けるために使用されていた可能

性がある。48は片方の先端部に平坦部を有するもので農

耕具の柄か。49イよ先端部に刃物によって加工された痕跡

が見受けられる。50は依存状態が悪いが板材と考えられ

る。51は 凹部に鋭利な刃物で切 られた痕跡が見受けられ

る。農工具の一部であろうか。

4層 中からは、堅果類、昆虫類が出土している。自然科

学分析の結果、堅果類はオニグルミ、トチノキ、ミズナラ、

シキミなど、昆虫類はアオカナブン、アカガネオオゴミム

シ、ハナムグリなどであることが半J明 した (第Ⅷ章参照)。

(時期)3層、 4層 から出上した遺物を根拠に判断する

ならば、旧河道は縄文時代晩期以前から存在し、 8世紀

前半頃まで機能していたものと考えられる。
O  S‐ 1:10                  50cm

第26図 旧河道出土遺物 (6)
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Ⅵ 本宮熊堂A遺跡第24次調査
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

今回検出された遺構は、竪穴住居跡43棟 (R A50。 51・ 54・ 91～ 130)、 竪穴状遺構 2棟 (RE
017・ 018)、 土坑43基 (R D191～ 217・ 219～ 234)、 焼土遺構 2基 (R F02・ 03)、 溝 5条 (R Gl18・

138。 141～ 143)、 柱穴74個、風倒木痕 2箇所である。

出土遺物は、土師器 。須恵器の郭と奏、刀子や紡錘車、鋤先などの鉄製品、紡錘車と勾玉などの土

製品、礫石器である。遺物は主に竪穴住居に伴うもので、遺構外からの出土は極めて少ない。遺構数

は多 くはないものの上坑などから縄文時代の上器と石器が出土 している。また風倒木痕からは周辺の

遺構と同時期の遺物が出土 している。

2 検出された遺構・遺物

(1)縄文時代の遺構・遺物

土坑

R D193土 坑

[位置・検出層位]5K20w・ xグ リッ ドに位置する。遺構検出層位 はⅥ層である。遺構の北壁は攪乱

により削平されている。

[平面形・規模]平面形は精円形である。規模は2.43× 1.93m、 深さは51cmである。

[堆積土]黒褐色～黒色土主体で 8層 に細分した。自然堆積である。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。床面は西恨1か ら中央にかけては平坦であり、そこから東側は

一段低 く皿状になる。

[遺物]土器77点、石器63点が底面を中心に出土している。 1・ 3は深鉢。口縁部はどちらとも指頭

状工具により波状を呈 している。 2は鉢。口縁部には大小異なる突起が認められるが単位は不明であ

る。横位沈線間に長方形状の凹みを伴うものである。 4～ 6は体部に沈線が施されているが、日縁部

の形状はそれぞれ異なる。 4は波状縁、 5は頭頂部に刻みのある突起を有する波状縁、 6は口唇部に

沈線が施されている平縁である。 2は大洞A式に比定されるが、その他のものは所属時期は不明であ

る。 7は両側縁に刃部が形成されたスクレイパーである。 8～ 11は 二次加工のある剥片である。12は

上下端に剥離が施され刃部が形成されている礫器である。13は土偶。掲載した石器石材はすべて頁岩

である。掲載できなかったものの中には鉄石英や凝灰岩などの石材がある。また埋土中からは鉄石英

の原石が26点確認されている。

[所属時期]出土土器から大洞A式期に属する。

[備考]今回出土した土器は下位の段丘面に存在する本宮熊堂A遺跡と同時期のものである。

R D196土 坑

[位置・検出層位]5J17・ 18・ 19kグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形 。規模]平面形は長楕円形である。規模は3.38× 0,3m、 深さは32cmである。

[軸線方向]N-3° ―W。 長軸を基準としている。

略概

―- 42 -―
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第28図  RDl‐93,196

略 構主]褐色土主体で 4層 に細分したo

[壁
‐底面]壁は外傾して立ち―上がる。底面は僅かに日凸―が認められるものの、概ね平坦である。

瞳物]な し。

随格]平面形状から陥し欠状遺構と思われる。

防属時期]縄文時代に属すると思われるが詳細は不明である。|

遺構外遺鯵

遺構外は基本的に|は調査区5Nグ リッドを中心に出土しており、他グリッドからの出土は極めて少

ない。鉢 ,浅鉢 。台付浅鉢などの器種がある。14・ 17'23は変形工学文が認められ、口唇部に沈線が

施されている。ただし17'23は突起を持つ。18・ 22は績位沈線間に長方1形状の凹みが施されている.。

前者は大洞A'式、後者は大洞A式に比定される。その他のものは沈線や縄皮のみであり、所属1時期

は先1述 したどちらかの時期に含まれると思われる。

⑤eめ も°
評

∫欝Ⅲ
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次 調査
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第30図  R D193出土追物 (2)
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

(2)奈良時代の遺構 。遺物

竪穴住居跡

R A091竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5J18p・ q、 19p・ qグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は

緩やかに西と南に傾斜 していく段丘縁辺部の平坦部にあり、今回調査した竪穴住居の中で最も西端に

ある。北東壁から7m北には段丘崖が存在している。周辺に検出された当該期の遺構との距離はRA
092は北東に6m、 R A098は東に16m、 R A096は南東に16mを測る。本遺構の上半部は強く削平され

ている。

[住居の方向]N-60° 一W。 北東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は北西壁3.39m、 北東壁3.15m、 南東壁3.52m、 南西壁

3.47mで ある。

[堆積土]黒褐～暗褐色土主体で 8層 に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。上半部が強く削平されているため壁の立ち上が りは低 く壁高

は 6cm前後、残存状況が良好な南東壁は12cmである。床面は暗褐色土が部分的に貼 られて硬 くしま

り、ほぼ平坦である。貼床の層厚は 2～ 6 cm、 掘 り方はⅥ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。

軸線方向はN-60° ―Wである。袖は地山を削 り出して構築している。燃焼部は緩やかに凹む皿状を

してお り、平面形は不整形、規模が36× 30cm、 層厚 4 cIIlの焼成面がある。煙道部は燃焼部から段差が

設けられ、そこから煙 り出しに向かって緩やかに傾斜 しており、焼成面から1.55mを 測る。煙道部構

築方法は到抜式である。

[土坑・柱穴]柱穴 1個 を北東隅の床面において検出した。 Plの平面形は精円形、規模は68× 39cm、

深さは10cmである。

[遺物]土器129点、礫 2点がカマ ド周辺の床面から出上している。土師器郭・奏はすべて非ロクロで

ある。25～ 27は 土師器郭。25は I Alc類 、26は I B2c類 、271よ I Ala類 である。28は 土師器休�類。

29～ 32は 土師器奏。30・ 32の底部には木葉痕が認められる。29・ 30。 32は A l ii類、31は Ali類であ

る。

[遺構時期]8世紀中葉から後葉に属する。

R A092竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5J15u'v、 16u・ v、 17u・ vグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

本遺構は西に向かって緩やかに傾斜 していく段丘縁辺部の平坦部にある。北壁から0.5m北には段丘崖

が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との距離はR A091は南西に 6m、 R A093は南東に

9m、 R A096は 南南東に 9mを測る。本遺構の南壁の一部と北東隅と遺構上半部は削平されている

ため、床面のみの精査 となる。

[住居の方向]N-92° ―W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は南北に長い長方形である。規模は西壁5.66m、 北壁3.47m、 東壁5,08m、 南

壁4.66mで ある。

[堆積土]暗褐色土主体で 3層 に細分 した。 2層上面において十和田 a火山灰がブロック状に混入し

ている。
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2 検出された遺構・遺物
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2 検 1出 された遺構 ■逮物

蠅

(ICa4/8J

(,Si磁ン0
癬Ⅷ
(10n421 機 は説山j

博

は障
け卜
　
●

SPC
取 80H

」弾弾弾“．弾弾櫛競

I陥
&驚線疑

と魏

第36国 RA092カマ ド

[璧・床面]壁,ユ外傾して立ち上がる。1還構上■部が強くHIJ平されていることから壁高は2～・O cmと

低く、時に北壁―の1立ち上がりは纏かである●床1面は黒鶴色土が全面II←翡ら|れて硬くしまり、緩や|かに

北に傾斜している.。 貼床|の層厚は2～20cm、 掘り方HVI層を線り込んで影1成 されている。それ―らは床

面全体で認められるが、南側が特に深ぐ振り基まれている.。

[オマド]純 と燃焼部、建道を検出した。酋藍申央、中紬線が盛と直交するように設1置|さ れている。

騨線方向はN-85'― Vである。袖―は地山をHIJり 出―して繕築している。若袖の下端は構築上が削平さ

れ流出していることから不1萌瞭である。燃焼部は中央が凹む.皿状をしており、平面形は構円形(規模

が51-× 39clll、1唐厚 4 clllの焼1成面がある。煙―道|は燃焼部から農差が設けられ―そこか,ら 煙り出しに向か
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Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次 調査
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第37図 RA092出土遺物

ってほぼ平坦に形成され てお り、焼成面か ら1,71mを 測る。煙道構築方法は残存状況が悪いことか ら

不明である。

[土坑・柱穴]柱穴 4個 を貼床の掘 り下げ時に検出した。 Pl～ 4は 、平面形は円形 もしくは楕円形、

規模は28～ 42cm、 深 さは12～16clllで ある。柱穴の堆積土は黒褐色土主体で同じである。

[遺物]土器234点 が カマ ド周辺の床 面か ら出土 している。土師器郭 と奏 はすべ て非ロクロであ る。

33・ 34は 土師器郭。33は I B2a類、34は I Ala類 である。35'36は 土師器甕。36は A liv類 、底部に

木葉痕が認め られる。礫は22点 出土 しているが、すべて使用痕跡が認め られない自然礫である。

[遺構時期]8世 紀中葉か ら後葉に属する。

―- 53-



2 検出された遺構・遺物

R A093竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5K17b・ c、 18b・ c、 19b o cグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

本遺構は西に向かって緩やかに傾斜 していく段丘縁辺部の斜面上にある。北壁から4m北には段丘崖

が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との距離はR A091は西に16m、 R A092は北西に 9

m、 R A096は南西に 6m、 R A094は東に 8m、 R A095は北東に16mを測る。本遺構の南壁及び南西

隅は強 く削平されているため、残存状況は悪い。

[住居の方向]N-83° 一W。 北壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は東西壁が北壁よりやや長いがほぼ方形である。規模は西壁4.73m、 北壁

4.03m、 東壁4.93m、 南壁2.96mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で12層 に細分 した。

[壁・床面]壁は垂直に立ち上が り、東壁のみ開き気味である。壁高は10～ 20cm、 残存状況の良い北

壁の壁高は20cm前後である。床面は黒褐色上が全面に貼 られて硬 くしまり、緩やかに北に向かって傾

斜 している。貼床の層厚は 4～ 28cm、 掘 り方はⅥ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。

軸線方向はN-80° 一Wである。袖はⅥ層の地山を削 り出して構築している。燃焼部は煙道に向かっ

て緩やかに傾斜 しており、平面形は不整形、規模が58× 30cm、 層厚 6 cmの焼成面がある。煙道は煙 り

出しに向かって緩やかに傾斜するように形成され、焼成面から1.36mを 測る。煙道構築方法は、天丼

崩落上が確認できなかったことから掘込式である。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土器は49点、陶磁器 1点、鉄製品 1点、礫石器 4点がカマ ド周辺の床面から出土 している。

土師器郭・奏はすべて非ロクロである。37は 土師器郭 I B2att。 38・ 39は土師器奏。381よ Al ii類、

39は A liv類である。前者は頚部の段が認められているのに対 して、後者は僅かにしか存在 しない。

40は 土師器甑Ⅱ類。41は青磁。窯元は龍泉窯系と思われる。貼花が施されており、13世紀後半に属す

る可能性がある。42は刀子である。木質部の柄が残存 してお り、網目状に薄い皮が付着 していること

を確認できたことから装飾が施されていたと思われる。43～ 46イま礫石器。43・ 44・ 46は I類、45は Ⅱ

類である。礫石器以外に礫は21点 出土しているが、すべて自然礫である。これらの礫の半数近 くは被

熱していることから、カマ ド構築材として用いられたものが含まれている可能性がある。

[遺構時期]8世紀中葉から後葉に属する。

R A 094竪穴住居跡

[位置・検出層位]5K19i・ j、 20h・ i・ jグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構

は、緩やかに南北方向と西方向に傾斜 している段丘縁辺部の斜面上にある。北壁から7m北には段丘

崖が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との距離は、 R A093は西に 8m、 R A095は北北

西に 8m、 R A096は南西に14m、 R A097は東に14mを測る。西壁及び南西・南東隅は攪乱に削平さ

れているため残存状況は悪い。

[住居の方向]N-72° ―W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存 している北東隅から方形と思われる。規模は西壁3.73m、 北壁4.84m、

東壁4.69m、 南壁4.37mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で 7層に細分した。

[壁 。床面]壁は概ね外傾 して立ち上が り、残存状況の良い南壁のみ垂直である。壁高は22cm前 後、

―- 54 -―
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次 調査
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2 検出された遺構・遺物

削平された東壁の壁高は 4 cmと 浅い。床面は地山を多 く含んだ黒色土が全面に貼 られて硬 くしまり、

中央付近が周囲よりも僅に高くなっている。貼床の層厚は 2～ 22cm、 中央部分は極端に深いが壁近 く

ではほとんど認められない。掘 り方はⅥ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部を検出した。西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。煙道は

攪乱により削平されていた。残存状況から軸線方向はN-75° 一Wと推測される。袖は地山を削 り出

した後に黒色上を貼付て構築している。燃焼部は、中央が凹む皿状をしているが住居内部に向かって

緩やかに傾斜 しており、平面形は精円形、規模が53× 40cm、 層厚10cIIlの焼成面がある。燃焼部のほぼ

中央に支脚が認められ、土師器奏の内部に礫を入れ倒立させて配置している。煙道構築方法は残存 し

ていないことから不明である。

[土坑・柱穴]土坑 2基、柱穴 4個を貼床の掘 り下げ時に検出した。

土坑は北西隅、南東隅に 1基ずつある。 1号土坑は、規模は1.1× 1.05m、 深さは22cmで ある。土器

29点が出上している。 2号土坑は、規模は74× 62cm、 深さは16cmである。土器27点が出土している。

どちらも遺物が出上していることから貯蔵穴の可能性がある。

柱穴は開口部径が40～ 60cmでほぼ同一規模であるが、深さは10～26cmと 一律ではない。これらは平

面プランと軸線がずれているものの、住居と同様の方形をしていることから主柱穴と考えられる。こ

れらから柱痕は確認できていない。

[遺物]土器423点、礫石器 5点が床面を中心に出土している。土師器郭と奏はすべて非ロクロである。

47～ 52は 土師器郭 I Al類。口縁部形態に特徴が認められ、a類 とd類の 2種類がある。531よ土師器鉢

五類。内外面共にミガキが施されている。54～ 601よ 土師器奏。A lii類 とAl�類が認められ、59の み

B類に含まれる可能性がある。581よ カマ ドの支脚に使用されたものである。61の須恵器奏は貼床から

出上している。胎土分析の結果から過去の分析資料と一致するものは存在 していないことが明らかと

なった (322頁参照)。 62～ 66は礫石器。64がⅣ類 と65が I類以外はすべてⅢ類である。67は砥石であ

る。礫石器以外に礫は19J点 出上しているが、すべて自然礫である。

[遺構時期]8世紀前葉に属する。

R A095竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5K141・ mグリッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は西に向か

って緩やかに傾斜していく段丘縁辺部にある。北壁から0.5m北 には段丘崖が存在 している。周辺に検

出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A093は 南西に16m、 R A094は 南南西に8m、 R A097は

南東に13m、 R A121は 東に 7mを測る。本遺構の北壁は木根により不明瞭であったため、床面にお

いてカマ ドの燃焼部底面と袖の下端の一部をようやく確認できた。その結果、カマ ドの断面図作成ま

でには至らなかった。

[住居の方向]N-5° 一Eである。東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は北壁2.29m、 東壁2.62m、 南壁2.33m、 西壁2.43mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で 7層に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は14～ 22cmで ある。床面は黒褐色上が全面に貼 られてや

やしまり、カマ ドがある北壁に向かって緩やかに高くなっている。貼床の層厚は 2～ 12cm、 掘 り方は

Ⅵ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖の下端 と燃焼部を検出した。北壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。

煙道は木根により確認できなかった。軸線方向は袖と燃焼部の残存状況からN-15° 一Eと 推定され
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Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次 調査
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Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次 調査
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RA095
1 黒色土   (10YR2/1)
2 黒褐色土  (loYR3/1)
3 黒褐色土  (loYR3/2)
4 黒褐色土  (10YR2/2)

5 暗褐色土  (10YR3/3)

6 灰黄掲色土 (10YR4D

7 黒褐色土  (10YR3/2)
8 暗褐色土  (10YR313)
9 褐色土   (7 5YR4/4)

SPA   lo 黒褐色土  (loYR2/2)
じ=125 1Xlm

粘性やや弱 く、しまり強い。

粘性弱く、しまり強い。

粘性弱く、しまりやや強い。
粘性弱く、しまり強い。φ3

～5 dmの 炭化粒を微量含む。
粘性弱く、しまりやや強い。

φ3cmの 地山崩落上を少量
含む。
粘性弱く、しまりやや強い。

φ3～ 5auHの 炭化粒を徴量含
む。
粘性弱く、しまりやや強い。
粘性弱く、しまりやや強い。
焼土。
粘性弱く、しまり強い。
貼床。

第45図 RA095

る。袖は褐色土を貼付て構築し、右袖には構築材 として土師器萎を倒立 させて配置 している。燃焼部

は中央 が凹む皿状であるが、住居内部に向かって緩やかに傾斜 してお り、 平面器 は楕円形、規模が

43× 31cm、 層厚 2 cmの焼成面がある。煙道構築方法は煙道が攪乱されていることから不明である。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土器560点 、礫石器 1点が埋土中位から床面にかけての床面中央 と北東隅でまとまって出土 し

ている。 これ らは堆積土中に木根により攪乱 を受けていることか らほぼ原位置 を留めている可能性 は

低い。土師器はすべて非ロクロである。甕が主体をなしてお り、杯は見受け られない。68～ 74は 土師

器発。 B類 は68の みで他はA類である。 A類 には�類が多 く、 v類が僅かに存在 している。73・ 74の

底部には木葉痕が認め られる。75は 土製紡錘車。礫石器以外に礫 は18点 出土 しているが、すべて使用

痕跡 と被熱が認められない自然礫である。

[遺構時期]8世 紀前葉に属する。
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

R A096竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5」 21・ 22y、 5K22aグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構

は西と南に向かって緩やかに傾斜する段丘縁辺部の斜面上にある。周辺に検出された当該期の遺構と

の距離は、 R A093は北東に 6m、 R A092は北北西に 9m、 R A091は北西に16m、 R A094は北東に

14mを測る。遺構上半部は強く削平されており、南壁側は床面付近で検出している。

[住居の方向]N-85° 一W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は西壁3.36m、 北壁3.31m、 東壁2,78m、 南壁3.32mで ある。

[推積土]黒褐色土主体で 5層に細分した。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。壁高は 4～ 16cmである。遺構上半部が削平されているため残

存状況は悪 く南西壁の壁高は 4 clllと 低い。床面は黒褐色土が全面に貼 られて硬 くしまり、ほぼ平坦で

ある。貼床の層厚は 5～ 22cm、 掘 り方は床面中央が深 くⅥ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。

軸線方向はN-65° 一Wである。袖は黒褐色土を貼付て構築し、袖の先端部には構築材として土師器

甕を倒立させて配置している。燃焼部は中央が凹む皿状をしており、平面形は円形、規模が約40cm、

層厚 7 cmの焼成面がある。煙道は煙 り出しに向かって緩やかに傾斜するように形成され、焼成面から

1.77mを測る。煙道構築方法は削平されているため不明である。

[土坑・柱穴]柱穴 3個 を貼床の掘 り下げ時に南東隅で検出した。 Plは平面形は楕円形、規模は60×

51cm、 深さは20cmである。P2'3は 平面形は円形、開口部径は30～ 46cm、 深さは約20cmである。

[遺物]土器67点、礫石器 1点、鉄製品 1点がカマ ド周辺の床面を中心に出土している。土師器郭・

奏はすべて非ロクロである。76・ 77は土師器郭。76は I Ala類 、77は I Blc類 である。78は 土師器高

台付鉢である。非ロクロで体部に段を持ち高台を有するものは、過去の成果を含めても類例は存在 し

ない。 8世紀前葉に位置づけられる須恵器高台付必と器形が類似 していることから、それを模倣した

ものと思われる。ここでは従来の上師器郭と器形が異なり、鉢類に近いことから高台付鉢として扱っ

ている。79～ 81は 土師器甕。口縁部が確認できたものはすべて�類である。81の底部には木葉痕を有

している。82は釘である。83は礫石器 I tt。 礫石器以外に礫は 2点出土しているが、使用痕跡と被熟

が認められない自然礫である。

[遺構時期]8世紀前葉に属する。

R A097竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5K18r・ s、 19r o sグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は

東西と北へ緩やかに傾斜する段丘縁辺部の斜面上にあり、この辺 りは調査区内で最も標高が高い。北

壁から13m北には段丘崖が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A094

は西に14m、 R A095は】ヒ西に13m、 R A098は東に 7m、 R A 1211ま】田ヒ西に 7mを測る。 R G 142と

攪乱によって削平されているため、東壁 と南壁の一部は残存していない。

[重複]R G142と 重複し、本遺構の方が古い。

[住居の方向]N-26° 一W。 西壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存している北東 。南東隅から方形である。規模は西壁3.29m、 北壁2.83m、

南壁3.51mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で15層 に細分した。

[壁・床面]壁は概ね外傾して立ち上が り、北西隅付近のみ垂直気味である。壁高は20～ 28cmである。
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2 検出された遺構・遺物

R A096.

1黒褐色土 (loTR2/21触、しまり強いi

:斡鰯鰯緩熟練:哲詐

SPF

P2
1.暗翔色土

81h

(iOYR3/3)縦 爾尋く、

■まり強い。

SPC SPG'
静 124811m

i慕色土10YR2rl)セ 讐▼議ゝ。

9   ぐ1150)   知

Pl
l幕掲色土 (10YR2/3)粘性弱く、

2F2.1層 と同じ    
しま,強い。
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RA096カ マ ド

1 暗褐色土    (10YR3お )

2 黒褐色土    (10YR3/1)
3 暗褐色土    (10YR313)
4 黒褐色土    (10YR2/2)
5 にぶい黄褐色土 (ЮYR4/3)

6 黒色土     (10YRク 1)

粘性弱 く、しまりやや強い。φ5～

londの 焼土 炭化粒を少量含む。

粘性やや弱 く、しまり強い。

粘性弱く、しまり強い。

粘性弱く、しまり強い。

粘性弱く、しまり強い。天丼崩落土。

粘性弱 く、しまり強い。 φ5-10mI
の焼上を少量含む。

SPCI
L‐ 1%80m

7 黒褐色土    (10YR3/1)

8 黒褐色土    (10YR3/2)

9 黒褐色土    (10YR3川 )

lo黒 色土     (10YR"1)
11褐色土     (7 5YR4/6)
12基本層序の 1層 と対応。

Ⅶ 本宮熊堂B遺跡 第25次 調査

9        (1:25)        lm

補拷轟塁習英花薙惑埠牽歩k各故
Ю

粘性並、 しまりやや強い。 φ5～ 10mm

の焼上を微量含む。

粘性やや強 く、 しまり強い。地山

混 じる。袖構築土。

(基本層序の2層 と対応 )。

粘性弱 く、 しまり強い。焼土。

第48図  RA096カ マド

床面は暗掲色土が全面に貼 られて硬 くしまり、カマ ド周辺がやや高 く南壁 に向かって緩やかに傾斜 し

ている。貼床の層厚は 4～ 8 cm、 掘 り方はⅥ層を掘 り込んで形成されている。 カマ ドがある西壁付近

はほとんど掘 り込まれていない。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、中軸線が壁 とやや斜交す るように設置 されている。

軸線方向はN-63° 一Wである。袖は黄褐色上 を貼付て構築 し、右袖の先端 には構築材 として土師器萎

を倒立させて配置 している。燃焼部は中央が凹む皿状 をしてお り、平面形は楕円形、規模が52× 25cm、

厚 さ12cmの 焼成面がある。焼成面中央 より煙道側に支脚が認められ、土師器鉢 を倒立させて配置 して

いる。煙道は焼成面か らやや下 るように形成 され、焼成面か ら1,91mを 測 る。煙道構築方法は、天丼

崩落土は確認できなかったものの、煙道の両脇がオーバーハ ングしていることから到抜式である。

[土坑・柱穴]検出されなかった。
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2 検出された遺構・遺物
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[驚物]土器I斃点がカマド周辺の床面から出土している。祭恵器杯以外強予べて非ロクロであ.る 。184

は内画が黒色―握理された土1種器鉾ヤ頭であり、カマ・ドの支脚|に使用さ
―
経ていた。85ほ須恵器罫

`麹
ぃ

鯉土上住からtB卓 しており、隣接するR本工0から同じ器形の家凛揺が出主していることから本遺構―

に伴うものではないた.考えられる。86● 88'89tth主師器壽。こ・ v銀が認められⅢそれでれの氏諄に

は未葉痕な若している。871H■師器昔付轟―蔚き約2戯の1毒台があ・る。退姜の政鶏を合めても非音タ

ロの主師器襲において嵩苔恩幕蓬じていない。高台を有するこ―と遺栖めて辮泰卿で―あるが、催の生1師

籐甕.と 同様の調整装法と襲 部にある沈線に似た回みを倉する.と いう糞畿 が認められる。自黙蝶が

1点島としている。

[達構時期]B世経苗葉に属する.。

プ 武
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2 検出された遺構・遺物

R A098竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5K17x・ y、 18x・ yグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は

東西と北へ緩やかに傾斜する段丘縁辺部の斜面上にあり、調査区内で最も標高が高い。北壁から10m

北には段丘崖が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A099は北東に 5

m、 R A097は 西に 7m、 R A100は 東に 6m、 R A121は 北西に12mを 測る。攪乱により北西隅と南

壁 。東壁と煙道の一部が削平されている。

[住居の方向]N-88° 一W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は南北に長い長方形である。規模は西壁3.69m、 北壁3.24m、 東壁5.56m、 南

壁4.93mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で17層 に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は北東隅以外の壁は16～ 30cmで ある。残存状況の悪い北

東隅周辺は、ほぼ床面での検出であったことからほとんど残存 していない。床面は暗褐色上が全面に

貼 られて硬 くしまり、南西隅がやや高く北東隅に向かって緩やかに傾斜 している。貼床の薄い床面で

は地山の礫層が確認できる。貼床の層厚は 2～ 16cm、 掘 り方はⅦ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁のやや南壁寄 り、中軸線が壁 と直交するように設置さ

れている。煙道は確認できたが煙 り出しは攪乱により削平されている。軸線方向はN-93° 一Wであ

る。袖は黒褐色土を貼付て構築している。燃焼部は中央が凹む皿状をしており、平面形は楕円形、規

模が50× 32cIIl、 層厚 5 cmの焼成面がある。焼成面中央に支脚が認められ、直立した礫を配置している。

煙道は燃焼部から緩やかに西に向かって下るように形成され、焼成面から1.28mを測る。煙道構築方

法は天丼崩落土が確認されなかったことから掘込式である。

[土坑 。柱穴]柱穴は貼床の掘 り下げ時に 3個、攪乱除去中に 1個の計 4個 を検出した。Pl～ 4は、

平面形は円形、開口部径は30～ 48cm、 深さは12～ 34cmである。それらは同一の平面形状をしており住

居四隅の対角線上に配置されていることから主柱穴と判断できる。

[遺物]土器685点、礫石器 2点、土製品 1点がカマ ド周辺の床面を中心に出土している。土師器はす

べて非ロクロである。他の遺構 と比べて多様な器種が認められる。90～ 98は土師器邦 I Att。 90・ 92

は I A2dtt。 主に体部下半部はヘラ削 りが認められ、日縁部はナデ整形である。胎土・色調・製作技

法において他の郭とは異なる。97・ 98は I Albtt。 口縁部はナデにより大きく外反し、体部中央より

下はケズリとミガキが施されている。調整の変化点を段としているが他類 とは異なることから、 b類

としている。90・ 92・ 97・ 981ま 整形技法と形態から他のものとは区分され、在地には認められないこ

とから異系統のものと考えられる。それ以外の土師器郭はla類 に分類される。99・ 106は 高郭。99の

体部から口縁部にかけての製作技法は97。 98と 類似している。脚部は残存 していないが剥落した痕跡

が認められる。100～ 1051ま 土師器鉢。100以外は内面に黒色処理が施されている。先述したように、

外は�と�類以外はすべて存在しており、郭と同様種類が多い。107～ 1191ま土師器奏。107～ 1121ま A
l類、 i・ 五・�類が認められる。l13・ 114は B類であるが、113の ように口縁部が短く直立気味に

立ち上がるような形状は、球胴の体部を有する奏の中でも稀な存在である。115は C類。この肩部が

張るような器形は当該期の土師器奏には存在しない。須恵器奏に類似していることからそれを模倣し

たものと思われる。120。 121は土師器甑Ⅱ類。両者共に複数の孔が存在しており、各孔との間隔は 2

cm前後である。122は貼床から出土した勾玉土製品である。大きさは5.2cmで 、一端に穿孔が認められ

る。表面は剥落しているものの線状の痕跡が認められることから、表面は入念に磨かれていたものと

思われる。礫は18点出土しているが、すべて使用痕跡と被熱が認められない自然礫である。
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2 検出された遺構・遺物
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2 検出された遺構・遺物

[遺構時期]8世紀前葉に属する。

R A099竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5L14d・ e、 15d・ eグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は

東西と北へ緩やかに傾斜する段丘縁辺部の斜面上にあり、調査区内で最も標高が高い。北壁から3.5m

北には段丘崖が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A098は南西に 5

m、 R A 100は 南に lm、 R A101は東に22m、 R A121は西に19mを波1る 。南東壁は攪乱により削平さ

れている。

[住居の方向]N-84° ―W。 北壁を基準としている。

[平面形 。規模]平面形は方形である。規模は西壁3.79m、 北壁4.27m、 東壁4.32m、 南壁3.88mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で 8層 に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は残存状況の良い西壁は38cm、 他の壁は20cm前後である。

床面は暗褐色上が全面に厚 く貼 られて硬 くしまり、ほぼ平坦である。貼床の層厚は 4～ 12cm、 掘 り方

はⅥ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。

軸線方向はN-86° ―Wである。袖はにぶい黄褐色土主体に暗褐色土を貼付て構築している。燃焼部

は煙道に向かって全っており、平面形は不整形、規模が52× 31clll、 層厚 5 cmの焼成面がある。煙道は

燃焼部から段差が設けられ、そこから煙 り出しに向かって傾斜 してお り、焼成面から1.52mを 測る。

煙道構築方法は天丼崩落上が認められないことから掘込式である。

[土坑 。柱穴]柱穴 6個 を貼床の掘 り下げ時に検出した。 Pl。 3・ 4・ 6は四隅に配置されている。

平面形は円形、開口部径は32～ 45cm、 深さは16～ 22cmである。 P2・ 5は、北壁と南壁側の柱穴の間

に配置されている。平面形は円形をしているものの、規模や平面形状共に先述したものより小さい。

それらは規模が異なるものの主柱穴と考えられる。

[遺物]土器347点、礫石器 1点が床面から主に出上している。土師器郭 。甕はすべて非ロクロである。

123・ 124・ 127。 128は 土師器必。123は I A2dtt。 体部下半はケズリとミガキ、口縁部はナデにより

整形されている。 R A098に おいて先述したように本類は胎土・色調・製作技法において他のものと

は異なる。125。 126は土師器鉢。どちらも内面に黒色処理されてお り�類である。129～ 134は土師器

甕。口縁部が残存しているものでは、130が A2類 に分類されている以外はすべてAl類である。135は

礫石器 Ⅱ類。礫石器以外に礫は 2点出土しているが、使用痕跡と被熱が認められない自然礫である。

[遺構時期]8世紀前葉に属する。
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RA099
1黒褐色土

2黒 褐色土

3黒 褐色土

4黒 褐色上

5黒 褐色土

6暗 褐色土

7灰 白色土

8黒 色土

9暗 褐色土

PI

SPE        SPE

v12480m

P2

SPF         SPF'

コ げ T洋
12480m

Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次 調査

一

践
|

SPA'

い 12510m

P4

SPH        SPH
~囁

罷ア
~卜 12480m

粘性やや弱 く、 しまり強い。本層上層に十和田aテ フラがブロツク状に入る。

粘性強 く、 しまり強い。

粘性並、しまり強い。地山崩落上を少量含む。

粘性やや弱 く、しまりやや強い。

粘性並、しまりやや強い。

粘性弱 く、 しまり強い。地山崩落土をやや多 く含む。

粘性並、 しまり強い。地山崩落土を微量含む。

粘性やや強 く、 しまり強い。地山崩落土を微量含む。

黒色上をやや多 く混入。貼床。

SPI          SPI'

一くコri=12480m

SPJ       SPJヤ

下 レ
声

レ 麒 鮒mT魏

色土 住∝ R羽
2黒掲色土 (10YR2/3)

第 58図  RA099

粘性やや強く、しまり強い。
粘性やや強く、しまりやや強い。
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2 検出された遺構・遺物

R A100竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5L17d・ eグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。北と東へ緩やかに

傾斜する段丘縁辺部の斜面上にあり、調査区内で最も標高が高い。周辺に検出された当該期の遺構と

の直線距離は、 R A099は北に lm、 R A098は西に 6m、 R A 101は 東に23mを 測る。攪乱により西壁

の一部と煙道が削平されている。

[住居の方向]N-76° 一W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は西壁2.41m、 北壁2.25m、 東壁2.44m、 南壁2.29mで ある。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 6層に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は23～31cmで ある。床面は黒褐色土が貼 られて硬 くしま

り、北壁側がやや低 くなっている。貼床の層厚は 2～ 10cm、 床面中央が浅 く壁付近が厚い。掘 り方は

Ⅵ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。

軸線方向はN-73° 一Wである。袖はⅥ層の地山を削 り出して構築している。燃焼部は中央が凹む皿

状をしており、平面形は不整形、規模が66× 55cm、 層厚 8 cmの焼成面がある。煙道は燃焼部から段が

設けられ、そこから煙 り出しに向かって傾斜 しており、焼成面から1.02mを 測る。煙道構築方法は天

井崩落土が確認できないことから掘込式である。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土器48点、礫 2点が床面から出土している。土師器郭と奏はすべて非ロクロである。それら

は磨滅しているため図化していない。礫はすべて自然礫である。

[遺構時期]8世紀代に属すると思われる。

R A101竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5L16q・ r、 17q・ rグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は

北と西に向かって緩やかに傾斜する段丘縁辺部の斜面上にある。北壁から■m北に段丘崖、東壁から

約12m東には比高差50clll前後の斜面が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、

R A099は西に23m、 R A 1001ま 西に23m、 R A1021ま北東に 6m、 R A105は 東に19m、 R A1041ま 東に

30mを測る。攪乱により遺構上面と北 。南壁の一部が削平されている。

[住居の方向]N-96° 一W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は西壁4.78m、 北壁4.81m、 東壁4,46m、 南壁4.89mで ある。

[堆積土]黒褐色土である。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。残存状況が悪いことから壁は全体的に低 く、壁高は 8～ 14cm

である。床面は黒色土が全面に貼 られて硬 くしまり、ほぼ平坦である。貼床は層厚 4～24cm、 掘 り方

はⅥ層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。

軸線方向はN-97° ―Wである。袖は削 り出した地山に黒褐色土を貼付て構築している。両袖共に構

築材が認められ、左袖は礫、右袖は土師器奏を倒立させて配置している。燃焼部は中央が凹む皿状を

してお り、平面形は不整形、規模が83× 71cm、 層厚10cmの 焼成面がある。煙道は煙 り出しに向かって

緩やかに傾斜するように形成され、焼成面から1.78mを 測る。煙道構築方法は天丼崩落上が確認でき、

煙道の両脇がオーバーハングしていることから割抜式である。

[土坑・柱穴]柱穴 5個 を貼床の掘 り下げ時に検出した。平面形は円形、開口部径は32～ 52cm、 深さ

―- 82 -一
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

は15～ 40cmで ある。 P4は他の柱穴に比べやや小さいが基本的に平面形と規模共に類似 している。 P

l～ 4は住居四隅の対角線上にあることから主柱穴と判断できる。 P5は貯蔵穴として使用された可

能性が考えられる。

[遺物]土器382点、礫石器 2点が床面から出土 している。土師器郭・奏はすべて非ロクロである。

186・ 137は 土師器郭。136は I Ald類、137は I Ala類 である。137は 九底に分類 したが他のものと異

なり、平底風の形状である。138～ 140は 土師器奏 A l ii tt。 頚部に段を有する 1類に含めているもの

の、段は他のものと比べて浅 く段部付近の張 りがなくなり体部は寸胴である。1441よ 礫石器 Ⅱ類。礫

石器以外に礫は17点 出上しているが、すべて使用痕跡と被熱が認められない自然礫である。

[遺構時期]8世紀中葉から後葉に属する。

R A102竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5L13vo w、 14v・ wグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構

は南東方向から北東へ下る段丘縁辺部の緩斜面上にある。北壁より5m北に段丘崖、東壁より3m東

には比高差50cm前 後の斜面が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、RA

101は 南西に 6m、 R A 105は 南東に13mを測る。攪乱により遺構の大半は削平され、南壁と西壁の一

部のみの検出となる。

[住居の方向]N-90° 一W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存状況から方形をしていたと思われる。規模は東西3.47× 南北3.51mで あ

る。

[堆積土]黒褐色土主体で 7層に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。西壁の壁高は20cm、 それ以外の壁は残存状況が悪 く壁高は10

cm前後である。床面は地山を多 く含む黒褐色上が全面に貼 られて硬 くしまり、南壁から北壁に向かっ

て傾斜 している。貼床の層厚は 2～ 16cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]煙道を中心としたカマ ドの大半が攪乱により削平されていたものの袖と燃焼部の一部を検

出した。西壁中央に設置されている。残存状況から軸線方向はN-92° ―Wと 推定される。袖は褐色

上を貼付て構築 している。燃焼部は、概ね中央が凹む皿状をしているが全体的に住居内に向かって緩

やかに傾斜 しており、平面形は不整形、規模が25× 22cm、 層厚 4 cmの焼成面がある。燃焼面の中央よ

りやや右袖寄 りに支脚が認められ、土師器甕を倒立させて配置している。煙道構築方法は削平されて

いることから不明である。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土器26点が床面から出土している。土師器郭 。奏はすべて非ロクロである。145は土師器鉢 v

類。146は土師器奏。支脚に転用されたもので底部には木葉痕が認められる。

[遺構時期]8世紀前葉に属する。

―- 87 -―
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Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次 調査
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第66図  RA102出土遺物

R A104竪穴住居跡

[位置・検出層位]5M17・ 18jグ リッ ドに位置する。遺構検出層位 はV層である。本遺構 はやや北に向

かって傾斜す る段丘縁辺部の平坦部上にある。北西壁か ら15m北 には段丘崖が存在 している。周辺に

検出された当該期の遺構との直線距離は、R A1051よ 西に 5m、 R A 106は 東に15m、 R A 1071ま 南東に

14mを 測 る。調査以前に宅地が存在 していたことと重複 している遺構が多いことか ら残存状況は悪い。

[重複]R D204・ R G143と 重複 し、本遺構が古い。

[住居の方向]N-54° 一W。 南西壁 を基準 としている。

[平 面形 。規模]平面形は方形である。規模 は北西壁3.1lm、 南東壁2.99m、 南西壁 3.52mである。北

東壁 はR G143とこ切 られているため確認で きない。

Elk積土]黒褐色土主体で 4層 に細分 した。

[壁 ・床面]壁 は外傾 して立ち上 がる。壁高はH～ 18cmで ある。床面は地山を多 く含 んだ黒褐色土が

全面に貼 られて硬 くしまり、やや南西方向が低 くなっている。貼床の層厚 は 2～ 18cm、 掘 り方はV層

を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出 した。北西壁、中軸線が壁 と直交するように設置 されている。北

東隅が残存 していないため設置箇所 までは把握できていない。軸線方向はN-50° 一Wである。袖は

暗褐色土である地山に黒色土 と黒褐色土 を貼付て構築 している。燃焼部は中央が凹む皿状 をしてお り、

平面形は精円形、規模は58× 21cm、 層厚 6 cmの 焼成面がある。煙道は煙 り出 しに向かって緩やかに登

るように形成され、焼成面か ら1.41mを 測 る。煙道構築方法は、天丼崩落土が確認で きなかったこと

か ら掘込式である。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物 ]土器 31点 が カマ ド左脇 の床 面か ら出土 してい る。土師器郭 。甕はすべ て非ロ クロである。

147・ 148は土師器郭。 1471ま I Alc類 、 1481よ Ⅱ Alc類である。両者は刻 書土器である。147は 「 ×」

が、 148は 「鶉 」が底面に線亥1さ れている。後者は九字である。内外面の色調にも特徴が見 られ、前

者が一般的な外面は灰掲で内面黒色処理 されているのに姑 して、後者は内外面共ににぶい褐色 をして

いる。後者は過去の成果においても類例が認められない極めて稀な例である。 149・ 1501ま 土師器甕A

l� 類。礫 は 2点 出土 しているが、使用痕跡が認められない自然礫である。

[遺構時期]8世 紀前葉に属する。

―- 89 -



2 検出された遺構・遺物
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[位置・検出唐位]5M16d.e..17d・ e、 18d● eグリッドに位置する。達構検出層位はV層である。

本遺構11本1北 に1向かって緩やか,こ傾斜しいく喪丘巖辺部の辛迫部上にある.。 北壁から12mHとには撰丘農

|が存在|している。周辺に検出された当該期の!選構との直線踵線は、R A101は西に19n、 R A102は北

西にlB韓―、三―▲1槃は東にSれを測る。調査開始以前に本竜構の1上に宅1薙が存在していたことと1攪乱

により西壁・ 南壁ほ‐部―HIJ平 きれていることから1残存状況―は悪い。

[住居の方向]N=7・ ―Wi― 平面形状から討測できないためカマドの軸線を表記している。

[平面形 `規模]辛面形1れと西膊付透が他の管所と異なりH凸が見られるものの概ね潅円形である。

他に見られるような臓を本遺構では検lBで きなかった.。 規模Ⅲ南出4触m来東西4.61五である。

[堆積土]黒掲色主―主1体で4層に細分した.。
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Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次調査
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5 黒色土    (10YR2/1)
6 黒色土    (10YR1 7/1)

7 黒褐色土   (10YR2/2)
8 黒色土    (10YR1 7/1)

RA104カ マ ド

1 基本層序  1層 に対応
2 黒褐色土   (10Y臣″)粘 性強 く、 しまりやや強い。

3 黒色土    (10YR1 7/1)粘 性やや強 く、 しまり強い。

4 黒褐色土  (ЮYR3れ )粘 性並、 しまり強い。 φ3～ 5mの 焼土

と炭化粒 を少量含む。

粘性並、 しまりやや強い。

桝焼至1湊花建と零零珍∵巻患:～
15四

粘性やや弱く、しまりやや強い。
粘性弱く、しまりやや強い。φ5～ Юmal

の焼土を少量含む。

黒色上   (10YRI″1)粘性強 く、 しまりやや強い。

黒褐色土  (10YR311)粘 性弱 く、 しまり強い。

黒褐色土  (10YR3/1)粘 性弱 く、 しまり強い。

黒褐色土  (10YR3/1)粘 性弱 く、 しまりやや強い。

黒色土   (10YR1 7/1)粘 性弱く、しまりやや強い。φ5～ Юmm

の焼土を少量含む。
黒色上   (10YRI″1)粘性強く、しまりやや強い。φ5～ 15d m

の炭化粒を微量含む。

第68図

15 黒色土   (10YRIク /1)

16 暗褐色土   (10YR3/4)

17 褐色土    (10YR4/4)
18 黒褐色上  (10YR22)
19 黒色土   (10YRI″1)

如 黒褐色土   (10YR3れ )

21 黒褐色土   (10YR3/1)
22 黒褐色土   (10YR2/2)
23 黒色土    (loYR2/1)
24 黒褐色土   (7 5YR3/1)
25 黒褐色土   (10YR2β )

26 灰黄掲色土  (10YR52)
27 黒掲色土   (loYR3/2)
28 褐色土    (7 5YR4/4)
29 黒褐色土   (7 5YR279)

30 暗褐色土   (10YR3/3)

RA104カ マ ド

粘性弱 く、 しまりやや強い。

粘性やや強 く、 しまり強い。 φ3～ 5mm

の焼土 炭化粒を少量含む。崩落土。

粘性、 しまり共に強い。天丼崩落土。

粘性並、 しまりやや強い。

粘性やや弱 く、 しまりやや強い。

粘性弱 く、 しまりやや強い。

粘性並、 しまりやや強い。

粘性やや弱 く、 しまりやや強い。

粘性、 しまり共にやや強い。袖構築土。

粘性、 しまり共に強い。袖構築土。

粘性、 しまり共に強い。袖構築土。

粘性、 しまり共に強い。袖構築上。

粘性並、 しまり強い。袖構築土。

粘性弱 く、 しまり強い。焼土。

管歩普滝文:身 腎卜指 4芽ず

mmの焼土

粘性弱 く、 しまり強い。地山。

[壁 ・床面]壁は外傾 して立ち上 がる。壁高はH～ 16cmである。床面は地山を多 く含 む黒掲色土が全

面に貼 られてやや しま り、ほぼ平坦である。貼床の層厚 は 4～24cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成

されている。貼床の薄い所では礫層が確認できる。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。北壁側、中軸線が壁 と直交す るように設置されている。軸

線方向はN-7° 一Wである。袖は暗褐色土 と黒褐色土を貼付て構築 している。燃焼部は中央が凹ん

でいるが煙道に向かってやや登 り、平面形は楕円形、規模が 1.16× 0.38m、 層厚 6 cmの焼成面がある。

燃焼部のやや右袖寄 りに支脚が認められ、方形状の礫 を直立 させて配置 している。煙道は燃焼部か ら

煙 り出しに向かって下る ように形成され、焼成面か ら1.Hmを 測る。煙道構築方法は天丼崩落 土が確

認できないことか ら掘込式である。
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2 検出された遺構・遺物

第69図 RA104出土遺物

[土坑・柱穴 ]柱穴 3個 を貼床の掘 り下げ時に検出 した。平面形 。規模共に類似 してお り、開口部径

は約30cm、 深 さは約20cmで ある。それ らの配置からPl・ 3が主柱穴 となる可能性がある。

[遺物]土器 23点 、礫石器 1点が床面か ら出土 している。151～ 1541ま 非ロクロの土師器郭 。 IA類が

主体をなしてお り、151の ように内面が黒色処理 されず体部に段が存在 しない Ⅱ A2c類 も含 まれてい

る。155は礫石器 Ⅲ類。礫石器以外に礫 は 3点 出土 しているが、すべて被熱が認め られない自然礫で

ある。また、西壁付近では炭化米がまとまって出土 してお り、分析の結果、熱帯 ジャポニ カと温帯ジ

ャポニカであった。詳細 は296頁 に報告 している。

[遺構時期]8世 紀前葉に属する。
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2 校出された通構・逮物
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RA106
1 黒褐色土 (10YR2/2)

2黒 色土  (10YR1 7/1)

3黒 褐色土 (10YR2/2)

4黒 褐色土 (10YR2/3)

5黒 色土  (10YRI″ 1)

6黒褐色土 (10YR3/2)

7黒褐色土 (10YR34)

粘性弱く、しまり強い。 φ5～ 2011の 地山崩落上をやや多く

含む。
粘性やや弱く、しまりやや強い。φ8～ 5o olの 焼土 炭化粒

を微量含む。
粘性やや弱く、しまり強い。φ3011の 地山崩落土を多く含

む。
粘性弱く、しまり強い。φ5～ 20mmの 地山崩落土を少量含む。

亀纏ギ撃畠留
ヒ
セξ筆轟禽ユ

°
粘性弱 く、しまりやや強い。

粘性やや強 く、 しまりやや強い。

第72図

Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次調査

SPA'

L=12410m

8黒褐色土 (ltlYR2/3)粘 性弱 く、 しまりやや強い。

9黒色土  (10YR2/1)粘性やや強 く、 しまり強い。

10黒褐色土 (10YR3/2)粘 性並、 しまりやや強い。

■ 黒褐色土 (loYR2/2)粘 性並、しまりやや強い。

12黒褐色上 (10YR3/2)粘 性弱 く、 しまり強い。

13黒色土  (10YR2/1)粘 性並、しまりやや強い。

14黒色上  (10YR2/1)粘 性やや弱 く、 しまり強い。地山崩落上を少量含む。

16黒褐色土 (10YR3/1)粘 性、 しまり共に強い。貼床。

RA106

R A106竪穴住居跡

[位置 。検出層位]5M20s・ tグ リッ ドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構 は東 と北に

向かって緩やかに傾斜 してい く段丘縁辺部の斜面上にある。北東壁か ら18m北には段丘崖が存在 して

いる。周辺に検出 された当該期の遺構 との直線距離は、 R A104は 西に15m、 R A 107は 南西に 3m、

R A 123は 南東に14mを 測 る。攪乱により北西隅が削平 されている。

[住居の方向]N-59° 一W。 南西壁 を基準 としている。

[平 面形・規模]平面形は方形であ る。規模 は北西壁 1.47m、 北東壁 1.08m、 南東壁 2,77m、 南西壁

2.49mである。

[堆積土]黒色土・黒褐色土が主体で14層 に細分 した。

[壁・床面]壁 は外傾 して立ち上 がる。壁高は34～ 40cm、 壁の残存状況は周辺 の遺構 に比べて攪乱 さ
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2 検出された違構・遺物
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第73図 RA406カ マ ド

れていない.こ とから童好である。床面は黒褐色土―|が全面イこ貼られて硬くしまり、ほ際平坦である。難

床の層厚は6～ 15c4h― 続り方はv層を掘り込んで形成されている.。

[カ マド]袖と燃焼部、煙道を検出した。北西整中央、中軸線が整とやや斜交するように設置されて

いる。軸線方向はN-62'一 Wである。袖は黒褐色上を賂付て議 しており、右橋の先端には構築材

として
―
土師器爵を倒立させて配置している。燃燐部はほlF平週、平画形は楕H形Ⅲ規模が28X16“Ⅲ
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

≒
162

第74図 RA106出土遺物

層厚 2 cmの焼成面がある。燃焼部中央 より右袖寄 りで支脚が認められ、土師器甕を倒立させて配置 し

ている。煙道は煙 り出しに向かって緩やかに傾斜するように形成され、支脚か ら1.48mを 測る。煙道

構築方法は到抜式である。

[土坑 。柱穴]土坑や柱穴は確認されなかった。

[遺物 ]土器 72点 が カマ ド周辺 の床 面か ら出土 してい る。土師器郭 。甕はすべ て非ロ クロである。

156。 157は土師器郭 I tt。 158～ 1611ま 土師器甕。 158、 159は A l ii類 、160A l �類である。161は甕の

底部で口縁部が欠損 している。支脚 として用いられたものである。162は須恵器蓋 。163は 須恵器奏。

礫は床面か ら 2点出土 しているが、使用痕跡 と被熱が認められない自然礫である。

[遺構時期]8世 紀代に属すると思われる。

R A107竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5M22Q・ r、 23q o rグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層であ る。本遺構 は

北に緩やかに登る段丘縁辺部の斜面上にある。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、RA

106は北東に 3m、 R A1041よ北西に14m、 R A1231よ東に17mを 測る。 R D213と 重複 しているうえに、

遺構上半部を強く削平 されていることか ら残存状況は悪 く、本遺構 はほぼ床面のみの精査 となる。

＼

‐６３
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2 検出された遺構・遺物

[重複]R D213と 重複し、本遺構の方が古い。

[住居の方向]N-13° 一W。 東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は北壁2.26m、 東壁2.55m、 南壁1,76m、 西壁0,74mで ある。

[堆積土]黒色土主体で 4層 に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は 6～ 8 cm、 残存状況が悪 く北西隅はほぼ床面のみの確

認となる。床面は黒褐色上が全面に貼 られて硬 くしまり、西壁側が僅かに低 くなっている。貼床の層

厚は 2～ 20cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。

[カ マド]遺構上半部が削平されていることから燃焼部と煙道のみの検出であった。北壁中央、中軸

線が壁と直交するように設置されている。軸線方向はN-3° 一Wである。燃焼部はほとんど確認で

きなかったが、平面形は不整形、規模が56× 52cm、 層厚 4 cmの焼成面が残存していた。煙道は煙り出

しに向かって緩やかに傾斜するように形成され、焼成面から95cmを 測る。煙道構築方法は残存状況が

悪いことから構築方法は不明である。カマドの掘り方に土師器邦が倒立した状態で埋設されていたこ

とが確認できた。

[土坑・柱穴]柱穴 2個 を貼床の掘り下げ時に北東・南東隅で検出した。Pl・ 2は、平面形は円形、

開口部径は38～ 40cm、 深さは10～ 20cmである。各隅に配置されていることと同一の平面形状であるこ

とから主柱穴と考えられる。

[遺物]土器31点が床面から出上している。図化できたのは 1点のみである。1641ま 非ロクロの上師器

郭。カマドの掘り方から底部を上にして出土している。底部には「×」の線刻がある。礫は5点出土

しているがすべて自然礫である。

[遺構時期]8世紀中葉から後葉に属する。

R A108竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5 Nllros、 12r o sグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は

北に向かって緩やかに傾斜していく段丘縁辺部の斜面上にある。北西壁から9m北には段丘崖が存在

している。周辺に検出された当該期の遺構との直線距離は、R A109は南西に 7m、 R A 125は 東に4

m、 R A126は南東に17mを測る。攪乱により北西隅や南東壁の一部が削平されている。

[住居の方向]N-42° 一W。 北東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は南東壁1.57m、 北西壁2.25m、 北東壁2.58m、 南西壁

2.75mで ある。

[堆積土]黒色土・黒褐色土主体で 7層 に細分した。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。壁高は18～ 22cm、 攪乱を受けている南東壁の壁高のみ 2～ 8

cmで ある。床面は黒褐色上が全面に貼られて硬くしまり、南東壁側に向かって緩やかに傾斜している。

貼床の層厚は 6～ 18cm、 掘り方はV層を掘り込んで形成されている。カマドがそれぞれ異なる壁で設

置されていることから、それに伴い床面は再構築されていたと考えられる。

[カ マド]南西壁に 1基、北東隅に 2基が設置されている。北西壁のカマドを 1号 カマド、南東壁の

カマドを 2・ 3号 と付している。 1号カマドは袖と燃焼部、 2・ 3号カマドは煙道のみを検出した。

1号カマドは、中軸線が壁と直交するように設置されている。軸線方向はN-118° 一Wである。

袖は攪乱により大半が削平されている。確認できた袖は地山に黒褐上を貼付て構築している。燃焼部

は中央がやや凹む皿状をしているが焼成面は確認されなかった。煙道構築方法は不明である。

2号カマドは、中軸線が壁と斜交するように設置されている。軸線方向はN-41° ―Eである。煙
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

道は煙 り出しに向かって緩やかに傾斜しており、壁から56cmを 測る。煙道構築方法は天丼崩落上が認

められないことか ら掘込式である。

3号カマ ドは、中軸線が壁 と斜交するように設置されている。軸線方向はN― ■7° ―Eである。

煙道は煙 り出しに向かってほぼ平坦に形成され、壁から72cmを 測る。煙道構築方法は 2号カマ ドと同

じである。

[土坑・柱穴]検出されなっかた。

[遺物]土器267点、礫石器 1点が床面から出土している。土師器郭・鉢、甕はすべて非ロクロである。

165は 土師器イ I Alatto A類 に分類 したが平底風の形状に近いと思われる。 166イよ土師器鉢�類。

167～ 171は土師器奏。すべてA類である。172は礫石器 Ⅱ類。礫石器以外に礫は14点 出土しているが、

すべて自然礫である。これらの礫には被熱されているものもあることから、カマ ド構築材に用いられ

たものが含まれていると思われる。

[遺構時期]8世紀中葉から後葉に属する。

R A109竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5N17p・ q、 18p o qグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は

北に向かって緩やかに傾斜 していく段丘縁辺部の平坦面上にある。北壁から18m北 には段丘崖が存在

している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A 1081よ 北に 7m、 R Al181ま 南西に 8

m、 R A 125は 北東に12m、 R A126は東に17mを測る。

[重複]R A128と 重複しており、本遺構の方が古い。

[住居の方向]N-88° 一W。 北壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は西壁5.52m、 北壁5.56m、 東壁3.71m、 南壁3.99mで ある。

[堆積土]黒色土・黒褐色土主体で14層 に細分 した。埋土上層である 1・ 2層中から十和田 aテ フラ

がブロック状に堆積 していた。

[壁・床面]壁は概ね外傾 して立ち上が り、南壁のみ垂直気味である。壁高は22～ 34cIIlで ある。床面

は暗褐色上が全面に貼 られて硬 くしまり、ほぼ平坦であるものの南東方向がやや低 くなっている。貼

床の層厚は 1～ 14cIIl、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]西壁中央、中軸線が壁 とやや斜交するように設置されている。同一箇所において作 り替え

が行われていることを確認できた。新しいカマ ドを 1号、古いものを 2号と付 している。

1号カマ ドは袖と燃焼部、煙道を検出した。軸線方向はN-95° 一Wである。袖はにぶい黄褐色土

と黒褐色上を貼付て構築している。燃焼部は中央が凹んでいるが住居内へ緩やかに傾斜 しており、平

面形は楕円形、規模が58× 52cm、 層厚 4 cmの焼成面がある。煙道は煙 り出しに向かって緩やかに登る

ように形成され、焼成面から1.07mを 測る。煙道構築方法は掘込式である。本カマ ドは 2号カマ ドの

煙道に堆積 した黒褐色土の上面を焼き締めることで構築している。

2号カマ ドは煙道を検出した。軸線方向は 1号カマ ドと同様である。煙道は煙 り出しに向かって緩

やかに傾斜 して形成され、 1号 カマ ドの煙道より67cm長い。煙道構築方法は天丼崩落土が確認できな

いことから掘込式である。

[土坑・柱穴]柱穴 6個 を貼床の掘 り下げ時に検出した。これらの平面形は円形ないし楕円形である。

開口部径は32～ 44cmと ほぼ同一径であるが、深さは20cm以下と40cm前後のものに分けられる。柱穴の

深さは、前者が P2・ 4・ 6、 後者が Pl・ 3・ 5である。後者は住居四隅の対角線上に配置されて

いることから主柱穴と考えられる。
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検 出された遺構 ・遺物

RA109カ マ ド
1黒色土

2黒褐色土
3黒色土
4黒褐色土

5褐色土

6黒褐色土

7黒褐色土

8黒 褐色土

9黒褐色土

10黒掲色土

H灰黄褐色土

12黒掲色土
13黒褐色上
14黒褐色土

15黒褐色土
16暗褐色土

17黒褐色土

18黒色土

19黒掲色土
20黒 掲色土
21暗掲色土
22黒 色土
23に ぶい黄褐色土
24暗褐色土

●OYm初 ササ露夕と,夢狼語歩登巻怒:5t144の

抑maテ

(IOYR2/21  粘↑生弱 く、 しまり強い。

(lσrR1 7/1)粘 性やや弱 く、 しまり強い。

t∝剛 )叛
瞥暮暮評

気 しまり強い。弾 ～5山嚇 土を

(10YR4/6) 粘性、 しまり共に強い。天丼崩落土か袖構築上流出。
(ЮYR3れ ) 粘性並、しまりやや強い。φ5～ 7111の 焼土を少量

含む。
t噸 か

拶

′

招 &し
まり強い。弾 0～ 蜘 鋭 上をやや

.∝剛)を
持専夢露暮と}ま

りやや強い。
"～

揃の焼土
t噸 の

暮憾評
生 しまり強い。

"～

Юmr/1t土 鞘 量

tOYR3/1)焚
能避と歩量彗きダ

強い。
"～

b剛朔土
(ЮYΨ)板

瞥懸惑♂
く`しまり強い。φ5～ 7側の角ヒ粒を

i群毒:8 韓解革鵠ヤ|[輩サ亀投」亀畜読霧竺辱揚介巻む。
(ЮYR2D 棟権麗た

しまりや翰い。琲崩祉をプロック

IIと岳:妍 雑桂畠可冒しま学蔦4鼈疵耕崩雄をブロック
QOYR2か  姶糧号傘鶉く、しまり強い。耕 崩祉 をブロック

QOYm И)姶橿器無 しまり強い。φ20～ 50mmの 十和田aテ

00YR2り  猛こ亀でFし 3衿掻省戸
含む。

社I子超8 韓桂尋蒸霞liしま′瓢竜
lI子ミう幹

)韓
解 議ヽヤ|を輩サ弘し、

住OYR3ハ
 棟拷麗た

しまりや軸 い。琳 崩社 をプロック

ササ露うと ,夢 狭確歩豊巻響デ

mmの 十和日aテ

粘性やや弱 く、 しまり強い。天丼崩落土をブロック

状に混入。

サ峰軍夢k暮 患P強
い。

"～

7m鋭 土 引 随

粘性やや強 く、 しまり強い。

粘性弱 く、 しまり強い。地山崩落土を少量含む。
粘性弱 く、 しまり強い。流出焼土。
粘性弱 く、 しまり強い。地山崩落土をやや多 く含む。
粘性弱 く、 しまりやや強い。
粘性弱 く、 しまり強い。
粘性弱 く、 しまり強い。
粘性弱 く、 しまり強い。地出崩落土を少量含む。
粘性弱 く、 しまりやや強い。焼土。
粘性やや弱 く、しまり強い。焼土。
粘性弱 く、 しまり強い。焼土。

鋒堵夢革巻とFり
やや強い。

"～

如側の焼土を

答悠F胡
気 しまり強い。 仰 Om鋭 土抄 量

推桂霊4iしま4獣竜EEL。

轄鰯liしま′瓢竜維
粘性弱 く、 しまり強い。焼土。

歩竹麗た

しまりや韓 い。

"～

釣m嚇 土を

粘性弱 く、 しまり強い。
粘性やや弱 く、しまり強い。袖構築土。
粘性弱 く、 しまり強い。袖構築土。
粘性弱 く、 しまり強い。袖構築上。
粘性やや弱 く、しまり強い。袖構築土。
粘性弱 く、しまり強い。袖構築土。

粘性弱 く、しまり強い。袖構築土。
粘性弱 く、しまり強い。

粘性弱 く、 しまり強い。52層 がブロック状に混入。

25黒 色土     (loYRI″ 1)

26黒 褐色土    (loYR2/3)

27黒 褐色土    (10YR2/2)

28黒 褐色土    (loYR2/2)
29黒 掲色土    (loYR3/2)
30に ぶい赤褐色土  (5YR4/4)
31灰 黄褐色土    (loYR4/2)
32黒 掲色土    (loYR3/2)
33褐 色土     (10YR4/6)
34黒褐色土    (10YR2/2)
35黒 掲色土    (10YR3/1)
36掲色土     (75Y鷺 距 )

37暗赤褐色土    (5YR3/2)
38黒褐色土    (ク 5YR3/2)
39黒褐色土    (loYR3/2)

40黒褐色土    (loYRν 2)

41黒褐色土    (loYR3/1)
42暗赤褐色土    (5YR3β )

43暗褐色土    (7 5YR3μ )

44に ぶい赤褐色土  (5YR4/3)
45暗褐色土    (7 5YR3/4)
46黒褐色土    (7 5YR32)

47黒色土     (10YR2/1)
48黒褐色土    (10YR3/1)
49に ぶい黄褐色土  (10YR守 8)

50灰黄褐色土    (loYR4/2)
51黒褐色土    (loYR3/1)
52に ぶい黄褐色土  (loYR4/3)
53灰褐色土     (7 5YR4/9)
54に ぶい黄褐色土  (10YR守 3)

55黒褐色土    (loYR3/2)

第31図 RA109 2号 カマド遺物出土状況

[遺物]土器883点、礫石器 3点がカマ ド周辺の床面か ら出土 している。土師器郭 。鉢ヽ 奏は、本遺構

に属するものはすべて非ロクロである。175。 179・ 1801よ 、 R A128と 重複 している南東隅か ら出土 し

たものであ り、誤って本遺構のものとして取 り上げたことか ら、これ らは R A128で 報告する。 173・

174・ 176～ 178は 土師器郭。173は I Ala類 、176は I Ald類 、1741ま I A2c類 である。174と 1771ま 丸底

に分類 しているが平底風 の形状に近いと思われる。1821よ土師器鉢 i類。181・ 183～ 199は 土師器甕。

口縁部が残存 しているものはすべてAl類 である。 こ �・�の 3種類 を確認できているが、主体は

�類である。1921ま 体部にある段の貼 りが弱 く寸胴である。底部が残存している196・ 197・ 199は 木葉

痕が認められる。200～ 2021ま 礫石器。2001ま I類、2011ま Ⅶ類、2021ま Ⅲ類である。201は磨面が四方に

面として形成され、表面に凹面が伴うことから石皿と砥石の両方の役割 を呆たしていたと思われる。

―-106-―
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2 検出された遺構 ・遺物
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2 検出された遺構・遺物

礫石器以外に礫は30点出土しているが、すべて自然礫である。これらの礫の被熱及び破損率が高いこ

とから、カマ ド構築材として用いられていたものが含まれていると思われる。

[遺構時期]8世紀中葉から後葉に属する。

R Al18竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5N23m onグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は段丘の北

側に向かって緩やかに傾斜 していく手前の段丘縁辺部の平坦面にある。周辺に検出された当該期の遺

構 との直線距離は、 R A109は北東に 8m、 R A 123は 西に21mを 測る。遺構上半部が削平され、床面

のみの精査となる。

[住居の方向]N-37° 一W。 北東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は北西壁2.36m、 北東壁2,71m、 南東壁2.23m、 南西壁

2.1lmで ある。

[堆積土]黒色土・黒褐色土主体で 8層 に細分 した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は10～ 16cmである。南東壁の壁高は 6 cmと 残存状況は他

の壁に比べ悪い。床面は黒褐色上が全面に貼 られて硬 くしまり、ほぼ平坦である。貼床の層厚は 4～

12cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。貼床が浅い所では礫層を確認できる。

[カ マ ド]煙道と袖を検出した。北西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。軸線方

向はN-38° 一Wである。袖は下端付近のみ残存 し、暗褐色土を貼付て構築している。燃焼部は中央

が僅かに凹むもののほぼ平坦であり、焼成面は確認されなかった。煙道は煙 り出しに向かって緩やか

に傾斜するように形成され、壁から1.28mを 浪1る 。煙道構築方法は天丼崩落上が認められないことか

ら掘込式である。

[土坑・柱穴]柱穴 4個 を床面検出時に検出した。すべて南東壁に平行 して一列に配置されている。

規模と形状は共に類似 しており、規模は開口部径が20～ 25cm、 平面形状は円形である。これらの性格

は不明である。

[遺物]土器24点 が床面から出土している。203は非ロクロの上師器郭 I Ala類 。自然礫が 1点出土し

ている。

[遺構時期]8世紀前葉に属する。

R A121竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5K13q or、 14q・ rグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は

調査区の北側に向かって緩やかに下っていく段丘縁辺部の斜面上にある。周辺に検出された当該期の

遺構 との直線距離は、 R A095は西に 7m、 R A097は南南東に 7m、 R A0981よ 南東に12m、 R A099

は東に19mを測る。本遺構の北半部は攪乱により削平されているが、残存 していた北側では焼土が多

く分布 していたことと複数の柱穴が確認できたことから竪穴住居として精査をしている。

[住居の方向]N-35° 一W。 西壁を基準としている。

[平面形 。規模]確認できた平面形はほぼ方形 と思われる。規模は東壁2.17m、 南壁3.43m、 西壁

2.32mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で10層 に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は20～30cmで ある。床面は北壁側が低 くなってお り、Ⅵ

層を掘 り込んで形成されている。貼床及び硬化面は認められない。

―-110-―
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Ⅶ 本宮熊堂B遣跡第25次 調査
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第37図 RA12呵 出土遺物

[カ マ ド]カ マ ドの設置位置 は不明である。焼土が床面の北側 で多 く確認できたことか ら、北壁 に設

置されていた可能性がある。

[土坑・柱穴]土坑 1基、柱穴 3個 を床面精査時に検出した。

土坑は、平面形 は楕円形、規模は1.2× 1,07m、 深 さは19cmである。

柱穴は、平面形は円形 と楕円形、開口部径 は27～ 38cm、 深 さは10～ 20cmで ある。

[遺物]土器55点 、礫石器 1点が床面 を中心に出土 している。土師器邦 。甕・甑 はすべて非ロクロで

ある。204は 土師器郭。205～207は土師器甕。208は 土師器甑 Ⅱ類。2091ま 礫石器 Ⅵ類。

[遺構時期]8世 紀代に属すると思われる。

R A123竪 穴住居跡

[位置 。検 出層位]5N23ao b、 24bグ リッ ドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構 は北

に存在する段丘崖 に向かって緩やかに登 る段丘縁辺部の斜面上にある。周辺に検出された当該期の遺

構 との直線距離は、 R A106は北西に14m、 R A1071よ 西に17m、 R A l181よ 東に21mを 測 る。攪乱によ

り削平 され本遺構の西半分は床面のみの精査となる。

[住居の方向]N-38° 一W。 北東壁 を基準 としている。

[平 面形・規模]平面形は残存状況か ら方形 と思われる。規模 は北西壁3.Hm、 北東壁2.95m、 南東壁

2.49m、 南西壁2.63mで ある

[堆積土]黒褐色土主体で 4層 に細分 した。

[壁・床面]確認できた北西隅付近の壁 は外傾 して立ち上がる。壁高は 6～ 10cmである。床面は地山

を多 く含む黒褐色土が全面に貼 られてやや しまる。東半分はほぼ平坦であるが全体的には北西隅側が

やや低 くなっている。貼床の層厚は 2～ 8 cm、 掘 り方はⅣ層 を掘 り込んで形成 されている。

[カ マ ド]煙道 と燃焼部のみを検出した。北西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置 されている。

軸線方 向はN-40° 一Wである。燃焼部 は焼成面のみ残存 してい た。平面形 は不整楕円形 、規模が

-113-



2 検出された遺構・ 逢i物
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Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次調査

R A125竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5 Nllv・ w、 12v o wグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構

は北に向かって緩やかに下っていく段丘縁辺部の平坦部にある。北壁から8m北側には段丘崖が存在

している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、R A1081ま西に4m、 R A 1091よ 南西に

12m、 R A 126イま南東に12mを 測る。攪乱により北西隅と南東壁が削平されている。

[住居の方向]N-27° 一W。 北東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は確認できた形状から方形 と思われる。規模は北西壁2.24m、 北東壁2.53m、

南東壁2.52、 南西壁1.68mで ある。

[堆積土]黒色土主体で13層 に細分した。

[壁・床面]壁は概ね外傾 して立ち上が り、南壁のみ垂直である。壁高は30cm前後、削平されている

南東壁の壁高は18cmである。床面は地山を多 く含む黒色土が全面に貼 られて硬 くしまり、中央が若干

凹むもののほぼ平坦である。貼床の層厚は12～ 30cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]煙道のみを検出した。北西壁中央よりやや北東壁側、中軸線が壁 と直交するように設置さ

れている。軸線方向はN-34° 一Wである。煙道は煙 り出しに向かって僅かに登るように形成され、

北西壁から1.38mを測る。煙道構築方法は天丼崩落土が確認できなかったものの、東側がオーバーハ

ングしていることから引抜式と考えられる。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土器180点が床面を中心に出上している。土師器郭・奏はすべて非ロクロである。2111よ土師

器郭 I Ald類。212～214は土師器奏。213は底部から体部にかけての立ち上が りからB類に属する可

能性がある。底部には木葉痕が認められる。自然礫が 1点出上している。

[遺構時期]8世紀代に属すると思われる。

R A126竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5017。 18。 19bグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は北に

位置する段丘崖に向かって緩やかに下っていく手前の段丘縁辺部の平坦部にある。北壁から18m北 に

は段丘崖が存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A 1081ま 北西に17m、

R A 109は 西に17m、 R A 1251ま 北北西に12mを測る。本遺構の東側は、本来ならば第18次の調査区に

続いているが、本調査区と接する範囲は攪乱により削平されていたため残存 していない。検出した範

囲のみが存在していることとなり、西壁のカマ ド周辺のみの精査となる。

[重複]R Al19と 重複しており、本遺構の方が古い。

[住居の方向]N-7° 一W。 西壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存状況から方形 と考えられる。規模は西壁6.31m、 北壁 1.45m、 南壁

1.61mで ある。確認できた規模から、当該期の遺構の中でも規模の大きなものに含まれる。

[堆積土]黒色土主体である。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。西壁の壁高は20clll前 後、残存状況の悪い北 。南壁は10cm前後

である。床面は黒褐土が全面に貼 られてややしまり、若干の凹凸があるもののほぼ平坦である。貼床

の層厚は 2～ 10cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、中軸線が壁 と直交するように設置されている。

ただし煙 り出しはR Al19と 重複するため残存 していない。軸線方向はN-82° 一Wである。袖はに

ぶい黄色土を貼付て構築している。両袖共に構築材が認められ、左袖は礫、右袖のみ先端に土師器奏

-115-
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次 調査

劉4

第90図 RA125出土遺物

を倒立させて配置 している。燃焼部は中央が凹む皿状 をしてお り、平面形は精円形、規模が74× 34cm、

層厚14cmの 焼成面がある。燃焼部の中央には支脚が認め られ、礫 を直立 させて配置 している。煙道は

煙 り出しに向かって緩やかに傾斜す るように形成され、焼成面から48cmを 測 る。煙道構築方法は天丼

崩落土が確認できなかったことか ら掘込式である。

[土坑 。柱穴]土坑 2基、柱穴 3個 を床面精査時に検出した。

1号土坑は、平面形は不整形、規模は 62× 54cm、 深 さは12clllで ある。 2号土坑 は、平面形は円形、

規模 は54× 50cm、 深 さは 8 cmで ある。 1号土坑は土器が複数出土 していることか ら、貯蔵穴の可能性

がある。

柱穴は平面形 と規模が共に類似 してお り、平面形は円形、開口部径は24～ 28cm、 深 さは12cmである。

西壁付近で しか確認できなかったが、 Pl～ 3の いずれかは主柱穴に該当す るものと考えられる。

[遺物]土器45点 、礫石器 1点がカマ ド周辺の床面か ら出土 している。土師器郭 。甕 はすべて非ロク

ロで ある。2151よ 土 師器郭 I B 2ctt。 216～ 221は 土 師器奏。口縁 部か ら体 部にかけて残存 している

216。 217は Al� 類である。220。 221の 底部には木葉痕が認められる。2221ま礫石器 Ⅱ類。礫石器以外

に礫 は34点 出土 しているが、すべて自然礫である。これ らの 3割 は被熱 していることか ら、カマ ド構

築材 などに用いられたものが含 まれていると思われる。

[遺構時期]8世 紀中葉か ら後葉に属する。

―-117-
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Ⅶ 本宮熊量 B遺跡第25次 調査
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2 検出された遺構 。遺物
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

土坑

R D198土 坑

[位置 。検出層位]5L17oグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。一部攪乱により削平さ

れている。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。規模は1.41× 1.24m、 深さは33cmである。

[堆積土]黒褐色～灰黄褐色土主体で 4層 に細分した。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。底面は中央が凹む皿状である。

[遺物]西壁付近で土器26点 が出上している。2231よ 土師器奏 Al ii tt。

[遺構時期]8世紀代に属すると思われる。

R D209土坑

[位置 。検出層位]5M16sグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は2.09× 1.48m、 深さは48cmである。

[堆積土]黒褐色土主体で 7層 に細分 した。底面よりやや上の 4・ 6層中から多 くの焼土ブロックと

遺物が出土してお り、これらは人為堆積である。それより上位は自然堆積と考えられる。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。床面は中央がやや凹んでいるもののほぼ平坦である。

[遺物]土器94点 、礫25点 が埋土中位 と底面から出上 している。土師器郭・甕は非ロクロである。

224・ 225は土師器郭 I Ald類。225はやや平底風の底部である。226は土師器奏である。出上 した礫は

すべて自然礫である。

[遺構時期]8世紀代に属すると思われる。

R D220土 坑

[位置・検出層位]5N13・ 14nグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は隅九長方形である。規模は2.11× 1.64m、 深さは33cmである。

[壁 。底面]壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。底面は凹凸が認められるもののほぼ平坦である。

[堆積土]黒色・黒褐色主体で 4層 に細分した。

[遺物]土器 9点、礫 3点が底面を中心に出土している。227は非ロクロ土師器郭 I B2ctt。 出土した

礫はすべて自然礫である。

[遺構時期]8世紀中葉から後葉に属する可能性がある。

R D223土 坑

[位置・検出層位]5N15。 16wグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は71× 66cm、 深さは24cmである。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。底面は皿状であるが中央が強く凹む。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 2層に細分した。

[遺物]土器96点、礫 7点が埋土中から出土している。228・ 229は非ロクロの上師器奏で、 五と�類

である。礫は被熱を受けているものが僅かにあるが、使用痕跡は認められない自然礫である。

[遺構時期]8世紀代に属すると思われる。

―-121-―
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次 調査
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2 検出された遺構・遺物

R D 231土坑

[位置 。検出層位]5N19x、 20wグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形 。規模]平面形は楕円形である。規模は4.69× 1.61m、 深さは37cmである。

[壁 ・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は凹凸が認められるものの、概ね平坦である。

[堆積土]黒褐色土主体で 5層に細分した。

[遺物]土器 6点が埋土下位と床面から出上している。230は非ロクロの上師器郭 I Alatt。

[遺構時期]8世紀前葉に属する可能性がある。

風倒木 1

[位置]5k20q・ rグ リッドに位置する。

[遺物]埋土中から土師器が出土している。231と 232は非ロクロの上師器郭。231は I Ald類、232は

I Ala類 である。

風倒木 2

[位置]5M17。 18rグ リッドに位置する。

[遺物]233は非ロクロの土師器奏である。

(3)平安時代の遺構・遺物

竪穴住居跡

R A050竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5N25k・ 1、 6Nlk。 1グ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺

構は段丘縁辺部より内陸部で南北にある段丘崖の中間に位置し、緩やかに北に向かって登っていく手

前の平坦部にある。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A51は東に 4m、 R A54は西

に 6m、 R A116は北西に16m、 R A 1301ま北東に8mを測る。本遺構は平成13年度に発掘が行われた

調査区と跨って検出されていることから、今回は遺構の北側半分を精査 したこととなる。

[住居の方向]N-98° ―E。 北壁を基準としている。

[平面形 。規模]北西隅は攪乱により削平されているが、確認できた形状及び過去の調査成果から平

面形は方形である。規模は東壁2.61m、 西壁1.95m、 北壁4.51mである。過去に調査が行われた南壁は

5.4mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で18層 に細分 した。床面よりやや上位の 4層から5層中にかけて十和田 aテ

フラがブロック状に堆積 していた。

[壁 。床面]壁はほぼ外傾 して立ち上がる。壁高は16～ 26cmで ある。過去に行われた調査と遺構検出

層位が異なることから壁高の残存値に差が認められる。床面は黒色土と黒褐色土が全面に貼 られて硬

くしまり、ほぼ平坦である。貼床の層厚は 2～ 16clll、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。過

去の調査時に床面硬化と指摘した部分は、検出できなかった。今回検出した床面は比較的しまってい

たこととそれらの堆積が礫層の直上で確認できたことから、前回の調査時に指摘 したそれらの範囲は

貼床の可能性が考えられる。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁中央よりやや北壁側、中軸線が壁 と直交するように設

置されている。軸線方向はN-88° 一Eである。袖はにぶい黄褐色土に黒褐色土を貼付て構築してい

る。燃焼部は皿状をしており、平面形は楕円形、規模が54× 51cm、 層厚 3 cmの焼成面がある。煙道は

―-124-一



―能モー

蛇   kOani  d

COaVu 園囃

箸弾
蛤鐵鴛

事
類
　
ｕ
萌
コ
コ
靱
ｕ
Й

醒
軽
藍
韓鰯戴

町
鴇VdS

ぴ  .

q    。以裳も
  る ヽ゛

°
ぜ ' D

好 ず
°お

埼乳

霧醒V党裳躍群こ薫報星望 血



2 機‖きれた遺濤‐違勁
―

控
ロ

鳥

SPC'

L‐ 1鋏rkれ

―

 '1′

||15kl::ti:||:|!:

亥
籍

H縣
辮
桂調

鰯
鰯
鰯縣

一岳
ｈ
一■
■

，
撤

」
―

砿
息

詐
鱗緋

離

五
■
ｈ
」
い

，
４
荘
宏
４
難
　
歩

397図 RA050方マ'ド

-126-



Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次 調査
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2 検出された遺構・遺物
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査
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2 検出された遺構・遺物

煙 り出しに向かって緩やかに登るように形成され、焼成面から1.23mを 測る。煙道構築方法は天丼崩

落上が認められないことから掘込式である。また、カマ ド燃焼部の下と煙道に複数層が堆積 している

状況を確認できたことから、カマ ドの掘 り方が深 くにまで及んだか作 り替えが行われたものと想定さ

れる。

[土坑・柱穴]今回調査 した床面においては土坑や柱穴は確認できなかった。過去の調査において柱

穴 4個が確認されている。

[遺物]土器565点、礫石器 3点、鉄製品 3点が主に床面から出土している。土師器郭 。奏はすべてロ

クロ整形である。234～243は土師器郭 Itto a・ c i o cii類 が認められる。241は墨書土器で体部外面

に「生方」 と記されている。244～249は Ⅱc類主体の土師器邦。 i・ 五類が認められる。250は土師器

高台付杯。251～258は土師器奏。口縁部が外傾するものと外傾 して口唇部のみ垂直に立ち上がるもの

の 2種類がある。259～261は須恵器奏である。262～264は鉄製品。262は先端部が欠損 した刀子。263

は鋤先。264は基部が残存 している鉄鏃。265は土製紡錘車。266～268は礫石器。266は I類、267は Ⅱ

類、268は Ⅶ類である。礫石器以外に礫は64点出上しているが、すべて使用痕跡が認められない自然

礫である。これらの礫の 5割近 くは被熱 していることから、カマ ドの構築材として用いられていたも

のが含まれていると思われる。

[遺構時期]9世紀後半に属する。

R A051竪 穴住居跡

[位置・検出層位]6 Nlo・ p・ qグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は段丘

縁辺部より内陸部で南北にある段丘崖の中間に位置し、緩やかに北に向かって登っていく手前の平坦

部にある。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、R A501ま 西に4m、 R A124は北東に

18m、 R A130は 北に4mを 測る。本遺構は平成13年 度に発掘が行われた調査区と1/.Hっ て検出されて

いることから、今回は遺構の北側半分を精査 したこととなる。

[住居の方向]N-3° ―E。 過去の調査区において南東隅が確認できていたことから東壁を基準と

している。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は西壁1.06m、 東壁 1,79m、 北壁4.03mで ある。過去に調

査された南壁は5.Omで ある。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で15層 に細分した。東壁付近の床面よりやや上位の 6層中において十

和田 aテ フラがブロック状に堆積 していた。過去の調査でも同様のことが確認されている。

[壁・床面]壁はほぼ外傾 して立ち上がる。壁高は22～36cmで ある。過去に行われた調査 と遺構検出

層位が異なることから壁高の残存値に差が認められる。床面は黒色上が全面に貼 られて硬 くしまり、

ほぼ平坦である。貼床の層厚は 2～ 22cm、 北壁付近ではそれはほとんど認められない。掘 り方はV層

を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]煙道と燃焼部を検出した。東壁中央より北壁側、中軸線が壁 と直交するように設置されて

いる。軸線方向はN-87° ―Eである。燃焼部は皿状をしており、平面形は不整形、規模が90× 88cm、

層厚 1～ 5 cmの 焼成面がある。煙道は床面から煙 り出しに向かって急傾斜に形成され、焼成面から

1.45mを測る。煙道構築方法は天丼崩落土が確認できないことから掘込式である。

[土坑・柱穴]今回の検出した床面からは確認できなかった。過去の調査において柱穴 4個が確認さ

れている。

[遺物]土器467点、礫石器 1点が床面を中心に出土している。上師器邦・鉢・奏はすべてロクロ整形
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2 検出された遺構 。遺物

R A054竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5N25d o e・ fグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は段丘縁

辺部より内陸部で南北にある段丘崖の中間に位置し、緩やかに北に向かって登っていく手前の平坦部

にある。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R Al15は北西に10m、 R Al16は北西に 6

m、 R A050は 東に 6mを測る。本遺構は平成13年度に発掘が行われた調査区と跨って検出されてい

ることから、今回は遺構の北側半分を精査 したこととなる。

[住居の方向]N-83° 一E。 北壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。確認できた規模は東壁4.79m、 西壁3.74m、 北壁5.95mである。

過去に調査された南壁は6.3mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で25層 に細分 した。埋土中位から下位にかけて大量の礫 と遺物が人為的に投

げ込まれていた。

[壁 。床面]壁はほぼ外傾 して立ち上がる。壁高は20～42cmで ある。ただし攪乱により削平を受けて

いる西壁の壁高は12cm程度である。床面は暗褐色土と黒褐色上が全面に貼 られて全体的に硬 くしまり、

ほぼ平坦である。貼床の層厚は 2～ 21cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]東壁中央より北壁側に設置されている 2基のカマ ドが確認できた。北壁側に設置されてい

る新 しいカマ ドを 1号、その南側の古いカマ ドを2号と付 している。

1号カマ ドは燃焼部と煙道を検出した。中軸線が壁と斜交するように設置されている。軸線方向が

N-73° 一Eである。燃焼部は皿状をしており、平面形は不整形、規模が76× 68cm、 層厚 2 clllの 焼成

面がある。煙道は煙 り出しに向かって緩やかに登るように形成され、焼成面から1,76mを 測る。煙道

構築方法は天丼崩落上が認められないことから掘込式である。

2号 カマ ドは煙道のみの検出である。中軸線が壁 と直交するように設置されている。軸線方向が

N-76° 一Eである。煙道は煙 り出しが攪乱により削平されており、緩やかに登るように形成されて

いる。残存 している煙道は東壁から76cmを 測る。煙道構築方法は天丼崩落上が認められないことから

掘込式である。

[土坑 。柱穴]今回の床面から土坑や柱穴は確認できなかった。過去の調査において柱穴 4個が確認

されている。

[遺物]土器1382点、礫石器 1点、鉄津 7点が埋上下層から床面を中心に出上している。土師器郭・

奏はすべてロクロ整形である。288～300は Ic類主体の上師器郭である。292のみ Ia類 となる以外は、

Ic類の中の i・ 五・�がほぼ同じ割合で存在 している。301～306は Ⅱ類の上師器郭でci類が主体で

ある。底部切 り離 しは概ね回転糸切 りであり、305の底部のみ再調整されている。307は土師器郭 Ic

�類。今回出上した土師器郭の中で柱状を呈 した底部は本遺物のみである。308。 3091よ 土師器高台付

郭。312・ 314は土師器奏。310'311'313～ 327は須恵器奏。313が小型に含まれる以外は大型である。

328・ 329は鉄製品。3281ま鉄鏃、3291よ環状を呈 したものであるが詳細は不明である。3301ま礫石器Ⅵ

類。礫石器 1点以外に礫は99点 出上しているが、すべて使用痕跡が認められない自然礫であった。こ

れらの多 くは埋土中位から下位にかけて出土していることから、一時期にまとめて投げ込まれたもの

と判断することができる。

[遺構時期]9世紀後半に属する。
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2 検出された遺構 。遺物

R Al10竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5K16n・ o、 17n o o、 18n・ oグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

本遺構は調査区において当該期の遺構の中で最も西端に所在 しており、西と北側へ下る段丘縁辺部の

緩斜面上にある。北壁から3m北には段丘崖が存在している。周辺に検出された当該期の遺構 との直

線距離は、R Alllが東に27mを測 り、周辺に当該期の遺構が存在していないことが窺える。

[住居の方向]N-81° 一W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は西壁5.18m、 北壁6.1lm、 東壁6.03m、 南壁5。71mである。

[堆積土]黒色土と黒褐色土主体で13層 に細分 した。 2層から3層 にかけて十和田 aテ フラがプロッ

ク状に堆積 している。

[壁・床面]壁は概ね外傾 して立ち上が り、残存状況の良い南壁のみ垂直である。北壁の一部は削平

されているため他の壁に比べ残存状況は悪い。壁高は42～ 56cm、 北壁のみ16cm前後である。床面は暗

褐色土が全面に貼 られて硬 くしまり、ほぼ平坦である。貼床の層厚は 2～ 18cm、 掘 り方はⅥ層を掘 り

込んで形成されている。

[カ マ ド]東壁 と西壁において 1基ずつ検出した。中軸線が壁 と直交するように設置されている。前

者を 1号カマ ド、後者を 2号カマ ドと付 している。

1号カマ ドは袖と燃焼部、煙道を検出した。軸線方向はN-89° 一Eである。袖はⅥ層である地山

を削 り出して構築 している。燃焼部は中央が凹む皿状をしてお り、平面形は楕円形、規模が1.49×

0.54m、 層厚13cmの 焼成面がある。煙道は煙り出しに向かって緩やかに登るように形成され、焼成面

部から1.24mを 測る。煙道構築方法は天丼崩落土が認められないことから掘込式である。

2号カマドは袖と燃焼部、煙道を検出した。軸線方向はN-104° ―Wである。袖は黒色土を貼付

て構築している。燃焼部は中央が強く凹む椀状をしており、平面形は不整形、規模が77× 58cm、 層厚

18cIIlの焼成面がある。焼成面のほぼ中央には支脚が認められ、土師器奏を倒立させて配置している。

煙道は煙り出しに向かって緩やかに登るように形成され、焼成面から1.52mを 測る。構築方法は到抜

式である。

カマドの新旧関係は、 2号 カマド周辺の方が遺物の出土量が極端に多いことなどから、 1号 カマド

より新しいと考えられる。

[土坑・柱穴]土坑 2基を貼床の掘り下げ時、柱穴 3個 を床面精査時に検出している。

l号土坑は、平面形は円形、規模は60× 53cm、 深さは1lcmである。須恵器郭が 1点出上している。

2号土坑は、平面形は楕円形、規模は1.1× 0,79m、 深さは23cmで ある。 1号土坑は配置箇所と土器が

出上していることから貯蔵穴と考えられる。

Pl～ 3は、平面形は円形、開口部径は20～ 30cm、 深さは 5～ 10clll、 平面形状・規模共に類似して

いる。規模は小さいものの配置位置からPl・ 3は主柱穴の可能性がある。

[遺物]土器608点、礫石器 6点、鉄製品 1点が主に2号カマド周辺の床面から出上している。須恵器

イと土師器郭・奏の大半はロクロ整形によるものだが、353・ 355の上師器奏は非ロクロである。須恵

器郭が主体をなしており、その他の器種は極端に少ない。今回報告する住居の中ではこのように須恵

器が多く出土する例は本遺構のみである。331～348は須恵器郭。底部の切り離しはすべて回転ヘラ切

りである。これらは分類において示したように4分類でき、体部から口縁部にかけて外反するb類が

主体である。 a類は、331・ 334・ 337・ 343の ような器高の低い i類の割合が高く、340は 五類、347・

348は 器高の高い五i類などが僅かにある。これらの中に墨書土器が 4点 ある。333は体部に「王」、

335・ 338は底部に「工」、341は底部に「一」と記されている。352は須恵器奏。349・ 350は土師器郭。
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2 検出された遺構・遺物

351・ 353～355は土師器甕。先述したように353と 355以外は非ロクロである。残存している354の底部

切 り離しは回転ヘラ切 りである。356は 刀子。357～359は礫石器。357・ 3581よ I類、3591ま Ⅱ類である。

礫石器以外に礫は61点 出上しているが、すべて使用痕跡が認められない自然礫である。これらの礫の

6割近 くは被熟していることから、カマ ド構築材として用いられたものが含まれていると思われる。

[遺構時期]9世紀初頭に属する。

R Alll竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5L21e・ fグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は調査区の

中でも標高が高 く南側から続 く平坦面上にあり、本遺構が存在する面から緩やかに北東に向かって下

つていく。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A l101ま 西に27m、 R Al12は南東に 9

mを測る。攪乱により南東・南西隅及び北壁の一部は削平されている。

[住居の方向]N-28° 一E。 西壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は確認できた北西隅から方形と思われる。規模は東西4,91× 南北4.80mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で11層 に細分 した。 4・ 6層中において十和田 a火山灰がブロック状に堆積

している。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は20～ 33cIIlで ある。床面は地山を多 く含む黒褐色上が全

面に貼 られて硬 くしまり、ほぼ平坦である。貼床の層厚は 2～ 9 cm、 掘 り方はⅥ層を掘 り込んで形成

されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁中央よりやや北壁側、中軸線が壁 と直交するように設

置されている。軸線方向はN-123° 一Eである。袖は黒褐色土を貼付て構築 し、左袖には構築材 と

して礫を直立させて配置 している。燃焼部は中央が凹む皿状をしてお り、平面形は楕円形、規模は

44× 37cm、 層厚 8 cmの焼成面がある。煙道は煙 り出しに向かって登るように形成され、焼成面から59

cmを測る。煙道構築方法は天丼崩落上が確認できたことと、煙道の脇がオーバーハングが認められる

ことから到抜式である。燃焼部の手前にある大きな礫は被熱していることから、天丼もしくは袖の構

築材に用いられたものと思われる。

[土坑・柱穴]柱穴 1個 を貼床の掘 り下げ時に検出した。平面形は楕円形、規模は49× 43cm、 深さは

10cmで ある。

[炭化材・焼土]床面より僅かに上位で炭化材とブロック状の焼土を検出した。炭化材は南北壁と平

行するものと直交するものが大半であり、壁際で直立しているものを僅かに確認できた。またカヤ状

の炭化物は炭木材より出土量が少ないものの、床面の西半部で認められる。カヤ状のものも住居の軸

線に平行するものと直交するものがある。焼土は床面中央から北西にかけてブロック状に点在 してい

る。これらはすべて焼失時に伴うものと考えられる。炭化材は樹種同定を行ったが、クリ材との結果

が得られている (305頁参照)。

[遺物]土器352点、礫石器 3点がカマ ド周辺の床面から出上している。土師器郭はロクロ整形である

のに対 して、土師器奏は非ロクロである。360～ 366イよ土師器杯 I a o ctt。 361のみ a類、他は Ici・

五・�類である。367は土師器郭Ⅲatt。 368～ 3721ま 土師器郭 Ⅱ類。369の a類以外はすべてc類である。

底部切 り離しは概ね回転糸切 りが主体をなし、371のみ再調整されている。373～375は土師器高台付

郭。376～378は 土師器奏。376と 377は 先述 したように非ロクロであることから体部は酷 く歪んでおり、

どちらの口縁部も横ナデにより短 く折 り返されている。それらの底部には木葉痕が認められる。379

は須恵器甕。380～382は礫石器。380は Ⅱ類、381は I類、3821よ Ⅶ類である。礫石器以外に礫は35点
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2 検出された遺構 ,遺物

・|・ ○鶴・
Ⅲ

第115図  RA411カマド

出土しているがヽすべて使用痕跡が認められない自然礫である。こ―れらの藤の 5割近く方式被熟してい

ることから、カマド構築材として用いられていたものが含まれていると思われる。

[遺構時期]9世紀後半に属する。
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2 検出された遺構 ・遺物
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2 検出された遺構。遺物

R Al12竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5L22・ 23k。 1グ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。本遺構は、東

へ緩やかに下る段丘縁辺部の斜面上にあり、調査区の中で最も標高の高い。周辺に検出された当該期

の遺構 との直線距離は、RA■ 11ま北東 9m、 R A l13は 北東に29mを 測る。攪乱により西壁、北西・

南東隅及び床面の一部が削平されているため、西側半分はほぼ床面のみの精査となる。

[住居の方向]N-88° ―E。 北壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存 している北東隅から方形と思われる。規模は東壁2.07m、 南壁1.79m、

北壁1,41mで ある。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 4層 に細分した。

[壁・床面]壁は大半が削平されていることから残存状況は悪い。確認できた壁は外傾 して立ち上が

る。東壁や北壁の壁高は 4～ 12cmで ある。床面は地山を多 く含む暗褐上が全面に貼 られてややしまり、

東壁付近が高 く西に向かって緩やかに傾斜 している。貼床の層厚は 2～ 12cm、 掘 り方はⅥ層を掘 り込

んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁中央よりやや北壁側、中軸線が壁 と直交するように設

置されている。北壁 と中軸線の距離は1.02mを 測 り、軸線方向はN-91° ―Eである。袖は黒褐色土

を貼付て構築している。両袖には構築材が認められ、共に礫を直立させて配置している。燃焼部は中

央が僅かに凹む皿状をしており、焼成面は残存していない。煙道は煙 り出しが攪乱に削平されている。

煙 り出しに向かって傾斜するように形成され、壁から1.09mを 測る。煙道構築方法は煙道の脇がオー

バーハングしていることから判抜式である。

[土坑・柱穴]柱穴 3個 を床面において検出した。平面形は円形、開田部径は20～ 30cm、 深さは 8～

14cmである。P2以外の平面形の規模は類似している。柱穴から柱痕を確認できなかったが、それら

の配置からPl・ 3は主柱穴と思われる。

[遺物]土器173点 、礫石器 2点、鉄製品 1点がカマ ド周辺の床面から出上している。土師器郭 。発は

ロクロ整形である。383～386は土師器郭。c類が主体をなし、僅かにa類が認められる。387は土師器

郭 Ⅱ類。墨書土器で外面に「佳」と記されている。底部切 り離 しは回転糸切 りが主体である。388・

389は土師器高台付郭。388は 12a類、389は Ⅱ2類 である。390の上師器甕は体部にタタキロが認めら

れる。391は須恵器奏。低いものの高台を有している。形状から瓶の可能性 もある。392は軸棒の端部

が欠損 している紡錘車である。393・ 394は礫石器。393は Ⅱ類、394は Ⅲ類である。礫石器以外に礫は

22点出上しているが、すべて使用痕跡が認められない自然礫である。これらの礫はカマ ド左袖の前方

にまとまって出土していることと8割近 くが被熱していることから、カマ ド構築材として用いられて

いたと思われる。

[遺構時期]9世紀後半に属する。

R Al13竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5K20a・ b・ c、 21a・ b・ cグ リッドに位置する。遺構検出面はV層である。本遺

構は北に向かって緩やかに登っていく段丘縁辺部の平坦部にある。周辺に検出された当該期の遺構と

の直線距離は、R Al12は南西に29m、 R A l15は 東に37m、 R A l141ま 北東に35mを 測る。攪乱により

東壁中央は削平されている。

[住居の方向]N-92° 一W。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は西壁4.61m、 北壁4.27m、 東壁4.39m、 南壁4.29mで ある。
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2 検出された遺構 ・遺物

RAl12カ マ ド

1 黒褐色土  (10YR2/3)
2 黒褐色土  (1∞家2/2)

3 黒色土   (loYR2/1)
4 黒褐色土  (loYR3/1)
5 暗褐色土  (loYR3β )

6黒 褐色土  (10YR3/1)
7黒 褐色土  (10YR2/3)

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性弱 く、 しまりやや強い。 φ2～ 51111の 炭化

粒をやや多 く含む。

粘性弱 く、 しまり強い。基本層序 1層 と対応。

粘性やや弱 く、 しまりやや強い。

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性なし。 しまり強い。

粘性弱 く、 しまり強い。地山崩落土を含む。

SPC

SPCI

L‐12520m

8 黒褐色上  (10YR2/a)

9 黒褐色土  (10YR9/3)
10黒 褐色上  (10YR3/2)
11灰 黄褐色土 (10YR4/2)
12暗掲色土  (10YR3/3)
13黒 掲色上  (10YR2/3)
14黒 掲色土  (loYR2/2)

|■  1  0        (1:25)        Im

粘性弱く、しまり強い。地山崩落土を少量

驀建率隼詣でIm℃ζケ軽よ伊
土を微量含む。

粘性弱 く、 しまりやや強い。

粘性弱 く、 しまり強い。天丼か袖の崩落土。

粘性やや弱 く、 しまり強い。地山崩壊土を多 く含む。

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性並、 しまり強い。袖構築土。

第120図  RAl12カ マド

[堆積土]黒色土主体で 3層 に細分 した。

[壁 ・床面]壁 は外傾 して立ち上 がる。壁高は10～ 18clllで ある。床面は黒色土が全面 に貼 られて硬 く

しまり、北壁か ら南壁 に向かって緩やかに傾斜 している。貼床の層厚 は 1～ 12cm、 掘 り方はV層 を掘

り込んで形成されている。貼床の層高が薄い床面では地山の礫が認め られる。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。西壁中央、 中軸線 が壁 と直交す るように設置されている。

軸線方向はN-100° 一Wである。袖は黒褐色土主体 に褐色土 を貼付て構築 している。両袖には構築

材が認められ、共に複数の礫 を組み合わせて配置 している。燃焼部 は中央部が凹む皿状をしているが、

焼成面は残存 していない。煙道は中央部が一部削平されていることか ら西壁 と煙 り出し付近のみの精

査である。煙 り出しに向かって傾斜するように形成され、燃焼部から1,31mを 測る。煙道構築方法は

残存状況が悪いことから不明である。燃焼部や左袖から出上した礫は、被熱していることや袖に使用

されている礫の形状が同一規模であることから、カマ ド構築材として用いられていたものが崩落した

と考えられる。
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次 調査

SPC'

と=12410m翌
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惚
ロ

RAl13カ マ ド

1 基本層序の 1層 と同じ。
2 黒色土     (10YR2/1)

黒掲色土    (10YR勿 2)

黒色土     (loYRl″ 1)

黒褐色土    (loYR勿 2)

灰黄褐色土   (loYR412)
黒色土     (loYR1 7Д )

黒褐色土    (loYR3/1)
黒色土     (loYR271)
黒色土     (10YR2rl)
黒色土     (loYR2/1)

12 黒褐色土    (10YR3/2)

捜能を薯券茎巻と:り
強い。

"～

5m朔土
粘性並、 しまりやや強い。

粘性やや強 く、 しまりやや強い。

撹能薙墟羊単夢 4暮悪rい
。

"～

Ю闘鋭 土

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。袖構築土。

粘性、 しまり共にやや強い。

粘性並、 しまりやや強い。

粘性、 しまり共に強い。

粘性やや弱く、 しまりやや強い。φ5mEの 炭化粒
を少量含む。
粘性、しまり強い。φ5～ 10o mの 焼土 炭化粒を
微霊含む。

0        (1:25)        lm

(10YR476)粘 性、 しまり強い。天丼崩落土。

(10YR412)粘 性、 しまり共にやや強い。天丼崩落土。

(10YR22)粘 性強 く、 しまり強い。 φ5～ 10maの炭化粒 焼土

を多 く含む。

(10YR1 7/1)粘 性、 しまり共にやや強い。

(10YR2/1)粘 性強 く、 しまりやや強い。掘 り方。

(10YR4/6)粘 性、 しまり共に強い。袖構築土。

(10YR4/4)粘 性、 しまり共に強い。袖構築土。

(10YR3/1)粘 性、 しまり共にやや強い。袖構築土。

(10YR1 7/1)粘 性、 しまり共に強い。袖構築土。

(ЮYR5μ )粘 性、 しまり共に強い。 φ5～ 1 04 dlの 焼上を少量

含む。袖構築土。

(10YR4/3)粘 性、 しまり共に強い。袖構築土。

(10YR2/2)粘 性、しまり共にやや強い。袖構築土。
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第123図  RAl13カ マド・出土遺物
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2 検出された遺構・遺物

[土坑・柱穴]柱穴 1個 を貼床の掘 り下げ時に検 出 した。南壁中央 に位置 してお り、平面形は円形、

開口部径は26cm、 深 さは18clllである。

E遺物]土器76点が床面を中心に出土している。395は ロクロ整形の上師器奏。396～ 3981ま須恵器奏。

礫石器以外に礫は21点出上しているが、すべて使用痕跡が認められない自然礫である。これらの 8割

近 くは被熱していることから、カマ ド構築材として用いられたものが含まれていると思われる。

[遺構時期]9世紀後半から10世紀前半に属する。

R Al14竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5M17u・ v、 18u・ vグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は

段丘のほぼ平坦面から緩やかに登っていく段丘縁辺部の斜面上にある。北壁から12m北には段丘崖が

存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、RA■ 3は南西に35m、 R Al151ま 南

に 6m、 R A 1161ま 南東に 9mを測る。攪乱により西壁 。東壁が削平されている。

[住居の方向]N-8° 一W。 西壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は北壁3.68m、 東壁3.53m、 南壁3,70m、 西壁3.53mで ある。

[堆積土]黒褐色土が主体で19層 に細分した。

[壁・床面]壁は垂直もしくはやや外傾 しながら立ち上がる。壁高は20～ 26clllで ある。北東隅の壁の

残存状況が悪 く他の壁と比べ壁高は低い。床面は地山を多 く含む黒褐色上が全面に只占られて硬 くしま

り、北東隅が僅かに高いもののほぼ平坦である。貼床の層厚は 1～ 14cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで

形成されている。貼床の薄い箇所では礫層が確認できる。

[カ マ ド]北壁中央と東壁の中央より南壁側において 1基ずつ、中軸線が壁と直交するように設置さ

れている。前者を 1号、後者を 2号カマ ドと付 している。

1号 カマ ドは袖と燃焼部、煙道を検出した。軸線方向がN-8° 一Wである。 1号カマ ドは北壁中

央より僅かに東壁寄 りに設置されている。袖は黒褐色土・暗褐色上を貼付て構築している。両袖には

構築材が認められ、共に礫を直立させて配置している。燃焼部は中央が凹む皿状であるが、焼成面は

残存 していない。煙道は燃焼部において段差が設けられ、そこから煙 り出しに向かって緩やかに登っ

てお り、壁から94cmを 測る。煙道構築方法は天丼崩落土が認められないことから掘込式である。

2号カマ ドは煙道と燃焼部を検出した。軸線方向はN-77° 一Eである。燃焼部はほぼ平坦であり、

平面形は不整形、規模は59× 51cm、 厚さ 2 cmの焼成面がある。煙道は煙 り出しに向かって緩やかに登

るように形成され、焼成面から63cmを 測る。煙道構築方法は天丼崩落上が認められないことから掘込

式である。

カマ ドの新旧は残存状況と遺物の出土状況から1号カマ ドが新 しいものと考えられる。

[土坑・柱穴]柱穴 4個を床面検出時に検出した。Pl～ 4は、平面形状は円形、開口部径は33～ 44

cm、 深さは 6～ 12cm、 平面形状と規模共に類似 している。これらは住居四隅の対角線上に配置されて

いることから主柱穴と考えられる。

[遺物]土器187点 、礫石器 1点、鉄製品 1点が 1号カマ ドの右袖脇の床面を中心に出土している。土

師器郭・蓋はすべてロクロ整形である。399～ 4131ま 土師器郭 I類。c類が主体をなし、僅かにa類が認

められる。主体である Ic類の中では�iが最も多い。414・ 415・ 417～423は土師器郭 Ⅱctto i・ �が

ほぼ同数存在 している。底部切 り離しは回転糸切 りが主体であり、414・ 415の み再調整されている。

416は土師器必Шc類。他類の郭と比べて法量が極めて小さい。424は 12a類の土師器高台付郭で高台

が欠損 している。425は土師器蓋。つまみと天丼部はそれぞれ穿了しされている。天丼部に穿子とが 2カ

―-158-―
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2 検出された遺構 j選物
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2 検出された遺構・遺物
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

所認められるが、それらの位置関係から本来は3カ 所に存在 していたものと思われる。過去の成果を

含めても本遺物のようなものは認められないことから極めて稀な例である。426は柄部が欠損 した刀

子である。427は礫石器 Ⅱ類。礫石器以外に礫は15点 出上しているが、すべて使用痕跡が認められな

い自然礫である。これらの礫は 6割近 くは被熟していることから、カマ ド構築材として用いられてい

たものが含まれていると思われる。

[遺構時期]10世紀前半に属する。

R Al15竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5M22v・ w、 23v・ wグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構

は段丘縁辺部より内陸部で南北に存在する段丘崖との中間に位置し、緩やかに北に向かって登ってい

く手前の平坦部にある。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、RA■ 4は北に 6m、 RA

l16は北東に9m、 R A54は 北東に10mを 測る。攪乱により東壁及び南壁は削平されているため、本

遺構の中で北東隅の残存状況は悪い。

[住居の方向]N-83° 一E。 北壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形はやや北壁が長いがほぼ方形である。規模は東壁3.62m、 南壁3.47m、 西壁

3.67m、 】ヒ壁4,07mで ある。

[堆積土]黒褐色土層が主体で14層 に細分した。

[壁・床面]壁 は概ね垂直に立ち上が り、削平された東 。南壁のみ外傾する。壁高は25～ 38cmである。

床面は黒褐色上が全面に貼 られて硬 くしまり、ほぼ平坦である。貼床の層厚は 1～ 8 cm、 掘 り方はV

層を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁の南壁側、中軸線が壁と直交するように設置されてい

る。軸線方向はN-89° 一Eである。袖はにぶい黄褐色土に黒・暗褐色土を貼付て構築している。左

袖のみ構築材が認められ、直立させた礫を配置している。燃焼部は中央がわずかに凹んでいるが、焼

成面は残存 していない。燃焼都中央には支脚が認められ、大きな礫の上に土師器郭を倒立させて配置

している。煙道は煙 り出しに向かって僅かに傾斜するように形成され、燃焼部から1.33mを 測る。煙

道構築方法は制抜式である。カマ ド周辺から出上した礫の多 くは被熱していることから、カマ ドの構

築材として用いられたものと考えられる。

[土坑・柱穴]南東隅以外の各隅において柱穴 3個、カマ ドの手前で土坑 1基を床面精査時に検出した。

Pl～ 3は、平面形は円形ないし楕円形、開口部径は48～ 52cm、 深さは10～ 15cmである。それらは

住居四隅の対角線上に配置され、同一の規模と形状であることから主柱穴と考えられる。

土坑は堆積土に多量の炭化粒が認められることと設置位置から、カマ ドに伴う廃棄遺構 と考えられ

る。

[遺物]土器469点、礫石器 5点、鉄製品 2点が埋土下位から床面を中心に出土している。土師器郭は

ロクロ整形である。428～456は土師器邦 Itto c類 が主体をなし、僅かにa類が含まれる。主体である

c類の中では i・ �・�の 3種類が認められ、�が最も多い。457・ 459～461は土師器邦 Ⅱ ctt。 口縁

部の立ち上が りを確認できるものはすべて i類である。底部切 り離 しは大半は回転糸切 りである。

458は土師器郭Ⅲc類、底部は再調整されている。462～464は土師器高台付郭 Ⅱ2類。465。 466は須恵

器奏。467。 468は共に棒状鉄製品である。釘の可能性があるが詳細は不明である。前者はL字状、後

者はU字状をしている。469～473は礫石器。469。 471は Ⅱ類、470。 472・ 473は Ⅲ類である。礫石器

以外に礫は37点出上しているが、すべて使用痕跡が認められない自然礫である。これらの半数近 くは
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2 検出された遺構 。遺物
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2 検出された遺構・遺物
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査
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2 検出された遺構・遺物
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部が削平されている。

[住居の方向]N-8ず ―E。 北壁 を基準 としている。

[平面形 。規模]平面形は東西にやや長い長方形である。規模 は東壁3.07m、 南壁 3.91m、 西壁3.05m、

北壁 3.89mで ある。

[堆積土]黒掲色土主体で 8層 に細分 した。

[壁 ・床面]壁 は概ね外傾 して立ち上が り、北壁のみ垂直であ る。床面は黒褐土が全 面に貼 られて硬

くしまり、ほぼ平坦である。貼床の層厚 は 1～14cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成 されている。貼
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2 検出された遺構‐遺物
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査
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2 検出された遺構・遺物

床が薄い所では礫層が認められる。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁中央より北壁側、中軸線が壁 と直交するように設置さ

れている。軸線方向はN-93° ―Eである。袖は黒褐色土を貼付て構築している。燃焼部は中央が凹

む皿状をしており、平面形は精円形、規模が54× 39clll、 層厚 4 cmの焼成面がある。煙道は煙 り出しに

向かって緩やかに登るように形成され、焼成面から1.52mを 測る。煙道構築方法は天丼崩落上が確認

できないことから掘込式と思われる。

[土坑・柱穴]南東隅で土坑 1基を貼床の掘 り下げ時に検出した。平面形は楕円形、規模は51× 42cm、

深さは10cmで ある。埋土中から土器が34点 出土していることから、貯蔵穴と考えられる。

[遺物]土器228点、礫石器 1点がカマ ド周辺の床面から出土している。土師器郭・奏はロクロ整形で

ある。474～490は土師器郭 Itto c類 が主体をなし、僅かにa類が含まれる。口縁部が確認できたc類

では i。 こ・�の 3種類が認められ、�が最も多い。478は墨書土器で体部外面に「大」 と記されて

いる。491は土師器郭 Ⅱ類。他の住居に比べ Ⅱ類の占める割合が少ない。492～494は土師器発。495は

須恵器甕。496は礫石器Ⅱ類。礫石器以外に礫は 7点出上しているが、すべて使用痕跡が認められな

い自然礫である。これらの礫の半数近 くは被熱し、カマ ド周辺から出土していることから、カマ ド構

築材として用いられたものが含まれていると思われる。

[遺構時期]10世紀前半に属する。

R Al19竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5N17x・ y、 18x・ y、 5017・ 18aグ リッドに位置する。遺構検出面はⅣ層であ

る。本遺構は北東に存在する段丘崖に向って緩やかに下っていく手前の平坦部にある。周辺に検出さ

れた当該期の遺構 との直線距離は、 R A 1241ま 南に 6m、 R A 127は 南西に 7m、 R A 128は 西に10m、

R A129イよ北に lm、 R A 130は 南西に10mを 測る。攪乱により北西隅が削平されている。

[重複]R A126と 重複しており本遺構の方が新 しい。

[住居の方向]N-2° 一W。 東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は東壁4.85m、 南壁4.84m、 西壁4.62m、 北壁4.57mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で 9層に細分した。

[壁・床面]壁は概ね垂直に立ち上が り、西壁のみ外傾する。壁高は30～ 34cmで ある。床面は地山を

多 く含む黒褐色土が全面に貼 られて硬 くしまり、北西方向が若干高いもののほぼ平坦である。貼床の

層厚は 1～ 8 cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。貼床が薄い所では多 くの礫が認められ

る。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁中央より北壁側、中軸線が壁 と直交するように設置さ

れている。左袖と北壁の間は38cmを 測 り、軸線方向はN-84° ―Eである。袖は暗褐色土と黒褐色土

を貼付て構築している。両袖には構築材が認められ、直立させた礫を共に配置している。燃焼部は中

央が凹む皿状をしており、平面形は精円形、規模が63× 33cIIl、 層厚 8 cmの焼成面がある。燃焼部の中

央には支脚が認められ、倒立させた土師器邦を 3つ重ねて配置している。煙道は煙 り出しは攪乱によ

り削平されているが、煙 り出しに向かって緩やかに登るように形成され、焼成面から71cmを 測る。煙

道構築方法は、煙道の両脇に礫が配されていることから暗渠状の構造をしていたものと考えられる。

[土坑・柱穴]カ マ ドの南脇で土坑 1基、西壁寄 りで柱穴 2個 を床面精査時に検出した。

1号土坑は、平面形は楕円形、規模は68× 51cm、 深さは1lcmである。土坑から土器が 9点出上して

いる。配置位置や出土遺物の存在から貯蔵穴と考えられる。
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2 検 出された遺構・遺物
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0        (1:25)        lm

RAl19カ マ ド
1 黒褐色土  (loYR2/3)
2黒 褐色土  (loYR2/2)
3黒 褐色土  (loYR2/2)
4灰 黄褐色土 (loYR4/2)
5黒 褐色土  (loYR3/2)
6灰 褐色土  (7 5YR4/2)
7 黒褐色土  (loYR2/3)
8 黒色土   (loYR2/1)
9灰 白色土  (loYR3/2)
10暗褐色土  (loYR3μ )

11 暗褐色土  (loYR3/4)
12黒掲色土  (loYR22)
13 黒色土   (loYR1 7/1)
14暗褐色土  (loYRa/3)
16黒色上   (loYR1 7/1)
17 暗褐色土  (loYR3/4)
18 暗褐色上  (loYR3/4)

粘性弱 く、しまり強い。

範桂畠ぞ〒 し埃 テ革隼誰↓t:φ
5～ 7n mの 焼土粒 を微量含む。

粘性やや弱 く、 しまり強い。天丼か袖構築土の崩落土。
粘性弱 く、しまり強い。

韓桂客よしま,華翠恙法:～

5Elの焼土を多く含む。
粘性弱 く、 しまり強い。
粘性やや弱 く、 しまり強い。

韓桂甲革誦 と|[事 耳獣 穂
″ ～Ю画 の焼土抄 豊含む。

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性やや弱 く、 しまり強い。
粘性弱 く、 しまりやや強い。地山崩落上を多 く含む。
粘性弱 く、 しまり強い。
粘性弱 く、 しまりやや強い。袖構築土か天丼崩落土。
17と 同じであるが、焼土 を多 く含む。

20 灰黄偶色土   (loYR4/2)

21 黒褐色上    (loYR32)

22 黒褐色土    (loYR3/9)
23 暗褐色土    (loYR3/3)
24 黒褐色土    (loYR3/1)
25 暗褐色土    (loYR3/3)
26 黒褐色土    (loYR3/2)
27 灰黄褐色土   (lllYR4/2)
28 黄褐色土    (loYR5/6)
29 暗褐色土    (loYR3/4)
30 暗褐色土    (loYR3/4)
31 黒褐色土    (loYR3/1)
32 暗赤褐色土   (5YR3/2)
83 暗掲色土    (7 5YR3/3)
34 にぶい赤褐色土 (5YR4/3)
35 赤褐色土    (5YR4/6)

輩峰夢:誉とF詫葬達赳う嘉+:酬場籍青
を

夢竹署患を
しまり強い。φ5～ 10m Iの焼土を

韓1陸詣klこ ま貯送i、伊籍藉羮l。

範桂甲革議iOと輩サ率鷲姦t、。
籟桂専車号三モiしまη誰ヤキ:報繕霙圭:

韓権畠ぞ二司しま

'畠

決r塙権鍵肇苦
土。

軽桂号ヨ毎i しま4藍↓キ:貼床。
韓桂薮iしξ′議士t:焼

土。

藉桂畠茸t しまイ藍キi:焼土。

第137図  RAl19カ マド

Pl。 2は、平面形は精円形、開口部径は44と 62cm、 深 さは16cmである。 これ らは住居四隅の対角

線上に配置されていることか ら主柱穴 と考えられる。

[遺物]土器 H02点、礫石器 3点がカマ ド周辺の床面か ら出土 している。土師器郭・奏はロクロ整形

である。497～ 508は 土師器郭 Itto c類 が主体 をなし、 a類が僅かに含 まれる。 c類 では i・ 五・�

の 3種類が認められ、 1と �の占める割合が高 い。底部切 り離 しは大 半が回転糸切 りであ り、500の

み再調整 されている。509～ 5131ま すべて土師器郭 Ⅱ ctt。 514～ 516は土師器高台付郭。高台の高さが

低い もの と高いものがある。517～ 519は土師器奏。520・ 5211よ 須恵器甕。522～ 5241ま 礫石器。522は

ら
⑮
渤

ぐ岱

-1“ ―



Ⅷ 本宮熊堂 B遺跡第25次 調査

9            (1 13)           19Cm

江♂

＼

Ⅷ

―-175-―

第138図  RAl19出土遺物 (1)



2 検 出 された遺構 ・遺 物
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第139図  RAl19出 土遺物 (2)



Ⅷ 本宮熊堂 B遺跡第25次 調査
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色

色

色

褐

褐

褐
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黒

黒

黒

(10YR2/2)粘 性強 く、

(10YR9/3)粘 性強 く、

(10YR2/3)粘 性強 く、

しまり強い。地山崩落土を少量含む。
しまり強い。地山崩落上をやや多く含む。

しまり強い。地山崩落上を多く含む。
0        (1:50)        2m

25 0______生

=2______坪

Cn

第140図  RA120。 出土遺物

Ⅱ類 、523が I類、524は Ⅶ類である。5241よ 袖の構築材 として用 い られていたものであ り、廃棄後に

構築材 として転用されたと考えられる。礫石器以外に礫は76点 出土 しているが、すべて使用痕跡が認

められない自然礫である。これ らの半数近 くは被熱していることか ら、カマ ド構築材 として用いられ

たものが含 まれていると思われる。

[遺構時期]10世紀前半に属する。

R A120竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5J22r・ sグ リッドに位 置する。遺構検出層位 はⅥ層である。本遺構 は西 と南に

緩やかに下ってい く段丘縁辺部の斜面上にある。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R

A l10は北東に38mを 測 る。ただし。第27次 の調査区には平安時代に属する住居 を確認できたが、こ

こではそれ らとの距離を計測 していない。堆積土中か ら遺物 と焼土を確認できたため竪穴住居 として

精査 を行 っている。
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2 検出された遺構・遺物

[重複]R D189と 重複 しており、本遺構の方が古い。

[住居の方向]N-35° 一E。 北西壁を基準としている。

[平面形 。規模]平面形は方形である。規模は北西壁 1.96m、 北東壁2.88m、 南東壁2.64m、 西南壁

■08mである。

[堆積土]黒褐色土主体で 3層 に細分した。 1層 において焼土と炭化粒が多 く含む範囲を確認できた。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は20clll前 後であるが、残存状況の悪い北西壁の壁高は 6

cmで ある。床面は北東壁から南西壁に向かって緩やかに傾斜 しているものの、ほぼ平坦である。貼床

や硬化面は認められない。

[カ マ ド]検出されなかった。焼土と炭化粒が埋土中において比較的まとまって確認できたことから

いずれかの壁に設置されていたものと思われる。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土器16点が埋土中から出土している。525は 須恵器高台付郭である。

[遺構時期]9世紀後半以降に属すると思われる。

R A124竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5022aグリッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は北西と北へ傾

斜していく手前の平坦面にある。周辺に検出された当該期の遺構との直線距離は、RA■ 9イま北に 6

m、 R A 1271ま 北西に 9m、 R A128は北西に14m、 R A 1301ま 西に12mを測る。攪乱により遺構上面と

カマドの煙り出しの上端が削平されている。

[住居の方向]N-23° 一W。 東壁を基準としている。

[平面形 。規模]平面形は方形である。規模は北壁2.12m、 東壁2.36m、 南壁2.07m、 西壁2.27mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で 6層に細分した。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。壁高は16～ 20cmで あるが、残存状況の悪い東壁の壁高は 7 cm

である。床面は地山を多く含む黒色土が全面に貼られてややしまり、南東隅は周辺より僅かに低くほ

ぼ平坦である。貼床の層厚は3～ 12cm、 掘り方はV層を掘り込んで形成されている。貼床の薄い東壁

付近では多くの礫が認められる。

[カ マド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。北壁中央、中軸線が壁と直交するように設置されている。

軸線方向はN-4° 一Wである。袖は黒褐色土を貼付て構築している。燃焼部はほぼ平坦で焼成面は

残存していない。煙道は煙り出しが攪乱により削平されていることから残存状況は悪い。煙り出しに

向かって登るように形成され、壁から43cmを 測る。煙道構築方法は天丼崩落上が確認できないことか

ら掘込式である。

[土坑・柱穴]検出されなかったと

[遺物]土器109点 が埋上下位から床面を中心に出土している。土師器郭・奏はロクロ整形である。

526～ 528・ 531は土師器杯 I tt。 5311よ墨書土器で体部外面に文字が記されている。529は土師器郭Ⅱ

類。5301よ土師器奏。礫石器以外に礫は20点出土しているが、すべて使用痕跡が認められない自然礫

である。

[遺構時期]9世紀後半以降に属すると思われる。
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2 検 出された遺構 '遺 物
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第142図  RA124出土遺物

R A127竪 穴住居跡

[位 置 。検出層位]5N20s・ tグ リッ ドに位置する。遺構検出層位 はⅣ層である。本遺構 は北 に向か

って緩やかに登ってい く手前の平坦面にある。北壁か ら25m北 には段丘崖が存在 している。周辺に検

出された当該期の遺構 との直線 距離は、 R Al19は 北東に 7m、 R A1241ま 南東に 9m、 R A 1281ま北

西に lm、 R A1291ま 北東に15mを測 る。攪乱により煙道は削平 されている。

[重複]R A130と 重複 している。本遺構の方が新しい。

[住居の方向]N-9ポ ーE。 北壁 を基準 としている。

[平面形・規模]平面形は東 西に長い長方形であ る。規模は東壁2.49m、 南壁 3.62m、 西壁3.34m、 北

壁3.93mで ある。

[堆積土]黒色土主体で 8層 に細分 した。

[壁 ・床面]壁 は概ね外傾 して立 ち上が り、東壁のみ垂直である。壁高は16～ 24 cIIIで ある。床面は黒

褐色土が全面に貼 られて硬 くしま り、平坦である。貼床の層厚 は 2～ 8 cm、 掘 り方 はV層 を掘 り込ん

で形成されている。

[カ マ ド]煙 り出しが攪乱 に よ り削平 された煙道のみを検出 した。東壁 中央 よりやや北壁寄 り、中軸

線が壁 と直交するように設置 されている。軸線方向はN-87° 一Eである。燃焼部か ら煙 り出しに向

かって緩やかに登 るように形成 され、東壁か ら1.28mを測 る。煙道構築方法は天丼崩落土が認められ

ないことか ら掘込式である。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土器が241点が埋土中か ら床面を中心に出土 している。532は ロクロ整形の土師器邦 I tt。 533

は非ロクロの上師器甕。534・ 535は須恵器甕。 自然礫が 3点 出土 している。

[遺構時期]10世紀前半以降に属する。
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2 検出された遺構・遺物
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第144図 RA127出土遺物

R A128竪 穴住居跡

[位 置 。検出層位]5N18r os、 5N19r osグ リッ ドに位置する。検出層位 はⅣ層である。本遺構 は

北に向かって緩やかに傾斜 してい く段丘縁辺部の平坦面にある。北壁から22m北 には段丘崖が存在 し

ている。周辺に検出された当該期の遺構 との直線 距離は、 R A 127は 南東 に lm、 R A 1241ま 南東 に

14m、 R A1291よ 北東に15m、 R A 130は 南に lmを測 る。北西方向は攪乱により削平されていると判

断 して掘 り下げていたが、遺物が多 く出土 したこととカマ ドが確認で きたことか ら竪穴住居へ変更 し

て精査 を行 った。

[重複関係]R A109と 重複 してお り、本遺構の方が新しい。

[住居の方向]N-8が 一E。 北壁 を基準 としている。

[平 面形・規模]平面形 は方形である。南東隅のみやや九みを帯 びている。 規模 は東壁3.54m、 南壁

3,33m、 西壁3.41m、 北壁3.53mである。

[堆積土]黒色土・黒褐色土主体で 9層 に細分 した。

[壁 。床面 ]壁 はほぼ垂直 して立 ち上がるが東壁のみ外傾す る。壁高は20～ 30 cmである。南壁は他の

壁 に比べ残存状況 が悪 く壁高は15cm以 下である。床面は北西隅の標 高が低いもののほぼ平坦であ り、

V層 を掘 り込んで形成 されている。貼床や硬化面は存在 していないことか ら、床面において多 くの礫

を確認できた。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁中央 よりやや南壁側、中軸線が壁 と直交す るように設

置されている。軸線方向はN-86° 一Eである。袖は黒褐色土 と暗褐土を貼付て構築 している。両袖

には構築材が認め られ、礫 を重ねるか直立させて配置 している。燃焼部はほぼ平坦で、平面形は不整

形、規模が25× 22clll、 層厚 l cmの焼成面がある。煙道は煙 り出 しに向かって緩やかに下るように形成

され、焼成面か ら1.15mを 測る。煙道構築方法は天丼崩落土が確認できたことと、煙道の脇がオーバ

ーハ ングしていることから判抜式 と思われる。燃焼部で検出された礫は、カマ ド構築材 として用いら

れていたと考えられる。

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土器 248点がカマ ド周辺の床 面か ら出土 している。土師器郭・奏はロクロ整形である。 175。
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2 検 出された遺構 ・遺物
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

179。 180。 536～ 5391ま土師器郭 I att。 土師器郭 Ia類で占められているのは本遺構のみである。540

～542・ 544は土師器郭 Ⅱ類で�が主体である。542は底部からの立ち上が りが�と同一であることか

らそれに含めることは可能であったが、口縁部の立ち上が りが強く内湾していることからⅡ�類とし

ている。本遺物は墨書土器で体部外面に「成」と記されている。543は土師器郭Ⅲ ctt。 底部切 り離し

は主に回転糸切 りであり、543のみ再調整されている。545は土師器高台付郭で高台が欠損 している。

546は土師器奏の頚部。547～551は須恵器奏の体部。礫石器以外に礫は31点出上 しているが、すべて

自然礫である。これらの礫は被熱している割合が多いことから、カマ ド構築材に用いられたものが含

まれていると思われる。

[遺構時期]9世紀後半に属する。

R A129竪 穴住居跡

[位置 。検出層位]5013・ 14。 15aグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本遺構は北東

へ下っていく段丘縁辺部の斜面上にある。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A l19

は南に lm、 R A127は南西に13m、 R A 128は 南西に15m、 R A1301よ 南西に18mを測る。埋土と地山

の判別ができず、サブ トレンチを入れたことで南壁と東壁の一部を確認できたことにより精査に入る。

攪乱により北壁・西壁共に削平されている。

[住居の方向]N-26° ―W。 残存 している北東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存 している南東隅から方形と思われる。確認できた規模は東壁3.79m、 南

壁2.26mで ある。

[堆積土]黒褐色土主体で 2層 に細分した。

[壁・床面]壁は外傾 して立ち上がる。壁高は東壁は20cm、 南壁は14cmである。床面は地山が多 く含

まれた黒褐色土が全面に貼 られてややしまり、ほぼ平坦である。貼床の層厚は 2～ 16cm、 掘 り方はV
層を掘 り込んで形成されている。貼床の薄い床面では礫層が確認できた。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁、中軸線が壁 と直交するように設置されている。軸線

方向はN-57° 一Eである。袖は両袖共に下端のみの確認であったが暗褐色土を貼付て構築している。

右袖には構築材が認められ、方形状の礫を配置している。燃焼部は削平されているためほとんど残存

していないが、平面形は楕円形、規模が46× 27cm、 層厚 8 cmの焼成面がある。焼成部には支脚が認め

られ、礫の上に土師器郭を倒立させて配置している。煙道は煙 り出しに向かって緩やかに傾斜するよ

うに形成され、焼成面から91cmを 測る。煙道構築方法は強く削平されているため不明である。

[土坑・柱穴]柱穴 1個 を貼床の掘 り下げ時に南東壁付近で検出した。平面形は円形、開口部径は14

cm、 深さは 4 cmで ある。

[遺物]土器140点、礫石器 1点がカマ ドを中心とした床面から出土している。土師器郭・耳皿はロク

ロ整形である。552～556は土師器必 Itto lc�類が主体でa類が僅かに存在 している。558・ 560は土

師器郭 Ⅱ類。560は墨書土器で体部外面に文字が記されている。5591よ耳皿。557は土師器奏。561～

563は須恵器奏。大小異なる法量が認められる。564は礫石器Ⅱ類①

[遺構時期]10世紀前半に属する。
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査
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2 検出された遺構 。遺物

R A130竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5N22p・ q・ r、 23p・ q・ rグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。本

遺構は北に向かって緩やかに傾斜 していく段丘縁辺部の平坦面にある。北壁から28m北には段丘崖が

存在 している。周辺に検出された当該期の遺構 との直線距離は、 R A l19は 北西に10m、 R A 1241ま 東

に12m、 R A 1281ま 北に lm、 R A 1291ま 北東に18mを 測る。北壁の一部は攪乱により削平されている。

[重複関係]R A 127と 重複してお り、本遺構の方が古いと

[住居の方向]N-7° 一E。 東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は東壁5.53m、 南壁6.74m、 西壁5,75m、 北壁5.86mで ある。

[堆積土]黒色土・黒褐色土主体で15層 に細分した。

[壁・床面]壁は概ね外傾して立ち上が り、南壁のみ垂直気味である。壁高は24～32cmで ある。床面

は地山を多 く含む黒褐色土が全面に貼 られて硬 くしまり、やや南壁付近が高いもののほぼ平坦である。

貼床の層厚は 2～ 16cm、 掘 り方はV層 を掘 り込んで形成されている。

[カ マ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。東壁中央より北壁側、中軸線が壁と直交するように設置さ

れている。カマ ドの中軸線と北壁 との距離は1.3mを 測る。軸線方向はN-92° 一Eである。袖は灰黄

褐色土と暗褐色土を貼付て構築している。両袖には構築材が認められ、共に礫を直立させて配置して

いる。袖と壁が接する箇所に置かれた礫は、大きな礫を分割して置いていることが接合 したことから

明らかとなった。燃焼部は中央が凹む皿状をしており、平面形は楕円形、規模が81× 44cm、 層厚 6 cm

の焼成面がある。焼成面中央より煙道付近に支脚が認められ、礫を直立させて配置している。煙道は

煙 り出しに向かって緩やかに登るように形成され、焼成面から1.82mを 測る。煙道構築方法は煙道の

両脇に礫が配されていることから、暗渠状の構造をしていたと考えられる。

[土坑・柱穴]土坑 1基、柱穴10個 を貼床除去時に検出した。

1号土坑は、カマ ド脇に位置しており、平面形は楕円形、規模は89× 78cm、 深さは22cmである。埋

土中から土器が77点出土し、ほぼ完形の上師器郭が認められたことから貯蔵穴と考えられる。

柱穴は平面形と規模から、Pl～ 3・ 6・ 8・ 9と P4・ 5。 7・ 9に分けられる。前者は平面形

は円形もしくは楕円形、開口部径は31～ 62cm、 深さは14～ 22cmである。後者は、平面形は不整形、開

口部径は87～ 132cm、 深さは 8～ 28cmで ある。前者と後者の配置から検討すると、 Pl。 3。 8と P

4・ 7・ 10が北東隅以外の隅の対角線上に配置されている。両者共に位置関係から主柱穴と考えられ

る。

[炭化材 ・焼土]床面において炭化材が北西隅において西壁や北壁にそれぞれ平行するように検出さ

れた。住居焼失時によるものかどうかは不明である。

[遺物]土器957点、鉄製品 7点がカマドを中心とした床面から出土している。土師器郭・鉢・奏はロ

クロ整形である。565～ 596は土師器邦 Itto c� 類が主体をなし、ci類 とa類が僅かに認められる。

底部切 り離しはすべて回転糸切りである。567・ 572は墨書土器。567は体部外面に「上」、572は体部

外面に「成」と記されている。569・ 588に は体部外面に線刻されているがいずれも文字は不明である。

597は土師器郭Ⅲctt。 内面に粗雑な暗文が施され、一筆書きを複数回試みている。598～605は土師器

郭Ⅱ類。c�類が主体をなし、ci類 とa類が僅かに認められる。この傾向は土師器郭 I類 と同じであ

る。底部切 り離しは主体は回転糸切りであるが、598・ 599・ 603・ 605は ヘラケズリである。598・

599・ 605は墨書土器で記された文字は不明である。598・ 5991ま多文字、605は 1文字しか確認できて

いないが、土師器郭の同じ特徴を持つことから多文字の可能性がある。これらの墨書土器は他の上器

に比べ胎土や色調に違いが見られる上に、先述したように底部の整形方法まで異なっている。このよ

―-188-―
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2 検出された遺構 ・遺物

RAヽ 30
1黒褐色土 (10YR3/1)
2黒 色土  (10YR1 7/1)
3黒褐色土 (10YR22)
4黒 色土  (10YR1 7/1)
5黒 掲色土 (10YR2/3)
6黒 褐色土 (1 0YR2rr2)

7黒 色土  (10YR2/1)
S黒色土  (10YR2/1)

I号土坑

粘性弱 く、しまりやや強い。

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性やや弱 く、 しまりやや強い。

粘性やや弱 く、 しまり強い。

粘性弱 く、しまりやや強い。

粘
′
l■やや弱 く、 しまり強い。

粘性弱 く、しまり強い。

粘性弱 く、しまりやや強い。

9黒 褐色土 (10YR3か )

とo黒色土  (10YR2/1)
11黒褐色土 (10YR2/3)
12黒色土  (10YR1 7/1)

13黒帽色土 (10YR3れ )

14黒褐色土 (10YR2/2)
15黒褐色土 (10YR3/1)
16黒掲色土 (10YR3/1)

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性やや弱 く、 しまり強い。

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性弱 く、 しまりやや強い。地山崩落上をプロック

状に少量含む。

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性弱 く、 しまり強い。炭化材を少量含む。

粘性弱 く、 しまり強い。地山崩落土をブロック状 に含む。

粘性やや弱 く、 しまり強い。貼床。

Pl

SPF              SPF'

vい
12380m

SPJ                  SPJ

_し
=123801n

SPHI
L=12380m

P7

SPL                       SPLI
~＼

＼ミ===互/二
L=123811111

P4

SPI                       SPI
……罵ミミここ三EttΞΞ房=フ

…
=L=12380m

SPEI

L=12380m

P2

SPC         SPCj'
い 12380m

マ

P6

SPK        SPK'

す

い 12380m

I号土坑
1 黒色土   (loYR1 7/1)
2黒 褐色土  (10YR2/3)

粘性弱く、しまり強い。φ50 HIの炭化材を含む。
粘性弱く、しまり強い。φ5～ 10n mの 焼上を微量含む。

Ｐ３

　

〉

SPヽI             SPヽ T

ぜ

Jttm

P9

SPll          SPNI

サ

12380m
SPOr
し=12380m

Pl・ 2、 4～ 10
1 黒褐色土 (loVR273) 粘性弱 く、 しまり強い。

P3
1 黒色土 (10YR2/1)粘 性弱 く、 しまり強い。

0         (1:50)         2m

第150図  RA130柱穴・土坑

うに整形方法 と墨書されるという違いが認め られることか ら、使用方法を含めて他のもの と区別 され

ていた可能性がある。606～ 608は 土師器高台付郭。606。 607は Ⅱ類、608は I類 である。6091ま 外で口

径が大 きく器壁 も厚い ことか ら郭 と区分 している。610。 6H・ 6131ま 土師希甕。いずれ も小型 に含 ま

れるものである。612・ 614～ 616は 須恵器甕である。617～ 623は 鉄製品。617・ 6191よ 刀子。617は 炭化

物が認め られる方が床面 と接 して出土 した。 この災化物 は床面 の敷物の可能性がある。618は不明鉄

製品。保存処理後、留め具 と思われる鋲 を 2カ 所確認で きた。620とよ鉄鎌。621は 釣針 もしくは釣。形

状 は釣針 と同 じで あるが、カマ ドの付近か ら出土 していることか ら鉤の可能性 も考えられる。 622・

623は釘 。礫石器以外に礫 は52点 出土 しているが 、すべて使用痕跡が認 め られない自然礫である。 こ

れ らの礫 は、カマ ド周辺か ら出土 していることと 8割前後が被熱 していることか ら、カマ ドの構築材

として用いられた ものが含 まれているものと考えられる。

[遺構時期]10世紀前半に属する。
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2 検出された遺構・遺物

¶

第152図  RA130出土遺物 (1)
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2 検 出された遺構・遺物
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第154図  RA130出土遺物 (3)
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2 検出された遺構・遺物
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第156図  RA130出土遺物 (5)
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Ⅷ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

土坑

R D 201土坑

[位置・検出層位]5L13・ 14aグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は2.35× 2.23m、 深さは49cmである。

[壁・底面]壁 は緩やかに外傾して立ち上がる。底面は中央が凹む皿状である。

[堆積土]黒褐色土主体で 7層 に細分 した。 3層 と4層 は地山崩落上をブロック状に多 く含まれてい

ることから、人為堆積と思われる。それより上層は自然堆積である。

[遺物]土器15点、礫19点が埋土下位から出土している。6241よ 須恵器奏の肩部である。

[遺構時期]平安時代に属すると思われるが詳細は不明である。

R D 224土坑

[位置・検出層位]5N14uo wグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。規模は2.46× 0,97m、 深さは36cmである。

[壁・底面]東西壁は垂直気味に、南北壁は外傾 しながら立ち上がる。底面は僅かに凹凸が認められ

るものの概ね平坦である。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 5層に細分した。

[遺物]土器35点が底面付近から出上している。6251よ 土師器郭である。

[遺構時期]平安時代に属すると思われるが詳細は不明である。

R D225土 坑

[位置・検出層位]5N22xグ リッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は長方形である。規模は1.59× 1.06m、 深さは24cmである。

[堆積土]黒褐色土主体で 6層 に細分した。 3層中に白色上が少量入 り込んでいる。

[壁・床面]壁は緩やかに外傾 して立ち上がる。底面は概ね平坦であるが僅かに中央が凹んでいる。

[遺物]土器33点 が埋土から出土ている。626～628は土師器郭である。628は墨書土器であるが記され

ている文字は不明である。

[遺構時期]平安時代に属すると思われるが詳細は不明である。

溝跡

R G138溝 跡

[位置・検出層位]5」 16b～ 5J22jグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層であるδ

[平面形 。規模]上端・下端共に平行している。検出長は23.6m、 幅は0。7～ 2.lm、 深さは28～42cmで

ある。

[壁・底面]壁 は外傾 して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[軸線方向]N-56° 一W。

[堆積土]黒褐色土主体で 7層 に細分 した。 3・ 6層 には十和田 a火山灰がブロック状に推積 してい

した。

[遺構時期]堆積土状況と過去の成果と合わせて判断して平安時代としている。
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2 検出された遺構・遺物

RD201

RA201
1黒褐色土

RD225
惚
憚

ー

SPA'

SPA

RD225
1黒掲色土 (ЮYR2/2)粘性弱 く、しまり強い。
2黒掲色土 (loYR2/3)粘 性やや弱 く、 しまりやや

強い。
3黒 色土  (loYR32)粘性弱 く、しまり強い。

φ30mの 自灰色の砂プロック

を少量含む。
4黒 褐色土 (loYR2/2)粘 性弱 く、 しまりやや強い。
5黒褐色土 (loYR2/3)粘 性弱 く、しまり強い。
6黒褐色土 (loYR3/2)粘 性やや弱 く、しまり強い。

地山崩落土を少量含む。

0        (1:40)        2m

黒掲色土

黒色土

.11,:iri ll

RD224
1黒色土  (loYR3/1)
2黒褐色土 (loYR2/2)
3黒色土  (loYRI″ 1)

4黒褐色土 (loYR3/1)

5黒褐色土 (10YR3/3)

灰黄褐色土 (loYR4/2)

5暗褐色土  (loYR3β )

6黒褐色土  (10YR3/2)
7黒褐色土  (loYR2/2)

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性やや弱 く、 しまり強い。
粘性弱 く、 しまり強い。地山崩落土を

少量含む。

粘性やや弱 く、しまりやや強い。地山

崩落上をやや多 く含む。

粘性弱 く、 しまり強い。

粘性弱 く、しまり強い。

粘性弱 く、 しまり強い。地山崩落土を

多 く含む。

(10YR32)
(10YR3/1)

(10YR1 7/1)

慟RD224

粘性弱 く、しまり強い。

粘性弱 く、しまり強い。

粘性弱 く、しまり強い。

粘性やや弱 く、 しまり

強い。地山崩落土を少量含む。
粘性弱 く、しまり強い。

0    (1:3) 10cm

煙ゝ
4
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第あ次調査
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2 検出された遺構・遺物

(4)奈良年平安時代の遺構

R A103竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5N19q・ rグ リッドに位置する。 R A128の床面精査中に本遺構を確認する。床面

とカマ ド燃焼部のみの精査となる。遺構検出層位はV層である。

[住居の方向]N-62° 一E。 南壁を基準としている。

[平面形 。規模]確認できた平面形は東西に長い長方形である。規模は東西1.71× 南北1.23mで ある。

[壁 ・床面]床面のみ確認され、貼床が僅かに残存している。

[カ マ ド]残存する東壁の中央に燃焼部の底面が検出された。

[遺物]な し。

R Al17竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5N21go hグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[住居の方向]N-80° 一W。 北壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は西壁4.28m、 北壁3.59m、 東壁3,72m、 南壁3.45mで ある。

[堆積土]黒色土主体で 5層に細分した。 1層上面に十和田 a火山灰がブロック状に堆積 していた。

[壁・床面]壁は開き気味に立ち上がる。壁高は10～ 18cmである。床面はほぼ平坦である。V層 を掘

り込んで形成されているため、礫が多 く見 られている。貼床は確認されていない。

[カ マ ド]西壁中央に設置されている。軸線方向はN-88° 一Wである。煙道のみ検出した。煙道は

壁から1.28mを測る。

[遺物]埋土中から土器が数点出土しているが、奈良から平安時代にかけてのものである。

[遺構時期]埋土中に十和田 a火山灰を確認できたことから平安時代の可能性があるが、詳細は不明

である。

R A122竪 穴住居跡

[位置・検出層位]5L22・ 23aグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。調査区の中でも標

高の高い所にある。本遺構周辺は攪乱により削平されていることから、カマ ドと床面の一部の確認と

なる。

[住居の方向]不明。

[平面形・規模]平面形は不明。確認できた床面の規模は南北の長軸が2.61mで ある。

[壁・床面]壁は残存 していない。床面はほぼ平坦であり、Ⅵ層を掘 り込んで形成されている。貼床

等は確認されていない。

[カ マ ド]西壁に設置され、軸線方向は残存 している焼土と袖からN-110° 一W付近と思われる。左

袖と燃焼部のみ検出した。左袖は灰黄褐色土を貼付て構築している。燃焼部は概ね皿状をしてお り、

平面形は円形、規模が40× 38cm、 層厚 5 cm前後の焼成面がある。

[遺物]な し。
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砿 本1首熊量B遺跡翻 次調査

“

蘊解鰯隷打瑾:診 騒sttF
第164国I RA422第164図

R EO褐選穴状遺構

[位置。検出層1位]5N120・ o、 1.3oこ oグリンドに位置する.。 遺構検出層位はⅣ唐である。本逮構は

北側に向かって緩やかに下うていく段丘縁辺部にあり、半壁かち.8m.北 には裁丘違滞 在している。

呼面形 ‐規模]平面
―
形は残存箇所よりやや東1西に長い長1方形である。規穂は北藍1おlm、 東壁2.69れ、

F甫壁31舒血、西電笈99mである。

睦横エユ黙褐色■主体で5層 t争細分した。

陸―・床面]聾ほ外傾してi=ち 上がる。壁高

'■

お～24cmOあ る。床面はほぼ平坦である。

瞳 物]藤が32点出工している。被熱しているものも含まれるがすべて自然礫である。
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2 1検―出された遺構・遺物
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

(5)所属時期不明の遺構 。遺物

土坑

R D191■坑

[位置・検出層位]5K22kグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は1.31× 1.2m、 深さは30cmで ある。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾 して立ち上がる。底面は皿状である。

[堆積土]黒褐色土主体で 5層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D192土坑

[位置・検出層位]5K20nグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は1,44× 0.67m、 深さは14cmである。

[壁 。底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は僅かに凹凸があるものの中央が凹む皿状である。

[堆積土]黒褐色土主体で 3層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D194土坑

[位置 。検出層位]5K18tグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[重複]R G 142と 重複しており、本遺構の方が古い。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.29× 1.07m、 深さは38cIIlで ある。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は中央が凹む皿状である。

[堆積土]黒褐色土主体で 3層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D195土坑

[位置・検出層位]5K20uグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形・規模]平面形は精円形である。規模は1.24× 0.69m、 深さは55cmで ある。

[壁・底面]壁は底面から中端にかけてやや垂直に、中端から上端へは外傾 して立ち上がる。底面は

ほぼ平坦である。

[堆積土]黒褐・暗褐色土主体で 4層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D197土坑

[位置・検出層位]5K20vグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は1.09× 0,99m、 深さは33cIIlで ある。
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2 検出された遺構・遺物

[壁 。底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は西側は一段高 く平坦面が形成され、中央から東側は皿

状である。

[堆積土]暗褐色～黒褐色土主体で 4層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D199土坑

[位置 。検出層位]5L16fグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は85× 83cm、 深さは18cmで ある。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾 して立ち上がる。底面は皿状である。

[堆積土]黒褐色土主体で 4層 に細分した。 2層 には炭化粒を多 く含んでいる。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D200土坑

[位置・検出層位]5K21wグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.67× 1.01m、 深さは22cmで ある。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[堆積土]黒褐色土主体で 3層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D202■J尤

[位置・検出層位]5M15d・ eグ リッドに位置する。遺構検出層位はV層である。

[平面形・規模]平面は楕円形である。規模は1.92× 1.1lm、 深さは12cmである。

[壁・底面]壁はタト傾 して立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、南東隅はピット状の掘 り込みが存

在 し一段低 くなる。

[堆積土]黒褐色土主体で 5層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D203土坑

[位置 。検出層位]5M22cグ リッドに位置する。遺構検出層位はV層である。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。規模は1.56× ユ.18m、 深さは16clllで ある。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。底面において焼土範囲を確認できた

が層厚は l cm前後である。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 2層に細分 した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

[遺物]礫が 4点出土 している。この 4点中 3点は被熱しているが、使用痕跡が認められない自然礫
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2 検出された遺構 。遺物

である。

[備考]焼土と被熟された礫を底面において確認できたが遺構の性格は不明である。

R D204■ 坑

[位置・検出層位]5M18iグ リッドに位置する。遺構検出層位はV層である。

[重複]R A104と P35と 重複し、R A104→本遺構→ P35の順に新 しくなる。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.77× 0.81m、 確認できた深さは20cmで ある。精査段

階でR A104と 間違って掘 り進めたため、このような断面の状況となる。本来ならばあと10cm前後上

層の断面を確認できていた。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。部分的に焼上が広がっている。

[堆積土]黒褐色土主体で 6層に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]R A104の 所属時期が奈良時代であることから、それ以降であるが詳細な時期は不明であ

る。

R D205土 坑

[位置 。検出層位]5N231グ リッドに位置する。遺構検出層位はV層である。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は南北1.37× 東西1.26m、 深さは14cmで ある。

[壁 。底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[堆積土]黒色土主体で 2層に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D206土 坑

[位置 。検出層位]5M17hグ リッドに位置する。遺構検出層位はV層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は96× 87cm、 深さは 7 cmで ある。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は平坦である。

[堆積土]黒色土である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D 207土坑

[位置・検出層位]5M16dグ リッドに位置する。遺構検出層位はV層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は73× 62cm、 深さは10clllで ある。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[堆積土]黒色上である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。
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2 検出された遺構・遺物

R D208土 坑

[位置・検出層位]5M18iグ リッドに位置する。遺構検出層位はV層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は69× 53clll、 深 さは10cmである。

[壁 。底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は平坦である。

[堆積土]黒褐色上である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D210土坑

[位置・検出層位]5M20・ 21rグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[重複]R D214と 重複するが本遺構のほうが古い。

[平面形・規模]平面形は長楕円形である。規模は3.■ ×0.69m、 深さは26cmである。

[壁・底面]壁は東西壁は外傾、南北壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 2層に細分した。

[遺物]な し

[遺構時期]不明である。

R D211ど上坑

[位置 。検出層位]5M22tグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.18X O。 78m、 深さは27cmである。

[壁 。底面]壁は緩やかに外傾して立ち上がる。底面は中央が凹んでいる。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体として 3層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D212土 坑

[位置 。検出層位]5M17rグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は1.18× 1.08m、 深さは 7 cmで ある。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[堆積土]黒褐色上である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D213土坑

[位置・検出層位]5M23pグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[重複]R A 107と重複し、本遺構の方が新 しい。

[平面形・規模]平面形は隅丸方形である。規模は南北1.51× 東西1.43m、 深さは30cmである。

[壁 。底面]壁は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 6層 に細分した。

[遺物]土器12点、礫 3点が埋土中位から出上しているが、これらは重複 しているR A 107か ら流れ込
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2 検出された遺構・遺物

んだものと思われる。土器は磨滅 しているため図化 していない。礫はすべて自然礫である。

[遺構時期]R A107の 所属年代は奈良時代であることから、それ以降であるが詳細な時期は不明であ

る。

R D214土坑

[位置・検出層位]5M20q・ rグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[重複]R D210と 重複 し、本遺構の方が新 しい。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1,75× 1.16m、 深さは17cmである。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾して立ち上がる。底面は凹凸があるものの概ね皿状である。

[堆積土]黒褐色上である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D215土 坑

[位置 。検出層位]5N14cグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。規模は1.68× 1.52m、 深さは33clllで ある。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾 して立ち上がる。底面は概ね皿状であるが、西壁付近はやや強く凹む。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 5層に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D216土 坑

[位置・検出層位]5N20fグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1,43× 0.54m、 深さは21cmである。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は中央が凹む皿状である。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 2層 に細分 した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D217土 坑

[位置・検出層位]6NIグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は82× 57cm、 深さは16cmである。

[壁・底面]東壁は緩やかに外傾するが、その他の壁はやや垂直気味に立ち上がる。底面は凹凸はあ

るものの概ね皿状である。

[堆積土]黒褐色土主体で 2層に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。
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Ⅶ 本宮熊堂B遺跡第25次調査

R D219土坑

[位置 。検出層位]5N19dグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は75× 45cm、 深さは22cmで ある。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[堆積土]黒褐色土主体で 3層 に細分 した。

[遺物]土器が 5点埋土中から出土している。磨滅 しているため不明な点が多いが、奈良から平安時

代の土器と思われる。

[遺構時期]不明である。

R D 221土坑

[位置・検出層位]5N12mグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は1,05× 0.87m、 深さは13cmである。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。底面は平坦である。

[堆積土]黒褐色土である。

[遺物]礫が 2点埋土上位から出上しているが、使用痕跡が認められない自然礫である。

[遺構時期]不明である。

R D222」il尤

[位置・検出層位]5N121グ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。北西側が攪乱によリー

部削平されている。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.81× ユ.57m、 深さは40cmで ある。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 4層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D 226上坑

[位置 。検出層位]5N19nグ リッドに位置している。遺構検出層位はⅣ層である。         '

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は79× 77cm、 深さは16clllで ある。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は平坦である。

[堆積土]黒褐色土主体で 4層 に細分 した。 1・ 2層 に十和田aテ フラがブロック状に少量混入 してい

る。

[遺物]土器 6点、礫 1点が埋土から出土 している。土器はいずれも土師器であるが、磨滅 している

ため詳細は不明である。

[遺構時期]不明である。

R D 227土坑

[位置 。検出層位]5N20rグリッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は81× 71clll、 深さは21cmで ある。

[壁 。底面]北壁は外傾 して立ち上がる。底面は皿状である。
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2 検出された遺構・遺物

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 2層 に細分 した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D228■坑

[位置・検出層位]5N24sグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は精円形である。規模は1.32× 0.84m、 深さは22cmで ある。

[壁 。底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は凹凸が認められるものの概ね皿状である。

[堆積土]黒褐色土主体で 3層 に細分 した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D229■坑

[位置・検出層位]5N19o・ pに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.71× 1.02m、 深さは26cmで ある。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は凹凸が認められ中央が強く凹む。

[堆積土]黒色・黒褐色土主体で 4層に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D230ど上坑

[位置・検出層位]5N17mグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は86× 81cm、 深さは1lcmである。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。底面は平坦である。

[堆積土]黒褐色上である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D232ど上坑

[位置 。検出層位]6Nlvグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は76× 66cm、 深さは22clllで ある。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。底面は中央が凹む皿状である。

[堆積土]黒色土・黒褐色土主体で 2層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D233■坑

[位置 。検出層位]5N17nグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は91× 67cm、 深さは14cmである。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。底面は概ね平坦である。
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2 検出された遺構・遺物

[堆積土]黒褐色土主体で 2層に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R D234■ J尤

[位置・検出層位]5N22kグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.37× 1.06m、 深さは29cmである。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は多少の凹凸が認められるものの概ね平坦である。

[堆積土]黒色土・黒掲色土主体で 2層 に細分した。                十

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

焼土遺構

R F002焼土遺構

[位置 。検出層位]5L23dグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は不整形である。規模は90× 84cm、 厚さは10cmである。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。底面は中央が凹む皿状である。

[堆積土]明褐色上である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R F003焼土遺構

[位置・検出層位]5L23dグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は60× 39cm、 厚さは17cmである。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。底面は中央がやや凹む皿状である。

[堆積土]にぶい赤褐色上である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

溝跡

R Gl18溝 跡

[位置・検出層位]5M■ a～22pグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ～V層である。

[重複]R A104と 重複しており、本遺構が新 しい。

[平面形 。規模]上端と下端共に平行 して延びている。遺構は段丘崖と接触するところで本遺構は途

切れる。規模は検出長は23.3m、 幅は0.45～ 2.2m、 深さは84cmである。

[軸線方向]調査区の南から5M19oグ リッドまではN-16° 一Wであるが、そこから段丘崖までは

N-57° 一Wへ と変更する。

[壁 。底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[堆積土]黒褐色土主体で 6層に細分した。

[遺物]陶磁器 1点が埋土から出土している。図化していないが近世以降のものである。
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2 検出された遺構・遺物

[遺構時期]不明である。

R G142溝 跡

[位置・検出層位]5K16t～23sグ リッドに位置する。遺構検出層位はⅥ層である。

[重複]R A097と R D194と 重複しているが、それらより新 しい。

[平面形・規模]上端と下端共に平行して廷びている。検出長は16.3m、 幅は0。3～ 1.05m、 深さは41clll

である。                 ´

[軸線方向]N-9° ―E。

[壁・底面]壁は外傾 して立ち上がる。底面は概ね平坦である。

[堆積土]黒褐色土主体で 4層 に細分した。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

R G143溝 跡

[位置・検出層位]5M14・ 15eグ リッドに位置する。遺構検出層位はV層である。

[重複]RG■ 8と 重複しており、本遺構→ R Gl18の順に新 しくなる。

[平面形 。規模]上端と下端共に平行して延びている。検出長は2.04m、 幅は48～ 62cm、 深さは14cmで

ある。

[軸線方向]N-12° 一E。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾して立ち上がる。底面は中央が凹んでいる。

[堆積土]黒色土である。

[遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

柱穴状上坑

柱穴状土坑は調査区から74個検出された。集中して見られる範囲が 5箇所確認できたので分割して

報告する。それぞれまとまっているものの、いずれも建物が建つ要素は認められない。遺物が出土せ

ずそれらの所属時期は不明である。柱穴の規模 。平面形状は第 1表の通 りである。
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2 検出された遺構 ‐遺
―
物
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2 検出された遺構・遺物
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第 1表 柱穴観察表

グリッ ド 径(cm) 深さ(cm) 底面標高(m)

1 5J16b 17.0
刀
仕

つ
々

2 43 166 1243

5」 17f 108 1243

4 5」16g 49 19,0 124.4

5J17g 10.4 1244

6 5」 18h 177 124.3

一
イ 5」 18i 44 10,1 1244

8 5」 18i 16.1 124.4

9 つ
々 10,7 124.4

10 5」20k 29,8 124.1

5J20k 刀
仕

つ
０

０
０ 124.3

5J20i 48 252 124,2

5」 211 48 186 124.3

14 5」20m 133 124.5

5」 211n 286 124.3

5」22m 66 364 124.0

5」 1釘 84 136 124.3

5K211 74 つ
々

＾
υ 1244

5K211 43 31,9
刀
生

つ
々 5K21n 201 124.8

5K21n 328 124,7

22 5K21m 35.8 1247

5K2J 42 436 124.6

つ
々 5K22o 57.3 124.4

25 5K20n 43 49.8 124.6

つ
々 5K191 32.7 1246
つ
々 5K21o 124,8

30 5K20n 20.2 124.8

5K19o 15.5 124,9

5L21i 43 123.8

5A/120a 23.2 123.8

5�[16f 14.8
つ
々

5�119i 48 21,9 123.7

36 5A/121k 50 つ
υ 123.6

5�[201 203 123.8

38 5�[211 38.8 1236

41 5N21f 40 19.0 1236

グリッド 径 (cm) 深さ(cm) 底面標高(m)

42 5N23o 104 49.3

43 5N23o 49 124.1

44 5N23g 44 124ユ

45 5N23h ７
′ 124.0

46 5N24h 9.4 124.1

47 5N23h 40 16.2 1240

48 5N23h 18.5 1240

49 5N24i 50 25.8

5N24i 1241

5N25i ワ
イ 17.0 124.0

5N25i 46 47.9 123.6

5N25i 69 22.0

5N25i 124.0

5N25j 60 25.0

5N25j 川
社 124,0

6N五 34 257

6Nli 租58 123.7

6Nli 27 0

60 5N22f ，
ｒ 1238

61 5N21f 48 14.3 1240

62 5N22f 1240

5N22f 16.8 1240

5N25i (40) 0

5N22h 0

5N20f 44 Ｏ
Ｏ

つ
０

つ
々

5N23h (30) 0 0

68 5N22i 0

７
ｒ 5N15n ，

ｒ 124.0

７
′ 5N15m 124.0

5N16m 45 40,8 23.8

一
ｒ 5N16n 5ユ 240

74 5N17n 49 Ｏ
υ

5N17m 36 240
ワ
ｒ 5N17m 44.0 237

，
イ 5N19q 57 1239

5N22、7 40

5N22w

Ⅶ 本宮熊堂 B遺跡第25次調査

―-227-―



2 観察表

第 2表 本宮熊堂 A遺跡観察表

土器

遺構名 層位等 器種・種別 残存部位 分類 回径(clm 底径(cH 器高(cm) 外面 内面 焼成 色調 備考

1 十日,Hl道 Aエ リア束狽I、 3層 土師器、巽 略完形 ハ ケ ハケ 良好 浅黄橙

2 十日1可道 Aエ リア束側、3層下位 土師器、発 日縁 回転ナデ 回転ナデ 良好 浅黄橙 外面に朱

3 十日1可道 Bエ リア東側、3層 土師器、発 日縁 回転ナデ 回転ナデ やや良好 にぶい黄褐

4 日1可道 Bエリア東側、3層 土師器、発 底部 ハケ ナデ やや良好 にぶい橙

5 1日 河道 Aエ リア東lll、 3層下位 土師器、甕 回縁 回転ナデ 回転ナデ 不良 灰黄褐 外面に朱

6 十日河道 Cエ リア西狽|、 3層 土師器、発 口縁 回転ナデ 回転ナデ→ハケ 良好 橙

7 旧1可道 Bエ リア東側、3層下位 土師器、不 日～底 1/4 B2c ヘラケズリ ミガキ 良好 灰自 内面黒色処理

8 十日1可道 Bエ リア西側中、3層上位 土師器、郷 日縁 ヘラケズリ ミガキ やや不良 明黄褐 内面黒色処理

9 十日1可道 Bエ リア東側、3層 上位 須恵器、不 日縁 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰

4層

遺構名 層位等 器種 種別 残存部位 分類 日径(cm) 喚径(cm 器高(cm) 外面 内面 焼成 色調 備考

旧河道 Cエ リア西側、4層上位 縄文土器、深鉢 底部 無文 無文 やや良好 にぶい褐色

十日,可道 Cエ リア西側、4層 縄文土器、鉢 口縁 48 沈線 ミガキ 良好 にぶい黄褐

十日河道 Aエ リア西lFl、 4層 縄文土器、深鉢 LR縦 ナデ やや良好 灰黄

十日河道 Cエ リア束狽I、 4層 縄文土器、鉢 LR縦 やや良好 にぶい黄橙

旧河道 Bエ リア西側中、4層 縄文土器、深鉢 40 LR枝 良好 灰黄褐

十日,可道 Cエ リア東側、4層 縄文土器、深鉢 LR縦 ナデ 不良 にぶい黄栓

十日i可道 Bエリア東側、4層 縄文土器、深鉢 LR縦 やや良好 にぶい黄橙

十日i可道 Dエリア西側、4層 縄文土器、鉢 口縁 21 無文 沈線、 ミガキ 良好 黒褐

十日,可道 Cエ リア東側、4層 縄文土器、深鉢 LR縦 不良 にぶい黄橙

旧河道 Dエ リア西狽|、 4層 縄文土器、深鉢 LR縦 ナデ 良好 にぶい黄橙

閉 旧河道 Cエ リア東側、4層 縄文土器、深鉢 49 LR縦 ナデ やや良好 灰黄褐

旧,可道 Bエ リア東側、4層 縄文土器、鉢 沈線、LR横 やや良好 灰黄褐

旧河道 Bエリア東側、4層 縄文土器、深鉢 日縁 沈線 不良 橙

旧河道 Aエ リア西側、4層 縄文土器、鉢 LR枝 良好 にぶい黄橙 弥生土器か

跡 十日河道 Cエ リア東側、4層 縄文土器、深鉢 LR縦 不良 にぶい黄橙

石器

器種 出上位置 層位 民さ(ma 幅(mr) 石材 産地

I 打製石斧 Cエ リア西側 4層 197湿 10886 加34 頁岩 北上山刻

2 敲磨器 Aエ リア東側 3層 96% 5288 狩26 凝灰岩 奥羽山朋

3 敲磨器 Aエ リア東側 4層 14磁 3043 安山岩 奥羽山駈

4 敲磨器 Aエ リア東lRl 4層 110認 54% 安山岩 奥羽山浙

5 敲磨器 Bエリア西側 4層下位 71" デイサイト奥羽山所

6 石匙 Cエ リア西狽| 4層上位 5名

“

買岩 奥羽山崩

7 スクレイア`い Cエ リア西狽| 4層下位 693i 頁岩 奥羽山朋

8 石核 Cベルト西俣! 4層下位 5846 6i16 3122 頁岩 奥羽山肌

9 石核 Cベルト東側 5層 48ね 3 t1635 頁岩 奥羽山朋

剥片 Bエ リア西側 4層 l&93 頁岩 奥羽山断

剥片 Bエ リア東側 4層 V62 4138 頁岩 奥羽山朋

剥片 Cエ リア東側 4層下位 醐04 8「D71 1347 頁岩 奥羽山版

剥片 Cベルト東側 4層下位 伽 7 Ю36 22徴 頁岩 奥羽山漸

木製品

種類 J土層石長さ(cm 幅(cm F面形p序 備考

柱材か 3層 1840 丸 ○ 木日 自然科学分析No14

抗 3層 丸 木日

不明 3層 丸 ○ 体部

不明 3層 方
体部全体を方形に

加工している

墟 不明 3層 407 丸 ○ 木口

螂 柱材か 3層 丸 ○ 木日

44 不明 3層 790 O 幹
材を取るため、
裁断したものか

も 根材 3層 方

46 杭か 3層 丸 O 二股部に押圧した痕剛

T 抗か 3層 「D7 丸 ○ 二股部に押圧した痕ワ

48 不明 3層 丸 ○

49 不明 3層 丸 ○ 体部

板材 3層 %3 方
体部全体を方形に

加工している

不明 3層 147 体部

※樹皮…○→樹皮が残るもの。
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3表

 
本

宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(1
)上

師
器
・

須
恵
器

掲
載

番
号

遺
構
宅

層
位
等

種
別

・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備

 
考

図
版

写
真

日
径

(長
)
藁
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
91

土
師
器
・
杯

日
縁
～
底
部

I 
Al
c

(2
04
)

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ミ
ガ
キ

や
や
良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

26
RA
91

RP
土
師
器
・
杯

日
縁
～
底
部

(1
55
)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
91

2層
出
土

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
91

RP
3,
南

西
隅
遺
物
集
中
埋
土

土
師
器

'鉢
日
縁
～
底
部

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
91

RP
2,
南

西
隅
遺
物
集
中
埋
土

土
師
器
・
甕

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
91

RP
15
、

貼
床

土
師
器
・
奏

日
縁
～
底
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

木
葉
痕

良
好

灰
褐

RA
91

RP
01

,1
02
,貼

床
土
師
器
・
甕

完
形

Al
i

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

木
葉
痕

や
や
良
好

灰
褐

RA
91

RP
l
l,
貼

床
土
師
器

'発
完

形
A 
l 
ii

ハ
ケ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
日
縁
部
煤
付
着
。

RA
92

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ

ミ
ガ
キ
 
ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RA
92

RP
23

土
師
器
・
杯

回
縁
～
底
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

i8

RA
92

土
師
器

。
発

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

i完
黄
橙

RA
92

RP
l,
埋

土
土
師
器
・
発

日
縁
～
底
部

☆
l�

ハ
ケ

ハ
ケ

木
業
痕

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

37
RA
93

上
師
器
・
杯

日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

40

RA
93

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

灰
黄
褐

40

RA
93

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

Al
�

(2
12
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

40

RA
93

RP
5,
貼

床
上
師
器
・
甑

体
部
～
底
部

〔
ハ

ケ
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
褐

40

RA
93

青
磁

`小
杯

底
部

良
好

明
力
灰

内
面
に
貼
花
。

13
C後

半
の
龍
泉
窯
系
か
。

RA
94

土
師
器
・
イ

回
縁
～
底
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
 
ヘ
ラ
す
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
94

土
師
器
・
然

日
縁
～
底
部

I 
Al
d

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

49
RA
94

土
師
器

.イ
日
縁
～
底
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

ケ
ズ
リ
の
あ
と
に
ミ
ガ
キ
か
。

50
RA
94

Pl
埋

土
土
師
器

.郭
日
縁
～
体
部

I 
Al
a

41
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
ミ
ガ
キ

や
や
良
好

灰
黄
掲

外
面
の
ミ
ガ
キ
は
不
明
瞭
。
内
面
黒
色
処
理
。

51
RA
94

床
面
,貼

床
土
師
器
・
郭

完
形

I 
Al
d

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

掲
灰

内
面
黒
色
処
理
。

RA
94

土
師
器
・
邦

日
縁
～
体
部

IA
ミ
ガ
キ

や
や
良
好

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
は
ミ
ガ
キ
が
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
不
明
瞭
で
あ
る
。

(O
)は

推
定
値

、
[○

]は
残

存
値

導 　 排 叫 澱 騰 田 離 事 韻 Ы 澪 謎 叫
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)土

師
器
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須
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器

掲
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番
号

遺
構
名

層
位

等
種
別
・

器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図

版
写

真

日
径

(長
)
噴
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
94

RD
18
9埋

土
土
師
器
・
鉢

日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ガ
キ
 
ヘ
ラ
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
94

RP
72
,7
7,
SK
02
埋

土
土
師
器

'斐
日
縁
～
底
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
94

土
師
器
・
奏

口
縁
～
体
部

A 
l 
vi

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

橙
43

i9

RA
94

土
師
器
・
奨

日
縁
～
体
部

A 
l 
vi

(2
01
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
94

RP
20
,貼

床
カ
マ

ド
付
近

土
師
器

,奏
日
縁
～
体
部

(2
56
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
94

RP
21

土
H下
器

。
発

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
褐

43
伊

RA
94

SK
02
埋

士
土
師
器
・
発

体
部

B
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RA
94

埋
土
,R
P7
2

土
師
器

。
発

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
赤
褐

襲
6i

RA
M

須
恵
器

,甕
日
縁
～
頭
部

良
好

灰

RA
95

RP
10
51
 1
08
,埋

土
土
師
器

'奏
完
形

Bl
i

ハ
ケ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
95

RP
9,
81
,8
2,
埋

土
土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

A 
l 
vi

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
赤
掲

Ю
RA
95

RP
lH
,1
13
,1
17
,1
31
,1
32
,埋

土
土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

Al
v

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

伊

RA
95

土
師
器
・
奏

日
縁
～
顕
部

A 
l 
vi

良
好

に
ぶ
い
橙

46

RA
95

RP
83
, 
87

土
師
器

,奏
日
縁
～
体
部

A 
l 
vi

(2
30
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
95

Rツ
8,

30
,1
9,
50
,M
IB
9,
Ю

9,
14
6,
14
7,
14
8,
坦
上

土
師
器
・
甕

体
部
～
底
部

A
ミ
ガ
キ
 
ハ
ケ

木
葉
痕

良
好

灰
黄
掲

RA
95

RP
16
3

土
師
器
・
斐

体
部
～
底
部

A
71

ハ
ク

ハ
ケ

木
乗

涙
良
好

に
ぶ
い
褐

RA
96

土
師
器

`郭
口
縁
～
底
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

や
や
良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理

e

77
RA
96

RP
13
,埋

土
土
師
器

.邦
体
部
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

黒
掲

内
面
黒
色
処
理
。

硲
RA
96

RP
5,
 1
0

土
師
器

.高
台
付

ll
口
縁
～
底
部

I 
lc

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
婿

黒
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
96

RP
16
,埋

土
土

lT
器
・
養

日
縁
～
底
部

Al
�

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
橙

1～
3m
mの

小
石
を
多
く
含
む
。

68

RA
96

RP
12
,1
3,
貼

床
土
師
器

'奏
日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
タ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RA
96

RP
9,
10
,貼

床
土
師
器

'斐
体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ
ケ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

木
葉

痕
良
好

に
ぶ
い
褐

RA
97

RP
18

土
師
器

,鉢
完
形

71
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。
支
脚
と
し
て
使
用
。
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5表

 
本

宮
熊

堂
B遺

跡
観
察

表
(3
)上

師
器
・
須
恵
器

掲
載

番
号

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
]筋

日
径

(長
)
氏
径

(中
目 )

手
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
97

埋
土

,
埋
土

(黒
色
層

)
須
恵
器
・

ll
N

日
縁
～
底
部

b
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
キ
リ

良
好

灰

RA
97

RP
14
,1
1,
16
,1
5,
12
,埋

土
土
師
器
・
甕

完
形

ハ
ケ

ミ
ガ
キ

良
好

暗
褐

底
面
に
煤
付
着

e
68

RA
97

RP
l1
2,
41
5,
8,
20
,2
1,
埋

土
土
師
器
・
台
付
発

日
縁
～
底
部

21
10

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

灰
黄
褐

68

RA
97

埋
土

土
師
器

。
発

日
縁
～
底
部

ハ
ケ

ハ
ケ

木
葉
痕

史
好

に
ぶ
い
褐

RA
97

RP
20
. 
02
2

土
師
器
・
鍵

完
形

Al
v

ハ
ケ

ハ
ケ

木
棄
痕

良
好

に
ぶ
い
褐

69

RA
98

埋
土

土
師
器
 
不

日
縁
～
底
部

I 
A2
d

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
98

貼
床
一
括

土
師
器
 
不

日
縁
～
底
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

里 【
内
外
面
黒
色
処
理
。

RA
98

RP
10
4

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

I 
A2
d

ミ
ガ
キ

ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

良
好

橙

RA
98

貼
床
一
括

土
師
器
 
郭

日
縁
～
底
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
橙
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
98

埋
土

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

IA
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

里 ヽ
内
タ ト
面
黒
色
処
理
。

門

RA
%

埋
土

土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

黒
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
98

埋
土

土
師
器
・
不

日
縁

]
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
掲

RA
98

土
師
器

'郭
完
形

I 
Al
b

ミ
ガ
キ

ミ 洋
ヘ
カ

ズ
リ
指
[I

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
98

上
師
器
・
杯

完
形

I 
Al
b

71
ミ
ガ
キ

ツ
キ
ヘ
ラ
ケ
ズ
〕
指
[,

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
掲

内
面
黒
色
処
理

e

RA
98

RP
89

土
師
器
・
高
不

日 縁
～
底
部

(高
台
無
し )

ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理

e

RA
98

貼
床
一
括

土
師
器
・
鉢

日
縁
～
体
言 ト

ハ
ケ

や
や
良
好

灰
黄
褐

RA
98

RP
83

土
H市
器
・
鉢

日
縁
～
体
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
98

RP
87
,8
9,
92
,表

土
一
括

土
師
器
・
鉢

日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
 
ヘ
ラ
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
外
面
黒
色
処
理
。

RA
98

貼
床
一
括

土
師
器

.鉢
日
縁
～
体
部

ミ
ガ
キ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理

e
80

RA
98

埋
土

土
師
器
・
鉢

口
縁
～
体
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
98

RP
79
,8
6,
貼

木
一
括
,埋

土
土

FT
器

'鉢
完
形

ガ
キ
 
黒
色
処
理

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
98

埋
土

土
師
器
・
高
郭

底
部

(高
台
部

)
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

55

RA
98

埋
土

土
師
器

。
発

日
縁
～
体
部

A 
l 
vi

ハ
ケ

ハ
ケ

良
lT

灰
褐

55

馬 　 排 叫 総 牒 ｗ 曲 堺 淋 誤 澪 訓 齢
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本

宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(4
)土

師
器
・

須
恵
器

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図

版
写
真

ξ
号

]径
(長

)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
98

RP
69
,1
10
,1
12
,埋

土
土
師
器
・
甕

日
縁
～
体
部

Al
�

(1
76
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
鋸

RP
l,
5,
15
11
7,
20
,2
1,
02
3,
整

≧土
土
師
器

'奏
日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
98

RP
6,
 7
6,
 9
4,
 9
6,
 9
7

土
師
器
・
甕

日
縁
～
体
部

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
98

RP
10
4,
 1
05
, 
10
6

土
師
器
・
菱

日
縁
～
体
部

Al
i

ハ
ケ

ハ
ケ

良
lT

灰
褐

RA
98

RP
21
,6
5,
埋

土
土
師
器
・
甕

口
縁
～
体
部

A 
l 
vi

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
98

埋
土

土
師
器
・
甕

日
縁
～
体
部

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
98

RP
45
,0
47
,1
10
,埋

土
土
師
器

'発
体

部
B

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

RA
98

RP
l1
2,
l1
5,
埋

土
土
師
器

。
発

肩
部
～
底
部

(1
26
)

ハ
ケ

ハ
ケ

木
業
痕

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

γ
側

RA
98

埋
土

土
師
器
・
鶏

底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
褐

RA
98

埋
土

土
師
器
・
甍

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
木
葉
痕

良
好

褐

RA
98

土
師
器

'発
体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
褐

RA
98

埋
土

土
師
器
・
養

体
部

A
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
橙

底
面
剥
落
。

81
1

RA
98

埋
土

土
師
器
・
甑

底
部

Ⅱ
[1
41

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
98

埋
土

土
師
器
・
甑

体
部
～
底
著 ト

Ⅱ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
赤
褐

RA
99

埋
土

土
師
器

'イ
日
縁
～
底
部

I 
A2
d

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理

e

RA
99

埋
土

土
師
器

`郭
日
縁
～
底
部

【
Al
a

ミ
ガ
キ

ガ
キ

良
好

橙

RA
99

土
H雨
器
・
鉢

日
縁
～
体
部

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ

い
責

橙
内
面
黒
色
処
理
。

60
80

RA
99

RP
28
, 
03
2

土
師
器
・
鉢

口
縁
～
底
部

(1
98
)

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

良
lT

褐
内
面
黒
色
処
理
。

RA
99

埋
土

土
師
器
・
邦

日
縁
～
体
部

I
ガ

キ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

61
1

RA
99

埋
土

土
師
器

`杯
口
縁
～
体
部

I
[3
41

ミ
ガ
キ

ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
99

RP
l,
2,
10
,1
3,
15
,2
8,
埋

土
土
師
器
・
奏

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
日
縁
部
付
近
煤
付
着
。

il
l

RA
99

RP
25

土
H市
器
・
発

日
縁
～
体
部

A2
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
橙

61
1

81
1

RA
99

埋
土

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

81
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本

宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(5
)上

師
器
・

須
恵
器

掲
載

番
号

彗
膳

左
層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
]版

写
真

日
径

(長
)
氏
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
99

土
師
器
・
奏

体
部
～
底
部

☆
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
褐

RA
99

RP
5,
6,
7,
8,
19
,掛

,2
1,
路

,3
0,
31
,埋

土
土
師
器
・
葵

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

黒
褐

RA
99

埋
土

土
師
器
・
巽

回
縁
部

Al
v

ハ
ケ
メ

良
好

灰
黄
掲

61
1

81

只占
床

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
Al
d

ミ
ガ
キ

良
好

灰
褐

内
面
黒
色
処
理
。

64

RP
30
,3
1,
34
,3
9,
貼

床
土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
Al
a

(8
0)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RP
63
,7
3,
75
,坦

土
土
師
器

,甕
日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RP
6

土
師
器
・
甕

日
縁
～
体
部

A 
l 
ii

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

灰
黄
掲

64

RP
44
,4
i,
馳

,貼
床

土
師
器
・
養

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
掲

RP
35
. 
04
0

土
師
器

`斐
日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

14
2

RP
9
, 
41

土
師
器

。
発

体
言 卜
～
底
部

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

土
師
器
・
奏

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

灰
褐

カ
マ

ド
袖

土
師
器
・
鉢

口
縁
～
体
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

里 〔
内
外
面
黒
色
処
理

e

土
師
器
・
奏

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
木
葉
痕

良
好

に
ぶ
い
褐

lT
土
師
器
・
不

完
形

I 
Al
c

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
掲

底
部
「
×
」
の
線
刻
。
内
面
黒
色
処
理
。

69

19
,埋

土
一
括

土
師
器
・
杯

完
形

Ⅱ 
Al
c

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
掲

底
部

4本
4本

の
格
子
状
の
線
刻
。

RP
l,
 1
5

土
H師
器
・
弩

日
縁
～
底
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

内
面
口
縁
部
に
煤
付
着
。

RP
14
,埋

土
一
括

土
師
器
・
奏

日
縁
～
底
都

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

灰
褐

RA
l“

RP
6,
 7
, 
8

土
師
器
・
郭

完
形

Ⅱ  
A2
c

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
ミ
ガ
キ

良
好

褐
71

カ
マ

ド
土
師
器

'必
日
縁
～
底
部

I 
Al
d

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

灰
褐

体
吉 卜
下
半
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
に
ミ
ガ
キ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
内
面
黒
色
処
理
。

RA
10
5

土
師
器

,杯
日
縁
～
体
言 ト

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

橙
内
面
黒
色
処
理
。

71

RP
2,
埋

土
土
師
器
・
不

底
部

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

71

土
師
器
・
杯

回
縁
～
体
部

I
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

74

土
師
器

.不
体
部
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。
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第
8表

 
本

宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(6
)上

師
器
・

須
恵
器

載 号

錫 番
遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図

版
写
真

日
径

(長
)
咲
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

土
師
器
・
奏

口
縁
～
体
部

A 
l 
ti

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

RP
13
, 
17
. 
20
, 
22

土
師
器
・
甕

日
縁
～
体
都

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

RP
18

土
師
器
・
甕

口
縁
～
体
部

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

81

RP
5,
6,
8,
27
,3
1,
貼

床
土

H雨
器

,甕
体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
褐

盈
71

埋
土

須
恵
器

,蓋
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

灰

須
志
器
・
発

体
部

良
好

灰
81

土
師
器
・
杯

完
形

I 
B2
c

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

刻
書
底
部
「

X」
。
内
面
黒
色
処
理
。

RP
15
,4
0,
41
,埋

土
土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
苦 ト

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

橙
内
面
黒
色
処
理

e

埋
土

土
師
器

`鉢
日
縁
～
体
部

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

灰
褐

器
81

RA
ll
18

RP
50
, 
05
2

土
師
器
・
甕

日
縁

～
体

部
Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
ll
18

埋
土

土
師
器

'鶏
口
縁
～
体
部

A 
l 
vi

(2
20
)

ハ
ケ

ハ
ケ

や
や
良
好

に
ぶ
い
褐

RA
ll
18

RP
37
, 
39

土
師
器
・
甕

体
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
赤
褐

8]

RA
ll
18

RP
22

土
師
器
・
斐

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
木
葉
痕

良
好

褐
鴇

7]

RA
ll
18

RP
6,
9,
10
,埋

土
土
師
器

,奏
体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
褐

底
部
剥
落

e
7]

RA
ll
10

RP
43

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

橙
内
面
黒
色
処
理

e

l盈
カ
マ

ド
埋
土
.埋

土
土
師
器
・
杯

日
縁
～
底
部

I 
A2
c

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

理
土

土
師

器
・

不
日
縁
～
底
部

IC
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
婿

に
ぶ
い
赤
褐

RP
35
,埋

土
土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
都

I 
Al
d

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
婿

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

駐
認

RA
l∞

埋
土

土
師
器

'イ
体
部
～
底
部

IA
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ 

ミガ
→

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

82
罷

li
8

RA
10
9

RP
6
0

土
師
器
・
イ

完
形

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

土
師
器
・

lT
N

日
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

明
黄
褐

埋
土

土
師
器
・
杯

体
部
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。

82

RP
41
1,
53
,6
8,
83
,カ

マ
ド埋

土
,坦
上

土
師
器
・
発

日
縁
～
底
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

木
葉
痕

良
好

に
ぶ
い
赤
褐
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第
9表

 
本

宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(7
)土

師
器
・

須
恵
器

掲
載

番
号

宣
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
]版

写
真

口
径

(長
)
良
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RP
95
,カ

マ
ド
煙
道

土
師
器
・
鉢

日
縁

～
体

部
(1
02
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

灰
褐

能

RP
42
, 
96

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
ll
19

RP
5,
6,
7,
13
,1
4,
埋

土
土
師
器

,甕
日
縁
～
体
部

Al
�

[1
22
]

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

RP
折

、
31
,埋

土
土
師
器

,甕
目
縁
～
体
部

Al
�

(1
99
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

82

RP
3

土
師
器
・
奏

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

RA
10
0

RP
82
,8
9

土
師
器

,甕
口
縁
～
体
部

A 
li
�

(2
03
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

RP
23
1 
25
,2
7,
82
,坦

土
土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

A 
l 
ii

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

土
師
器

`発
日
縁
～
体
部

Al
�

(2
17
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

罷

土
師
器

。
発

口
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
10
9

土
師
器
・
奏

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

RP
23
,2
9,
埋

土
土
師
器
・
菱

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

19
4

RP
21
,カ

マ
ド
埋
土

土
師
器

,発
体

部
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
赤
褐

RP
■

,1
6.
″

,8
0,
81
,y
,l
m,
カ

マ
ド埋
と

,埋
土

土
H覇
器
・
甕

体
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
赤
掲

RP
23
,%
,2
7,
カ

マ
ド
埋
土

,埋
土

土
師
器

'発
体
部
～
底
部

(2
26
)

ハ
ケ

ハ
ケ

木
葉
痕
 
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
l∞

埋
土

土
師
器
・
発

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
木
莱
痕

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

l鋸
RA
l∞

RP
72

土
師
器

'弩
体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
赤
褐

底
部
木
葉
痕
。

RA
10
9

埋
土

土
師
器
・
巽

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
木
葉
痕

良
好

に
ぶ
い
赤
掲

土
師
器
・
イ

日
縁

～
底

部
I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理

e

RA
12
1

埋
土

土
師
器
・
邦

体
部
～
底
部

IA
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
掲

内
面
黒
色
処
理
。

埋
土

土
師
器
・
菱

口
縁

A 
l 
vi

良
好

に
ぶ
い
橙

埋
土

土
師
器

'巽
体
部
～
底
部

A
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

M

RA
12
1

埋
土

土
師
器

,甕
体
部
～
底
都

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

昌 　 排 叫 糾 騰 田 肺 事 淋 胡 澪 酬 叫
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第
10
表
 
本

宮
熊
堂

B遺
跡
観
察
表

(8
)土

師
器
・
須
恵
器

潮 ”
遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
版

写
真

日
径

(長
)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
12
1

埋
土

土
師
器

'甑
底

部
Ⅱ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

解

土
師
器
・
鉢

日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
掲

内
面
黒
色
処
理

e
88

RA
12
5

土
1雨
器
・
郭

日
縁
～
体
部

I 
Al
d

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
l%

埋
土

土
H涌
器
・
奏

日
縁
～
体
部

A 
l 
it
i

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

RP
7.
 8
, 
10

土
師
器

,甕
体
部
～
底
部

A・
B

ハ
ケ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

木
葉
痕

良
好

に
ぶ
い
褐

底
部
木
葉
痕
。

盈

RA
12
5

土
師
器

,養
体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
良
好

に
ぶ
い
褐

砕

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

ミ
ガ
キ
 
具
色
処
理

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RP
41
, 
41

土
師
器
・
奏

日
縁
～
体
部

A 
l 
ii

ハ
ケ

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RP
39
, 
44

土
師
器
・
奏

日
縁
～
体
部

A 
l 
ii

ハ
ヶ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
褐

馳

RA
12
6

RP
37
, 
45

上
師
器
・
甕

体
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

明
褐
灰

RA
12
6

RP
29
,3
0,
31
,貼

床
一
活

土
師
器
・
養

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

2別
RA
12
6

RP
37
, 
03
9

土
師
器

。
発

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
木
葉
痕

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

土
師
器
・
鶉

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
木
業
痕

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RD
19
8

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

A 
l 
ii

(2
00
)

[Z
O]

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

灰
褐

2列
RP
l,
 6
1

土
師
器

'不
日
縁
～
底
部

I 
Al
d

(1
13
)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

64

RP
36
, 
38
, 
59

土
師
器
・
郭

完
形

I 
Al
d

40
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
パ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

64

RD
別

9
RP
19
, 
20
, 
21
, 
24
, 
25

土
師
器
・
奏

体
部
～
底
部

A
ハ

ケ
ハ

ケ
ハ

ケ
良
好

灰
黄
褐

内
面
底
部
付
近
に
煤
付
着
。

RD
切

0
RP
2,
 5

土
師
器

,郭
日
縁
～
底
部

(2
30
)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RD
22
3

RP
H,
15
,2
2,
埋

土
土
師
器
・
奏

日
縁
～
底
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
赤
掲

RD
22
3

上
師
器

,甕
口
縁
～
体
部

Al
�

(2
30
)

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RD
23
1

土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

I 
Al
a

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。

風
倒
木

]
土
師
器
・
不

完
形

I 
Al
d

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

に
パ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

風
倒
木

l
土
師
器
・
杯

日
縁
～
体
部

I 
Al
a

(1
35
)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理

e
%

86
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本
宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(9
)上

師
器
・
須
恵
器

掲
載

番
号

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

詞
備
  

考
図

版
写

真

日
径

(長
)
ミ
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

風
例
木
②
―
ユ

土
師
器
・
奏

日
縁
～
体
部

Al
�

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

に
ぶ
い
橙

箭

RA
50

RP
13
9,
14
3,
15
4

土
師
器
・
杯

完
形

Ic
�

57
回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙
1～

3m
mの

小
石
を
多
く
合
む
。

M

RA
51
1

RP
17
,

土
師
器
・
必

口
縁
～
底
部

Ia
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
50

RP
3,
 5

土
師
器
・
イ

完
形

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
50

RP
4,
 1
51

土
師
器
・
杯

完
形

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
テ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

明
黄
褐

RA
50

RP
12
8

土
師
器
・
不

日
縁
～
底
部

Ic
i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
50

RP
70

土
師
器
・
罫

日
縁

～
体

部
Ia

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

明
褐
橙

98
77

劉
Э

RA
50

―
括

土
H雨
器
・
不

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

鋸
77

RA
50

貼
床

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

Ic
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

体
部
外
面
墨
書
「
生
方
」。

98

2翌
RA
50

土
師
器

.不
体
部
～
底
部

I
回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

1～
3m
mの

イヽ
石
を
多
く
含
む
。

24
3

RA
50

埋
土

土
師
器
 
郷

体
部
～
底
部

I
回
転

ナ
テ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
赤
掲

98

2製
RA
50

RP
31
 7

土
師
器
・
不

完
形

Ⅱ
Ci

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

郷
RA
50

RP
5,
 0
54

土
師
器
・
杯

日
縁
～
底
部

Ⅱ
Ci

ガ
キ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
50

RP
02
0,

lT
,

埋
土

土
師
器
・
邦

日
縁
～
体
部

Ⅱ
Ci

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

77

RA
50

RP
37

,貼
床
,埋

土
土
師
器

,杯
日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理

e

RA
50

RP
15
4

土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

ガ
キ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

内
面
黒
色
処
理
。

54

RA
50

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

Ⅱ
Ci

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
50

RP
13
8

土
師
器ヽ

高
台
付

ll
N

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
50

貼
床

土
師
器

,鶏
口
縁
～
底
部

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
好

に
ぶ
い
赤
褐

体
部
一
部
欠
。
接
合
は
し
な
い
が
同
一
個
体
の
た
め
合
成
し
て
い
る
。

RA
50

RP
98

土
師
器

'巽
日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

橙

RA
50

RP
13
7

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
婿

に
ぶ
い
褐

日
縁
内
面
に
煤
付
着

e

RA
50

RP
10
51
40

土
EW
器
・
奏

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

浅
黄
橙

RA
50

土
師
器
・
養

日
縁
～
体
部

ナ
デ

ナ
デ

良
好

橙

菖 　 排 叫 澱 騰 田 帥 堺 韻 Ы ※ 酬 叫
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第
12
表
 
本

宮
熊
堂

B遺
跡
観
察
表

(1
0)
上

師
器
・
須
恵
器

掲
載

番
号

遺
構
名

層
位

等
種

別
・

器
種

部
位

分
頚

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
版

写
環

日
径

(長
)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
50

RP
89
,貼

床
土
師
器

.甕
口
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RA
50

土
師
器
・
甕

体
部
～
底
部

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RA
50

埋
土

土
師
器

,発
底
部

砂
底

や
や
史
好

に
ぶ
い
褐

RA
50

埋
土

須
恵
器
・
鶏

日
縁
～
体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

灰

RA
50

埋
土

須
恵
器
・
奏

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

灰

RA
50

RO
l,
只
占床

須
恵
器

'奏
体

部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

灰

RA
5ユ

RP
8,
03
2,
埋

土
東
側

土
師
器

'郭
完
形

Ic
i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RA
51

03
6,
貼

床
一
括

土
師
器
・
邦

完
形

Ia
46

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙
体
部
剥
落
あ
り
。

RA
51

埋
土

土
師
器
・
郷

日
縁
～
底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
51

RP
6,
 7
, 
10
, 
03
3

土
H雨
器
・
郷

完
形

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
51

埋
土

土
師
器

'郷
日
縁
～
体
部

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
5ユ

埋
土

土
師
器

,郭
日
縁
～
体
部

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

浅
黄
橙

RA
51

RP
9,
 0
34

土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

【
c 
ti

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
51

埋
土
東

lH
l

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

[a
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
51

土
師
器
・
郭

底
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転

糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RA
51

RP
23

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

Ic
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

静
止
糸
切

良
好

i完
黄
橙

RA
51

土
,F
器

'高
台
仕
不

日
縁
～
体
部

Ⅱ
2a

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

浅
黄
澄

RA
51

埋
土
束
倒

土

'T
器

,高
台
付
イ

高
台
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
51

埋
土

土
師
器
・
高
台
付
イ

底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

指
お
さ
え

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

2磁
RA
51

埋
土
東
狽

|
土
師
器

'発
底

部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

木
葉
痕

や
や

皇
好

掲
灰

RA
51

土
師
器
・
高
台
付
郷

体
部
～
底
部

Ⅱ
2a

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RA
51

RP
22

須
恵
器
・
奏

体
部

ア
テ
グ

タ
タ
キ
メ

良
好

暗
オ
リ
ー
プ
灰

RA
51

RP
21

須
恵
器
・
奏

体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

暗
灰

］ 醗 朔 辮
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本
宮

熊
堂

B遺
跡

観
察

表
(1
1)
土

師
器
・

須
恵
器

身
載

争
号

遺
構
名

層
位
等

種
別

・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
版

写
真

]径
(長

)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
54

埋
土

土
師
器

,郭
日
縁
～
底
部

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
54

RP
56

土
師
器
・

lT
N

完
形

[c
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
54

埋
土

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

Ic
�

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
54

埋
土

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

Ic
�

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
54

貼
床
出
土
一
括

土
師
器

.郷
日
縁
～
底
部

Ia
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
テ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
54

埋
土

土
師
器
・
邦

口
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
54

貼
床
出
土
一
括

土
師
器
・
不

日
縁
～
体
部

Ic
i

[4
41

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
灯

に
ぶ
い
橙

RA
54

貼
床
出
土
一
括

土
師
器
・
不

体
部
～
底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

RA
54

貼
床
出
土
一
括
,埋

土
土
師
器
・
郭

底
部

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
将

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
54

埋
土

土
師
器

.邦
底

部
I 
c 
�i

(5
2)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
好

橙
僅
か
に
金
雲
母
を
含
む
。

RA
54

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

1～
3m
mの

イヽ
石
を
多
く
含
む
。

RA
54

埋
土

土
師
器
・
郭

底
部

Ic
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
54

埋
土

土
師
器
・
邦

底
部

Ic
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
54

貼
床
出
土
一
括

土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理

e

RA
54

貼
床
出
土
一
括

土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

Ⅱ
ci

[3
41

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

里 【
内
外
面
黒
色
処
理
。

RA
54

貼
床
出
土
一
括

土
師
器
・
杯

体
部
～
底
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
54

RP
12
7.
12
8,
ll
床
出
土
一
括

,埋
土
一
括

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
M

RP
12
9,
 1
30

土
師
器

'郭
体

部
～

底
部

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
54

土
師
器

.郭
体
部
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理

e

RA
54

RP
10
2

土
師
器
・
邦

高
台
部

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
54

埋
土

土
師
器

'高
台
付

li
N

高
台
部

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
54

埋
土

上
師
器
・
高
台
付

ll
N

底
部
～
高
台
部

Ⅱ
2a

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
5電

埋
土

須
恵
器
・
斐

日
縁

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

灰
褐

目 　 斗 叫 総 辟 “ 離 事 韻 絣 ※ 謎 醇
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表
 

本
宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(1
2)
土

師
器
・
須
恵
器

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図

版
写
真

]径
(長

)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
54

埋
土

須
恵
器
・
発

日
縁
～
頭
部

(2
28
)

ク
タ
キ
メ

良
好

黄
灰

宥

RA
54

埋
土

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
吉 ト

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

灰
褐

RA
54

RP
9,
10
1,
理

土
須
恵
器
・
奏

日
縁
～
底
部

11
7

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

良
好

暗
灰

RA
54

土
師
器
・
甕

底
部

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

?
良
好

に
ぶ
い
橙

RA
54

埋
土

須
恵
器
・
発

日
縁

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

灰

RA
5J

RP
43
,l
ll
ll
,埋

土
須
恵
器
・
発

体
部

[9
41

タ
タ
キ
メ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
54

RP
52
,埋

土
須
恵
器

,甕
体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

褐
灰

RA
54

RP
88
,埋

土
須
恵
器
・
巽

体
部

ク
タ
キ
メ

良
好

灰
褐

RA
54

RP
7,
13
6,
貼

床
出
土
一
括

,埋
土

須
恵
器
・
奏

体
言 ト

タ
タ
キ
メ

良
好

暗
灰

器

32
0

RA
54

埋
土

須
恵
器
・
奏

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

日 音
灰

RA
54

埋
土

須
恵
器

`甕
体

部
タ
タ
キ
メ

良
好

灰

RA
54

RP
85

須
恵
器
・
墾

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
10
8

硲

RA
54

須
志
器

。
発

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
褐

i8

RA
54

須
恵
器
・
奏

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

掲
灰

RA
54

RP
13
1

須
恵
器

'斐
体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
白

RA
54

RP
45

須
恵
器
・
奏

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
褐

RA
54

埋
土

須
恵
器
・
養

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
10
8

i8

RP
63

須
恵
器
・
杯

完
形

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切

り
や
や
良
好

に
ぶ
い
黄
橙
～
に
ぶ
い
裾

5i

RA
l1
0

須
恵
器
・

jT
N

完
形

b
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
好

灰

RP
l,
 4

須
恵
器
・
不

完
形

b
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
好

灰
白

体
都
外
面
横
位
墨
書
「
王
」。

RP
7,
焼

土
内
一
括

(西
側

)
須
恵
器
・
郭

完
形

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

や
や
良
好

に
ぶ
い
責
橙
～
に
ぶ
い
澄

RP
26
, 
27

須
恵
器
・
邦

完
形

b
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切

り
良
好

灰
底
部
墨
書
「
工
」。

須
恵
器
・
郭

完
形

b
回
転
ナ
ヂ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切

り
良
好

灰
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本
宮

熊
堂

B遺
跡

観
察

表
(1
3)
上

師
器
・

須
恵
器

掲
載

番
号

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技
法

焼
成

色
調

備
 

考
図

版
写
真

日
径

(長
)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

貼
床
一
括

須
恵
器
・
不

完
形

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

や
や
良
好

灰
 
に
ぶ
い
褐

RA
l1
0

RP
9,
 1
2

須
恵
器
・
イ

日
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
好

灰
底
部
墨
書
「
工
」。

RA
l1
0

RP
10
,

12
須
恵
器

'不
日
縁
～
底
部

b
(1
24
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切

り
良

好
灰

自

34
0

RP
68
,8
1,
床

直
,埋

土
須
恵
器
・

IT
N

完
形

11
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切

り
良
好

灰

RP
25

須
恵
器
・

lT
N

完
形

b
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
奸

灰
底
部
墨
書
「
一
」e

RP
57

須
恵
器
・
不

完
形

b
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
婿

灰

須
恵
器
・
不

日
縁
～
底
部

(1
22
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
好

灰
白

RP
10
7,
11
0,
11
1,
11
2,
11
3

須
恵
器

,邸
口
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
好

灰
自

34
5

貼
床
一
括

須
恵
器
・
郭

目
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
好

灰
57

RP
6,
75
,床

直
須
恵
器
・
郭

日
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切

り
良
好

灰

3甲
RP
12
,9
1,
焼

土
内
一
括

(西
側

)
須
恵
器

'杯
日
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
好

灰

34
8

RP
58
, 
65

須
恵
器
・
郭

完
形

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

良
好

灰

RA
l1
0

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
l1
0

RP
l1
5

土
師
器
・

lT
N

回
縁
～
体
部

Ia
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RP
28

土
師
器
・
奏

日
縁
～
体
部

(2
08
)

ナ
デ

ナ
デ

良
好

褐

3認
RA
11
0

RP
15

須
恵
器
・
甕

体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

灰

土
師
器
・
甕

日
縁
～
体
部

Al
�

[2
80
]

ハ
ケ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

RA
l1
0

RP
81
1,
 R
P8
2

土
師
器
・
発

底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RP
32
, 
65

土
H西
器
・
奏

体
都
～
底
部

A
74

ハ
ケ

良
好

褐
灰

73

RP
78
,7
9,
貼

床
土
師
器
・
イ

完
形

[c
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RP
24
, 
26

土
師
器
・
邦

完
形

Ia
回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
澄

金
雲
母
や
や
多
く
含
む
。

3骸
土
師
器

,郭
口
縁
～
底
都

I 
c 
�i

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RP
29
, 
30

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

83

≦ 　 斗 瑚 搬 騰 ω 帥 事 韻 Ы 洋 謎 辞

― ― 〕 卜 牌 十 １



］ 醗 朔 洲

― ― 〕 卜 Ю Ｉ Ｉ

第
16
表
 

本
宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(呵
4)
土

師
器
・

須
恵
器

掲
載

番
号

遺
構
名

層
位

等
種
別

・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
版

写
真

口
径

(長
)
貞
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

3側
RP
5,
79
,床

直
,埋

上
土

HW
器
・
杯

日
縁
～
体
部

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

RP
52
, 
80

土
師
器
・
杯

体
部
～
底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

土
師
器

`郭
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RP
13
,7
2,
83
,貼

床
上
師
器
・
杯

回
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

里 ヽ
内
外
面
黒
色
処
理
。

36
8

RA
ll
l

RP
23

土
H市
器
・
杯

回
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RP
04
3,
 4
, 
79

土
師
器

.イ
完
形

Ⅱ
a

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
外
面
黒
色
処
理
。

RP
30
,埋

土
土
師
器

'イ
日
縁
～
体
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RP
36
.床

直
土
師
器
・

li
N

体
部
～
底
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

黄
掲

内
面
黒
色
処
理
。

埋
土

土
師
器
・
イ

体
部
～
底
部

ll
 c
 i

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理

e

RP
56
,貼

床
,埋

土
土
師
器

'高
台
付
不

底
部
～
高
台
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

37
4

RP
27

土
師
器
 
高
台
付

lI
N

底
部

(高
台
無
し

)
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
掲

主
師
器

'高
台
付

ll
h

底
部
～
高
台
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

1～
3m
mの

小
石
を
多
く
合
む
。

RP
2,
3,
50
,7
3,
i4

土
師
器
・
奏

日
縁
～
底
部

ハ
ケ

ハ
ケ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

本
葉
痕

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RP
l,
掛

,3
1,
35
,4
8,
0,
73
,7
5,
竹

,8
1,
08
4

土
師
器
・
奏

口
縁
～
底
部

ハ
ヶ

ハ
ケ

木
葉
痕
 
ナ
デ

良
好

灰
黄
褐

3硲
RP
57
, 
06
7

土
HV
器

。
発

体
部
～
底
部

(8
4)

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

須
恵
器

.発
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

灰

RP
4,
7,
貼

床
一
括
,埋

土
土
師
器

,郭
日
縁
～
底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
l1
2

RP
4,
貼

床
一
括
,埋

土
土
師
器
・
郭

口
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
l1
2

RP
7,
埋

土
土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

灰
褐

RA
l1
2

貼
床
一
括

土
師
器
・

jT
N

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RP
02
2,
 2
5

土
師
器
・
雰

日
縁
～
底
部

Ⅱ
c�

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

体
部
外
面
倒
位
墨
書
「
佳
」。

内
面
黒
色
処
理
。

RP
18
,埋

土
土
師
器
・
高
台
付

ll
N

日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RA
l1
2

土
師
器
・
高
台
付
イ

底
部
～
高
台
部

77
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

良
好

褐
灰
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表
(1
6)
上

師
器
・
須
恵
器

掲
載

番
号

遺
構
名

層
位
等

種
別

・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備

 
考

図
版

写
真

日
径

(長
)
氏
径

(幅
)
程
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
l1
2

RP
6,
12
,1
5,
16
,2
3,
25
,貼

床
一
括

,埋
土

土
師
器
・
菱

日
縁
～
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ 

タ
タ キ

メ
史

好
橙

RP
26

須
恵
器
・
甕

体
部
～
高
台
部

回
転
ナ
デ

良
好

灰

39
5

須
恵
器
・
養

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

灰

RA
l1
3

埋
土

須
恵
器

。
発

体
部
～
底
部

良
好

灰
列

須
恵
器
・
奏

体
部

良
好

灰
12
3

須
恵
器
・
奏

体
部

良
好

暗
灰

83

RP
6,
 2
4,
 3
3,
 4
3,
 5
2

土
師
器
・
イ

完
形

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
責
橙

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

RP
03
9

土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

土
師
器
・
イ

完
形

Ia
回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

40
2

RP
2

土
師
器

.郭
完
形

I 
c 
ii
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

58

40
3

RP
16
,埋

土
土
師
器
・
郭

完
形

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

40
4

RP
l,
 3
1

土
師
器
・
郭

完
形

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

明
黄
褐

RP
20
, 
21
, 
48

土
師
器
・
郭

完
形

I 
c 
ii

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

埋
土

土
師
器
・
郷

口
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
l1
4

土
師
器
・
邦

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む

40
9

RP
41
1

土
師
器

.郭
口
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

土
師
器

.邦
体
部
～
底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

掲
灰

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

59

土
師
器

,不
底
部

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RP
39

上
師
器
・
不

体
部
～
底
部

Ic
i

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RP
12

上
師
器
・
不

体
部
～
底
部

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RP
31
埋

土
土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

再
調
整

良
好

灰
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
多
く
含
む

e

RP
57

土
師
器

,不
日
縁
～
底
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

目 　 排 叫 総 障 “ 陣 察 韻 朗 澪 謎 畔

― ― や 卜 ∞ ― ―
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表
 
本

宮
熊
堂

B遺
跡
観
察
表

(1
6)
土

師
器
・
須
恵
器

〕 瑚 朔 辮

― ― ］ ト ト ー ー

弓
載

争
号

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
版

写
真

]径
(長

)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RP
40
,埋

土
土
師
器
・

lT
N

日
縁
～
底
部

ガ
キ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

黒
掲

内
外
面
黒
色
処
理
。

土
師
器
・
邦

完
形

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
婿

に
ぶ
い
赤
褐

内
面
黒
色
処
理
。

土
師
器
・
不

日
縁
～
底
部

(1
59
)

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
多
く
含
む
。

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

Ⅱ  
c 
ii

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

埋
土

土
師
器
・
邦

日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
婿

に
ぶ
い
掲

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

土
師
器
・
杯

体
部
～
底
苦ト

Ⅱ
c

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
婿

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RP
23
, 
54
, 
57

土
師
器
・
杯

体
部
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
婿

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

土
師
器

.不
体
部
～
底
部

Ⅱ
ci

ガ
キ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

灰
褐

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
を
多
く
含
む
。

4雰
上
師
器

,高
台
付
杯

12
a

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
奸

に
ぶ
い
黄
橙

高
台
剥
落
。

4%
RP
18
,埋

土
土
師
器
・
蓋

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

中
央
に
穿
孔
さ
れ
た
把
手
あ
り
θ
蓋
自
体
に

2箇
所
穿
孔
を
確
認
。

42
8

RP
23

土
師
器

`郭
日
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

体
部
外
面
正
位
墨
書
「
成
」e

鬱
9

RP
54

土
師
器
・
郭

完
形

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
11
5

RP
25
, 
pi
t 
l

土
師
器

,杯
日
縁
～
底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
好

に
ぶ
い
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む

e

土
師
器
・
郭

完
形

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

床
直

土
師
器
・

T4
N

日
縁
～
底
部

Ia
回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RP
41

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

Ia
回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RP
35
, 
74

土
師
器

'郭
日
縁
～
底
部

I 
c 
hi

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
c 
ii
i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
テ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

床
直
,埋

土
土
師
器

'邪
日
縁
～
底
部

Ic
i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

48
7

RP
2

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
c 
ti
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

43
8

RP
64
, 
78

土
師
器
・
郭

完
形

〔
c 
�i

弼
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

土
師
器
・
不

完
形

I 
c 
ti

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

44
0

土
師
器
・
郭

完
形

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙
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表
 

本
宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(1
7)
上

師
器
・
須
恵
器

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
浙

写
真

]径
(長

)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

44
1

RP
45
, 
77

土
師
器

.邦
日
縁
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

42
RP
69
, 
95

土
師
器

.邦
日
縁
～
体
部

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

灰
黄
褐

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

44
3

埋
土

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

44
4

RP
30
,5
2,
埋

土
土
師
器
・
邦

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

44
5

貼
床
,埋

土
土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

Ic
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
量
に
含
む
。

襲
6

RA
l1
5

貼
床

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

型
7

RA
l1
5

埋
土

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
掲

44
8

RA
l1
5

RP
30
,

床
直

,
土
師
器

,郭
日
縁
～
体
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

橙

襲
9

RA
l1
5

土
師
器
・
郭

底
部

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

61

45
0

RP
48
, 
49

土
師
器
・
郭

底
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

良
好

橙
60

45
1

RA
l1
5

土
師
器
・
杯

底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

灰
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む

O

45
2

RA
l1
5

土
師
器
・
郷

底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多

く
含
む

c

RP
55

土
師
器
・
郭

底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

灰
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

45
4

RA
l1
5

床
直

土
師
器
・
郭

底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

褐

RA
l1
5

土
師
器

,不
底

部
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
l1
5

埋
土

土
師
器

'郭
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

RP
58
,貼

床
土
師
器
・
郭

完
形

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。

60

土
師
器
・
イ

口
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

塁 【
内
外
面
黒
色
処
理
。

側

RA
l1
5

RP
67
, 
68

土
師
器
・
イ

日
縁
～
体
部

Ic
i

(1
22
)

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
を
多
量
に
含
む
。

土
師
器
・
郷

体
部
～
底
部

Ⅱ
c

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

土
師
器
・
イ

体
部
～
底
部

ll
 c
 i

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
パ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
e金

雲
母
を
多
く
含
む
。

60

RA
l1
5

土
師
器
・
高
台
付
イ

完
形

Ⅱ
2a

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

P
良
好

に
ぶ
い
黄
褐

60

RP
87
.貼

床
土
師
器

,高
台
付
イ

日
縁
～
底
部

(高
台
無
し

)
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

高
台
欠
損

e

目 　 排 叫 報 辟 Ｄ 灘 瞬 淋 導 澪 酬 叫

― Ｉ Ю 卜 リ ー ー
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本
宮
熊

堂
B遺

跡
観
察

表
(1
8)
土

師
器
・

須
恵
器

― ― 〕 卜 ⇔ ― ―

掲
載

番
号

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
版

写
芸

ヨ
径

(長
)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

46
4

土
師
器

,高
台
‖
郭

高
台
部

指
オ
サ
エ

良
好

に
ぶ
い
褐

46
5

埋
土

須
恵
器

。
発

体
都

[5
6]

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
褐

46
6

埋
土

須
恵
器
・
奏

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

掲

甲
4

土
師
器
・
不

完
形

Ia
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

甲
5

土
師
器

'不
日
縁
～
底
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
c 
ii
i

(5
6)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

直
径

1～
5m
mの

月ヽ
石
を
や
や
多
く
含
む
。

土
師
器
・
杯

完
形

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
好

に
ぶ
い
褐

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

土
師
器

,郭
完

形
Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

体
部
外
面
墨
書
「
大
」。

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。
日
縁
部
内
面
煤
付
着
。

48
0

土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ

い
褐

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

1号
土
坑

土
師
器
・
邦

日
縁
～
底
部

I 
c 
hi

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
灯

に
ぶ
い
褐

84

48
2

RA
l1
6

土
師
器
・
杯

日
縁
～
体
都

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
婿

に
ぶ
い
橙

RA
l1
6

埋
土

土
師
器
・
杯

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RA
l1
6

RP
27
, 
38

土
師
器
・
不

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
l1
6

土
師
器

.不
日
縁
～
体
部

I 
c 
ii

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RA
l1
6

RP
l,
 8

土
1雨
器
・

lT
N

日
縁
～
体
部

Ic
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

農
好

橙

RA
l1
6

RP
28

土
師
器
・
郭

底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
奸

に
ぶ
い
褐

48
8

土
師
器
・
郭

底
部

I 
c 
�i

57
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
好

に
ぶ
い
黄
橙

48
9

RA
l1
6

RP
24

土
師
器

.邦
底
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

49
0

RP
35

土
師
器
・
郭

底
部

I 
c 
� i

57
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

土
師
器

,杯
回
縁
～
体
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。

49
2

RP
9,

1号
土
坑

土
師
器

,斐
日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
婿

に
ぶ
い
褐

84

49
3

埋
土

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

ハ
ケ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

外
面
日
縁
部
付
近
煤
付
着
。

］ 醜 瑚 淵
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本
宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(1
9)
土

師
器

。
須
恵
器

― ― ］ 卜 預 ― ―

覇 号
遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
コ
b

写
真

日
径

(長
)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

49
4

土
師
器
・
発

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

49
5

00
1土

坑
須
恵
器
・
斐

頸
部

良
好

灰
褐

84

49
7

RA
l1
9

RP
27
,埋

土
土
師
器

,郭
完
形

Ic
i

44
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
掲

金
雲
母
多
く
含
む
。

土
師
器
・
郭

完
形

Ia
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
赤
掲

49
9

RA
l1
9

RP
21

, 
02
2

土
師
器
・
郭

口
縁
～
底
部

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RA
l1
9

土
師
器
・
郭

完
形

Ic
i

軽
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
・
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RA
l1
9

貼
床
,カ

マ
ド
埋
土

土
師
器
・
イ

完
形

Ia
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

や
や
良
好

に
ぶ
い
橙

RA
l1
9

埋
土

,
H占
床

,ユ
号
土
坑

土
師
器
・
郭

完
形

I 
c 
ii
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
11
9

カ
マ

ド
埋
土

,
土
師
器
・
邦

日
縁
～
底
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

明
黄
褐

51
14

RA
l1
9

RP
10
1,
カ

マ
ド
埋
土

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

Ia
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

RP
42
,埋

土
土
師
器

'郭
日
縁
～
底
部

I 
c 
it
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
l1
9

RP
89

土
師
器
・
イ

口
縁
～
体
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

R好
明

褐
84

カ
マ

ド
埋
土

土
師
器
・
郭

口
縁
～
体
部

I 
c 
ii

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

橙

埋
土

土
師
器
・
イ

体
部
～
底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RP
12

土
師
器
・
邦

完
形

圧
c 
�l

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。

土
師
器
・
郭

完
形

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
多
く
含
む
。

カ
マ

ド
坦
土
,1
号

土
坑

土
師
器
・
邦

日
縁
～
底
部

Ⅲ  
c 
�i

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
婿

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

埋
土

土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

49
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RP
35

土
師
器
・
イ

体
部
～
底
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

里 ヽ
内
外
面
黒
色
処
理
。

埋
土

土
師
器
・
高
台
付
イ

底
部
～
高
台
部

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

橙

カ
マ

ド
土
師
器

'高
台
付

ll
N

日
縁
～
高
台
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

高
台
剥
落
。

RA
l1
9

RP
25
,2
6,
埋

土
,貼

床
土
師
器
・
高
台
付

ll
N

完
形

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

指
オ
サ
エ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
11
9

RP
55

土
師
器
・
奏

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

84

目 　 排 叫 翠 辟 口 肺 堺 韻 瞬 澪 訓 瞬
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第
22
表
 
本

宮
熊
堂

B遺
跡
観
察
表

(2
0)
土

師
器
・

須
恵
器

掲
載

番
号

宣
構
名

層
位

等
種

別
・
器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
]漸

写
婁

口
径

(長
)
氏
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RP
O劉

土
師
器
・
菱

体
部
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
11
9

RP
66
,1
04
,l
W,
1■

,l
h床

,カ
マ
ド避

土
土
師
器
・
甕

日
縁
～
底
部

(2
02
)

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
底

良
好

に
ぶ
い
褐

RA
11
9

埋
土

須
恵
器
・
発

体
部

タ
タ
キ

良
好

灰
84

RA
l1
9

須
志
器
・
箋

体
部

タ
タ
キ

良
好

灰

RA
12
0

埋
土

須
恵
器
・
高
台
付
郭

体
部
～
底
部

(高
台
,)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

灰
14
0

RP
31
,埋

土
土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

浅
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

埋
土

土
師
器
・
杯

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

RA
12
4

土
師
器
・
郭

口
縁
～
底
部

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
婿

に
ぶ
い
赤
褐

RP
18

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
・
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RP
80

土
師
器
・
甕

体
部
～
底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
kT

に
ぶ
い
橙

RA
12

埋
土

土
師
器

'郭
体
部

Ic
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
奸

に
ぶ
い
赤
褐

体
部
外
面
墨
書
「
□
」。

RA
12
7

埋
土

土
師
器
・
郭

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

浅
黄
橙

14
4

RA
12
7

土
師
器

'甕
体
部
～
底
部

ハ
ケ

ハ
ケ

木
葉
痕

良
好

に
ぶ
い
褐

14
4

須
恵
器

'露
体

部
[3
41

ア
テ
グ

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
白

14
4

埋
土

須
恵
器
・
甕

体
部

ア
テ
グ

タ
タ
キ
メ

良
好

黒
褐

14
4

RA
12
8

RP
25
, 
26

土
師
器
・
郭

完
形

45
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

静
止
糸
切

良
好

橙
61

RA
12
8

埋
土

土
師
器
・
邦

日
縁
～
底
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
好

に
ぶ
い
橙

1～
3m
mの

小
石
を
多
く
含
む
。

RA
12
8

貼
床

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
都

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

静
止
糸
切

良
婿

橙
底
面
「

X」
記
号
。

土
師
器
・

lT
N

日
縁
～
底
部

Ia
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

明
掲

土
師
器
・
不

完
形

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理

9

RP
43

土
師
器

,不
完
形

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

14
6

62

土
師
器
・
郭

完
形

Ⅱ
c�

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
掲

内
面
黒
色
処
理
。
日
縁
部
内
外
面
に
付
着
物
あ
り。
体
部
外
面
例
位
「
出

,塁
線
。

RA
l郷

RP
24

土
師
器
・
郭

回
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

再
調
整

良
好

里 い
内
外
面
黒
色
処
理
。
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表
 
本

宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(2
1)
土

師
器
・

須
恵
器

― ― 〕 卜 Ｏ Ｉ Ｉ

頭 号
遺
構
名

層
位

等
種

別
器

種
部

位
分

類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
コ
版

写
真

日
径

(長
)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

54
4

RA
l努

埋
土

土
師
器

,郭
日
縁
～
底
部

Ⅱ 
c 
ti
i

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転

糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。

埋
土

土
師
器

,高
台
付
邦

口
縁
～
底
部

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
掲

高
台
剥
落
。

14
6

埋
土

土
師
器

'斐
頸
部

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

須
恵
器
・
奏

体
部

[1
04
1

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
黄
褐

RA
12
8

RP
50

須
恵
器
・
斐

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

褐

54
9

須
恵
器
・
斐

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

掲
灰

須
恵
器
・
斐

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

掲

RA
12
8

須
恵
器
・
奏

体
部

タ
タ
キ
メ

良
好

掲

貼
床

土
師
器
・
イ

完
形

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器
・
郭

完
形

Ia
回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

貞
好

に
ぶ
い
褐

RA
l郷

土
師
器
・
奏

体
都
～
底
部

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙
骸

55
5

RA
12
9

土
師
器
・
杯

底
部

I
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

14
8

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

RA
l1
0

RP
82

土
師
器
・
甕

底
部

74
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や
良
好

に
ぶ
い
橙

RP
ll
, 
22

土
師
器

,郭
日
縁
～
底
部

ガ
キ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
e金

雲
母
を
多
く
含
む
。

土
師
器

'耳
皿

完
形

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

62

貼
床

土
師
器

,郭
体
部

I 
c 
hi

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

体
部
外
面
墨
書
「
□
」。

内
面
黒
色
処
理
。

埋
土

須
恵
器
・
甕

体
部

良
好

掲
灰

1娼

RA
12
9

埋
土

須
恵
器
・
奏

日
縁
～
体
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

暗
灰

56
3

須
恵
器
・
奏

日
縁
～
頸
部

良
好

暗
灰

14
8

RA
13
0

土
師
器
・
杯

完
形

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

埋
土

土
師
器
・
郭

口
縁
～
底
部

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

5闊
RP
77

土
師
器
・
不

完
形

I 
c 
ti
i

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

体
部
外
面
正
位
墨
書
「
上
」。

磁

目 　 排 醐 絆 辟 田 帥 事 韻 誤 澪 訓 騨
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表
 
本

宮
熊
堂

B遺
跡
観
察
表

(2
2)
上

師
器
・
須
恵
器

掲
載

番
号

遺
樽
名

層
位

等
種

別
・

器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
枷

写
景

日
径

(長
)
真
径

(中
冒)

持
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

56
8

土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

Ic
i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

掲
灰

l号
土
坑

土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

I 
c 
hi

55
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

刻
書
。
金
雲
母
を
多
く
含
む
。

5約
l号

土
坑

土
師
器
・
郭

完
形

I 
c 
�i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙
金
雲
母
を
多
く
含
む
。

土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

I 
c 
hi

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RA
13
0

土
師
器
・
杯

完
形

I 
c 
hi

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

体
部
外
面
正
位
墨
書
「
成
」。

埋
土

土
師
器
・
不

日
縁
～
底
部

Ic
i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

良
好

橙

5砕
RA
13
11

埋
土

土
師
器
・

17
TN

日
縁
～
底
部

I 
c 
�i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

RA
13
11

RP
55
, 
57

土
H頭
器
・

lT
N

完
形

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
13
11

埋
土

土
師
器
・
郭

完
形

I 
c 
ti
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

5宥
土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

I 
c 
hi

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

5%
土
師
器
・
イ

日
縁
～
底
部

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
掲

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

貼
床

,カ
マ

ド
埋
土

土
師
器
・
不

完
形

Ia
回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RP
76
,埋

土
土
師
器
・
不

完
形

I 
c 
ii
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
掲

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RA
13
0

埋
土

土
師
器
・
杯

日
縁
～
底
部

I 
c 
ii
i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RP
44

土
師

器
・

邦
完

形
Ia

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

土
HW
器
・
不

完
形

I 
c 
�i

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

58
4

埋
土

土
師
器
・
不

完
形

I 
c 
ti

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

土
師
器
・
イ

完
形

I 
c 
hi

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
澄

RA
13
0

カ
マ

ド
土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

再
調
整

良
好

橙
金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

土
師
器
・
イ

完
形

I 
c 
hi

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

金
雲
母
を
や
や
多
く
含
む
。

RA
13
0

カ
マ

ド
埋
土
,埋

土
土
師
器
・
不

完
形

I 
c 
ii
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

。
再
調
整

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
刻
書
。

5騨
貼
床

土
師
器

'不
日
縁
～
底
部

Ic
�

(1
20
)

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

5側
RA
13
11

埋
土

土
師
器
・
イ

完
形

I 
c 
�i

55
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙
日
唇
部
に
内
外
面
に
煤
付
着
。

63

］ 瑚 朔 淵



第
25
表
 

本
宮
熊

堂
B遺

跡
観

察
表

(2
3)
土

師
器
・

須
恵
器

載 号

掲 番
遺
構
名

層
位

等
種

別
・

器
種

部
位

分
類

法
量

(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
図
肋

写
真

日
径

(長
)
氏
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

貼
床
,埋

土
土
師
器
・
不

日
縁
～
底
部

Ic
�

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器
・
杯

日
縁
～
底
部

I 
c 
�i

48
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

63

1号
土
坑

土
師
器

'郭
日
縁
～
体
部

Ic
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

灰
褐

59
4

埋
土

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

59
5

ベ
ル
ト
埋
土

土
師
器
・
郭

底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

貼
床

土
師
器

`郭
体
部
～
底
部

Ic
i

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

RP
66
, 
RD
19
1

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切

良
好

里 ト
暗
文
。
内
外
面
黒
色
処
理
。

RA
13
0

RP
63
,埋

土
土
師
器
・
杯

回
縁
～
底
部

Ⅱ
ch

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
橙

体
部
外
面
墨
書
「
□
□
□
□
□
回
」。

内
面
黒
色
処
理
。

63

RP
61
, 
06
2

土
師
器

,杯
回
縁
～
底
部

Ⅱ
ci

(1
20
)

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
橙

底
部
外
面
墨
書
「
王
□
□
」。

内
面
黒
色
処
理
。

RA
13
0

RP
32

土
師
器

'郷
日
縁
～
底
部

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
を
多
く
含
む
。

RP
54
, 
56

土
師
器
・
郭

日
縁
～
底
部

(1
26
)

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

灰
黄
褐

内
面
黒
色
処
理
。
金
雲
母
多
く
含
む
。

土
師
器

,不
完
形

I 
c 
�i

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理
。

RA
13
0

土
師
器
・
杯

完
形

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

内
面
黒
色
処
理
。

RP
82

土
師
器
・
イ

完
形

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
赤
掲

日
縁
部
付
近
内
外
面
に
媒
付
着
e内

面
黒
色
処
理
。

60
5

埋
土

土
師
器
・
郭

体
部
～
底
部

Ⅱ
ci

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
橙

体
部
外
面
墨
書
「
□
」。

RA
13
11

土
師
器
・
高
台
付
不

底
部
～
高
合
言 ト

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

良
好

に
ぶ
い
赤
褐

15
5

6年
RA
13
11

RP
79

土
師
器
・
高
台
付
郷

底
部
～
高
台
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

良
好

に
ぶ
い
黄
褐

金
雲
母
を
多
く
含
む
。

15
5

埋
土

土
師
器

'高
台
付
杯

底
部

(高
台
部
有

)
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

内
面
黒
色
処
理

e
15
5

RP
59

土
師
器
・
鉢

日
縁

(2
51
)

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐

土
師
器
・
霙

完
形

回
転
ナ
テ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

灰
褐

内
面
体
部
上
半
部
に
煤
付
着

9

RP
40

土
師
器
・
甕

日
縁
～
底
都

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
底

良
好

に
ぶ
い
赤
掲

RP
68
,6
9

須
恵
器
・
斐

日
縁
～
底
部

(1
26
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

暗
灰

RA
13
0

RP
58

上
師
器
・
養

日
縁
～
体
部

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

に
ぶ
い
褐

昌 　 排 叫 穀 辟 “ 離 堺 器 誤 澪 酬 瞬
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第
26
表
 
本

宮
熊
堂

B遺
跡
観
察
表

(2
4)
上

師
器
・
須
恵
器

局
載

番
号

遺
構
名

層
位

等
種

別
・
器

種
部

位
分

類
法

量
(c
m)

調
整
技

法
焼

成
色

調
備
  

考
]版

写
集

ヨ
径

(長
)
底
径

(幅
)
器
高

(厚
)

内
面

外
面

底
面

RA
13
11

理
土

須
恵
器
・
奏

体
部

良
好

暗
灰

RA
13
11

ベ
ル

ト
埋
土

須
恵
器

`発
口
縁

良
好

褐
灰

RA
13
11

坦
土

須
恵
器
・
養

体
部

良
好

暗
灰

62
4

RD
20
1

須
恵
器
・
甕

頚
部

良
好

暗
灰

沈
線
と
刺
突
を
施
文
。

86

RD
2"

埋
土

土
師
器
・
邦

完
形

” Ш
回
転
ナ
デ

凰
転
ナ
デ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
|
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

橙

RD
22
5

埋
土

土
師
器

,邦
完
形

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
ヘ
ラ
ナ
デ

良
好

明
赤
褐

CA
4

RD
22
5

埋
土

土
師
器
・
郭

体
部

Ic
i

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

橙
体
部
外
面
墨
書
「
□
」。

内
面
黒
色
処
理
。

62
8

RD
22
5

理
土

土
師
器
・
不

日
縁
～
体
部

Ic
i

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
責
褐

86



第
27
表
 
本

宮
熊
堂

B遺
跡
観
察
表

(2
5)
縄

文
上
器

掲
載
番
号

遺
構

名
出
土

層
位

種
別

部
位

長
さ

幅
厚

さ
文

 
様

図
版

写
真

1
RD
19
3

RP
15
 1
0 
13
17
 2
0 
34

縄
文

土
器

・
深
鉢

完
形

RD
19
3

RP
2 
12
週

上
上

縄
文

土
器
・

鉢
口
縁

～
底

部
(1
00
)

3
RD
19
3

RP
4 
5 
14
 1
51
6埋

土
縄

支
土
器

・
深

鉢
口
縁

～
体

部
(2
15
)

波
状

口
縁
・

沈
線

・
LR
・

内
面

に
大
量

の
煤
付

着
86

4
RD
19
3

RP
32

縄
文

土
器

口
縁

～
体

部
沈
線

・
RL

5
RD
19
3

理
土

縄
文
土
器

・
鉢

口
縁

～
体

部
口
縁

部
:波

状
口
縁

、
突
起

あ
り
・

沈
線

6
RD
19
3

埋
土

縄
文
土

器
・
鉢

口
縁

～
体

部
14
珂

口
縁

部
:波

状
口
縁

・
沈
線

表
採

縄
文

土
器

・
浅
鉢

口
縁

～
体

部
変
形
工

字
文

・
口
唇

部
に
沈
線

5L
20
b

表
採

縄
文

上
器

・
鉢

口
縁
～
体
部

口
唇

部
に
沈
線

・
沈
線

・
LR

5N
23
h

検
出
面

縄
文

土
器
・

鉢
口
縁

部
口
唇
部

に
刻
み
有

り
。
日
縁
部
直
下

に
内
外
面

に
沈
線

5N
20
i

検
出
面

縄
文

土
器
・

鉢
口
縁

～
体

部
変
形

工
字
文

・
口
唇

部
に
突
起

と
沈
線

・
ミ
ガ
キ

5L
20
b

表
採

縄
文

土
器

・
浅
鉢

口
縁

～
体

部
工
字

文
・

口
縁

部
直
下

に
内
外

面
に
沈
線

5N
18
J

表
採

縄
文

土
器
・

鉢
口
縁

～
体

部
口
縁

部
直
下

に
内
外

面
に
沈
線

・
LR

5N
20
i

検
出
面

縄
文
土
器

・
浅
鉢

口
縁

～
体

部
口
縁

部
直
下

に
内
外

面
に
沈
線

5N
20
i

検
出
面

縄
文
土
器
・

鉢
口
縁

～
体

部
口
縁

部
:波

状
口
縁

・
LR

5N
20
i

検
出
面

縄
文

土
器

・
鉢

口
縁

～
体

部
14
2]

工
学
文
・
口
唇
部
に
沈
線
・
口
縁
部
直
下
に
内
外
面

に
沈
線
・
LR

5N
19
i

表
採

縄
文

土
器

・
鉢

口
縁

～
体

部
変
形

工
字

文
・

口
唇

部
に
突
起

と
沈
線

・
LR

5L
15
h

表
採

縄
文
土
器

・
台
付

鉢
底

部
～

高
台
部

昌 　 排 叫 澱 降 ｗ 曲 堺 淋 馘 浦 訓 醇
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2 観察表

第30表 本宮熊堂 B遺物観察表 (28)

鉄製品

弓載番号 器種 遺構 名 層位等 残存部位
法  量 (cm)

備  考 図版 写真
長 さ 幅 厚 さ

刀子 RA93 床 面 刀身部欠損 木質部残存。

釘 RA096 埋 土 不 明

刀子 RA50 床面 ほぼ完形

鋤 先 RA50 完形

264 鉄鏃 RA50 埋 上 鏃身欠損

286 紡錘車 RA51 埋 土 軸棒欠損

328 鉄鏃 RA54 ほぼ完形

329 環状 RA54 埋 土 不 明

356 刀 子 RAl10 埋 土 茎部欠損

紡錘車 RA51 貼床 軸棒欠損

426 刀子 RAl14 RPl 両端久損 127

467 棒 状 RAl15 不 明

468 棒状 RAl15 RP2 不 明 132

刀子 RA130 RP3 両端欠損 敷物付着 P

不明 RA130 床 面 刀身部

刀子 RA130 RP7 刀身部欠損

620 鎌 RA130 RP84 刃部

鉤 RA130 完 形

622 釘 RA130 RPl 完形

623 釘 RA130 床面 ほ ぼ完形 156

土製品

弓載番号 遺構名 層位等 種 別 長 さ 幅 厚 さ 備 考 図版 写 真

RD193 RP26 土偶 表裏面共に沈線・ミガキが施されている。 30

RA95 土製紡錘車

RA98 貼床 勾 王 表面は剥落が激しいが一部ミガキが残る。 57

RA50 RP81 土製紡錘車 外面にミガキあり。

鉄洋

No 分  類 遺構名 層位等 重量 備 考

鍛冶流動津 RA51 埋 土

l 椀形津鍛冶津 RA54 床 面 3532 成分分析

2 鍛冶津含鉄鉄澤 RA54 貼 床 2128

鍛冶津鉄塊系遺物 RA54 埋 土 774

4 鍛冶流動津 RA54 床 面

5 鍛冶流動津 RA54 埋 土

6 椀形鍛冶津 RA54 興占床 成分分析

9 鍛冶津含鉄鉄津 RA54 床面 1186

7 鍛冶津鉄塊系遺物 RAlll 床面
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

株式会社古環境研究所

1 本宮熊堂A遺跡の火山灰分析

(1)イよ じ め に

岩手県盛岡市とその周辺には、岩手、秋田駒ヶ岳、十和田など東北地方の火山のほか、洞爺、御岳、

三瓶、阿蘇、姶良など遠方の火山に由来するテフラ (火 山砕屑物,いわゆる火山灰)が数多く認めら

れる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺

跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで、火山灰層が認められた本宮熊堂A遺跡においても、発掘調査担当者により採取された試料

を対象として、火山ガラス比分析、屈折率測定、EPMAに よる火山ガラスの主成分化学組成分析を行

って、指標テフラの同定を行うことになった。

(2)火山ガラス比分析

1)分析方法

試料を対象 として、火山ガラス比分析を行い、火山ガラスの色調・形態別比率を求めた。火山ガラ

ス比分析の手順は次の通 りである。

1)試料15gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3)80° Cで恒温乾燥。

4)分析舗により1/4‐ 1/811ullの粒子を師別。

5)偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの色調形態別比率を求める。

2)分析結果

火山ガラス比分析の結果をダイヤグラムにして図 1に、その内訳を表 1に示す。試料 1層上面には、

少量の火山ガラスが含まれている (5。6%)。 この試料に含まれる火山ガラスは、量が多い順に分厚い

中間型 (2.0%)、 繊維束状に発泡した軽石型 (1.6%)、 透明のバブル型 (1.2%)、 スポンジ状に発泡 し

た軽石型 (0.8%)である。

(3)屈 折 率 測 定

1)測定方法

3層 に含まれる火山ガラスについて、温度変化型屈折率測定装置 (MAIOT)に より、屈折率 (n)

の測定を行った。

2)測定結果

屈折率測定結果と仙台市域に分布する代表的な指標テフラの火山ガラスの屈折率 (n)を表 2に示

す。試料 1層上面に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)ィよ、1.497‐ 1.509の rangeに 入る。
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遣跡の自然科学分析

(4)火山ガラスの主成分化学組成分析

1)分析方法

指標テフラとの同定精度をさらに向上させるために、試料に含まれる火山ガラスについて波長分散

型エレク トロンプローブX線マイクロアナライザー (以下,WDSttEPMAと する)に より主成分化

学組成分析 を行った。分析に使用 した分析機器は、山形大学理学部の日本電子JXA8600MWDS型
EPMAで ある。加速電圧 15kV、 照射電流0.01μ A、 ビーム径 5μ mの条件で行った。補正法はO�de

ZAF法を用いた。

2)分析結果

火山ガラスの主成分化学組成分析結果を表 3に示す。さらにこの表には、本遺跡とその周辺に分布

するおもな指標テフラに含まれる火山ガラスの主成分化学組成を示 した。試料 1層上面には、主成分

化学組成上、 3種類の火山ガラスが含まれている。

(5)云 拳 察

分析対象 となった試料には、火山ガラスの形態や屈折率、さらに主成分化学組成から、915年 に十

和田火山から噴出したと推定されている十和田 a火山灰 (To―a,町田ほか,1981)に由来する火山ガ

ラスが含まれていると考えられる。ただし、本試料に含まれる火山ガラスは、その屈折率のrangeが

とくに広 く、化学組成上複数の種類の火山ガラスが含まれていることから、テフラの一次堆積層の可

能性は低いと思われる。テフラ層の一次堆積層の認定には、野外での層相の観察が不可欠である。本

試料が採取された層位については、To‐aかそれより上位にある可能性が高いと思われる。

なお、本試料に含まれる火山ガラスの中には、主成分化学組成上の特徴から、約2.4～ 2.5万 年前 *1

に南九州地方の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT,町田 。新井,1976,1992,松 本ほか ,

1987,村 山ほか,1993,池 田ほか,1995)に 由来する火山ガラスの混在 している可能性が考えられる。

この火山ガラスの混入が、屈折率のrangeを低い方に拡大させているのかも知れない。

(6)ま と め

本宮熊堂A遺跡において採取された試料を対象に、火山ガラス比分析、屈折率測定、EPMAに よる

火山ガラスの主成分化学組成分析を行った。その結果、十和田 a火山灰 (To― a,915年 )に 由来する

可能性が高い火山ガラスを検出することができた。

*1 放射性炭素 (14c)年代 .暦年較正年代 につ いては,ATが 約 2.6～ 2.9万年前 と考 え られてい る

(町 田・新井 ,2003).

文献
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表 1 大山ガラス比分析結果

議式*辛    bv(cと )  bv(pb)  bv(br)    md    p服 (Sp)  pm(fb)  そのftL   モ予言十

1層上面

数字は粒子数.bw i

sp:スポンジ状,fb

バブル型,md i中間型,pm:軽石型,cl:透明,pb:淡褐色,br i褐色 ,

:繊維束状 .

表 2 屈折率測定結果

遺跡 (テ フラ) 試料 火山ガラスの屈折率 (n)

本宮熊堂A 1層 上面 1.497-1.508

→―琴葡田 a (T。一a, AD915) 1,496… 1.508(1.500-1.508)

十和国中撤 (To―Cu,6.5k.yBP) 1.508-1.512

丹寸つけ煽融rL―υR (Hj-0, 10ko yBP) 1.499-1.504

十和国人戸 (To―H,12-13k.yBP) 1.505-1.509

沼電FHE埼筆準障 (As―K, 13-14k.yBP) 1.502-1.504

舞挙EttTn (AT, 24-25k,yBP) 1.499-1.501

鳴 子 柳 沢  (Nr一 Y, 4と -63ka) 1.500-1.503

呼議蜀「幕計功更 (Nr一N, 90ka) 1。 500-1.502

肝+つ〒引ヒ拶貫 (Hj―Kth, 90-100ka) 1,499-1.502

部司省黛 (Toya, 112-115ka) 1.494-1.498

屈折率測定は,温度変化型履折率測定装置 (MAIOT)に よる。指標テフラのデータは,

町田・新井 (1992,2003)に よる。k,yBP:1,000年前 (14c年代).ka:1,000年前 .

To―aの 0の値は,岩手・秋田地域での一般的な屈折率 .
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

表 3 試料と代表的指標テフラに含まれる火山ガラスの主成分化学組成分析結果

壽式半半/テ フ ラ  Si02   TiO,  A1203  FeO   MnO   MgO    CaO   Na20   K20   P205   TOtal

1爆雪」I雇覇   77.81   0.28  12.70  1.68  0。 15  0.33   1,90  3.73   1,40  0.03 100.01

0.50   0,09  0.23  0.25  0.06  0.16  0.12  0.08  0,04  0.04

78.80  0.13  12.06  1.21   0.03  0,11   1.10  2.94  3.60  0.02 100,00

0.55  0.02  0,13  0.08  0,04  0.04  0.08  0.48  0.27  0,02

78.69  0.15 11.99   1,78  0.09  0.16   1.50  3.25  2.33  0.06 100.00

0.81   0.11  0.40  0,32  0.08  0.06  0.10  0.31   0.07  0,03

女盈毘 テ
?7鴻 7 α V tt■ tt α Ю α笠 刺 &"上 路 呻 Ю剛

J,至

:f暑す
(テ煮

 78.30  0。 29 12.67   1.52  0.06  0.29   1,73  3,84   1.30 100.00   15

寮尾 景 ,蜘
α

"・
餌 工 γ 囲 聰 上囲 脚 期 99.96

姶良Tn

(AT)
78.83  0.12 12.13  1.10  0.04  0.11  0,98  3.33  3.36 100.00  128

綱爺
(Toya)

現孟弊奔 79.67 0.1611.94 1.30 0.06 0,17 1.31 3.62 1,78
100.01  40

骨
託螺汗 7a28 α ll姥.09■ 23 α ll αH■ 054弼 ■83 α tt Юα 00

瞬 罷 柴 猛 )鶴
3α ∞ 2%α 和 嘲 団 噸 閉 期 嘲 脚 9
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火山ガラス比 バブル型 (透明 )

バブル型 (淡褐色)

パブル型 (縄色 )

中間型

軽石型 (ス ポンジ状)

盤石型 (繊維東状)

500/O

本官熊堂A遺跡  1層上面

図 1 火曲ガラス比ダイヤグラム
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2 本宮熊堂A遺跡における植物珪酸体分析

(1)は じ め に

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si0 2)が蓄積 したものであ り、植物が枯れたあともガラス

質の微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、こ

の微化石を遺跡土壊などから検出して同定 。定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植

物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。

(2)試   料

分析試料は、縄文時代晩期～古代とされる旧河道のBベル トから採取された 8点である。試料採取

箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

(3)分 析 法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を 用いて、次の手順で行った。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対 し直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0。 lmgの精度

で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍 の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分

の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1,0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10~5g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生

産量を算出した。ヒエ属 (ヒ エ)の換算係数は8.40、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は

1.24、 チマキザサ節・チシマザサ節は0,75、 ミヤコザサ節は0,30で ある (杉 山,2000)。 タケ亜科につ

いては、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

(4)分 析 結 果

1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い、その結果を表 1お よび図 1に示 した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

ヒエ属型、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チ ガヤ属など)、 B

タイプ
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〔イネ科―タケ亜科〕

チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (ササ属 ミヤコザサ

節など)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

2)植物珪酸体の検出状況       ´

lg層 から4a層 までの層準について分析を行った。その結果、最下位の 4a層 (上、下)で は、

ヨシ属が比較的多 く検出され、ヒエ属型、キビ族型、ウシクサ族 A、 チマキザサ節型、 ミヤコザサ節

型なども検出された。また、同層下部ではヨシ属などの茎部で形成される植物珪酸体が多量に検出さ

れた。 3g層 ではヨシ属が大幅に増加 しており、ヒエ属型は見 られなくなっている。 3c層 から2d

層にかけては、ススキ属型が出現 しており、ヨシ属はやや減少している。 lm層および lg層ではヨ

シ属が大幅に減少している。おもな分類群の推定生産量によると、 4a層から2d層にかけてはヨシ

属が優勢であり、とくに 3g層 ではヨシ属が圧倒的に卓越 している。

(5)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

縄文時代晩期 とされる旧河道の埋土底部 (4a層 )の堆積当時は、 ヨシ属などが生育する湿地的な

環境であったと考えられ、周辺にはヒエ属、キビ族、ウシクサ族、およびササ属などが生育 していた

と推定 される。

ヒエ属型にはイヌビエなどの野生種の他に栽培種のヒエが含 まれるが、植物珪酸体の形態か らこれ

らを識別することは困難である (杉 山ほか,1988)。 また、密度 も700～ 1,400個 /gと 低いことか ら、

ここでヒエが栽培 されていた可能性は低いと考えられる。なお、青森県三内丸山遺跡 併嘔文時代前期 )

ではイヌビエが食糧 として利用 されていた可能性が指摘 されてお り (藤原,1998)、 当時の生業 を考

える上で興味深い。

古代 とされる 3g層 か ら2d層 にかけては、 ヨシ属などが生育する湿地的な環境であ り、 とくに 3

g層ではヨシ属が繁茂するような状況であったと考えられる。その後、 lm層 および lg層の時期に

は、堆積環境の乾燥化など何 らかの原因でヨシ属が大幅に減少 し、周辺にはススキ属やチガヤ属、キ

ビ族、ササ属などが生育する日当た りの良い比較的乾燥 したところが分布 していたと推定 される。
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2 観察表

表 1 岩手県、木宮熊董A進跡における植物珪酸体分析結果

検出密度 (単位 :× 100個 /g)
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2 観察表

本宮熊堂A遺跡における花粉分析

(1)は じ め に

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存 していない場合もある。

(2)言武 料

分析試料は、縄文時代晩期～古代とされる旧河道のBベル トにおいて、 lg層 (黒褐色粘土)、 1

m層 (褐灰色シル ト)、 2d層 (黄灰色粘土)、 3a層 (黒褐色シル ト)、 3c層 (黒褐色シル ト)、 3

g層 (黒褐色シル ト)、 4a層上位 (暗 オリーブ褐色シル ト)、 4a層下位 (暗 オリーブ褐色シル ト)

の上下から採取された 8点である。

(3)方 法

花粉粒の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行った。

1)0.5%り ん酸三ナ トリウム (12水)溶液を加えて15分間湯煎

2)水洗処理の後、0.5mmの 舗で礫などの大きな粒子を取 り除き、沈澱法で砂粒を除去

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセ トリシス処理を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～ 1000倍 で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村

(1980)を ア トラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜

科、属、亜属、節および種の階級で分類 し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで

示 した。イネ属については、中村 (1974,1977)を 参考にして、現生標本の表面模様 。大きさ 。孔・

表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

(4)糸吉 果

1)分類群

産出した分類群は、樹木花粉27、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 3、 草本花粉23、 シダ植物胞子 2

形態の計55である。これらの学名と和名および粒数を表 1に示 し、花粉数が200個以上計数できた試

料は、花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図 1に示す。主要な分類群は写真に示 した。なお、

寄生虫卵についても観察したが検出されなかった。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、マツ属単維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科 ―ヒノ

キ科、ヤナギ属、クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバ ミ属、クマシデ属一アサ

ダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、エレ属―ケヤキ、エノキ
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属 ―ムクノキ、キハダ属、モチノキ属、ニシキギ科、カエデ属、 トチノキ、シナノキ属、 トネリコ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属 ―ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、マルバオモダカ、イネ科、イネ属型、カヤツリ

グサ科、ホシクサ属、タデ属、タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、アカザ科 ―ヒユ科、コウホネ属、

キンポウゲ属、アブラナ科、ワレモコウ属、チ ドメグサ亜科、セリ亜科、シソ科、オミナエシ科、タ

ンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

2)花粉群集の特徴

花粉構成と花粉組成の変化から、下位より4帯の花粉分帯を行った。

1)I帯 (3g層、 4a層上位、 4a層下位)

樹木花粉の占める割合が草本花粉より高い。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属が優占し、スギ、

ハンノキ属などが伴われる。草本花粉では、イネ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科などが比較的多 く産

出する。上位ではガマ属―ミクリ属が産出する。

2)Ⅱ 帯 (3c層 )

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属が下位の分帯より減

少 し、スギ、ハンノキ属などが伴われる。草本花粉では、ヨモギ属が増加 し、ガマ属―ミクリ属、イ

ネ科、カヤツリグサ科などが伴われる。

3)Ⅲ帯 (2d層、 3a層 )

樹木花粉の占める割合が草本花粉よりやや高 くなる。樹木花溢では、クマシデ属―アサダ、ブナ属

が下位のより増加 し、スギ、コナラ属コナラ亜属などとともに優占する。草本花粉では、ヨモギ属、

イネ科、カヤツリグサ科などが比較的多 く、ガマ属―ミクリ属は減少する。

4)Ⅳ帯 (lg層、 lm層 )

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高くなる。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属、ブナ属など

が低率で出現する。草本花粉では、ヨモギ属を主に、カヤツリグサ科,イ ネ科などが伴われる。

(5)花粉分析から推定される植生と環境

花粉分帯にそって、植生と環境の復元と変遷の推定を行う。

1)I帯期 (3g層、 4a層上位、 4a層下位)

コナラ属コナラ亜属が優占するが、生態上からミズナラと考えられ、周囲はミズナラ林を主とする

落葉広葉樹林が分布していた。また、近隣にはスギ林が分布していた。堆積地周辺はハンノキ属やイ

ネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属の生育する沼沢地や湿原の環境であったと推定される。上位ではガ

マ属―ミクリ属もやや多 く生育し、浅水域から湿地の環境がやや拡大 した。

2)Ⅱ 帯期 (3c層 )

周囲の落葉広葉樹林が縮小または後退 し、ヨモギ属、イネ科、カヤツリグサ科、ガマ属 ―ミクリ属

の生育するやや乾燥 した湿地から沼沢地の環境が拡大し分布していたと推定される。

3)Ⅲ帯期 (2d層、 3a層 )
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2 観察表

周囲はイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属が生育 し、湿地から沼沢地の環境であるが、クマシデ

属―アサダ、ブナ属、スギの樹木がやや増加 し、温帯中間林要素あるいは二次林要素の可能性 もある。

4)Ⅳ帯期 (lg層、 lm層 )

ヨモギ属を主に、カヤツリグサ科,イ ネ科の草本が増加 し、これら草本の繁茂する沼沢地が拡大 し

た。上部ではイネ属型が伴われ、周辺で水田が営まれていたと推定される。

(6)ま  と め

本宮熊堂A遺跡の旧河道 Bベル トにおいて花粉分析を行い、植生 と環境について検討 を行 った。そ       '
の結果、下位 より3g層 。4a層の時期 (I帯期)は周囲にミズナラ林 を主 とする落葉広葉樹林が分

布 し、堆積地周辺はハ ンノキ属やイネ科、カヤツリグサ科、 ヨモギ属が生育する沼沢地や湿原の環境

であった。 3c層の時期 (Ⅱ 帯期)では落葉広葉樹林が縮小 し、草本の生育するやや乾燥 した湿地か

ら沼沢地が拡大 した。クマシデ属 一アサダ、ブナ属、スギの樹木がやや増加する 2d層・ 3a層 の時

期 (Ⅲ 帯期)を経て、草本の繁茂する沼沢地の卓越す る lg層・ lm層 の時期 (Ⅳ帯期)へ と変遷 し

たことが推定 された。

参考文献

中村純 (1973)花粉分析.古今書院,p.82‐ 110。

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原。新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法,角川書店,p.248-262.
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中村純 (1980)日 本産花粉の標徴,大阪自然史博物館収蔵目録第13集,91p.

中村純 (1974)イ ネ科花粉について、とくにイネ (Oryza sadva)を 中心として.第四紀研究,13,p.187‐193.

中村純 (1977)稲作とイネ花粉.考古学と自然科学,第 10号,p.21-30.

辻誠一郎 (1984)栃木県南部、ニノ宮町における立川期の植物遺体群集.第四紀研究,23,p21‐ 29
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Wlll 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

表 1 本宮熊童A遺跡における花粉分析結果
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2 観察表

4 本宮熊堂A遺跡における珪藻分析

(1)は  じ め に

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土

壌、岩石、コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環

境要因に応 じて、それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を

反映していることから、水域を主とする古環境復原の指標として利用されている。

(2)試   料

分析試料は、縄文時代晩期～古代とされる旧河道のBベル トにおいて、 lg層 (黒褐色粘土)、 1

m層 (褐灰色シル ト)、 2d層 (黄灰色粘土)、 3a層 (黒褐色シル ト)、 3c層 (黒褐色シル ト)、 3

g層 (黒褐色シル ト)、 4a層上位 (暗 オリーブ褐色シル ト)、 4a層下位 (暗 オリーブ褐色シル ト)

の上下から採取された 8点である。

(3)方   法

以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラー トを作成した。

1)試料から乾燥重量 lgを秤量

2)10%過酸化水素水を加え、加温しながら1晩放置

3)上澄みを捨て、細粒のコロイ ドと薬品を水洗

4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

5)マ ウントメディアによって封入し、プレパラー ト作成

6)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって600～1000倍で行った。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い、

少ない試料についてはプレパラー ト全面について精査を行った。

(4)結   果

試料から出現した珪藻は、中―真塩性種 (汽 ―海水生種)4分類群、貧―中塩性種 (淡 ―汽水生種)

1分類群、貧塩性種 (淡水生種)116分類群である。計数された珪藻の学名と個数を表 1に示す。ま

た珪藻総数を基数とする百分率を算定したダイアグラムを図1に示す。珪藻分析結果は図に示すよう

に分帯の区分を行った。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記す。

〔貧―中塩性種〕

R力9pα Jο′,α

=,♭

うιrι,′α

〔貧塩性種〕

Ac崩
"ヶ

力ι∫′防 θιοJαれ2、  A,h2cο dιテ′αα陶♭,g"α、 A"′αθο∫?,4α じrg/T,Jαぢα、 A,Jα Gο sιテrα が,s′α々 s、  Cοθεοれど

'S
p′αじιηヶ

"Jα
、 cノ陶♭ιJ′αじね′

"Jα
、 CノЮ♭ι〃′9s,′ιs,αじα、 cノ陶♭ιテ′α∫,η

"α
ヶα、 Cノ rT2♭ ι′′α才,rTt'′ α、 CノηうιJJα

す
"rg泌 "Jα

、 ど,猾οガαれJttο r、  Frαg,J,r,α εη
"じ

,乃α、 Cοttp力οttιttα αε
"崩

猾αす
"陶

、 COttp力ο猾じ陶αP,rッフJ'刑ヽ

Gο/4P力ο乃ゼ跨℃α Spp.Tr9冷 党scヵ ,α α/vP力 ,θっ∫、 McrJ冴,ο乃じ′rc,′αrι ッ.εOれ∫ケr'εケ,れ、 ざノηι,/α Й′ηα、 Tα♭ι′′αr,α

″猾?dサ胞勉ザοεε坊′οdα

l)旧河道 bベルト (lg層、 lm層、2d層、 3a層、 3c層、 3g層、4a層上位、4a層下位)
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

珪藻構成と珪藻組成の変化から、下位より3帯の珪藻分帯を行った。

・ I帯 (4a層上位、 4a層 下位)

検出された珪藻は、ほとんど貧塩性種 (淡水生種)の上水性種で占められる。A,肋 cO∫所翅 Gκれガα勉、

A,肋じο∫ιテ翻 がね勉れdでほぼ 2分され、止水性種で沼沢湿地付着性環境指標種群のβ
"η

οヶ,α れ
'乃

οr、 流水性

種で中～下流水性河川環境指標種群のAε力乃α乃肋ι∫肋πιο′α勉などが伴われる。

・Ⅱ帯 (2d層、 3a層、 3c層、 3g層 )

流水性種および流水不定性種の占める割合が微増する。下位で優 占したAン′αθοdじ ,rα εrι乃
"J″

α、

A"肋εο∫θテ胞 加d勉乃∫が消失し、止水性種で沼沢湿地付着性環境指標種群の免♭ιJJ9河α″乃ι∫胞勉プοθじ,ん∫α

を主に、β
"乃

ο′テα肪れOr、 A,JαεO∫務rrv α翻♭を,αが大半を占め、流水性種のCοリ カ
"ι

ttα Pα
p,Jヵ躍、流水不

定性種のFrp=,Jαr,α εη′εJれαなどが伴われる。

・Ⅲ帯 (lg層、 lm層 )

流水性種の占める割合が止水性種 とほぼ同 じにな り、中～下流性河川環境指標種群でもある

0脇♭ι肋 勉頼冴
"肋

、9開うιJJα SJ乃,α勉、沼沢湿地付着性環境指標種群の働εεοれιねダαε鉗勉肋などが比較

的多 くなる。止水性種で沼沢湿地付着性環境指標種群の焔うιJJαr,α ″狗じd施勉ザOεε
"ι

ο∫α、どレれο力α肪冷οr

などは半減する。

(5)珪藻分析から推定される堆積環境

珪藻分帯に沿って、下位より堆積環境を推定する。

1)I帯期 (4a層上位、 4a層下位)

止水性種で占められ、やや深い池沼の環境が示唆される。河川または河辺の水の淀み停滞したやや

深い水域が推定される。

2)Ⅱ 帯期 (2d層、 3a層、 3c層、 3g層 )

沼沢湿地付着性環境指標種群の上水性種が優占し、流水性種および流水不定性種が伴われる。やや

流水の影響を受ける水生植物の生育する浅い池沼の環境が示唆される。河川の影響を受ける河辺の水

生植物の繁茂する浅水域が推定される。

3)Ⅲ帯 (lg層、 lm層 )

中～下流性河川環境指標種群を主とする流水性種に沼沢湿地付着性環境指標種群の水止性種が伴わ

れる。浅い河川の環境であるが、水生植物の生育する沼沢地が付随する。

(6)ま  と め

本宮熊堂A遺跡の旧河道 bベル トにおいて珪藻分析を行った結果、下部の 4a層上位 。4a層下位

(I帯)は、河辺のやや深い池沼、 2d層 。3a層 ・ 3c層・ 3g層 (Ⅱ 帯)は、やや河川の影響を

受ける水生植物の生育する浅い沼沢地の環境、 lg層 。lm層 (Ⅲ 帯)は水生植物の生育する池沼の

付随する浅い河川の環境が推定され、上部に向かいやや深い池沼から浅い河川へ と変遷したことが推

定された。
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2 観察表

表 1 本宮熊堂A遠跡における珪藻分析結果

旧河憎 bベル ト

分彗 1更     im     2d     3a     8c     3質    43上    4a下

貧塩性種 (淡水生種)

И謗″
“
脇 j7y7arI

Иσあ加蒻協9s rar99/2F

И粉商 協公 sp.

ИvPLD/f"
Иψ肪 ヵっけB″盟

ユ盟放わ貶
'〕

,鍛bPpa

ン2ねa西す盟 αИ
“
力西|・●

盟vねぃ ol預 顔 陸

И朗″斜?lrp trlHrPA

И″rrlraIIPIPa grmrrtlFa

ИVTFatFirtl sPP.

cttrollerdう or″ね
“
″

C,あ貶西strlara

Cっ たpFrtc27atね

c7FrorPrrtt spp.

働 う97,attT協ぼD9■

9穆滋打,amrtl

Cう刀″う?Pra gracPIJ

C乃

"И

うrrra腸″励

o初b9PFf〃 Fttra

cPbPrrf z,� a′抑 占

働 み¢2● よIPFStara

∽ bFFr o解滋

0れ脇腔 S弾
C7vb¢慧彦れ∽

'あ
Q即 め ど】腋 勲 窮 諄 漁 rrI

DIT―,?ル 9″ b97gri

つ ね 的 嚇 α ヵ陸 塑 βと 立 柳 苺 赫         3    2

D″あ
"ぬ

¢嚇

D力 お ヂ″滋

DJPra91s sPP・

DIPIc291s石波彦堕艦

DIPr29.ン 虚切協口
`た

妙 力tll ttrBPB

Ftt/ota brrrJt_

21TlpaFヵ孵滋

B醐腕滋″
=み
″

B麒滋 瑯

23fJICtil,確 ,コψ筋

】阻滋 撃

Ew9tII sPP.

島鳴r盈病,″廼

Frttprara brprt・ larFI

FrrlgiLP/P4留 η班れ盟

物 肪 ,ω 孵 滋 歴 ▼ レ ″

"
Л頼 ね湾,4upF
r「7agiFaF P肋 節2

F―vIPra 崩9″筋 力s Ⅵ sa92PrvI

F―rTLa物崚 ぬ

CDPZPbaEP2,rI― め

徴 狛 Pあ卵 ″F r14pr―

C●zPZ●19BF守摯 効

"れ 'a狂》嚇9″,ヵ ヵμ節

C/pppZ― コ,Brpar9

Cmpttα ″121Pt″

""E Ppprt"勁 肋陸″,ψttF3ヮわ町初

""II Spp・Cり 瑠 瘍 り 晦
",胸

v担 塑 胸

"
Gレn興磯印Иr7 司阿P

君施 協臓 働り務窮卵

れた脱歳
"す

胞 力″

I

2       2                               1      27       8

1

1412158
4     1
5      2     33     27      4      1

5      3      2              1

91     200

132      96

1

7      1      1      8      1      1      3

1

1      1             1

22     24     19     11      4      5      3

1      1      1

1                         1     1

6     14                     1      5

1             5             3      3             1

1

9                    4

2222 1
16ユ

ー
l S 15?2ユ

16     11      4      2

211422
5     18     10      1      1      1

26      32      12       3       3       1

1            1     5     4     2

1

3      1

2      2              2                     1      1

21351
1

彦      二

2                    1             3

1  3251
2

9      10      41      50      27      31      29       8

と   2

4

1

2   2   1
3   5

4     10      3             1

6      10      11      10      18      36

1       2       1       2       1       3       5

1     10

I

1      1      2      2

6341434
2638 1   3   7

1

3      3             4      2      3      7

4      6

1      1      1      5

12112111
4      6      5 2   3

13       6      22      14      23      22      12       4

1               1

132532  2
2     4     1      1            1            1

1632  2
61317761
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

I日 河進レヤレト

聴    lm    2d    3a    3o    3世   4a L  4a下

/77JA92'κμr979立 第 ″と″ヵ      9    2    26    12    4    9    3    3

め rtt tIPI¢河
"〃

,                                                        1
Л跡瘍鋸彦 barr7″                                                1

蜘 ,fra                                                   l

脇 詞 α 卸 鱗 獅 節        1

Ⅳ豹上″力 貨
"陸

加a                          l
NOrart・ .77rpr99rrF                                l
Ⅲ嚇 留カ ーPItrfFa                 8
減赫

"力
9Jgf7-占            2   1   1   1   1   1   6   3

Ⅲぃばωrtl gIIPFlaF             4                2   ?
肋 剪胎 ig滋              1                      1
州防ガ″触 ぬ s,ヵ,              2               1    1     1     1    2
″ム茂滋力

"lttw                5    6    1                     2
/rrPIara Prattrra                     l
賄 約 】り S92FOra-9rra              1   3   6   2   1
Nwara PxPzra         1      2         3  3  3
Ⅲ嚇 ″】a rFrrlatF    4 1 4 2 4 2
/tr2aFFヵぬ判弗滋                           3
励 ∝滋 spp.                                       1
ハ上れガ釘あ ,trbaFVfrt1                                                                   1       2

励 み働賄ω翔町             1    3    1
肋 歳肪 妙 潜占                1   1   3
″わたzね �商謝 ,v ratF9Jrttta                                   2

協 れ″
"彎康″              1   1                 1   5

JVelbp卵鯰伽購                                     1   1
羅溝μtt biettrcrl142                            1
Ⅳ窃湾婢 sp.                   1
ム′,s湖町,brolssれ

“
,                          1              3      1              1

締励 触′角Gι ttИ"                            1         3    2
節翻 ia ttИ                                   ユ

PrprarbPTa〕 質Ψあ″,                       2   2   1
Pi2ptrarl b.raIIras          3   3       1   8   3       2
P崩

"m協
胸彦3ratl″                                                    1

2崩函勝滋 励 ぃ ヵ陸                          2    2
PlzpFTIP TP● ‐PttrrF                          l
2滋 粛aμ践             2      1         5  2
珈 げ″ IM― rr1                      1    4         1
崩 励 励 鵬                                            1
4め ぬ

"  S S 4 3 2 3 2 1
角ね″″れ

"む

, M脇伽れ成                                                                           1

PIPpPItrTra sp・                                           1           2
PI_rTIP spp.                                               2
2,め a tIIbCFPIra筋                           1   3   3
PIjtptB/111� 詠   53111412
R】腕閣

"″
力 あbrprflra       2   7   2

資加薯堕あ協彦」あo                4     4     1                      3     3
S働四殖勲お FJZC7P3                                                   1

S"蒼 P49921XZrFrOF                 ユ     1                1     1     3
Sra腕西s"Irbi1                            1                      2     1
sprerrtl。口昭

“
困畝口                                        1     2

SttrtrerrF御口4                                   2    1    1    1
9frra rr2tt   7 21 8 2 4 11
rab9JraF reXPStrarp Fanasa          41      27      28      75     126     129       3

貧―中塩性種 (韓 生種 )

只力9μ歳おo“わ残″拗砂 16      12       夕       2       2 7     8

中―真塩性種 (汽瀬 水生種)

И節卿 歴 Sp.

D卵 筋 ?′ψ ra

励 側ぬ
"¢

コ山財′四

1   1
1

Ⅲ筋 働�,p9repJla                   l
今 詐 a24     307     314     325     316     3G1     41S     a息 畠

未同定

蔵 片

137      31      13      17      17      28      19       4

11     12S      SS      48      43      4S      a?      4a

試料 l cm3中 の殻敷密度      2.8  6.0  3.1  3.9  7.1  夕.4  17  24
×10 S X10 S X10 6 x10 0 ×105 x100 x10C X10 0

率形稗倶芹 黙 (0/6Ⅲ 03_7    ?a_0    8S、 6    87 7    118_tl    畠0_S    Oア ク    00 担
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Ⅷ 岩手県木宮熊堂A遺跡の自然科学分析

5 本宮熊堂A遺跡における種実同定

(1)は じ め に

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多 く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

(2)試   料

試料は、縄文時代晩期後葉とされる旧河道Aエ リア 4層 の 1点、旧河道Bエ リア西側 4層の 1点、

旧河道 Bエ リア中央 3層の 1点 。3～ 4層の 1点 。4層 の 1点、旧河道 Bエ リア東狽14層 の 1点、旧

河道Bエ リア東側 4層 の 1点、旧河道Bエ リア東側 4層下位の 1点、旧河道 Cエ リア西側 4層の 1点、

旧河道 Cエ リア西側 4層上位の 1点、旧河道Cエ リア中央 5層の 1点、旧河道 Cエ リア東側 4層の 1

点、旧河道 Cエ リア西側付近 3～ 4層の 1点、旧河道Dエ リア西側 4層の 1点、旧河道Dエ リア中央

4層 の 1点、旧河道 Cエ リア東端 4層 の 1点の計16点 である。 (採集地点については第14～ 20図 を参

照。)

(3)方   法

以下の方法で、種実の抽出と同定を行った。

1)試料200ccに 水を加えて泥化

2)攪拌 した後、0.2511mの飾で水洗選別

3)双眼実体顕微鏡下で検鏡・計数

同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い、結果は同定 レベルによって科、属、種の階級で

示した。

(4)結   果

1)分類群

樹木 7、 樹木・草本を含むもの と、草本 2の計14分類群が同定された。学名、和名および粒数を表

1に示 し、主要な分類群を写真に示す。以下に同定の根拠 となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

オニグルミ カg'αЮd αttЮ力″肋 Carr.核  クルミ科

茶褐色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体

に不規則な隆起がある。

コナラ属コナラ節 2,ικレd SιC'Pr'れ ,∫ 堅呆片・殻斗 。幼呆 ブナ科

黒褐色で精円形を呈し、一端につき部が残る。表面は平滑である。この分類群は殻斗欠落し、属 レ

ベルの同定までである。

殻斗は、腐食が進み鱗片の残 りが悪いため属レベルの同定までである。

ハンノキ属 A肋ヵs 毬果 カバノキ科

黒褐色で卵形を呈す。種鱗先端の外部に露出する。やや未成熟である。

シキミ "J崩
"“

αη
'sα

オタれL.種子 シキミ科
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2 観察表

黄褐色で楕円形や狭楕円形 を呈 し、光沢はな く、やや扁平。背面には円みがあ り、へその一端が嘴

状に突出 し、卵形で斜切形。

コブシ 財鰯乃ο′Jα ♭οκα′ねK防♭ο 種子  モクレン科

種子は黒褐色で広卵形 を呈す。断面は腎形。下端にへそがある。種皮は薄 く堅い。

トチノキ Aι∫εヵJ"sチ
"rb′

乃αtt Blume種 子・幼果・果実  トチノキ科

黒色 と茶褐色の部分 とに分かれ、黒色の部分に光沢がある。

幼果は茶褐色で倒卵形 を呈す。

ニワ トコ 肋
“
う′εヵd∫ ,θ♭οJr肋乃α Blume ex graedn 種子 スイカズラ科

黄褐色～茶褐色で楕円形を呈す。一端 にへそがある。表面には横方向の隆起がある。

〔樹木・草本〕

ウコギ科 Araliaceae 種子

淡褐色ないし茶褐色で、半月状を呈する。断面は扁平、向軸側はほぼ直線状になり、肺軸側には浅

い溝が 2～ 3本走る。表面はざらつ く。

〔草本〕

ホタルイ属 SOrpパ 呆実 カヤツリグサ科

黒褐色で、やや光沢がある。広倒卵形を呈 し、断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微細

な隆起がある。

カヤツリグサ科 Cyperaseae 果実

茶褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平のものと三角形のものとがある。

2)種実群集の特徴

1)旧河道Aエ リア 4層

コナラ属コナラ節 2、 シキミ 5、 トチノキ 1、 カヤッリグサ科 2が検出された。

2)1日 1可道 Bエ リア西側 4層

コナラ属コナラ節 3が検出された。

3)旧河道Bエ リア中央 3層

検出されなかった。

4)旧河道 Bエ リア中央 3～ 4層

検出されなかった。

5)旧河道Bエ リア中央 4層

コナラ属コナラ節18、 コブシ 1が検出された。

6)旧河道Bエ リア東側 4層

シキミ19が検出された。

7)旧河道Bエ リア東側 4層

コナラ属コナラ節 1が検出された。

8)旧河道Bエ リア東側 4層下位

コナラ属コナラ節 5が検出された。

9)十日河道 Cエ リア西側 4層

コナラ属コナラ節 1、 ハンノキ属 とが検出された。

10)旧河道Cエ リア西側 4層上位
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

コナラ属コナラ節 6が検出された。

11)旧河道 Cエ リア中央 5層

オニグルミ3が検出された。

12)旧河道 Cエ リア東側 4層

コナラ属コナラ節18、 シキミ3が検出された。

13)旧河道 Cエ リア西側付近 3～ 4層

シキミ■が検出された。

14)旧河道Dエ リア西側 4層

ヨナラ属コナラ節 12、 シキミ92が検出された。

15)旧河道Dエ リア中央 4層

オニグルミ67、 コナラ属コナラ節 4、 シキミ50、  トチノキ51、 ニワ トコと、ウコギ 2、 ホタルイ属

1、 カヤツリグサ科 1が検出された。

16)旧河道 Cエ リア東端 4層の 1点、

オニグルミ11、 コナラ属コナラ節12、 シキミ 7、 トチノキ38が検出された。

(5)考   察

縄文時代晩期後葉の旧河道の 4層を主とする種実遺体群集は、主要な森林構成要素として、コナラ

属ヨナラ節の堅果と殻斗が同定された。生態的にみてミズナラと考えられ、周辺に地域的な基本的森

林としてミズナラを主とする落葉広葉樹林の分布が示唆される。他にはオニグルミ、トチノキが多く、

これらは河辺の肥沃な湿地に河辺林ないし湿地林を形成し、自然度の高い樹種である。旧河道にはこ

れらの森林が分布していたと推定される。シキミも多く、近隣にやや温暖な向陽地の分布が示唆され

る。ウコギ科は林縁に多く、河川際の林縁の環境を生育していたと考えられる。

以上のように、本宮熊堂A遺跡の縄文時代晩期後葉の旧河道の 4層 を主とする種実遺体群集は、落

葉広棄樹林の照葉樹林要素がやや混在し、河辺林ないし湿地林がやや多い特徴を示す。
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2 観察表

6 本宮熊堂A遺跡における樹種同定

(1)は じ め に

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較 して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出上したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

(2)試   料

試料は、本宮熊堂A遺跡より出土した木材35点 である。

(3)方   法

カミソリを用いて試料の新鮮な横断面 (木 口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板 日と

同義)の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的

形質および現生標本との対比によって行った。

(4)結   果

結果を表 1に示 し、主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記

す。

ハンノキ属ハンノキ節 AJれ ,d secti ottη ο殉閤パ カバノキ科 図版 1

横断面 :小型で丸い道管が、放射方向に連なる傾向をみせて散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多了L穿孔で、階段の数は20～ 30本 ぐらいである。放射

組織は同性で、すべて平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は、同性放射組織型で単列のものと大型の集合状のものからなる。

以上の形質よリハンノキ属ハンノキ節に同定される。ハンノキ属ハンノキ節は落葉の低木から高木

であり、材は器具、旋作、薪炭などに用いられる。

コナラ属コナラ節 2,ιπフS Sect.Pttη
"d 

ブナ科 図版 2・ 3・ 4

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張っ

た小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシ

ワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、 径60cmぐ らい

に達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

モクレン属 豚鋸れοJテα モクレン科 図版 5
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

横断面 :小型の道管が、単独あるいは放射方向に 2～ 3個複合 して多数散在する散τL材である。早

材から晩材にかけて、導管の径は緩やかに減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管相互の壁孔は階段状である。繊維状仮道管がしばしば薄い

横隔壁で仕切 られている。放射組織は上下端のみときに直立細胞からなる異性である。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅であるが 2細胞幅のものが多い。

以上の形質よリモクレン属に同定される。モクレン属にはホオノキ、コブシなどがあり、北海道、

本州、四回、九州に分布する。常緑または落葉の高木ないし低木である。

樹皮 bark

師部柔細胞、師部放射柔細胞が見られる。

以上の形質より、樹皮に同定される。

(5)所   見

同定の結果、本宮熊堂A遺跡の木材はハンノキ属ハンノキ節 7点、コナラ属コナラ節26点、モクレ

ン属 1点、樹皮 1点であった。最も多いコナラ属コナラ節は、温帯域に広 く分布する落葉広葉樹で、

ここではミズナラなどの冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素 とみられる。ハンノキ属ハンノキ節は、

温帯域に広 く分布する落葉広葉樹で低湿地などに成育し、湿地林や河辺林を形成する。

以上、本宮熊堂A遺跡の木材群集をみると、遺跡周辺にミズナラなどの冷温帯落葉広葉樹林 とハ ン

ノキ属ハンノキ節の湿地林や河辺林が分布 していたことが示唆される。

参考文献

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞。木材の構造,文永堂出版,p.2048.

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49-100。

島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p.296

山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第 1号 ,植生史研究会,p.242
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2 観察表

表1 本宮熊堂A遺跡における樹種同定結果

配 試料名 結果 (学名 /和名 )

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

S-1

S-5

S-6

S-10

S-15

1

3

5

10

11

13

14

22

25

27

29

30

39

40

42

45

47

48

49

53

59

60

61

64

67

72

73

74

75

79

σ″印θ″S Sect,PrirBrd

Иttttd sect.物ο去秒宵熔

2″9/9,S Sect.Priv″ s

2,9Иθtt Sect.Priv7∫

И脇″s sect.9秘″Orerstts

σ″¢κtt Sect.PriF熔

2″研鶴 Sect,PriF2d

И肋クs sect.働力οぢ炒お熔

ИrЙ,s sect.9靱″ο′う〃
`郷

И力暦 sect。 ●″″οぢ炒お郷

働9翻S Sect.PriFBIs

抱晩留ο″α

σ″?た″S Sect.PriF溶

2ク?″″SS∝t,Privtrs

2,7rf2S Sect.Pri4″ s

働 θ/aS Sect_PriFps

2″rt17S Sect,Privク J

И加IPs sect.働励И9rZ/rs″ s

働 ♂raVS Sect,PriPa′ s

2″¢κZS Sect.脇η″s

2″¢rrパ Sect.Privクd

σ″?み印S Sect.PriFtrd

Иtttrd sゃct・ 助 冷OrZ/S溶

②盟?rtltrs sect,Pri42rS

②″?ratrd sect.Priptrs

敵

②″?κtt Sect.Priz″ J

2″クτtt Sect,P万″″∫

2″?κtrs s∝t.母蕊 Erd

2″岬 SS∝t Priv″ d

2″9rtt Sect P/iv″ s

2″呻 SS∝t,Prio,s

2″θκtrs sect,PriF窮

2″群鶴 Sect.PriFtJ.s

9蹴ctt s∝t.Prio7d

コナラ属ヨナラ節

ハンノキ属ハンノキ節

コナラ属ヨナラ節

ヨナラ属コナラ節

ハンノキ属ハンノキ節

コナラ属コナラ節

コナラ属 コナラ節

ハンノキ属ハンノキ節

ハンノキ属ハンノキ節

ハンノキ属ハンノキ飾

ヨナラ属ヨナラ節

モクレン属

ヨナラ属ヨナラ節

コナラ属凛ナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

ハンノキ属ハンノキ節

ヨナラ属ヨナラ節

コナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

コナラ属ヨナラ節

ハンノキ属ハンノキ節

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ飾

樹皮

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

コナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節

ヨナラ属ヨナラ節
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本富熊堂A遺跡の本材  I

Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

接線断面      :0.2mm

接線断面      :0.2mm

横断面       :0挽 m  放射断面      :0.2mm
l,No2 S-5 ハンノキ属ハンノキ節

横断面       :0.5mm
2,N。l S-1 コナラ展ヨナラ節

横断面       :0.5mm
3.聴20 42 コナラ属コナラ節

放射断面      :0,2Elln 接線断面      :0.2mm

放射断面      :0 2mlll
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2 観察表

本宮熊堂A遺跡の木材 Π

横断面       10.5mm
4,血30 67 ヨナラ属ヨナラ節

横断面        :0.5mm
5,Nα 12 14 モクレン属

接線断面      :0.2mm

放射断面      :0.5mln 接線断面      :0.5mm

放射断面       :0.5111m
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

7 本宮熊堂A遺跡の昆虫同定

(1)は じ め に

本宮熊堂A遺跡は、雫石川の南岸にあたる河岸段丘上に立地する。ここでは、古環境に関する情報

を得ることを目的として、昆虫遺体の同定を行った。試料は、調査区の旧河道内から検出されたもの

である。昆虫遺体この河道は、縄文時代晩期～古代まで存在 したとされるが、昆虫遺体が検出された

のは縄文時代晩期に相当する 4層である。

(2)試   料

試料は旧河道 4層から検出された10点 である (表 1参照)。 昆虫遺体は、周囲の土壌 も含めて取 り

上げられている。1点には 1片の昆虫遺体が存在するが、一部の試料では 2片入っているものもある。

そのため便宜上、試料毎に番号を付 し (1‐ 10)、 1点につき複数入っている場合には枝番号を付 した。

(3)分 析 方 法

土壌中から、昆虫遺外を注意深く取り出して洗浄し、試料を肉眼および顕微鏡にて観察し、種類お

よび部位の同定を行う。試料は乾燥を防ぐため水入りの瓶に保管する。なお同定解析には、川那部

真氏 (株式会社人と自然の環境研究所)の協力を得た。

(4)結果および考察

結果を表 1に示す。検出されたのは以下の 4種類である。アカガネオオゴミムシ (Trをοttο gttαサんα

θ叩影dειれd)は、昆虫綱コウチュウロオサムシ科に属する。地表を徘徊 しながらミミズや小動物など

を捕食する、典型的な捕食性甲虫類である。平地から山地にかけて生息し、本州、四国、九州に分布

する。サクラコガネ属の一種 (Aηοηα′α sp.)は 、コガネムシ科に属する。日本における本属には、

サクラコガネやヒメコガネなど約30種が含まれる。今回は、破片であるため分類が難しく、種までの

同定ができなかった。いずれの種 も、幼虫および成虫ともに食植性であり、成虫はおもに広葉樹の葉

上で葉を摂食する。ときに大量発生することがある。アオカナブン (R力 Oη♭Or崩 ,ヵα
"れ

,εοJOr)も コガ

ネムシ科に属する。平地から山地のおもに落葉広葉樹林に生息する。幼虫は地中で腐植物などを摂食

し、成虫になるとコナラやクヌギなどの樹液、熟果にあつまる。成虫は 7～ 8月 に見られる。北海道、

本州、四国、九州に分布する。ハナムグリ (βヵειサο崩,Pガ砕rry)も コガネムシ科である。平地から山

地にかけて生息し、成虫は4月 ～ 7月 にかけて各種の花に集まる。北海道、本州、四国、九州、佐渡、

伊豆諸島、対馬、屋久島など日本全国に広 く分布する。

以上のように今回検出された種類は、山野に普通にみられる種類であり、また分布域も広いものば

かりであった。これらが当時周辺に生育していたと考えられる。
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2 観察表

表 1 昆虫同定結果

番 号 試料為 種 類 部位

1028 1日 河道 a・ bへ 'ル トの中間 4層  ハナムグ ジ 上翅の一部

H01 1園河道 aへ
゛
ルト東側 4層  サクラコガネ属の一種 上翅の一部

1102 1日河道 aへ
｀
ルト西側 4層 サクラコガネ属の一種 上翅の一部

4-1 1104  +日挙丁司主  cへ
Sル

トラ臣 4層  アオカナブン 左上翅の一部

4-2 1104 旧河道 cへ
゛
ルト東 4層  アカガネオオゴミムシ 右上翅の一部

1105 旧河道 dへ
゛
ルト西 4層  アカガネオオゴミムシ 左右上翅の一部

1105 旧河道 cへ
゛
ルト東 4層  ハナムグ ジ 前胸背板の一部

1105 旧河道  c― dへ
゛
ルト中 FHD 4層  ハナムグ リ 上翅の一部

1108 旧河適 c― dへ
Sル

ト中間 4層  アカガネオオゴミムシ 左上翅の一部

1109  +日 著丁貫垂  cへ
゛
ルトラ鷺 4層  ハナムグ ジ 右上翅の一部

10 Hll 旧河道  c― dへ
゛
ルト中間 4層 サクラヨガネ属の一種 上翅の一部

図版電 昆虫

1.ハナムグリ(1023)

3.アオカナブン(1lo4)
5.アカガネオォゴミムシ(1lo4)

2.サクラコガネ属の一種(1102)
4.ハナムグリ(1105)

2rnm

一
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Ⅷ 岩手県本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

8 調査者のコメント

(1)分析依頼の目的について

今回、多岐にわたる自然化学分析を試みた目的は、本遺跡で確認した旧1可道の上壌や出上 した自然

遺物を分析することによって、本宮熊堂A・ B両遺跡に関わる当時の生活環境を可能な限り復元する

ことである。旧河道は埋上の堆積様相、および出土土器から、 3層 は 8世紀代に、 4層 は縄支時代晩

期に相当する。また旧河道より新 しい溝 (第 26次調査のRG055)の 埋土中から10世紀前半の土師器が

出上してお り、その頃には旧河道は埋没していたことが考えられる。このように河川として機能した

存続時期が明確であり、なおかつ、内包される土壌や遺物の年代 も比較的限定できるものと考え、分

析試料 として適したものであると思われる。

(2)試 料 の選択 につ い て

分析対象とする資料の選別は、調査者 (須原)が行った。試料の選択基準について、簡単に述べる。

まず火山灰は旧河道の東側半分、検出面上に点在していたものを試料として選んだ。

次に植物珪酸体、花粉、珪藻分析の試料については断面観察に使用したBベルト (第 13図参照)か

ら採取した土壌を試料とした。従ってⅡ～Ⅳ章中の層名 (例 えば3g層、4a層など)は全て、Bベ

ルト断面に表記された層名を指している。

種実同定、昆虫同定については、旧河道東側半分 (5N6aグリッド付近)の 4層 中 (縄文時代晩

期の層)か ら出土したものの中から、特に残りの良いものを試料とした。

樹種同定は、旧河道 3層 (8世紀の層)全域から検出した樹木類の中で、地点に偏 りなく選んでい

る。選んだ試料の位置については第12～ 18図 の出土状況図に番号を付しており、それらの番号がⅧ章

の樹種同定結果表にある試料番号に相当する。

(3)分 析 結 果 に対 す る調査 者 の見 解

まず、分析結果とそれぞれの考察については、調査者として異論はない。各試料の採取地点や層か

ら推定される時代観と各資料の分析結果は大きくずれるものではないと捉えている。

火山灰が十和田 aテ フラである可能性が高いという同定結果は、旧河道が十和田 aテ フラ降下期

(915年 )前後には埋没したという推測が導き出せる。第26及調査で見つかった旧河道を切る溝

(RG055)の埋土から10世紀前半の上師器がまとまって検出しており、発掘調査の事象からも、この

同定結果は矛盾しない。

樹種同定の結果から、試料の多くが建築材などに利用されるコナラ節であることが判明した。試料

のほとんどには加工痕が見受けられず、柱材や部材であった可能性は低い。図化した試料中、第26図

38は柱材の可能性が高いと考えているが、結果はやはリコナラ節であった。ただし、本宮熊堂B遺跡

から見つかった焼失住居の炭化材はクリ材であり、本遺跡の試料とは異なる結果が出ている。どちら

も柱材だと考えれば、柱材として用いられる材質が複数あるとも推測できる。

種実同定で、 4層中から出土したものの多くがオニグルミであったことが確認された。第17次調査

で、土坑や炉跡から炭化したオニグルミの殻が多量に見つかっており、同種のものであろうと思われ

る。これらの事象は集落と旧1可道とが同時期に存在していたことを示す根拠となるだろう。

土壌分析に関しては、「まとめ―旧河道」の項で詳しく触れたい。
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株式会社古環境研究所

本宮熊堂B遺跡火山灰分析

(1)は  じ め  に

岩手県盛岡市とその周辺には、岩手、秋田駒ヶ岳、十和田など東北地方の火山のほか、洞爺、御岳、

三瓶、阿蘇、姶良など遠方の火山に由来するテフラ (火山砕屑物,いわゆる火山灰)が数多く認めら

れる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺

跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで、火山灰層が認められた本宮熊堂B遺跡においても、発掘調査担当者により採取された試料

を対象として、火山ガラス比分析、屈折率測定、EPMAに よる火山ガラスの主成分化学組成分析を行

って、指標テフラの同定を行うことになった。測定分析の対象となった試料を表 1に示す。

(2)火山ガラス比分析

1)升析方法

試料を対象として、火山ガラス比分析を行い、火山ガラスの色調・形態別比率を求めた。火山ガラ

ス比分析の手順は次の通 りである。

1)試料15gを 秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3)80° Cで恒温乾燥。

4)分析舗により1/4-1/8mmの粒子を師別。

5)偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの色調形態別比率を求める。

2)分析結果

火山ガラス比分析の結果をダイヤグラムにして図 1に、その内訳を表 1に示す。試料 R A092に は、

量が多い順に繊維束状に発泡 した軽石型 (9,6%)、 スポンジ状に発泡 した軽石型 (2.8%)、 透明のバ

ブル型 (1.6%)、 中間型 (0.4%)が含まれている。試料 R A094と こは、量が多い順に繊維束状に発泡

した軽石型 (18.0%)、 スポンジ状に発泡 した軽石型 (6.4%)、 中間型 (2.0%)、 透明のバブル型

(1.6%)が含まれている。試料 R A1101こ も、量が多い順に繊維束状に発泡した軽石型 (16.8%)、 ス

ポンジ状に発泡 した軽石型 (4.0%)、 中間型 (1,6%)、 透明のバブル型 (1.2%)が含まれている。試

料 R Allllこ は、量が多い順に繊維束状に発泡 した軽石型 (6.0%)、 スポンジ状に発泡 した軽石型

(4.0%)、 透明のバブル型 (1.6%)、 中間型 (1.2%)が含まれている。試料 R A 1091こ も、量が多い順

に繊維束状に発泡 した軽石型 (20.0%)、 スポンジ状に発泡した軽石型 (9.2%)、 中間型 (3.2%)、 透

明のバブル型 (1.2%)が含まれている。

(3)屈 折 率 測 定

1)測定方法
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Ⅸ 本宮熊堂 B遺跡の自然科学分析

3層 に含まれる火山ガラスについて、温度変化型屈折率測定装置 (MAIOT)に より、屈折率 (n)

の浪1定 を行った。

2)測定結果

屈折率測定結果と仙台市域に分布する代表的な指標テフラの火山ガラスの屈折率 (n)を表 2に示

す。試料 R A092、 試料 R A094に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)ィま、1.497-1.509のrangeに 入る。

一方、試料 R Al10、 R Alll、 R A 109に 含まれる火山ガラスの屈折率 (n)ィょ、1.501-1.511のrange

に入る。

(4)火山ガラスの主成分化学組成分析

1)分析方法

指標テフラとの同定精度をさらに向上させるために、 6試料に含まれる火山ガラスについて波長分

散型エレク トロンプローブX線マイクロアナライザー (以下,WDSttEPMAと する)に より主成分

化学組成分析を行った。分析に使用 した分析機器は、山形大学理学部の日本電子」XA8600MWDS型

EPMAである。加速電圧 15kV、 照射電流0.01μ  A、 ビーム径5μ mの条件で行った。補正法はO� de

ZAF法を用いた。

2)分析結果

火山ガラスの主成分化学組成升紙 結果を表 3に示す。さらにこの表には、本遺跡とその周辺に分布

するおもな指標テフラに含まれる火山ガラスの主成分化学組成を示 した。試料 R A092に は、 2種類

の火山ガラスが含まれている。これらの中には、Ti02を比較的多 く含む火山ガラスがあり、これらの

試料とよく似た火山ガラスは、ほかの試料でも多 く認められる。

(5)考 察

分析対象 となったいずれの試料にも、火山ガラスの形態や屈折率、さらに主成分化学組成か ら、

915年 に十和田火山から噴出したと推定されている十和田 a火山灰 (To― a,町田ほか,1981)に 由来

する火山ガラスが含まれていると考えられる。ただ、火山ガラスの屈折率のrangeが とくに広い、試

料 R A092に は、化学組成上複数の種類の火山ガラスが含まれていることから、テフラの一次堆積層

の可能性は低いと言わざるを得ない。テフラ層の一次堆積層の認定には、野外での層相の観察が必要

である。したがって、これらの試料が採取された層位については、To―aかそれより上位にある可能性

が高いと思われる。なお、 R A092に 含まれる火山ガラスの中には、主成分化学組成上の特徴から、

約2.4～ 2.5万年前・1に南九州地方の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT,町田・新井,1976,

1992,松本ほか,1987,村 山ほか,1993,池田ほか,1995)に由来する火山ガラスの混在 している可

能性が考えられる。この火山ガラスの混入が、屈折率のrangeを 低い方に拡大させているのかも知れ

ない。

(6)ま と め

本宮熊堂B遺跡において採取された試料を対象に、火山ガラス比分析、屈折率測定、EPMAに よる

火山ガラスの主成分化学組成分析を行った。その結果、十和田 a火山灰 (To‐a,915年 )に 由来する

可能性が高い火山ガラスを検出することができた。
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2 観察表

キ1 放射性災素 (14c)年代。暦年較正年代については,ATが約 2.6～ 2.9万年前 と考えられている (町

田 。新井,2003)。

文献

青木かおり'新井房夫 (2000)三陸沖海底コアKH94‐3,LM‐ 8の後期更新世テフラ層序。第四紀研究,39,p.104120.

池田晃子・奥野 充 。中村俊夫・筒井正明・小林哲夫 (1995)南九州,姶良カルデラ起源の大隅降下軽石と入戸火砕

流中の炭化樹木の加速器質量分析法によるユC年代.第四紀研究,34,p.377-379.

町田 洋・新井房夫 (1976)広域に分布する火山灰―姶良Tn火山灰の発見とその意義.科学,46,p.339-347.

町田 洋 。新井房夫 (1992)火 山灰アトラス.東京大学出版会,276p.

町田 洋・新井房夫 (2003)新編火山灰アトラス。東京大学出版会,336p.

町田 洋 。新井房夫・森脇 広 (1981)日 本海を渡ってきたテフラ.科学,51,p562‐ 569.

松本英二・前田保夫・竹村恵二・西田史朗 (1987)姶良Tn火山灰 (AT)の 14C年代。第四紀研究,26,p.79-83.

村山雅史 。松本英二・中村俊夫・岡村 真・安田尚登・平 朝彦 (1993)四 国沖ピストンコア試料を用いたAT火山灰

噴出年代の再検討―タンデトロン加速器質量分析計による浮遊性有孔虫の“C年代.地質雑,99,p.787-798.

―-294-―



21
4 
  
  
25
0

4 
  
  
  
0 
  
  
  
0 
  
  
  
5 
  
  
  
16
  
  
  
45

18
0 
  
  
 2
60

RA
ll
1 
  
4 
  
 0
  
  
0 
  
 3
  
  
10
  
  
15
  
 2
18

  
 2
50

RA
10
9 
  
3 
  
 0
  
  
0 
  
 8
  
  
23
  
  
50
  
 1
66

  
 2
80

RA
l1
0 
  
3 
  
 0
  
  
0 
  
 4
  
  
10
  
  
42
  
  
19

1 
  
2S
O

表
1 

火
山

ガ
ラ

ス
比

分
析

結
果

試
料
  
bv
(c
l)
わ

v(
pb
)b
w(
br
) 
nd
  
p磯

(s
p)
pu
(F
b)

そ
の

他
 

合
計

数
字
は
粒

子
数
 b
v:
バ

プ
ル
型
,m
a:
中

関
型
,p
m,
軽

石
型
,c
l 
i透

明
,p
b:
淡

福
色

br
 i
褐

色
1

s,
,ス

ポ
ン

ジ
状
,f

b:
織

鮭
束

状 表
2 

屈
折

率
測

定
結

果

追
跡

(テ
フ

ラ
)

火
山

ガ
ラ
ス
の
屈

折
車

(■
)

本
宮
熊

堂
B

RA
09
2

1 
49
8-
1 
50
9

本
宮

熊
豊
B

1 
49
8-
1 
50
?

1 
50
1-
1 
50
″

本
宮

熊
堂
B

1 
50
3-
1 
51
1

十
和
Ha
(T
O 
a,
AD
91
5)
  
  
  
  
 

と
49
←

15
08
(1
.5
00
-1
50
8J

十
和

田
中
撤

lT
o―
Cu
,b
.5
k 
yB
F)
  
  
  
  
 1
50
8-
15
12

肘
折

尾
花

沢
(H
j-
0,
10
k 
yS
P)
  
  
  
  
  
1,
49
併

15
04

+和
園
人

戸
(T
o―

日
,1
歩

13
に
yB
P)
  
  
  
  
13
0併

1.
50
9

浅
問

箪
津

lA
s―

K,
13
-1
4k
 y
BP
)

1 
50
2-
l 
S0
4

姶
良
Th
(A
T,
2←

25
k 
yB
P)
  
  
  
  
  
 1
49
9-
1.
50
1

鳴
子

柳
沢

(N
rギ

,4
1…

63
ka
) 
  
  
  
  
  

二
51
10
15
03

鳴
子

荷
坂

(離
碧

,9
0監

a)
  
  
  
  
  
  
 1
5∞

…
1.
S0
2

肘
折

北
原

(H
づ
{t

h,
90
-1
00
ka
) 
  
  
  
  
14
9針

1.
50
2

洞
爺

(T
●
ya
,■

2-
11
5k
a)

1.
49
4-
1 
49
8

届
折
率
測
定
は
,温

度
舞

ヒ
型
屈
折
率
測
定
装
置

(M
AI
OF
)に

よ
る
 
期
採
ア

フ
ラ
の
デ
ー
タ
は

,

町
口

。
新
井

(1
99
2,
20
03
J!
こ

よ
る
 k
 y
8P
:1
,0
∞

年
前

(1
4c
tt
rt
j 
ha
:1
,0
00
年

前
To
増

の
0の

値
蔵
,岩

手
・

秋
田
地
域
で
の
一
般
的
な
属
折
率

_

表
3 

試
料

を
代

表
偽
指
標

テ
フ
ラ
に
含

ま
れ

る
火

歯
ガ

ラ
ス

の
主
成

分
化

学
組
成

分
析

結
果

離
/テ

フ
ラ
 S
i0
2 
T1
02
 A
12
0S
 r
eO
 u
nl
l 
Mg
o 
 c
ao
 r
Wa
20
 K
20
 P
2C
S 
TO
ta
l

RA
09
2 
  
77
 3
9 
0 
40
 1
2 
83
 1
 6
7 
0 
12
 0
 4
3 
2 
01
 3
 6
7 
1 
45
 0
 0
4 
10
0 
01
  
 8

03
4 
00
4 
0.
14
 0
10
 0
.0
5 
00
4 
0,
14
 0
06
 0
08
 0
02

79
.2
3 
 0
 0
8 
12
 3
3 
 1
 2
1 
  
0 
04
  
0 
03
  
0 
90
  
2 
97
  
3.
lS
  
  
- 
  
 9
9 
99
  
  
 3

RA
09
4 
  
77
 4
2 
0 
36
 1
2 
74
 L
 7
4 
0 
09
 0
 4
2 
1 
98
 8
 7
8 
1 
43
 0
 0
4 
10
0 
00
  
 9

02
4 
00
4 

α
08
 0
10
 0
06
 0
02
 0
06
 0
.1
6 
0,
08
 0
04

77
 6
9 
 0
 3
4 
 1
2 
75
  
 

よ 
夕
4 
 0
 1
1 
  
0.
39
  
 1
 8
? 
 3
 6
0 

 1
 4
6 
 0
 0
4 
 9
9 
99

0.
36
 0
08
 0
H 
01
5 
0 
04
 0
 0
2 
0H
 O
.2
2 
00
7
 0
04

RA
ll
1 
  
77
 5
7 
0 
38
 1
2 
80
 1
_7
6 
00
9 
04
0 
18
7 
30
0 
i5
0 
00
4 
1∞

01

0 
33
  
0 
08
  
0 
18
  
0 
14
  
0 
07
  
0 
03
  
0 
00
  
0 
24
 
 0
 0
8 
 0
 0
2

火
lb
ガ

ラ
ス

比

RA
10
9

77
60
 0
38
 1
27
5 
16
8 
01
0 
04
2 
19
0 
37
7 
13
8 
00
1 
99
99

02
3 
 0
03
  
0 
12
  
0 
16
  
00
7 
 0
02
  
00
9 
 0
 1
1 
 
00
6 
 0
02

ホ
富

熊
輩
B遺

跡
 R
A0
92

本
官

熊
螢
B4
跡

 R
A0
04

水
宙

熊
堂
B造

跡
 R
Al
10

赤
奮
熊

埜
B追

跡
 R
Al
ll

本
宮
熊

菫
B遺

跡
 R
A1
09

榊 晦
十 く

77
 8
7 
 0
 3
7 
12
 3
1 
  
1.
75
  
0 
10
  
0 
42
  
2 
00
  
3 
29
  
 1
,3
4 
 0
 0
6 
iO
O.
01

有
E:
囁

す(戸
″駐

30
航

力
'6
7■

52
00
60
29
■

73
缶

84
■

30
10
0 
00
  
15

螺
華

78
 6
1 
αt

t 
H 
97
■

37
α

06
住

24
■

26
&中

Z9
7

99
 9
6

蛹 耐
姶 く

78
 8
3 
 0
 1
2 
12
 1
3 
 1
 k
0 
 0
 0
4 
 0
 1
1 
 0
98
  
3 
33
 
 3
 3
6

10
0 
00
  
12
8

ロ
バ
ノ
麹

∝
卵

餞露
鬱趨

パ
ノ7

V4
1鉄
得
0

日
本

ノ
ル

型
∞

0

目
中
H理

∈
極

石
型

(ス
ポ

ン
シ

状
)

藍
曇

極
石

型
(撥

岸
束

"

図
1 

大
山
ガ
ラ
ス
比
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム

沢
，

働 蜘
79
 8
7 
 0
 1
6 
11
 9
4 
 1
 3
0 
 0
,0
6 
 0
 :
″

  
甍 
31
  
3 
62
  
1 
78

10
0 
01
  
40

妙 ］
79
28
 0
H1
2す

09
 1
 2
3 
0n
 O
 1
1 
1,
o5
 4
18
 1
,8
30
01
10
0∞

費
脚

)猛
“

α
∞

2必
叫

O 
α

∝
卿

呻
8節

8
螂

7醐
班

"

沼 魏
)7
03
70
∞

ワ.
“

0り
0∝

00
30
37
37
62
94

潔 テ 叫 隷 降 “ 舶 郵 ⑤ 研 沸 学 報 ⇒ 鍬

― ― い Φ 伽 ― ―

nt
分

析
ポ
イ

ン
ト
数
 
上
段
が
平
均
値
,F
段

は
標
準
偏
差
 
指

標
テ
フ
ラ
の
の
デ
ー
タ
は
,青

木
・

新
井

(2
00
0J
お

よ
び

人
ホ

(未
公
表
資
料

に
よ
る



2 観察表

本宮熊堂B遺跡出土災化米のDNA分析

株式会社古環境研究所

(1)は じ め に

本宮熊堂B遺跡は雫石川南岸の段丘に位置し、北側には本宮熊堂A遺跡が存在している。本宮熊堂

A遺跡は縄文時代から平安時代にかけての遺跡であったが、今回の本宮熊堂B遺跡は縄文時代 と奈良

時代から平安時代の遺構が発見され、大規模な集落跡が確認された。奈良時代の竪穴住居跡が23棟発

掘され、調査区域のほぼ中央の 1棟 (遺構番号 R A105)よ り炭化米が塊で発見された。

本研究では遺跡から出土 したイネ種子を形態観察 し、DNA分析によって遺伝形質の解析を試み、

他の遺跡から出上した炭化米と比較した。

(2)分析材料と方法

出上した炭化米の塊をデジタル顕微鏡で撮影し、表面観察をおこなったところ、図 1の上図の矢印

のように一部に被熟跡が確認された。また、下の矢印の部分には籾殻の縦模様が確認でき、塊全体的

に籾殻の付着が見受けられた。被熱のあるものや空洞化したものを除外し、サンプルとして完形の炭

化米を10粒用い (図 2)、 その長さと幅を計測した。分析に用いた材料の一覧を表 1に示す。

これらサンプルを超音波洗浄器で洗浄後、それぞれから以下の方法によって全DNAの抽出をおこ

なった。ここでいう全DNAと は、含まれるDNAを核、葉緑体などと区別せずに抽出したものをいう。

まず、サンプルの表面を70%エ タノールで洗浄後、粉砕のためのマルチビーズとともに1つずつチュ

ーブに入れ、マルチビーズショッカー (安井器械製)に よって粉砕し、SDS法によって全DNAを 抽

出した。機器および使い捨てチューブやチップはすべて事前に滅菌消毒あるいはUV照射をおこなっ

た。なお抽出法の詳細はNakamura(1990)を 参照していただきたい。抽出されたDNAは以下の 3つ

の領域について、PCR法によりDNA断片を増幅させた。

1)ラ ンダムプライマーの 1つであるCMN― A10、 CMN― B20、 CMN―B22に よって増幅される領域。

染色体上の位置は不明ながら、以前よリジャポニカ品種を温帯型と熱帯型にわけるのに用いられてき

た。

2)葉緑体DNAの PS―ID領域。これはNakamura et al.(1997)に よって開発された主に品種あるい

は品種群を同定できる葉緑体DNA領域の一部分で、rPJフ遺伝子とrpι fび遺伝子に介在する塩基配列で

ある。

3)核DNAに あり、アミロース合成にかかわる遺伝子座 (Wx遺伝子座)の第 2エ クソン部分。

領域 1)は PCR法により増幅したバンドの位置により、当該イネ種子が熱帯ジャポニカに属するか

温帯ジャポニカに属するかを判定する。プライマーの配列を表 2に示す。

領域 2)は品種の同定、プライマーの配列を表 2に示すが、PSID‐A4Lに関してはまだ未公開である。

領域 3)はモチ、ウルチを判別するためDNAの Waxy領域を増幅し、判定するものである。この配

列の有無によってイネのモチ性 (胚乳のでんぶんのうちアミロースを欠き粘りが強くなった性質)か

ウルチ性かの判定が可能である。モチ性胚乳を持つ系統では、この遺伝子のある部分に23塩基分の重

複がみられることが知られている。 2)お よび3)については2回のPCR増幅後、ダイレクトシーケ
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Ⅸ 本宮熊堂B遺跡の自然科学分析

ンス法 によ り当該部分の塩基配列 を特定する方法である。いずれ もPCR法の温度条件、反応波の組成

などは定法 によった。遺物のDNAは通常のPCR法では増幅 されない。そこでここでは、 1回 目の増

幅産物をテンプレートとして 2回 目のPCRをおこなう、いわゆる2段階PCRを おこなった。PCR反応

によって増幅されたDNAは寒天を支持体とする電気泳動をおこなってDNAを視覚化させた。

(3)分析結果および考察

形態観察をおこなった結果を表 3に示す。籾殻つきのサンプルの平均は長さ5.63n411、 幅2.83mm、 長

幅比1.99、 粒大15,9で あり、その他のサンプルの平均は長さ5,05mm、 幅2.8211Hl、 長幅比 1.79、 粒大14.3で

あった。 したがって、全サンプルの平均は長さ5,3411m、 幅2,821111、 長幅比1.89、 粒大 15。1で あった。各

サンプルのデータをもとに図 3を作成 した結果、籾殻つきサンプル (サ ンプル 1、 4、 6、 7)と 玄

米サンプルも幅はほとんど変わらなかった。

さらにサンプルの粒形と傾向を表 3に示 した。通常は玄米の炭化米出上がほとんどなので、籾殻つ

きサンプルはカッコ内に記した。通常の玄米サンプルにおいて、長粒サンプルもあったが、全体的に

短粒の傾向が認められた。

DNAの分析では領域 1)のプライマーによるDNA断片を増幅した結果、CMN‐A10プ ライマーで

PCR増幅 した泳動写真を図 4に示す。図の矢印のバンドの断片が熱帯ジャポニカに特徴的なバンドで

ある。同様に他の 2プライマーで増幅し、泳動写真撮影をおこなった結果のバンドの判定を表 4に示

した。CMN―A10で は+のあるサンプルが熱帯ジャポニカ、B20は +が温帯ジャポニカ、B22は温帯熱

帯を区別可能な 2つのバンドがあり、Trは 熱帯ジャポニカ、Tmは温帯ジャポニカに固有のバンドを

示す。いずれのバンドもある場合を雑種 とした。これより熱帯ジャポニカが 2サ ンプル、温帯ジャポ

ニカが 2サ ンプル、雑種が 4サ ンプル確認された。

領域 2)のプライマーでは 1回 目のPCRを PSID‐ A・ B、 2回 目をPSID‐ A2・ Bで図 5の とおり増幅

した。確認のため、PSID―A・ Bと PSID‐ A4L・ Bの プライマー組合せで増幅をおこなった (図 5の下

図)。 その結果、 2サ ンプル (サ ンプル 1、 サンプル 6)の増幅が矢印の位置に確認されたが、シー

ケンスできたものは 1サ ンプルであった。サンプル 6の塩基配列は図 6の とお り、TAAのス トップ

コドンの後に6C7Aの 配列が確認され、この配列は温帯ジャポニカ、熱帯ジャポニカのいずれも分類

されるものであった。

領域 3)を増幅したが、乾燥と被熱のためか、アミロース合成遺伝子の増幅を確認することはでき

なかった。

本遺跡の結果と古墳時代から中世にかけて出上 した炭化米の分析結果の比較を表 5に示 した。同じ

奈良時代の遺跡から出土した炭化米は箱根田遺跡 (静岡県三島市)か ら出上したサンプルのみで、箱

根田遺跡の分析結果は温帯ジャポニカ型の存在のみが確認されていたが、本遺跡から熱帯ジャポニカ

型を示すサンプルが出土したことは注 目されるところである。

東北地方の遺跡から出上しているサンプルとの比較を表 6に示す。まだ出土例が少ないが、他の遺

跡 と比べて温帯ジャポニカ型と熱帯ジャポニカ型の両方の遺伝子を持つ雑種型が多いことが示唆され

た。東北地方の遺跡から出土する炭化米はきわめて少なく、また、奈良時代の炭化米としては全国的

にも珍 しく、本遺跡の分析は貴重な資料となった。今後はさらに東北地方や全国の奈良時代の遺跡か

ら炭化米が出土することによって、東北地方や奈良時代のイネ品種の変遷を解明することが可能とな

るだろう。
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表と サンプル,ス トと長幅比

サンプル番号 長さ l―)幅 (mo 長幅比 粒大 備考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

57

50

50

5,8

49

5,4

56

52

5.2

5.0

31

29

31

28

26

2.8

26

3_2

24

2.7

184

172

161

2.07

1,88

193

215

1(B

217

1.8S

17.7  籾殻つき

145

15,S

16.2  -部 籾殻つき

127

15,1  籾殻つき

14.6  -部 籾殻つき

16_6

12.5

135

表2 PC購幅に使用したプライマー

プライマー名 配 列 判定

A‐ 10

B‐20

B‐22

GCC TGC CTC ACG

GTC CCCITA CCA

TCT CCT CAC CCO

Tr

Tm

Trrrm

PSD‐A2

AAA GAT CTA CAT TTC GTA

AAC AAC ATA CAC GAA CAA

AAT ATA CGT ACC CAG ATT

二ニニCCA CCA CGA CG

ATC TCG TAC ATT TAA AAC

GGT CTC ACG TrG AAT CAT

PSID‐B

Tr i熱帯ジャポニカ  Tm:温 帯ジャポニカ

表 3 炭化米の粒形と傾向

粒大  極極小 中
絲<8

極小   小

81… 120  12.1‐ 159

長粒  26‐30

0
23‐2.6

2.0‐2.3 I(1)   0(1)
19)

帥

(S)

1,8‐2,0

16‐ 1.8

14‐ 1.6

2(1)  0(1)

2       1

5r2b

円粒   12‐ 1.4

0
1,0‐ 1.2

合計

カッコ内は籾殻つきのサンプル数

6r4b
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表4 DNA断片が増幅されたサンプル

サンプル番号  AkO   B20 遺伝子型

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

十

+

+

雑種

熱帯ジャポニカ

熱帯ジャポニカ

籐

雑種

籐

温帯ジャポニカ

温帯ジャポニカ

○

監
　
ｈ

十

　

´
十

翫

十

　
　

■

O

A10の十は熱帯型を示す。

B20の十は温帯型を示す。

B22の Tmは温帯型、Trは熱帯理の位置にバンドを確認したことを示す。

OはPSID領域にPCR産物が確認されたことを示す。

表5 各地の遺跡から出上した炭化米の熱物
",∽

一温恭i甲∝,"の判定

2005年 3月 現在

遺 跡 時 代 数子種

熱帯 構成比%温帯 維種等 合計

東囲 (新鴻県新潟市)

北金目 (神奈川県平塚市)

一ノ坪 (山形県山形市)

西沼田 (山形県天童市)

泉沢 (群馬県前橋市)

箱根躙 (静岡県三島市)

三内九曲(青森県音森市)

篠名平 (長野県佐久市)

霞(鳥取県日南町)

川入 (岡曲県岡山市)

佐古谷 (岡曲県灘崎町)

古墳前期

古墳中期

古墳時代後期

古墳時代後鶏

古墳時代(5世紀後半～6世紀)

2     14.3

1     143

2    400

2    500

0   00

8     14

5      7

1       5

0     4

2      6

4

1

2

2

4

奈良時代末～平安初頭

平安～鎌倉時代

(中世)

(中 世)

室町時代 (15世紀半ば)

室町～戦国時代

0   00   2

1     250    3

2    250    0

0   00   1

0   00   5

1    333    0

ユ       3

0      4

6       8

S       6

3       8

2      3

合 計

※ 印刷中の報告書あり

表6 東北地方の遺跡から出とした炭Tヒ米の熱拗 ″,cry一 温拗 ヵ,″ の判定

2005年 3月 現在

遺 跡 遺 構 時 代      種   子   数

熱帯 構成比%温帯 雑種等 合計

高樋Ⅲ (青森県田舎館村)

一ノ坪 (山形県山形市)

西沼田 (山形県天董市)

三内丸曲(青森県青森市)

一  弥生時代

住居  古墳時代後期

一  古墳時代後鶏

333    2

400    2

500    2

―-300-―
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Ⅸ 本宮熊堂 B遺跡の 自然科学分析

3 本宮熊堂B遺跡における放射性炭素年代測定

株式会社古環境研究所

(1)試 料 と 方 法

試料血   遺構・採取地点    種類       前処理・調整       測定法

No.l    R Alll      炭化材      酸一アルカリー酸洗浄      AMS
No.2    R A 130     戊化材      酸一アルカリー酸洗浄      AMS
No.3    R A105     炭化米      酸一アルカリー酸洗浄      AMS
※AMS(Accelerator Mass Spectrometry)は 加速器質量分析法

(2)測 定 結 果

試料名  測定No.  望C年代   ∂BC 補正望C年代   暦年代 (西暦 )

(Beta‐ )   (年 BP)  (%。 )  (年 BP)

No.1      201567     1250上 40    ‐24.9    1250± 40     交点 i cal AE)770

l σ ical AD 700～ 790

2 σ ical AD 680～ 880

No.2    201568   1170± 40   ‐25。2   1170± 40   交点 :cal AD 880

lσ :cal AD 790～ 900

2 σ ical AD 770～ 980

No.3      201569      420± 40    ‐24,4     430± 40     交点 i cal AI)1450

l σ ical AD 1430～ 1470

2 σ ical AD 1420～ 1510,

i cal A正)1600～ 1620

1)14C年代測定値

試料の14c/鬱 c比から、単純に現在 (AD1950年)か ら何年前かを計算した値。MCの半減期は、国

際的慣例によりLibbyの5,568年 を用いた。

2)δ (ラウレタ)μ3c浪↓定値

試料の測定融C/ワ C比 を補正するためのえ素安定同位体比 (・ C/12c)。 この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

3)補正14c年代値

δBC測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、盟cμ2cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。
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4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中望C濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。

calは calibraionし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪のЙCの詳細な測定値、

およびサンゴのU―Th年代と14c年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約19,000年BPま での換算が可能となっている。ただし、lo,ooO年 BP以前のデータはまだ不完全

であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正14c年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (シ グ

マ)σ (68%確率)と 2σ (95%確率)は、補正14c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代

の幅を示す。したがって、複数の交点が表記される場合や、複数のlσ 。2σ 値が表記される場合も

ある。

―-304-―



Ⅸ 本宮熊堂B遺跡の自然科学分析

4 本宮熊堂B遺跡出土炭化材の樹種同定

株式会社古環境研究所

(1)1ま じ め に

木材は、セルロースを骨格とする木都細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出上したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

(2)試   料

試料は、本宮熊堂B遺跡のR Alllよ り出上した炭化材 3点 (No.2,No.11,No。 12)と 、R A130

より出上した炭化材 2点 (No.109,No.110)で ある。時期は平安時代である。

(3)方   法

試料を割折 して、炭化材の新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板 目

と同義)の基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって50～ 1000倍で観察 した。同定は、解剖学

的形質および現生標本との対比によって行った。

(4)結   果

同定結果を表 1に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

クリ Cα∫勉冷ια εrθ ttαtt Sieb.et Zucc.ブナ科 図版 1・ 2

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状

に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿子とは単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四回、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ20m、 径40cmぐ らいであるが、大きいものは高さ30m、 径 2mに達する。耐朽性が

強 く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、

薪炭、椎茸ほだ木など広 く用いられる。

草本 P Grass?

肉眼での観察において、束状になった炭化物が観察される。顕微鏡下の観察においても、木材の形

質を呈 していない。以上の形質より、草本などの炭化物が束状に重なったものと考えられる。

(5)所   見

同定の結果、本宮熊堂B遺跡の炭化材は、クリ4点、草本 ?1点であった。クリは、温帯に広 く分

布する落葉広葉樹であり、暖温帯と冷温帯の中間域では、純林を形成することもある。乾燥 した台地
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や丘陵地 に生育す る。 また、二次林 としての性格 も持つ。

参考文献

佐伯浩 。原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩 。原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49-100.

島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p296
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Ⅸ 本宮熊堂B遺跡の自然科学分析

本宮熊堂B遺跡の炭化材

横断面        :0.4mm
l.RAlll No2 クリ

横断面       :0.4mm
2.RA130 110 クリ

放射断面       :0.4Hl14

放射 tXfr面       :0.4mm

表 1 本富熊堂 B遺跡における樹種同定結果

結果 (学糸/和名 )

RAlll  Nα 2    Ca∫ F,/T?α εκ力αF, Sicb.ct Zucc

RAlll N光 1l  Cα∫′α″?,θ /θ β々力 Sieb.et Zucc

RAlll No.12  gttss?

Rノ生130  109    CαざオαrT?,cr9々 αr, sieb.et Zucc

RA130  110    (',ボ Fp/2?,c′ ?η ry′α Sieb ct Zucc

クリ

クリ

車本 ?

クリ

クリ

瞬
Ｆヽ，・　一一Ｈ引

イ習『Ｈ川脚解吼肘樹下】Ⅱ罰Ｗい刊Ｘ肥鮒糾日Ч

撃

争

　

　

　

　

ｒ

接線断面      :O.2mm

接線断面       :0,2mm
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5 岩手県盛岡市本宮熊堂B遺跡 (第25次調査)出上の災化種子

高瀬克範 (東京都立大学人文学部)

はじめに

岩手県盛岡市本宮熊堂B遺跡は、古代を中心とする集落跡である。ここでは、その25次調査におい

て得られた炭化種子について報告を行う。筆者が調査担当者から事前に得た遺跡に関する情報は以下

の通 りである。炭化種子はカマ ドが残存する焼土直上でサンプリングをおこない洗浄した結果検出さ

れた。水洗の具体的な手つづきや用いられたメッシュサイズ等については不明である。

遺跡の所在地 :岩手県盛岡市本宮字熊堂ほか

発掘調査期間 :2004年 6月 1日 ～2004年 11月 22日 (7,366ど )

調査委託者 :国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

調査機関 :(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

調査担当者 :村木 敬 。林 勲・戸根貴之・溜 浩二郎・石崎高臣

遺跡の性格 :集落跡 (竪穴住居跡、住居状遺構、土坑、焼土遺構、溝などが検出された)

資料の年代 :奈良時代 (8世紀前葉～後葉)

平安時代 (9世紀初頭～10世紀初頭)

炭化種子は遺構ごとにプラスチック製のシヤーレに保管された状態で、2005年 1月 に受領 した。そ

のなかには、炭化種子以外にも炭化材・砂・陸棲貝類、明らかに混入したと思われる炭化 していない

種子も含まれていたが、ここでは炭化種子のみを報告する。資料は分類 をしたうえで、2005年 2月 に

本レポー トの提出と同時にすべて調査担当者に返却した。

(1)出 土 植 物 種 名 表 Ыst of want remttns ttom the 25h ttvesigadon of Kumado‐ B Ste

被子植物亜門

双子葉植物綱

離弁花亜綱

タデ恭  POLYGONACEAE
タデ属 Pοル

=ο

狗力翻

アカザ科 CHENOPODIACEAE
アカザ属 働例ψ2,"翻

ブ ドウ科 VATACEAE
ブ ドウ属 7ijLt∫

単子葉植物綱

イネ科 POACEAE(GRAMINEAE)
イネ 0ゅ額∫αケカα
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Ⅸ 本宮熊堂B遺跡の自然科学分析

(2)炭化種子の特徴

(1)タ デ属

R A094、 R Al12、 R A128、 R A105よ り8点が出土している。重度のダメージを受け、表面には

炭化による変形が生 じているものが多い (写真図版 2・ 3)。

(2)ブ ドウ属

R Al12よ り2点のみが出上している。ほぼ完全な形態をとどめて出土している (写真図版 1)。

(3)ア カザ属

R A l18、 R A093、 R Al12、 R A097、 R Al17よ り8点が出土 している。重度のダメージを受け

ているものが多 く、表皮だけが確認できるものが多い (写真図版 4)。

(4)イ ネ科

外穎を残 し雑穀の可能性があるイネ科の種子 (写真図版 5)がある。

(5)イ ネ

R Alll、 R A130、 R A093、 R Al12、 R A097(R△ 105よ り比較的多量に出土している (写真図

版 7～ 14)。 R A105出上のものは数が最も多いが、胚乳のみのものは少なく、ほとんどが少なくとも

一部に穎が残されており、脱穀をしていない、もしくは脱穀が不充分なものが多 く含まれている。単

独では267個が検出されているが、 2個以上が癒着 して炭化 しているものが37個存在 しているので少

なくともさらに74個以上は存在 していることとなる。

それ以外の遺構から出土したものはおおむね胚乳のみである。いずれの資料も長粒タイプであるが、

サイズ 。形態の変異が比較的大きく、未熟なものも2～ 3割以上の割合で含まれている。

(6)不明

炭化による発泡のため同定不能のものなどがある (写真図版 6)。

(3)ま  と め

出土した炭化種子はすべて竪穴住居のカマ ドに関わる可能性が高いこともあり、比較的単純な構成

となっている。そのなかで圧倒的に量が多いのはイネであり、それ以外のイネ科の栽培植物は明確に

はみとめられなかった。 R A 105の イネ以外のイネ科種子はアワもしくはヒエの可能性があるが断定

し得ない (電子顕微鏡による細胞の観察によって同定し得る可能性がある)。 そのほかの不明種子は

ムギや雑穀の可能性はほとんどないと考えられ、出土した資料に関していえば穀物の中心はイネと判

断できる。数百点の資料だけでは定量的な評価にまで踏み込むことはできないが、フローテーション

は岩手県の内陸部においても植物遺体回収の有効な手段であり、地道な資料回収の努力なくしては植

物質資源利用にかかわる議論も推測の域にとどまらざるをえないことも確かである。今後も継続して

データの蓄積をおこなってゆく必要がある。

今回の資料観察にあたっては、 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの村木 敬氏・丸

山浩治氏にお世話になった。末筆ながら、記して感謝申し上げます。
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7a 7b
RAl12 イネ

表 熊堂B遺跡 (25次 )調査出土炭化種子一覧表

▲一一一）２］

●

３］

▲聖▼４］
lb

RAl12 アドウ属

3
RAlll イネ

RA105

5
RA105イ ネ科

6
IRA50 不明 (炭1膠靭D

RA130イ ネ

11
イネ

(13・ 14)

奈 良時代 平安 時代 不

i群 RA91 RA92 RA93 RA94 RA97  RA105 RA50 RAl10 R(11l RAl12 RAl13 RAl14 RAl17 RA128 RA130 RAl18 RA124
タデ属    P9//gontrm
カザ属   997B● 79′Jv"

ドウ属     ン″簿

イネ科  P階 慧 需 【EAE)

イネ     0レ α∫αルα

(発泡 )

不明

1

2 1

1

3(忍
7)

1

5              1
1          2

1   9                  1

1 15

2

計 0  0  3  1  4 341以 上 15    1     1     15     0     0     2     16     1 2   0

10
イネ

鱗
13

RA105 イネ
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Ⅸ 本宮熊堂 B遺跡の自然科学分析

6 本宮熊堂B遺跡出土資料鉄製品および鉄津の成分分析

(株)ニ ッテツファインプロダクツ

釜石文化財保存センター

(1)い  き さ つ

岩手県盛岡市に位置する本宮熊堂B遺跡の第25次調査では、農具・刀子・釘などの鉄製品19点およ

び鉄津 2点が出土している。そのうち、鉄津 2点 と鉄製品 5点の自然科学的分析を行うとともに、岩

手県内の他の遺跡の調査例との比較検討も行った。

(2)分 析 試 料

①鉄津2点 :No.20、 21

②鉄製品5点 :No.3、 4、 5、 6、 8

(3)分 析 項 目

表 1に試料の大きさ並びに分析項 目を示 した。外観観察・断面組織観察 。成分分析は全試料に実施

し鉄滓の 2点は粉末X線回折を、鉄製品 5点については非金属介在物の組成分析ならびに金属鉄に介

在するものについては硬さの測定を行った。以下には分析方法および装置を示 した。

(4)分析方法および装置

①外観観察 :遺物の特徴をデジタルカメラに記録した。

Finepix F401型 (富士写真フイルム製)

②組織観察 :遺物の平均的な部位を切取り洗浄後、エボキシ系樹脂により真空下で埋め込み組織を

固定後、鏡面までに研磨して光学顕微鏡にて観察・記録した。

金属顕微鏡 BX51M型 (オ リンパス光学工業製)

③X線回折 :鉄淳 2点 について、平均的な箇所を切取り洗浄・乾燥後、100メ ッシュ以下に粉砕し

測定に供した。

RAD‐3C型 (リ ガク電機製)

④成分分析 :鉄津 2点および鉄製品 5点について以下の方法により合有元素を求めた。

(鉄淳〉 T‐Fe    :全 鉄定量方法 」IS M8212

M‐fe、 FeO  :酸可溶性定量方法 JIS M8212

その他の成分 :ICP発光分光分析方法 ICPS‐8100型 (島津製作所)

(鉄製品〉   C、 S i赤外燃焼分析方法 EMIA-520型 (堀場製作所)

その他の元素 :ICP発光分光分析方法 ICPS‐8100型 (島津製作所)

⑤介在物組成 :鉄製品 5点 について、金属鉄あるいは黒錆層中に存在する非金属介在物の組成をX

線マイクロアナライザーにより測定した。

X線マイクロアナライザー (EPMA)JXA‐ 8100型 (日 本電子製)

⑥硬度試験 :鉄製品 1点について以下の装置により硬度値を求めた。

マイクロビッカーズ硬度計 SMT-7型 (マ ツザワ精機製)
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(5)分 析 結 果

5,1:鉄淳

No.20鉄淳の外観および断面マクロ・ ミクロ組織を写真 1に、また成分分析結果を表 2におよびX

線回折結果を表 3と 図 1に示 した。重量感のある遺物で椀型状を呈 し、数枚の板状鉄淳が重なった状

況が観察される。おそらく、数回の作業を繰 り返し行った結果と思われる。内部は大小の空孔が多 く

存在するとともに表面近傍および空子L内壁面には鉄錆 (元 は溶融あるいは半溶融していた金属鉄 と思

われる)が薄 く皮状に存在する。構成鉱物はウスタイ ト (FeO)と ファヤライ ト (2FeO‐Si02)が主

体で、僅かにガラス質スラグからなる。チタン化合物は認められず、チタン分は僅かに0.06%で ある。

また、鉄錆中には金属鉄も残存 し、鉄分が高 く造津成分の少ない鉄淳である。外観的形状および成分

構成から、比較的長時間にわたって、炉底に堆積 しながら形成 したものと考えられる。

一方、No.21鉄津の外観および断面マクロ・ミクロ組織を写真 2に、成分分析結果を表 2に および

X線回折結果を表 3と 図 2に示 した。No.20と 同様に重量感があり中央部は凹みを形成する椀型鉄津

である。内部は大小の空孔が存在 し、表面近傍および空孔内壁面にはNo.20と 同様に薄 く鉄錆が存在

する。構成鉱物はNo.20と 同様に、ウスタイ トとファヤライ トを主体とするもので、鉄錆中に金属鉄

が僅かに存在する。チタン化合物は認められず、平均化学組成はNo.20と ほぼ同様であ り、チタン分

は0,05%で あった。造淳成分も少なく、No.20と 同様の作業過程で生成 したものと考えられる。

5。2:鉄製品

鉄製品は刀子 5点で、No.8を 除 く4点はすべて錆化 したものであった。以下に各刀子の特徴 を述

べる。なお、各刀子の平均化学組成および黒錆中に存在する非金属介在物の組成をまとめて表 4と 5

に示 した。

No.3刀子の外観 と断面マクロ・ ミクロ組織を写真 3に 、図 3に は非金属介在物の分析結果を示 し

た。断面中央部は錆化による膨張のため空洞となっている (b)。 地金部分は錆化 してお り金属鉄は極

一部に存在する。刃先に相当する部分は錆化 しているもののその形状はよく残っている (e)。 また、

黒錆層中には10μ mm程度の非金属介在物が存在し、組成分析からはイルメナイト (FeO‐Ti02)|こ近

い組成のものであった (表 5、 図 3)。 したがって、この遺物の製造過程では砂鉄が使われたものと

考えられる。

No.4刀 子の外観および断面マクロ・ミクロ組織を写真 4に、図 4に非金属介在物の分析結果 を示

した。No.3刀 子 と同様に断面中央部は錆化により空洞となっている (b)。 また、黒錆層のマクロ模

様からみてこの遺物は、 2枚の鉄片錆が重なり合っている様子が伺える。地金には金属鉄は見当たら

ず錆化が著 しい。僅かに残る黒錆層の組織中には、「ひも」状の黒鉛が存在することから (図 4)、 こ

の遺物は鋳鉄と判断される。また、非金属介在物は見当たらなかった。この遺物は別の用途に使われ

た製品の破片か、あるいは鉄素材を得るための原料 とする見方も考えられるが、後者の場合は当地で

精練操作が行われていた証拠として精練津の検出が不可欠であるがそのような遺物は検出していない

ため、前者の可能性が高いと思われる。

No.5刀子の外観および断面マクロ 。ミクロ組織を写真 5に、図 5に非金属介在物の分析結果を示

した。前記の 2試料と同様に、全面的に錆化 してお り金属鉄は見当たらない。平均化学組成のうち、

微量成分の隣 (P)が高いことが特徴的である。黒錆中に存在する非金属介在物はチタン (Tl)と ヴ

ァナジウム (V)を 含むウスタイ ト (基本化学組成 ;FeO)お よびファヤライト (基本化学組成 ;2
FeO―Si02)であつた (表 5、 図 5)。 したがって、この遺物の製造工程で砂鉄が使用されたものと考
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Ⅸ 本宮熊堂B遺跡の自然科学分析

えられる。

No.6刀子の外観と断面マクロ・ミクロ組織を写真 6に、図 6に非金属介在物の分析結果を示 した。

全面的に錆化が進んでおり金属鉄は存在しない (b)。 しかし、僅かに残る黒錆から、元の金属組織は

高炭素の鋼であったことが伺える。一方、黒錆中に存在する非金属介在物は、ルチル (基本組成 手

Ti02)に近い鉱物である (表 5、 図 6)。 通常、砂鉄原料で造 られた鉄器中には、ウルボスピネル

(基本化学組成 ;2FeO―Ti02)ま たはイルメナイ ト (基本化学組成 ;FeO― Ti02)を 介在物とするもの

が普通であるが、本遺物はそれよりも高濃度のチタン化合物が存在していることになる。この遺物に

は高還元性状態で製造 (製鉄・精練)さ れ、急冷された鉄素材 1, 2)が使われたものと推測される。

No.8刀子の外観と断面マクロ・ミクロ組織を写真 7に、図 7に非金属介在物の分析結果を示 した。

周辺は錆化 し空洞 も存在するが中央部は金属鉄が残存 している (b)。 金属組織はフェライ ト (α ―

Fe;殆 ど炭素を含まない鉄)で、極一部にパーライ ト (lα ―Fe+Fe3CIの 回溶体 ;鋼の共晶組織 )

を伴う組織である。遺物の中央部に相当する領域は、フェライ ト結晶が50～ 100μ mと 比較的大 きな

粒子径になっているが (d)、 周辺部は10μ m前後の微細な結晶粒子径である (e)。 これは、加熟・鍛

打時に周辺が急冷され結晶組織が微細化 したためである。金属鉄中に存在する非金属介在物の組成は、

ルチル (Ti02)とこ近い組成の鉱物が存在 し、製造過程で砂鉄を使用 したことが判るとともに、No.6

刀子の素材 と同様にこの鉄素材 も高還元性雰囲気にて造 られたことが伺える (表 5、 図 7)。 また、

表 6に金属鉄部分の硬さ測定結果を示 した。ビッカース硬度値で190.4と 一般的な刀剣の棟部硬 さと

同様である 3)。 棟部の結果ではあるが、刃部はもっと高い硬さを示す ものと考えられることか ら、

実用的な利器と推測される。

(6)ま とめ と考察

2点の鉄津および 5点の鉄製品の自然科学的調査から以下のことが判明した。

2点の鉄淳は、鉄錆を伴う椀型状で重量感のあるもので、チタン化合物は見当たらず、平均組成の

チタン分は0.0数%であった。岩手県内の島田Ⅱ遺跡 (宮古)4)や 川原遺跡 (釜石)5)出 土鉄淳

のうち、チタン分の少ないものを表 2に併記したが (いずれも、精練津と判断されている)、 その分

析値と比べると鉄分が多く造淳成分の少ないことが判る。 2試料の構成成分およびマクロ・ミクロ組

織構造から、いずれも鍛錬鍛冶に伴って炉底に長時間堆積しながら生成した鉄淳と判断された。

一方、 5点の鉄製品はいずれも錆化が著しく金属鉄の残存が極めて少なかったが、黒錆層の組織的

特徴から、No.3・ No.5。 No.6・ No.8は鋼材と判断された。また、No.4は 全面が錆化しているも

のの元の金属組織の形骸をよく残しており、その特徴から鋳物製品と判断された。4点の鋼材のうち、

No.6は特に災素量の高い材質と推定された。一方、非金属介在物からは、いずれの鉄製品中にもチ

タン分の高い鉱物の存在が認められた。今までの鉄製品の調査例のうち、岩手県内の他の鍛冶遺構か

ら出上した鉄製品について、川原遺跡 (釜石)の結果の一部を表 4に併記したが、この鉄製品中に存

在する非金属介在物もチタン化合物が主体のものであった。

本遺構は岩手県内の他の遺跡と同様に、砂鉄系原料から造られた鉄素材を使用した鉄製品造りの鍛

冶工房址であったものと考えられる。
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2 観察表

7 本宮熊堂B遺跡出土須恵器胎土分析

(株)第四紀 地質研究所 井上 巌

X線回折試験及び化学分析試験

(1)実 験 条 件

1-1 試料

分析に供 した試料は第 1表胎土性状表に示す通 りである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥 したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料とし

て実験に供 した。

化学分析は土器をダイヤモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコー

ティングしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析 した。

1-2 X線 回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電子製

」DX‐8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Targett Cu,Filte■ Ni,Voltagα 40kV,Current 30mA,ス テップ角度 :0.02° 計数時間 :0.5秒。

1-3 化学分析

元素分析は日本電子製5300LV型 電子顕微鏡に2001型 エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセット

し、実験条件は加速電圧 :15kV、 分析法 :ス プリント法、分析倍率 :200倍、分析有効時間 :100秒、

分析指定元素10元素で行った。

(2)X線回折試験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示す通 りである。

第 1表右側にはX線回折試験に基づ く粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示 してあり、左側には、各胎

上に対する分類を行った結果を示 している。

X線回折試験結果に基づ く粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャー トの中に現われ

る各鉱物に特有のピークの強度を記載したものである。

2-1 組成分類

1)Mont‐ Mica― Hb三角ダイヤグラム

第 1図に示すように三角ダイヤグラムを 1～ 13に分割し、位置分類を各胎上について行い、各胎土

の位置を数字で表した。

Mont、 Mica、 Hbの 三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討した。

三角ダイヤグラムはモンモリロナイ ト (Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)の X線回折試験に

おけるチャー トのピーク強度をパーセント (%)で表示する。

モンモリロナイ トはMont/MOntttMicattHb*100で パーセントとして求め、同様にMica,Hbも 計算

し、三角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の 1～ 4はMont,Mica,Hbの 3成分を含み、各辺は 2成分、各頂点は 1成分

よりなっていることを表している。

―-322-―



Ⅸ 本宮熊堂 B遺跡の自然科学分析

位置分類についての基本原則は第 1図 に示す通 りである。

2)Mont― Ch,Mica― Hb菱形ダイヤグラム

第 2図 に示すように菱形ダイヤグラムを 1～ 19に 区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は

20と して別に検討した。

モンモリロナイ ト (Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)、 緑泥石 (Ch)の 内、

a)3成分以上含まれない、 b)Mont,chの 2成分が含まれない、

c)Mica,Hbの 2成分が含まれない、の 3例がある。

菱形ダイヤグラムはMOnt‐Ch,Mica― Hbの組合せを表示するものである。MonどCh,Mica― Hbのそれ

ぞれのX線回折試験のチ ャー トの強度を各々の組合せ毎にパーセ ン トで表す もので、例 えば、

Mont/Mont+Ch*100と 計算 し、Mica,Hb,Chも 各々同様に計算 し、記載する。菱形ダイヤグラム

内にある 1～ 7は Mont,Mica,Hb,Chの 4成分を含み、各辺はMont,Mica,Hb,Chの うち 3成

分、各頂点は 2成分を含んでいることを示す。

位置分類についての基本原則は第 2図に示すとおりである。

3)化学分析結果の取 り扱い

化学分析結果は酸化物 として、ノーマル法 (10元素全体で100%に なる)で計算 し、化学分析表を

作成 した。化学分析表に基づいてSi02‐A1203図、Fe203-Mgo図 、K20-CaO図 の各図を作成 した。これ

らの図をもとに、土器類を元素の面から分類 した。

(3)X線回折試験結果

3-1 タイプ分類

第 1表胎土性状表には中半入遺跡 。内屋敷遺跡 。本宮熊堂B遺跡か ら出土 した土器が記載 してあ

る。

第 1表に示すように胎土はDの 1タ イプが検出された。H15年度に分析 した中半入遺跡の上器との

対比でDタ イプに該当したものである。

Aタ イプ :Hbl成分を含み、Mont,Mica,Chの 3成分に欠ける。

Bタ イプ :Mica,Hbの 2成分を含み、Mont,Chの 2成分に欠ける。

Cタ イプ :Mica l成 分を含み、Mont,Hb,Chの 3成分に欠ける。

Dタ イプ :Mont,Mica,Hb,Chの 4成分に欠ける。

あかやき土器と土師器は焼成温度が低 く本来の組成に近いもので、成分が含まれない胎土であるが、

須恵器は高温で焼成されているため鉱物がガラスに変質して 4成分が検出されないもので、その意味

するところに差がある。本宮熊堂B遺跡の 6個が該当する。

3-2 石英 (Qt)一 斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがあ

る。土器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地上を作るということは個々の集団

が持つ土器制作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有している。この比は後背地の地質条件に

よって各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有

していると言える。

第 5図 には中半入遺跡 。内屋敷遺跡 。本宮熊堂B遺跡から出上した土器が記載してある。図に示す
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2 観察表

ように、 4タ イプと “その他"に分類される。

Qti小 ・須恵器 1-Qtが800～ 2300、 Plが 0～220の領域に分布する。

本宮熊堂B-2, 4, 5, 6の 4個が該当する。

Qti大 ・須恵器 2-Qtが2300～ 3300、 Pとが50～300の領域に分布する。

本宮熊堂B-1と 3の 2個が該当する。

(4)化 学分析 結果

第 2表化学分析表 には中半入遺跡・ 内屋敷遺跡 。本宮熊堂 B遺跡か ら出上 した土器が記載 してあ

る。

4-l Si02-A1203のオロ関について

第 6図 Si02‐A1203図 に示すように土器は I～Ⅲの3タ イプと “その他"に分類される。

Iタ イプ I Si02が62～70%、 A1203が18～27%の領域に分布する。

須恵器、土師器、あかやき土器のほとんどが集中する。

本宮熊堂B-2, 4, 6の 3個が該当する。

Ⅱタイプ :Si02が 63～ 65%、 A1203が16～ 18%の領域に分布する。

Ⅲタイプ :Si02が 60～ 64%、 A1203が18～25%の領域に分布する。

本宮熊堂B-1と 3の 2個が該当する。

"その他" :本宮熊堂B-5は どのグループにも属さず、異質である。

4-2 Fe203-Mgoの 相関について

第 7図Fe203‐MgO図に示すように土器は 5の グループに分類される。

Fe203:小 :Fe203が 2.2～ 5.8%、 MgOが 0%の領域に分布する。

本宮熊堂B-1が該当する。

Fe203:中 :Fe203が 5.8～ 8.3%、 MgOが 0%の領域に分布する。

本宮熊堂B-2と 6の 2個が該当する。

Fe203:大 :Fe203が 11.8～ 12.2%、 MgOが 0%の領城に分布する。

本宮熊堂B-1と 3の 2個が該当する。

MgO:高 :Fe203が 2～ 12%、 MgOが 0～0.6%と の領域にある。

本宮熊堂B-4が該当する。

4-3 K20‐ CaOの相関について

第 8図K20-CaO図 に示すように土器は2つのグループと “その他"に分類される。

K20:小 :K20が 1.0～ 1.8%、 CaOが 0.2～ 1,0%の領域に分布する。

本宮熊堂B-1と 5の 2個が該当する。

K20:中 :K20が 1.7～2.8%、 CaOが 0～ 0.8%の領域に分布する。

本宮熊堂B-3が該当する。

K20:大 :K20が2.8～ 3.5%、 CaOが0.3～ 0.8%の領域に分布する。

本宮熊堂B-2, 4, 6の 3個が該当する。
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Ⅸ 本宮熊堂 B遺跡の自然科学分析

(5)ま と め

分析結果に基づいて第 4表組成分類表を作成した。表に示すように中半入遺跡・内屋敷遺跡・本宮

熊堂B遺跡から出土した土器が記載してある。

1)土器胎土はA～ Dの 4タ イプに分類されたもののうち内屋敷遺跡の上器はDタ イプのみが検出さ

れた。あかやき土器と土師器は焼成温度が低く本来の組成に近いもので、 4成分が含まれない胎

上であるが、須恵器は高温で焼成されているため鉱物がガラスに変質して 4成分が検出されない

もので、その意味するところに差がある。本宮熊堂B遺跡の上器はすべてDタ イプである。

2)土器の胎上のX線回折試験と蛍光X線分析では、12タ イプに分類された。本宮熊堂B遺跡の須恵

器は「 Iタ イプ :Qt/Jヽ ・Fe203中 :須恵器」に該当する本宮熊堂B-2と 6、 「Ⅲタイプ :Qt

大 。須恵器」に該当する本宮熊堂B-1と 3、 “その他"に該当する本宮熊堂B-4と 5に分類

された。

3)本宮熊堂B-2と 6の 2個は中半入遺跡の須恵器 :奏の「Iタ イプ :Qt/Jヽ ・Fe203中 :須恵器」

と組成が類似する。本宮熊堂B-1と 3の 「Ⅲタイプ :Qt大・須恵器」は既分析のタイプとは組

成が異なり、別のタイプである。本宮熊堂B-4と 5は ともに組成が異なり、既分析の組成とも

異なり、各々が別の産地と思われる。
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Ⅸ 本宮熊堂B遺跡の自然科学分析

調査者のコメント

自然科学分析は、各竪穴住居から出土した資料を用いて、火山灰同定、炭化米DNA分析、炭化

材・炭化米年代測定、炭化材樹種同定、カマド堆積土内の種実同定、鉄製品 。鉄淳の成分分析、須恵

器胎上分析を行った。ここでは分析を行うにあたっての目的及びサンプリング方法と資料の抽出方法

について述べておく。

(1)火 山 灰 同 定

複数の竪穴住居の床面近 く及び堆積土中から十和田 aテ フラを確認した。それらの竪穴住居と土器

から得 られた年代観と当該地域で観察できる火山灰の年代に開きが認められたことから、堆積 してい

く環境に何らかの問題が存在しているという疑問をもったことから分析を行っている。また、それら

の供給源を特定することを目的としている。分析は8～ 9世紀後半にかけて土器が出土している竪穴

住居を中心に同定作業を行っており、資料は複数取り上げたものを任意に選択している。

(2)炭化米のDNA分析

R A105の床面直上から出土した炭化米のDNA分 析を行い、当該地域の食文化や古環境を明らか

にすることを目的としている。分析するにあたって担当者に選別 してもらい、残存状況の良好のもの

をサンプリングしてもらい分析を行っている。

(3)炭化材・炭化米年代測定

R Alll・ 130か ら出土 した炭化材 とR A105か ら出土した炭化米の年代測定を行った①それぞれの

年代測定を目的としている。分析資料は竪穴住居の床面直上から検出したものに限定して取 り上げを

行ってお り、分析にあたっては任意に資料を選択 している。

(4)炭化材樹種同定

炭化材R Alll・ 130か ら出上したえ化材 とカヤ状の炭化物の樹種を明らかにすることで、上屋構造

に用いられた樹種を同定していくことを目的としている。肉限により組織が観察できた箇所を選別し

ている。分析にあたっては任意に資料を選択 している。

(5)カ マ ド内の種実同定

カマ ド内の焼土直上の土を取 り上げ食生活の一端を明らかにすることを目的としている。概ね各住

居から9号袋 1袋分の堆積土を取 り上げた。それらをまずセンターに持ち帰 りを水洗浄を行い、 l llm

メッシュのフルイで底に沈殿 したものと0.51111メ ッシュのフルイで水面に浮遊 した物をす くい上げた。

それらを乾燥させた後に選別をしている。選別したものはシャーレに保存 したもののみ同定を行って

いる。それ以外の肉眼選別で拾えなかった資料はすべてセンターで保存 している。

(6)鉄製品 。鉄淳の成分分析

奈良時代 と平安時代の刀子や鉄淳の成分分析を行うことで、鉄生産構造の一端を明らかにすること

を目的としている。鉄製品と鉄淳の成分分析にあたっては、X線撮影した後、分析担当者と打ち合わ

せて鉄の残存状況の良好な箇所を選択 している。

(7)須恵器胎土分析

胎土分析を行うことで、須恵器窯もしくは産地を特定していくこと目的とする。分析資料は 8世紀

代、9世紀初頭、9世紀後半に属する竪穴住居から出土した須恵器を抽出して分析を行っている。分析

にあたっては断面が確認できる資料を選択してお り、サンプリングの採取箇所は任意に設定 している。
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X調 査 の 成 果

遺 構 の 検 討

(1)竪 穴 住 居 跡

今回の調査では奈良時代が23棟、平安時代が17棟、時期不明が 3棟の計43棟 を検出した。各項目ご

とに検討した結果、以下のような傾向が認められる。

[立地]遺跡は雫石川南岸に形成された段丘上に位置してお り、本調査区は遺跡の北側、段丘崖に隣

接する縁辺部にあたる。調査区内の地形は、「 2.地形・地質」で述べているように 5L20cグ リッド

付近の標高が最も高 く、そこから三方向に向かって緩やかに傾斜 していく。今回の調査区内において

遺構は、希薄な範囲が確認されているものの、概ね密集して存在 している。竪穴住居は時期によって

立地する場所が異なり、奈良時代は段丘のより縁辺部付近を占地 し、平安時代はそれよりやや南方の

内陸部に中心を移 していく。

[重複]竪穴住居が重複関係にあるものは、 R A 109・ 103(前後関係不明)→ R A 128、 R A126→ R

A l19、 R A130→ R A127の 3例である。過去の成果においても重複関係が認められる例は少ない。

重複 しない理由として、段丘上に平坦面が広 く存在 していることから利用できる土地が多 く存在 して

いたことと、 [堆積土]の項において後述するが、埋上の堆積過程が遅かっため過去の竪穴住居であ

った窪地は利用 しにくく不向きであったことなどが考えられる。

[平面形]平面形は方形や長方形、精円形などが確認されている。方形が35棟 と最も多 く、残 りは長

方形が 5棟、楕円形が 1棟、不明が 2棟である。これらの平面形は、時期や規模 とは関係なく出現 し

ていたことが窺える。

[床面 。床面積]床面は、ほぼ全面を貼付ることで構築してお り、高低差は僅かに認められるものの

ほぼ平坦で硬 くしまっている。38棟で貼床が存在 していたがそれ以外の住居では確認できなかった。

貼床の薄い所では地山である礫層が認められるものもあった。

床面積は、時期を問わず規模を優先して並べると第176図のようになる。これらの中で計測可能で

あった竪穴住居は42棟あり、床面積は4.71～40.39だ 、平均値が16.70だ である。この図からは、 8∬以

下、 9～ 16だ、18～ 24ど以下、25だ 以上でそれぞれまとまるような傾向が捉えられた。それらのまと

まりを小規模から便宜上 I～Ⅳ類としてお く。この図から少なからず各時代ごとに床面積の傾向が捉

えられるのでまとめてお く。
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1 遺構の検討

奈良時代は17棟存在 してお り、床面積は4.96～30.19だ 、平均は15.14ど である。当該期は各類が認め

られ、 I類 は 4棟、 Ⅱ類は 6棟、Ⅲ類は 3棟、Ⅳ類は 4棟ある。各類に隔た り無 く存在 してお り分散

傾向にある。規模の平均は全体の平均値より小さく、 I～ Ⅱ類の間にまとまる。

平安時代は14棟存在 してお り、床面積は4.71～40.39だ 、平均は20.43∬ である。当該期は各類が認め

られ、 I類 は 1棟、 Ⅱ類は 5棟、Ⅲ類は 4棟、Ⅳ類は 4棟ある。 I類以外の各類に多 くは存在 してい

る。規模の平均は全体の平均値より大きく、特にⅡ～Ⅲ類の間にまとまる。

[軸線方向]竪穴住居の残存状況の良好な壁を基準として計測 してお り、第31表に示した通 りである。

軸線方向は南北方向の軸に直交しているものと斜交 しているものの両者が存在 しており、奈良時代 と

平安時代では少なからず傾向が異なる。

奈良時代は前者と後者の割合はほぼ同数であるが、平安時代 と比べると斜交しているものが目立つ。

平安時代は前者が圧倒的に多 く、後者は僅かにしか存在 していない。

本遺跡に限って言えば調査区の周辺ではほぼ同じような傾向を示 しているものの、南東部において

は平安時代のものは大半が斜交する。このことから軸線方向は時期により決定されるものではなく、

地形や交通路などの何 らかの要因により規定されていたと考えられる。

[堆積土]断面による堆積上の観察では、 R A054の礫を廃棄 している状況を確認できた以外は大半が

自然堆積によるものである。堆積土中において十和田 aテ フラを確認できたのでまとめてお く。

十和田 aテ フラを 8棟 (R A050。 051・ 092・ 094・ 109。 ■0。 111・ 117)で確認できた。面として

堆積することはなくブロック状に混入していた。それらの所属時期は、奈良時代が 3棟、平安時代が

5棟である。前者は床面付近で検出できたものは 1棟 (R A092)、 堆積土中で確認できたものは 2棟

(R A094・ 109)あ る。後者は埋上下位から床面にかけて確認できたものは 4棟 (R A050。 051・

111・ 117)、 埋土上位から中位にかけて確認できたものは 1棟 (R Al10)あ る。これらの中で、RA
092・ 094。 109・ ユ10・ 111に堆積 しているテフラの自然科学分析を行った (292頁 参照)。 その結果、

R A092に 堆積 しているもののみ二次堆積である以外は全て一次堆積 とのことであった。

一次堆積 している竪穴住居の詳細な所属年代は、 8世紀代 (R A094・ 109)と 9世紀初頭 (RA
l10)、 9世紀後半 (RA■ 1)である。このテフラが堆積 している状況は先述 しているように、一次

堆積であるにも関わらず、床面より上位の10～ 30cmの 間に収まっている状況を観察でき、竪穴住居の

時期とテフラの堆積位置 (深 さ)に は関係が認められない。このことから8世紀代や 9世紀初頭に位

置付けられる遺構は堆積上の堆積する過程が緩やかであったと考えられる。同じ遺跡内であっても遺

構の立地場所などの地形環境により堆積土の堆積過程の進度が異なっていたことなどが想定される。

本遺跡においては、遺物が存在せず堆積土中に一次堆積の十和田 aテ フラを確認できたとしても所属

時期決定の根拠には不十分さが伴うと考えられる。

[カ マ ド]カ マ ドは44基を検出した。天丼部が残存することはなく、袖 と燃焼部、煙道のみの確認で

あった。 1棟に対 して作 り替えなどにより複数基が認められているのはR A054。 108・ 109・ 110の 4

棟である。残 りはすべて単独で設置されている。複数認められたものの中には、 R A108と 110は 異な

る壁にそれぞれ設置されていたが、R A109では同一壁において作 り替えが認められた。

袖の構築方法は 5種類ある。それらは、地山削 り出し、構築土のみ、削 り出した地山を構築土で覆

っているもの、構築材に礫を用い構築上で覆っているもの、土師器奏を用い構築土で覆っているもの

からなる。

煙道は剣抜式と掘込式がある。前者は10棟、後者は24棟、不明は10棟確認されている。奈良時代は

両者がほぼ同じ割合で存在 しているが、平安時代はやや掘込式の割合が多い。ただしこれらは煙道上
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X 調査の成果

半部が削平されているため不明な点が多い。また、掘込式の中で煙道の脇に礫が配されているのをR

Al19と 130で確認できた。これらは礫が煙道の上端に平行 して配置されている状況から暗渠状の形態

であった可能性がある。煙道の長さは0。71～ 1,91mを 測 り、その長さにまとまりは認められない。

支脚を確認できたものは11棟あり、 3種類の方法で設置されている。楕円形状の礫を直立させてい

るもの、土器を倒立させているもの、両者を組み合わせ土器の中に礫を入れているものからなる。こ

れらは時期を問わず用いられている。土器を使用する支脚は土師器甕を用いる類例が多 く認められる

が、R A097は土師器鉢、R Al191よ倒立させた土師器郭 3点を重ねて使用 している類例が少なからず

存在 している。

軸線方向は奈良時代 と平安時代では大きく異なる。奈良時代は西に振れているのが主体であり、真

北方向を向くものは僅かにしか存在 しない。平安時代は東に振れているのが主体であり、それ以外の

方向を向くものは僅かにしか存在 しない。奈良時代と平安時代では設置されている方向が明確に分か

れていることから、本調査区及びその周辺においては遺物が出土 していなくてもカマ ドの軸線方向か

ら時代を特定できる要因に成 りうるものと思われる。

[土坑・柱穴]貯蔵穴状土坑を伴うものは 7棟ある。柱穴を確認できたものは22棟あ り、そのうち主

柱穴と判断できるものは15棟ある。

貯蔵穴状土坑は、所属時期を問わず認められており、カマ ド脇 もしくは壁際に設置されている。こ

れらの規模は長軸60～ 120cm前 後、深さは 5～ 23cmで ある。堆積土中から個体復元できる土器がまと

まって出土している。

柱穴を確認できたものは検出数の半数近 く存在しているが、それらの中で主柱穴としたものは15棟

ある。主柱穴の配置には 4種類の方法が認められる。住居の四隅の対角線上に配置されている 4・ 6

本柱のもの、カマ ドが壁の中央ではなくどちらかの壁際に寄って設置されていることにより、それ以

外の三隅に配置されている 3本柱のもの、カマ ドと相対する壁に 2本柱が配置されているものからな

る。それらの配置位置は四隅や三隅はほぼ同じであるのに対 して、 2本柱の場合は住居の隅よりもや

や住居の中心に配置されている。柱穴は 4本柱の例が最も多 く、奈良・平安時代に普通的にみられる。

2本柱 と3本柱の配置例は平安時代にのみ存在している。住居の規模との関係は、床面積の項で述べ

た各類においてそれらは確認できているが、18だ以上の面積を有するⅢ類より大きな竪穴住居に多 く

認められる傾向がある。

(2)そ の他 の遺構

[土坑]43基検出した。それらの所属時期の内訳は以下の通 りである。縄文時代が 2基、奈良時代が

5基、平安時代が 3基、時期不明なものが33基ある。特筆すべ きもののみ挙げてお く。R A 193は多

くの縄文土器が出上 してお り、それらは大洞A式期に比定される。 R D209は奈良時代の上師器郭・

甕と焼土が廃棄されている。周辺にR A 104～ 106が存在 してお り、所属時期はどちらも8世紀代と同

時期で平行 していることから、それらの廃棄遺構であったと考えられる。

[焼土遺構]2基検出した。それらは隣接 しており、出土遺物 もなく所属時期不明である。

[滞]平安時代が 1条、時期不明が 3条ある。 R G138は堆積土中に十和田 aテ フラが層状に認められ

たことと過去の成果と合わせて考えると、平安時代に属するものと思われる。

[柱穴]全て出土遺物 もなく所属時期不明である。それらのまとまりは 5カ 所存在 しているものの建

物が建つような配置は認められない。
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1 遺構の検討

[旧河道]本宮熊堂A遺跡から検出した旧河道は、東西方向にのび、調査区外へ と続いている。川幅

約10m、 水深は検出面から1.6mを測る。本宮熊堂A遺跡は縄文時代晩期後葉の集落遺跡で、過去の調

査で 2棟の竪穴住居が検出している。しかし、隣接する本宮熊堂B遺跡からは該期の竪穴住居は確認

されていない。旧河道は縄文時代晩期集落の南限に位置 していた可能性がある。また隣接する本宮熊

堂B遺跡は古代を主体 とする大規模な集落遺跡であるが、本宮熊堂A遺跡からは古代の竪穴住居はみ

つかっていないので、この古代集落は旧河道から北側へは展開しなかったことが窺える。すなわち、

旧河道は、時代を隔てた 2つの集落それぞれの境界としての役割を果していたことが窺え、旧河道が

集落の設営に大 きな役割を担っていたものと思われる。

旧河道は堆積土が大きく5層 に分層できる。そして 1,3層 中には、水流を示すラミナの形成を数

箇所にわた り確認した。これらのラミナが洪水 レベルの水流によって形成されたのか、あるいは通常

考えられる河川の水流によって形成されたものかは定かではないが、仮に洪水 レベルであったとすれ

ば、このラミナにみられる水流の形跡が志波城にも影響を及ぼしたと考えられている古代の水害 と何

らかの関係があるのかもしれない。

旧河道の堆積土層以外の面から旧河道の存続時期について検証してみる。まず上限についてである

が、本宮熊堂A遺跡第26次調査において、遺構外から出土 した剥片と旧河道 4層中から出上 した剥片

とが接合 している。また 4層中からはオニグルミが多量に検出しているが、第17次調査でも炉や土坑

から、炭化 したオニグルミが多量に出上 している。これらの事象から熊堂A遺跡にみられる縄支晩期

集落が存続 していた頃は、旧河道は確実に存在 していたことが窺える。そして旧河道が埋没 した時期

についてであるが、第26次調査で旧河道を切って検出した溝 (R G055)か ら、10世紀前半の土師器

が一括出土 してお り、この上師器群から旧河道は10世紀前半には埋没 したものと推定できる。すなわ

ち、旧河道は縄文時代晩期後葉前後から存在 し、徐々に川底を上昇させながら8世紀代までは機能 し、

そして10世紀前半頃には完全に埋没 してしまったものと推定される。

遺物は 3'4層 から出土している。 4層からは縄文時代晩期後葉の上器、石器が、 3層からは奈良

時代、 8世紀前半の上師器が出土している。また 3・ 4層からは動植物遺体が多量に出土 してお り、

これらも3層 出土のものは古代に、 4層 出上のものは縄文晩期に比定される。この点は明瞭であ り、

従って多岐に渡る自然化学分析の結果も3層 に関わるものは古代に、 4層 に関わるものは縄文時代晩

期に相当する。

今回、旧河道の上壌分析 (植物珪酸体、花粉、珪藻分析)を行った中で (第Ⅷ章参照)、 旧河道 4

層の土壊分析の結果、旧河道は縄文時代晩期には河川ではなく、やや深い沼地であったという見解が

示された (第Ⅷ章Ш、Ⅳ節)。 4層 はラミナの形成も見られず、変化に乏しい層であり、 1～ 3層 と

はやや様相を異にしていたので、この分析結果は納得できるものであった。また東北学院大学教養学

部松本秀明教授のご教示によると、旧河道の堆積土の様相から、多少の水流はあったものの積極的に

河川として機能していた可能性は低いようである。

本宮熊堂A遺跡からは、縄文時代晩期に比定される石器が、多量にみつかっている。しかし、その

器種毎の組成をみてみると、石鏃などの狩猟具や敲磨器類などが多いのに対し、漁労具はほとんど見

つからず、過去の第17次調査において、石鍾 3点が出上したのみである。また、自然遺物が残りやす

い状態でありながら、旧河道からは盛岡市癖内遺跡で確認された、罠漁を示す遺構は確認されなかっ

た。このことも、旧河道が当時から「河川」として機能していなかったことを裏付けている。おそら

く、本宮熊堂A遺跡の旧河道は集落の境界として、また廃棄物の捨て場としての役割は担っているが、

いわゆる「1可川」として、生業などに関わっていたものではないと思われる。
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2遺 物 の 検 討

(1)出 土 土 器

今回検出した奈良時代と平安時代の竪穴住居跡43棟及び各土坑から、土器が多数出上している。整

理するにあたっては14頁に示したような分類基準を用いている。ここでは竪穴住居から一定量出上し

ている非ロクロの上師器邦と鉢、奏、ロクロ整形による土師器郭と須恵器郭に限ってそれぞれ分類ご

とにまとめておく。

[奈良時代の上師器必]掲載した土師器杯は48点ある。すべて非ロクロで、器形及び器面調整の特徴

から11分類している。内面黒色処理の有無で I・ ■類に分けている。

I Ala類 は13点 ある。体部から口縁部にかけて外傾する。本類には段が 1つ のもの、47・ 49の よう

に段の他に稜が形成されているもの、沈線が中位に巡らされているものがある。本来ならばさらに細

分できると思われるが、点数が少ないことからここでは行っていない。本類の中には137と 165の よう

に、底部から体部にかけての立ち上がりの屈曲が強く、やや平底風に近い形状のものも存在している。

分類時に明確な区分ができなかったことから本類に含めているものの、本来の九底とはやや異なる。

点数は少ないことから言及できないが、おそらく本類から区分できると思われる。口径は10。7～ 16.2

cm、 器高は3。 1～4.3cmで ある。

I Alb類は 2′点ある。体部から段までは外傾するが口縁部で大きく外反する。本類は体部にある段

より下はヘラケズリ・ミガキの順に整形され、外反する口縁はヨコナデである。底部は平底風の形状

を呈している。胎土は細かく外面の色調は他類に比べて明るみが増す。口径は10.2と 11.8cm、 器高は

44と 4.5cmである。99の高郭も本類と同様の口縁部形態を有している。在地産には存在しないことか

ら異系統のものと考えられる。

I Alc類 は 2,点ある。体部から口縁にかけて内湾して立ち上がる。本類には複数の沈線が体部中位

に巡らされているものと段のみのものがある。口径は20.4と 9.8cm、 器高は7.6と 3.6cmで ある。点数は

少ないものの、整形方法や法量が明らかに異なるものが確認できていることからいずれは細分できる

と思われる。

I Ald類 は 6点ある。体部に存在する段 もしくは稜から口縁部が垂直に立ち上がる。本類には段か

ら直接口縁に立ち上がるものと段の上にある稜から口縁に立ち上がるものが認められるが、これらは

点数が少ないことから細分 していない。前者が 1点存在する以外はすべて後者である。口径は11.3～

15.6cm、 器高は4.0～ 6.4cmで ある。法量を比較すると口径では差が認められないものの、器高において

前者が後者より大きいことが窺える。

I A2c類は 1点ある。段が存在することなく体部は内湾する。基本的に丸底であるが174の底部は

平底に近い形状をしている。口径は14.8cm、 器高は4.OcIIlで ある。

I A2d類は 3点ある。体部から稜までは外傾して立ち上が り、稜より上は口縁まで直立する。稜 よ

り下はヘラケズリ・ミガキの順に整形され、それより上はヨコナデである。胎土は細か く、外面の色

調は他のものに比べ明るみが増す。口径は10.5と 11.3cm、 器高は2.7と 3.2cmで ある。整形技法と法量が

小ぶ りであることから他類とは明らかに異なる。在地産に存在 しないことから異系統のものと考えら

れる。

I Blc類 は 1点ある。日縁部が残存 していないことから器形は不明であるが、平底で体部に段を有

している。器高は6.Ocm、 底径は7.4cmで ある。
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I B2a類 は 3点ある。平底で体部に段を持たず口縁 までタト傾する。1781ま 他の郭と比べ小 さい器形

であるが本類の基準に該当するため含めている。 どちらの器形もロクロの上師器郭に類似 している。

口径は11.0と 15.3cm、 底径は5。3と 6,7cm、 器高は2.8と 5,7cmで ある。どちらも同じ調整技法であるが法量

は大きく異なる。点数が少ないことから不明な点は多いものの、法量の差異からいずれは細分できる

と思われる。

I B2c類 は 3点ある。平底で体部に段を持たず口縁 まで内湾し、稜から口縁部にかけては外傾もし

くは直立する。 I B2a類 との差は僅かであるが内面がやや丸味帯びるものを本類 としている。口径は

15.5と 8,8cm、 底径は5.7～ 9.Ocm、 器高は2.8～ 4.7cmで ある。法量において差が認められるものの、点数

が少ないことから現段階での分類は困難である。

Ⅱ Alc類 は 1点ある。内面が黒色処理されておらず、体部に段を有 し口縁部まで内湾する。本遺跡

においては本資料のみの存在である。法量は IA類 と同じである。

Ⅱ A2c類 は 1点ある。内面が黒色処理されておらず、体部に段を持たず口縁部まで内湾する。ⅡA
lc類同様、本遺跡において本資料のみの存在である。

[奈良時代の上師器鉢 。高台付鉢 。高雰]鉢類は15点、高台付鉢は 1点、高必は 2点ある。すべて非

ロクロで、鉢類のみ器形の特徴から6分類 している。

i類は 2点ある。体部に段を持たず、体部下半からやや膨 らむものの垂直ないし外傾 して口縁部ま

で立ち上がる。内外面の調整はハケである。どちらも破損 しているため底部の形状は不明である。口

径は8.9と 10.2cmで ある。

�類は 4点ある。体部に段を持たず、体部上半部に最大径を持ち口縁部が内湾 し、底部は平底であ

る。体部にある稜から口縁部まで直立する。体部上半部にある稜を境にして上下でミガキの方向が異

なり、稜 より下は縦方向、上はヨコ方向である。53と 101は底部が欠損 しているが、内外面の調整方

法と体部上半部の器形から本類に含めている。口径は10,8～ 12.lcmで ある。

�類は 3点ある。体部中央に段を持ち、内湾 して立ち上がる。すべて底部が破損 しているため器形

は不明である。内面が黒色処理が施されていることは共通しているが、外面調整はハケとミガキがあ

る。口径は10.3～ 19.7cmで ある。

�類は 1点ある。体部に段を持たず、外傾 して立ち上がる。器形は甕の底部の器形に類似する。

v類 は 3点ある。体部上半部に最大径を持ち口縁部が内湾しており、底部は平底である。器高より

口径が長い。体部の内外面に細かく丁寧なミガキが施されるという特徴があり、他類 とは異なる。口

径は13.3～ 15.2cm、 底径は6.5と 7.4cm、 器高は6.7と 7.lcmで ある。

�類は 2点ある。体部上半部に最大径を持ち口縁部が内湾 してお り、底部が九底である。 v類に類

似 した器形であるがやや小ぶ りである。内外面の調整はミガキである。口径は10,3と 12.5cm、 器高は

6.3と 9.Ocmで ある。

高台付鉢は 1点ある。非ロクロのもので体部に段を有し、口縁まで内湾して立ち上がる。内外面の

調整はミガキである。土師器郭には本遺物の高台を伴わないような器形は存在しない。類似 した器形

は須恵器高台付郭に認められることから、模倣して作られたものと想定される。在地産に認められな

いことから異系統のものと考えられる。

高郭は 2点ある。土師器郭でも触れた I Alb類 と同じ器形・整形方法で、それに脚部が付けられた

ものである。土師器邦でも述べたように、この器形は在地産に認められないことから異系統のものと

考えられる。

[奈良時代の上師器奏・台付奏]土師器奏は95点ある。すべて非ロクロで、長胴や球胴など器形によ
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りA～ C類に分けている。さらにそれぞれ口縁部形態により分類 しており、長胴奏は 6分類、球胴甕

は 2分類できた。基本的に頚部に段を有する。法量により、20cm未満を小型、それ以上を大型 として

ここでは報告 している。

Ali類 は 2点ある。頸部で強く括れ口縁部は外傾 し、体部上半部に最大径を持つ。頸部直下に肩

部と類似 した張 りが認められる。器面調整はハケとミガキがある。口径は18.4と 19。 3cmで ある。法量

は大型のみである。

Al� 類は29点ある。口縁部が外反もしくは外傾 し、頸部の括れはAli類 と比べて弱い。最大径

は概ね口径にあり、体部は円筒状をしている。本遺跡の中で最も基本的な器形である。本類は顕部に

段を有するものの、段の張 りがはっきり認められるものと認められないものがある。外面調整はハケ

が大半であるが、一部にはミガキを伴うものが存在 している。口径は13.0～ 29.3cm、 器高は13.8～ 28.2

cmで ある。法量は大型が主体である。

Al�類は 3点ある。口縁部が直立気味に立ち上がる。基本的にはAl� 類で見られるような頸部

の括れは存在 しない。最大径は口径にあり、体部は円筒状をしている。外面調整はハケが主体である。

口径は16.2～20.3cmである。

Al�類は11点 ある。口縁部は外反して立ち上が り、日唇部直下に稜を伴う。口縁部に稜が認めら

れることから他類に比べ厚みがある。外面調整はハケが主体であり、僅かにヘラケズリを伴う。口径

は14.7～ 22.2cm、 器高は15.5～ 33.8cmで ある。法量は大型が主体である。

Alv類 は 3点ある。口縁部が受け口状をしている。日唇部直下にAl�類とは異なり明確な稜を

有する。本類は完形品が存在 しないことから全体の形状は不明瞭である。確認できた外面調整はハケ

が主体である。口径は17.2と 18,7cmで ある。

Al�類は 9点ある。口縁部は外傾ないし外反して立ち上がるが、口唇部は垂直に摘み上げられる。

器形及び口縁部は�・�類 と類似 しているものの、口唇部の形状が異なる。外面調整はハケである。

日径は14.0～23.Ocmである。法量は小型と大型が共に認められており、後者が主体である。

A2類は 1点ある。段を持たないもので、Al�類 とほぼ同じ器形である。

Bli類 は 1点ある。体部は球胴、頭部が強 く括れ口縁部は外傾する。外面調整はハケ・ミガキの

順に施されている。

Bl� 類は 1点ある。体部は球胴、口縁部が直立 して立ち上がる。頚部はほとんど括れない。外面

調整はハケである。

Cl類は 1点ある。頸部直下の体部上半部が強 く張 り出した肩部を有する。A・ B類 と異なる器形

であることから区分している。外面調整はハケである。口縁部が残存 していないことから本来の器形

は不明であるが、肩部は須恵器奏に類似している。土師器奏に類似する器形は認められないことから、

おそらく須恵器奏を模倣 したと考えられる。

台付奏は 1点ある。高台以外は奏の底部から口縁部までの器形はAlv類 と同じである。高台の高

さは 2 cm前 後と低い。外面調整も同じである。

[平安時代の土師器邦]ロ クロ土師器必の一群で226点 出土 しており、非黒色処理と内面黒色処理、内

外面黒色処理の I～ Ⅲ類に大別される。完形の上師器郭が出土 した竪穴住居ごとに散布図 (器高/

(口径/底径))を作成している。

Ia類は27点ある。体部は外傾 して立ち上がる。口径は12.0～ 15.8cm、 底径は4.2～ 7.Ocm、 器高は3.7

～5.2cmである。底部切 り離 しは回転糸切 りが主体である。器高は4.3～4.5cmに 集中してお り、 5 cm以

上のものは少ない。
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Ici類 は41点ある。体部が内湾 しながら立ち上がる。口径は11.6～ 16.8cm、 底径は4.8～ 6.Ocm、 器

高は3。7～ 5.4cmで ある。底部切 り離 しは回転糸切 りが主体で、僅かに再調整されているものが含まれ

る。底径は4.8～ 5.2cm、 器高は4.3～ 4.9cmに まとまりが認められる。

Ic� 類は21点ある。体部は内湾 しなが ら立ち上が り口縁部が外反する。口径は11.0～ 15。 lcm、 底

径は4.9～ 6.3cm、 器高は3.7～ 5.7cmで ある。底部切 り離しは回転糸切 りが主体である。

Ic� 類は71点ある。底部側縁で屈曲し、そこから内湾して立ち上がる。日径は11.5～ 16.2cm、 底

径は3.9～ 7.lcm、 器高は3.7～ 5.7cmで ある。底部切 り離 しは回転糸切 りが主体で、僅かに再調整されて

いるものが含まれている。本類は胎土中に金雲母を多 く含むJ点 では基本的に他類 とは異なる。またⅡ

c�類にも同様の特徴が多 く認められる。

Ic�類は 1点ある。底部が厚 く柱状を呈 している。底径は4.2cmである。底部切 り離 しは回転糸

切 りである。本来は平高台で扱わなくてはならないが、分類当初は他との差が分からなかったため本

類 として扱っている。

Ⅱa類は 1点ある。内面は黒色処理され、体部は外傾 して立ち上がる。底部は再調整されている。

口径は15.lcm、 底径は6.2cm、 器高は5,5cmで ある。他類に比べ法量は大きい。

Ⅱci類は25点ある。内面が黒色処理され、体部は内湾しながら立ち上がる。底部切 り離 しは回転

糸切 りと再調整されているものがある。口径は10.9～ 15,Ocm、 底径は4.0～ 6.4cmで ある。

Ⅱc� 類は 5点ある。内面が黒色処理され、体部は内湾しながら立ち上が り口縁部が外反する。底

部切 り離 しは回転糸切 りが主体で、再調整されているものも含まれる。口径は11.8～ 14。2cm、 底径は

5.3～ 6.7cm、 器高は4.9～ 5.3cmで ある。

Ⅱc�類は16点 ある。内面が黒色処理され、底部側縁で屈曲し、そこから内湾して立ち上がる。底

部切 り離 しは回転糸切 りが主体である。口径は12.6～ 15。 9cm、 底径は4.5～ 6.8cm、 器高は3.5～ 5.Ocmで あ

る。 Ic� 類でも述べたように金雲母を多 く含んでいる。器高は3.5～ 4.2cmと 47～ 5,Ocmに まとまりが

認められる。

Ⅱc�類は 1点ある。内面が黒色処理され、体部下半で屈曲し、そこから椀状にやや直立気味に立

ち上がる。Ⅱc�類と類似 しているが口縁部の立ち上が りが異なることから区分 している。底部切 り

離 しは回転糸切 りである。口径は12.lcm、 底径は5,3cm、 器高は5.8cmで ある。

ma類は 1点ある。内外面が黒色処理され、体部が外傾 して立ち上がる。底部切 り離 しは回転糸切

り、後に再調整されている。口径は15.4cm、 底径は7.3cm、 器高は6.4cmで ある。他類に比べ法量が大 き

しヽ。

Ⅲ c類は 4点ある。内外面黒色処理され、体部が内湾して立ち上がる。底部切 り離 しは回転糸切 り

とヘラケズリ、再調整されているものがある。日径は10.5～ 14.5cm、 底径は3.6～ 6.Ocm、 器高は3.8～ 5.2

cmである。

[平安時代の須恵器郭]須恵器郭は19点ある。底部からの立ち上が りを外傾するものと体部中央で外

反するもので a・ b類に大別 し、さらに外傾する a類 を 3分類 した。これらの資料はすべてRA■ 0

から一括 して出上 したもので、それらの散布図 (器高/(口径/底径))を作成 している。底部切 り

離 しは全て回転ヘラ切 りである。

ai類は 4点ある。体部が外傾 して立ち上が り、器高が低 く、底径が広い。口径は12.2～ 13.OcIII、

底径は6.2～ 7.4cm、 器高は3.6～ 4.lcmで ある。底径が 7 cm前後に集中する。

a� 類は 1点ある。体部が外傾して立ち上が り、器高はai類 と変わりないが底径はそれよりも小

さい。口径は11.7cm、 底径は5,4cm、 器高は3.7cmで ある。点数が少ないことから不明な点が多いものの、
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X 調査の成果

散布図において ai類 と異なることから区分している。

a�類は 2点ある。体部が外傾 して立ち上が り、法量が他類 と比べて大きく散布図における分布域

は明らかに異なる。口径は14.6と 15.4cm、 底径は7.5と 7.6cm、 器高は6.3と 6.5cmで ある。

b類は12点 ある。体部が外反して立ち上がる。日径は12.3～ 13.4cm、 底径は5,8～ 7.Ocm、 器高は4.2～

5,4cmで ある。散布図において器高が4.7～ 5.Ocm、 日径/底径が1,8～ 2.2cm近 くにまとまる傾向がある。

本類にのみ墨書土器が存在 している。

これらの上器と類似 した資料が出土 している遺跡と比較してお く。 ai類は、志波城跡出土の須恵

器郭A類 と胆沢城出上のAl期の須恵器A類、飯岡林崎 Ⅱ遺跡 R A04か ら出上している須恵器郭の器

形と底部切 り離しが共通 している。法量は、『志波城跡 I』 (盛岡市教育委員会1981)で報告している

分布図を参考にすると、志波城よりは胆沢城の郭の底径と近似 している。また、飯岡林崎 R A04出土

の郭とはほぼ同じである。 b類 は、周辺遺跡において類例は極めて少ない。飯岡林崎 Ⅱ遺跡 R A24か

ら出土した郭に類例が認められ、ほぼ同じ法量である。宮城県関ノ入遺跡の S E Kll窯 に類似 した器

形が認められる。ただし器高において差が認められ、本遺跡の資料の方が器高が高い。

出土資料のうち ai類 2点 とb類 1点の胎上分析を行った (322頁参照)。 一つは水沢市中半入遺跡

や盛岡市台太郎遺跡などの成果と分布が一致する一群、もう一つは今まで分析を行ったものとは全 く

異なる新たな一群である。このことから須恵器窯が複数存在 していたことが想定される。今後は分析

の類例を増やしていくことで、窯元の特定や搬入過程を明らかにしてい く必要がある。

[出土土器の法量]完形のイ と甕に限って法量を計測している。法量の計測は小林正史氏にお願いし

ている。土師器郭の法量は0.29～ 0.88を 、土師器高台付郭の法量は0.48～ 0。 78を 、須恵器郭の法量は
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第177図 土師器散布図 (1)
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2 遺物の検討
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0.33～ 0。 93を である。土師器郭と高台付郭は分類 と法量の関係は認めらず、須恵器郭のみ分類と法量

の関係を窺え法量分化がなされていたものと思われる。土師器奏の法量は1.08～ 13.79ゼ 、ロクロと非

ロクロ関係なく法量分化が想定される。奏に関しては、法量の分布域を検討することでさらに細分で

きる可能性がある。

[出土土器の組合せ]土器の各類 と出土状況をまとめたのが第33～35表である。奈良時代・平安時代

を通 じてR Al10出 上の須恵器以外は土師器郭・奏が主体の上器群である。竪穴住居から出上 した

―-344-―



遺物番号 法量 (ゼ ) 遺物番号 法量 (を ) 遺物番号 法量 (ゼ ) 遺物番号 法量 (ゼ ) 遺物番号 法量 (ゼ )

7.91 331 0.42 404 0.40 479 088 572

332 0.39 405 480 041 573 0.44

9.45 046 406 0.48 481 0.53 0.57

8.11 334 0.39 407 0.41 497 038 575 刀
仕

54 170 335 0.44 409 498 0.34 0.38

68 5,35 0.45 414 0.80 499 060 577 041

8.45 337 415 500 0.40 578 0.29

86 411 338 0.39 416 501 0.46 0.31

2,71 339 0.49 417 502 054 045

88 7.49 340 0.33 418 0.65 503 0.39 048

89 10.00 341 0.45 420 0.86 504 033 582 041

149 7.84 342 424 0.48 505 0.56 0.42

694 343 0.36 刀
仕 0.41 031

2.82 344 0.47
刀
仕 510 050 041

225 345 0.37 430 511
刀
仕

（
υ 0.37

0.38 346 0.50 431 0,30 512 066 587 056

0,74
刀
仕 0,93

刀
生 515

ワ
イ

＾
Ｖ 588 0.41

235 0.59 348 088 433 516 0.56 043

236 0.40 360 063 434 0.38 1379 049

237 0.68 361 0.32 435 0.42 0.45 0.35

0.65 362 054 436 0.45 052

244 0.53 367 108 刀
仕 0,38 538 035 597 031

245 086 368 刀
仕 0.42 0.41 598 0.59

247 067 И
仕 0.41 540 0.45 047

248 0.55 376 440 54ユ 044 0.36

116 377 10.17 44ユ
刀
仕

貞
υ 0.64 0.40

269 0.42 457 543 054 0.42

270 0.49 0.46 458 544 053 （
Ｖ 0.33

271 0.54
Ｏ
Ｏ 462 552 0.66 604 0.39

272 388 0.38 463 553 0.49 625 0.55

0.28 399 474 0.49 558 057 626 0.31

289 0.34 400 0.47 475 565 0.37

0.59 401 0.39
７
ｒ

刀
■ 569 0.53 4.05

292 0.33
（
Ｖ

刀
仕 0.29 477 570 0.37 612

108 403 0,46 478 0.46 571 0.35

X 調査の成果

第32表 上器法量一覧

郭・鉢・甕の共伴関係から各時代ごとにそれらの組合せを把握 しておく。

[奈良時代の組合せ]土師器が主体であり、須恵器の頻度は極めて低い。

郭は、内面が黒色処理されている I類が主体を占め、 Ⅱ類は極めて少ない。 I類では、 I Ala・

lc・ ld類の在地産土器が多数認められ、郭が出上している当該期の遺構の大半に存在 している。それ

らの在地産は一定 して存在 しているが主体となるような組合せは認められない。 IB類については出

土点数が少ないことからその様相を把握できない。また IA・ B類が共伴する例は少なく、各類ごと

での関係性は僅かにしか窺えない。 I Alb類 とI A2d類 は、在地産と同じように内面黒色処理され

ているものの、先述 したように器形や調整方法において在地産とは異なることから異系統の上器であ

る。これらはR A098と 099にのみ存在 しており、点数は少ないものの一つの組合せと捉えられる可能

性がある。 I Ala類の平底風の底部を有するものとIB類が共伴する例が窺えることから、これらも

組合せと捉えられる可能性がある。

鉢は器形と段の有無により6分類 している。RA098に おいてそれらの多 くは一括 して出土している。

―-345-―



肺 導 ○ 群 型

― ― ∞ 卜 ０ １ １

第
33
表
 

竪
穴
住

居
出
上

土
器

組
成

表
(1
)

土
師

器

琢

非
ロ

ク
ロ

48

ロ
ク

22
6

I
Ⅱ

2
Ⅱ

5

4

A
B

0

2
14
2

0

27
4

8

4

0

l
l

0

l
2

9
ユ

2
1

0
d

0
d

0
0

0
ユ

5
1

2
6

]
3

1
3

3
1

RA
50

2
l

4
l

4
2

RA
51

2
l

2
l

RA
54

1
2

4
3

3
1

4
2

20

RA
91

1
ユ

3

RA
92

2
2

RA
93

]
1

RA
94

1
2

6
6

RA
95

RA
96

1
2

RA
97

RA
98

l
2

2
9

RA
99

2
l

4
4

記 A
10
1

1
2

tA
10
2

記
A1
04

l
1

2
2

RA
10
5

2
ユ

4
4

記
A1
06

1
1

2
2

くA
10
7

1
]

1

A
1

]
1

モ
A

ユ
1

1
ユ

l
5

1
]

l
3

8

A
1

2
2

tA
2

2
l

4
1

13

A
3

l
5

5

A A
4

1
1

4
1

3

A
8

2
J

2

甦
A

3
2

A
1

1
l

A
3

1
5

4
17

kA A
]

ユ
l

記A
12
3

記
A1
24

1
1

ユ
1

ユ
5

5

RA
12
5

ユ
1

RA
12
6

ユ
1

茫
A1
27

1
1

1

КA
12
8

4
ユ

1
9

記
A1
29

l
l

1
2

ユ
6

6

記
A1
3(

2
1

4
3

1
3



第
34
表
 

竪
穴
住

居
出
土

土
器

組
成

表
(2
)

土
師

器

蓋
高

台
付

郭
高

不
耳

皿
鉢

甕

l

3
20

2
1

ユ
1

非
ロ
ク
ロ

0

l
0

2
3

0

2

2
4

]
2

l
0

l
2

0
2

8
2

3
11

3
9

RA
50

1
1

RA
51

2
2

4
ユ

RA
54

1
l

2
ユ

RA
91

1
|

1
4

4

RA
92

ユ
2

RA
93

1
2

2

RA
94

1
1

2
2

4
6

RA
95

3
4

6

RA
96

]
2

2
3

RA
97

I
2

3
3

RA
98

2
l

3
1

6
]

3
2

6

RA
99

2
2

2
3

ユ
6

RA
10
1

4
4

5

RA
10
2

l
l

ユ

RA
10
4

2
2

2

RA
10
5

RA
10
6

]
2

]
3

4

RA
10
7

RA
10
8

l
1

3
〕

l
2

5

RA
10
9

l
l

5
5

ユ

RA
1

|
ユ

2

RA
3

3
2

2

A
l

2

A A
1

1

A
15

1
3

A A A
1

2
3

1

A A
2

2
1

]
3

A
1

1

A
l

A
1

1
]

2

A
4

2
2

6

A

電
A

1
l

A
l

К
A1
3C

2
R

2

謎 醇 ③ 灘 湘

― ｌ ω ぶ Ｎ Ｉ Ｉ



土
RR
l器

狼
思

器

菱
含
付
菱

卜
型
蟄

甑

4

杯
蓋

非
ロ
ク
ロ

l
l

I頬
Ⅱ

類

7

b

1
1

49

A・
B

C

1

1
3

0

” Ш

2

2

1

4
1

2
0

l

1
1

RA
50

3
5

8
3

3

RA
5ユ

1
1

2
2

RA
54

1
l

RA
91

4
4

8

RA
92

2
4

RA
93

2
2

1
1

4

RA
94

1
7

7
1

1

RA
95

1
7

7
7

RA
96

3
6

RA
97

3
3

1
5

1
1

〕

RA
98

1
1

11
2

2

RA
99

6
6

RA
10
1

1
6

6
8

RA
10
2

1
l

2

RA
10
4

2
2

4

RA
10
5

4

RA
10
6

4
4

6
l

]
2

RA
10
7

l

RA
10
8

5
5

7

RA
10
9

A
3

2
5

7
4

1
2

7
11

A
3

3

A
1

l
8

A A
4

A A
3

3

A
l

RA
9

1
2

tA
l

tA
3

1
1

A
1

RA
12
4

1
1

КA
12
5

l
3

4

tA
12
6

7

砲
A1
27

1
1

2
2

整 A
12
8

ユ
ユ

11
5

5

kA
12
9

1
1

3

ぞ
Al
R(

2
2

1

第
35
表
 
竪
穴
住

居
出
土
土
器
組
成
表

(3
)

帥 導 ○ 群 型

― ｌ ω 卜 ∞ ― ―



X 調査の成果

土師器高台付鉢 は 1点 出上 している。 IA。 lB類の郭 と共伴 している ものの、不明な点が多い。

須恵器高台付イ を模倣 した もので、他 に類例が認め られない。このことか ら異系統のもの と考えられ、

組合せの 目安にな りうるもの と想定 される。

甕は器形により分類 しているが、A類が主体を占めてお り、 B・ C類の割合は極めて低い。A類で

はA� 類が最も多 く、奏が出土 した当該期の遺構の大半で認められ、組合せは捉えられない。A類と

Bl類は本遺跡及び周辺遺跡からも多 く認められる在地産と考えられるが、 Bl� oC類については

類似 した器形を確認できないことから異系統の土器 と考えられる。このBl� oC類の土器はRA

098においてのみ確認できてお り、組合せとして捉えられる。

必 と奏を合わせて組合せを検討 してい く①琢 I Ala・ I Albo I A2d類 と鉢類、高郭、甕Bl

五・C類、郭 I Ala・ I Blc類 と甕Al�類及び高台付鉢、イ I Ala類 の平底風のものとIB類、奏

Al� 類の段の張 りが弱 くなるものに関してはR A91・ 93・ 101・ 107・ 108な どで共伴 してお り、そ

れぞれ組合せとして捉えられる。高台付鉢は、類例がないことと須恵器を模倣 していることを積極的

に評価 したい。郭の平底風のものと奏の段が弱 くなるものの組合せは、それぞれに射して客観的な基

準を引けないことから根拠が弱いことは否めないが、少なからずこのような状況を郭と奏において確

認できたことは組合せとして捉えられる。遺構数に比べて出土点数が少ないことから上述のように組

合せを抽出することはかなり無理があると思われるが、当該期において 3つの組合せが想定される。

ただし在地産の上師器を中心とした組合せは点数が少ないことから抽出不可能であったため、これら

の検討は今後の課題である。

[平安時代の組合せ]土師器と須恵器の杯と奏がある。土師器郭 と須恵器郭の組合せから5つの組合

せが捉えられる。

Ia類 。Icio� 類・Ⅱci・ 五類からなる一群である。 I・ Ⅱ類の土器が存在してお り、出現

頻度において明確な差は認められない。

Ia類・ Ici・ ii類 。ci・ 五・�類からなる一群である。 Ia類・ Ici・ 五類 。Ⅱci・ 五

類が主体を占め、 Hc�類を僅かに含む。

Ia類・ Ici・ 五・�類 。Ⅱci・ 五・�類からなり、Ic�類の占める割合が低い一群である。

Ia類・ Ici・ 五・�類・Ⅱci・ �・�類からなり、 Ic�類が主体 となる一群である。

須恵器郭からなる一群である。必の器形から細分 したが、すべてR A l10か らの出上である。

[墨書土器・刻書土器・暗文土器]

墨書土器17点、刻書土器 6点、暗文土器 1点が出土している。それぞれ以下にまとめてお く。

[墨書土器]

出土した墨書土器は第36表の通 りである。いずれも平安時代の遺構から出土しており、記されてい

る土師器郭には内面黒色処理されているものと非黒色処理がほぼ同数の割合で存在 している。記され

ている文字は、一文字ないし二文字が多 く、多文字も2点 と僅かながら認められている。今回の調査

区からは「成」が多 く3点出土している。

これらの中で、 R A l10と R A 130か ら出上 しているものが稀な例として挙げられる。前者は 9世紀

初頭の須恵器郭の一群である。須恵器郭 b類 にのみ記され、しかも4例出土 している。後者は出土例

が 5例あり、598と 599の ように多文字が記されているものが認められる。これらは文字が重なってい

ることから、複数回に跨って記された結果と思われる。多文字が記された資料はロクロ土師器 Ⅱci

類に分類されるものであるが、焼成は良好、胎土は細かく、底部切 り離 しはヘラケズリである。この

上器の出土量は極めて少なく、他類の上師器イとは明らかに異なる。
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2 遺物の検討

過去の成果と合わせて検討していく。 R A l10か ら出上している 9世紀初頭に属する須恵器郭は類

例は認められず、周辺遺跡と比較しても稀な存在である。先述したように当該期の遺構と遺物そのも

のが盛岡市内には少なく比較し難い状況にあることから、今後の類例の増加を待って実態の把握に努

めたい。RA■ 0以外の資料は、土師器郭に記されることは共通しているが、使用された郭において非

黒色処理と黒色処理の比率はほぼ同数である。記された文字は今回と過去の成果と合わせると29例 に

なり、同一文字が多い順に、「成」が 5例、「得」が 3例、「生方」が 2例である。それらの出土地点は遺

跡内でも離れているものの、所属時期は概ね 9世紀後半から10世紀前半に収まる。このように同一文

字が多く確認でき、周辺遺跡においても同様の傾向にあることから、本遺跡を中心とした集落に「成」

という文字が象徴的な意味合いを持って広まっていたことが想定される。多文字が記された資料は過

去の成果においても類例が無く、盛南地区の周辺遺跡においても認められていない。これらの資料は

先述したような土器であることから製作段階から使用方法に至るまで異なることが想定される。しか

し、記された文字の検討や同一遺構から出土する理由など多くの課題を残している。今後は、同一資料

の類例の増加を待つと共に、周辺地域の文字資料の出土傾向を把握しながら検討していく必要がある。

第36表 墨書上器一覧

[刻書土器]

出土した刻書土器は第37表の通 りである。奈良時代のものは、「×」 (147・ 164)が 2点、「業」

(148)の計 3点で、いずれも底部に記されている。

「×」は、過去の成果と合わせて4例 目の出上であり、周辺にある台太郎遺跡からも当該期の上師

器イの底部に多く確認されている。この線刻は、内外面の色調が共通していることと周辺を含め類例

が多いことから、「半」とは異なり記号としての要素が強いものと思われる。

「■」は、内外面はミガキが施されており内外面の色調は黒色処理されず褐色を呈しているとい

う特徴がある。本遺跡の過去の調査成果及び、周辺遺跡からの出土例はない。これは「九字」と言わ

れるもので、印刻は魔除けや呪いなどといった要素を持っているものと解釈されている。県内では水

沢市林前南館跡で平安時代に属する土師器にそれが認められている (水沢市埋蔵文化財センター

2004)。 この林前南館跡からは本遺跡と同じ記号は存在していないものの、本遺跡のものと比較的近

似した線刻が見受けられることから、同じ要素のもとに線刻されたものと捉えられる。今回、遺跡か

ら出土した資料は所属時期が 8世紀前葉に位置づけられることから、遺跡が形成された早い段階から

呪術行為が行われていたと想定される。

掲載番号 出土遺構 種  類 器  種 部  位 訳  酵 備   考

RA50 土師器 郭 体部外面 生 方

RA110 須恵器 郭 体部外面 王

335 RAl10 須恵器 杯 底面外面 工

RAl10 須恵器 郭 底面外面 工

RAl10 須恵器 イ 底面外面

RAl12 土師器 郭 体部外面 佳 内面黒色処理

428 RAlユ 5 土師器 lTh 体部外面 成

478 RAl覧 6 土師器 郭 体部外面 大

RA124 土師器 郭 体部外面 □

RA128 土師器 郭 体部外面 成□ 内面黒色処理

560 RA129 土師器 杯 林部外面 □ 内面黒色処理

RA130 土師器 杯 体部外面 上

572 RA130 土師器 不 体部外面 成

598 RA130 土師器 郭 体部外面 □□□□□□ 多文字。内面黒色処理

RA130 土師器 イ 体部外面 王□□ 多文字。内面黒色処理

605 RA130 土師器 琢 体部外面 回 多文字の可能性あり。内面黒色処理

RD225 土師器 イ 体部外面 不明□ 内面黒色処理
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X 調査の成果

平安時代は、「×」 (538)と 不明な文字 2点の計 3点で、いずれも非黒色処理の上師器郭に記され

ている。「×」は奈良時代 と同様の記号 として捉えられる。当該期の刻書は、過去の成果と合わせて

9例 になる。文字が線刻された例は少なく大半は不明な記号である。「×」は 3例認められたが、そ

の他はすべて異なるため不明な点が多い。また、土師器奏に記されている例が 1点ある。土師器郭が

主体であり、非黒色処理の土師器郭に記されているものが 6例、内面黒色処理が 3例ある。墨書土器

はほぼ同数の割合で存在 していたのに対 して、刻書土器では非黒色処理の方が多い。どちらも土器に

書 くという行為は同じであるものの、姑象 となる土器が異なるということから記された意味合いが異

なっていたと想定される。

第37表 刻書土器一覧

[暗文土器]暗文土器はR A130か ら出上した597のみで、Ⅲ c類に分類されている器形である。内面

には粗雑な円を放射状に複数回にわたって一筆書きをしている。

過去の成果では第20次調査で検出したR A053か ら1点出上 している。この遺物の所属年代は10世

紀前半と位置づけられている。本資料 と比較すると、内面黒色処理と所属時期は共通しているが、郭

の形態は異なる。点数が少ないことから言及できないものの、本遺跡に限って言えば暗文が広まった

時期は両者の時期が同じである概ね10世紀前半と言える。

[縄文土器]出土点数は僅かながらも確認された。これらは大洞A～ A′ 式期に比定される。調査区

西側の R D 1931よ大洞A式、調査区東側の遺構外や攪乱から出土 したものは大洞 A′ 式がそれぞれ主

体である。いずれも隣接する本宮熊堂A遺跡と平行期にある。

(2)出土した鉄製品・鉄滓

[鉄製品]鉄製品は20点が竪穴住居から出土している。調査区東側の 9世紀後半から10世紀前半を主

体とした住居からの出土量が多く、本遺跡内の過去の成果と比べても突出している。奈良時代である

R A093・ 099か らの出土例は稀である。

[刀子]竪穴住居の床面から6点出上しており、すべて欠損している。奈良時代は 1点 と少なく、他

はすべて平安時代である。 1点のみ木質部の柄が残存していたものが認められ、その木質部が残存す

る柄の部分には木の皮と思われるものが網目状に確認できたことから、柄に装飾が施されていたと考

えられる。

[紡錘車]2点出土している。どちらも芯棒が欠損している。

[鋤先]1点出上している。完形で、断面がV字状をしている。

[鎌]1点出土している。先端部が欠損しているがほぼ完形である。

[釘]3点出土している。ほぼ同一規模のものである。

[その他]7点出上している。618は保存処理以前は刀子と判断していたが、それ以後に鋲のようなも

のを2カ 所確認できたことから、留め金具のようなものと思われるが本遺物の性格は不明である。

掲載番号 出土遺構 種 類 器種 部位 文字 備   考

刀
仕 RA104 土師器 郭 底部外面 × 内面黒色処理。

148 RA104 土師器 不 底部外面

RA105 土師器 杯 底部外面 × 内面黒色処理。

538 RA128 土師器 郭 底部外面 ×

RA130 土師器 郭 体部外面 不 明

588 RA130 土師器 郭 体部外面 不 明
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2 遺物の検討

621は釣 り針状の製品。根元には装着痕のような筒状の形状が認められたことから、釣のような用途

が想定される。U字ないしL字のものが確認されてお り、それらは釘の可能性もあるが今回は不明と

した。

[鉄津]鉄淳は分類に従って仕分けしている。鍛冶流動滓 3点、椀形鍛冶津 2点、鍛冶津含鉄鉄津 2

点、鍛冶津鉄塊系遺物 2点である。主にR A054の埋土及び床面から出土 したものが 7点、R A051と

R AlHが 1点ずつである。成分分析の結果からも鍛冶が行われていたという結果が得 られている

(311頁参照)。

[小結]竪穴住居 と鉄製品との関係をまとめておく。今回の調査においては、調査区東側のR A130。

R A050を 中心 とした平安時代の竪穴住居からは多 くの鉄製品が認められているのに対 して、奈良時

代は 1棟 しか認められず 1点のみの出上である。過去の成果 と比較 しても、今回調査 した平安時代の

竪穴住居からは出土数が突出している。鉄製品が出土する竪穴住居の規模は、出土していないものよ

り比較的大きなものに集中していることから、規模 と鉄製品の出土量には相関関係が想定される。調

査区西側の遺構は削平されているものが多いことから、提示 した数値が実数として反映しているかと

いう点には若干の疑問を残すが、仮に先述 したことを評価すれば、少なからず集落内において富裕の

差が生 じていたと考えることができ、最も多 く出土 したR A130は 周辺の遺構 より規模が大きいこと

からも長的な役割を果たしていたものと考えられる。

(3)出土した木製品

本宮熊堂A遺跡の旧河道 3層 中から、507本 に及ぶ樹木類が検出した。これらの出上位置は旧河道

の南岸に集中してお り、また大きい樹木類の中に、旧河道の長軸 と直交するものがある (第 14～ 20図 )。

旧河道は東西方向に伸びているが、調査区の中央部付近で北東側へとゆるやかにカーブする。もし仮

に旧河道に水流があったとすれば、このカーブの影響で、流れてきた樹木類が旧河道南岸へと溜まっ

ていったと解釈する事 も出来る。ただし、それでは河道の長軸に直交 して見つかった樹木類の説明に

はならない。やはり人為によって廃棄された可能性が高いと考えたい。検出した樹木類のうち、加工

痕が確認された木製品は、わずかに18点であり、これらも加工痕が見受けられるのみで農工具などの

いわゆる「製品」 と断定できるものはない。この多量に出土 した樹木類が何に使用され、また廃棄さ

れたか判断することは難 しい。ただし第25図 -38の木材はその点を考える上でヒントを与えてくれる

遺物といえる。38は直径17cmを 測る比較的太い材である。加工の施されない方の端部には枝がまだ残

つており、このままの状態で使用された可能性は低い。ただし、もう一端は両面から加工が施されて

いる。その加工は成形のためというより、伐採の痕跡とも見受けられる。38は 長さ 。直径から建物の

柱材の可能性が高い。 しかしその場合、両端を加工 しなければ使用できない。となれば38は建物の柱

材として伐採した際に残存した部材とも考えられる。このように推測していくと、旧河道から検出し

た樹木類は、集落において建物を建築する際などに出た部材が一括廃棄されたものが考えることがで

きる。樹種同定の結果、検出した樹木類の多くは、建築部材に多く用いられるコナラ節であった。こ

の樹木類は古代層である3層中から出上しており、従って、隣接する本宮熊堂B遺跡の古代集落に伴

うものと考えられ、これらの樹木類はこの古代集落が存続する時期に廃棄されたものと考えられる。

ただし、本宮熊堂B遺跡にみられた焼失住居の炭化材は分析の結果、クリ材であることが判明してい

る。旧河道から出土した樹木類ではクリ材は少なく、この点が矛盾する。

近年、本遺跡から約 4 kmに 位置する向中野館跡遺跡で確認された古代の旧河道から、多量の木製品

や墨書土器などが出上しており、旧河道が非日常的な空間としての性格を強くもった水場であったこ
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X 調査の成果

とが窺える。これに対し、本遺跡で確認した旧河道からは、そのような遺物が皆無であり、向中野館跡遺

跡とは対照的な様相を呈する。この両遺跡、また周辺の古代集落との関係性は今後の検討課題である。

3 遺物 と遺構の変遷

(1)出土土器の変遷

出土した土器は先述したような特徴が得 られたことからそれらの変遷を試みる。非ロクロ整形の土

師器については、人木 (1993)と 村田 (2000)、 佐藤 (2003)を参考にしながら位置づけている。ま

たロクロ整形の土師器郭については、人木 (2003)と 西澤 (2003・ 2004。 2005)が編年作業を行って

いる。ここでは西澤の方法を採用 し形態の出現頻度で所属時期を決定している。ただし、本遺跡では

E類が出土していないことから、A～ Dの 4分類を用いており、各土師器郭の組合わせについては第

33～ 35表を参照願いたい。

本宮熊堂B遺跡 I期 :土師器郭 I Ala類 や甕Al� 類、底部の丸みが強いイと甕が主体の土器群で

ある。土器の組合せにおいて先述 したように、土師器郭 I Ala・ I Alb・ I A2d類 と鉢類、高杯、

甕B2。 C類 と土師器不 I Ala・ I Blc類 や甕大l�類、高台付鉢の上器群が、この時期に含まれる。

前者は土師器郭 I AlB・ I Ald類 と高必、甕B2・ C類などの異系統の上器の出現が一つの基準に

なるものと考えられる。この様相は周辺の台太郎遺跡や飯岡沢田遺跡と同じであり、それらと対比す

ると8世紀初頭段階に位置づけられる可能性がある。しかし、点数が少なく不明な点も多いことから

この時期で扱っておく。後者は非ロクロの上師器高台付鉢は 8世紀前葉に存在する須恵器を模倣した

ものと考えられ、この上器の出現を目安にⅡ期以前と捉えている。両者に挟まれた土器群を 8世紀前

葉と位置づけている。

本宮熊堂B遺跡 Ⅱ期 :土師器JThI Ala類 に認められた平底風の底部を有するものと土師器郭 IB類

と段の張 りが弱 くなる土師器奏Al� 類が主体の上器群である。この土器群は福島県江平遺跡 5号住

居と沢地から出土した土師器と器形が類似 している。これらは 8世紀中頃に位置づけられている。今

回の調査では当該期に含まれる資料が少なく不確定な要素が多いことから、時間幅を持たせ 8世紀中

葉から後葉と位置付けている。

本宮熊堂B遺跡Ⅲ期 :R Al10か ら出上した須恵器郭の一群である。須恵器郭 ai類 は志波城跡や

飯岡林崎Ⅱ遺跡から出土している。また b類は本遺跡周辺にはほとんど存在せず、宮城県関ノ入遺跡

S E Kll窯 に類例を求めることができる。どちらも9世紀初頭に位置づけられていることから、本期

も同様の年代としても差支えないと考えられる。当該期には西野氏が指摘 しているように 8世紀代の

非ロクロの上師器甕が残っていることが窺える (西野1998)。

本宮熊堂B遺跡Ⅳ期 :土師器郭 I～ Ⅲa類及び I～ Ⅲci・ 五類が主体の土器群である。先述した

土師器必の 4つ まとまりのうち、上位 3つが該当する。この上器群は 9世紀後半に位置づけられる。

本期はIci・ �類やⅡcio� ・�類で占められれば 9世紀後半に、それにIc�類が含まれてれ

ればより10世紀代に近くなるというような細分が可能と思われるが、出現頻度において明確な差が現

れなかったことから、ここではあえて細分していない。

本宮熊堂B遺跡V期 :土師器不 Ic�類が主体の土器群である。先述したまとまり以外の 4つめの

まとまりが該当する。この上器群は10世紀前半に位置づけられる。

このように調査成果からは5期に区分することができる。
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3 遺物と遺構の変遷

(2)竪穴住居の変遷

土器の変遷により時期を設定したが、それに該当する竪穴住居を時期ごとに変遷作業を行うと下記

のようになる。

本調区においては I期には、竪穴住居は10棟～15棟が存在する。調査区西側から中央までの広範囲

を占める。 Ⅱ期になると竪穴住居はやや減少し8～ 13棟 になり、僅かに西側に残るものの東側へと移

動 していく。Ⅲ期は 1棟のみの存在する。Ⅳ期には竪穴住居が増加 し6～ 9棟になる。V期は 6～ 10

棟で、ほぼⅣ期と同数が存在 している。Ⅳ期とV期は基本的に中央から東側にかけてが主体となり南

東方向に伸びていく様相が窺える。

(3)各時期における竪穴住居の規模の推移

第182図 各時期ごとの規模の変遷図

ここでは竪穴住居の規模が時期によりどのように推移していたかを検討したい。本調査区に限定し

ているが住居の単位ごとに掲載した。本調査区からは 1～ 3棟で形成され、14単位を確認できた。単

位は各住居との直線距離を計測しているが、それが15m以 内の範囲に収まるものもしくはそれを超え

てもほぼ等間隔にあるものを抽出している。また、出土遺物から竪穴住居の所属時期が各時期に跨っ

ているものは扱っていない。

I・ Ⅱ期は、単位は床面積Ⅳ頚とそれ以外の竪穴住居で構成されている。Ⅳ期以降は奈農時代と同

様の単位と同一規模による単位が形成されるようになり、 2極化した単位で構成される。全般的な傾

向としてはⅣ・v期がの方が全般的に住居の規模が大きくなっている。またⅢ期以外の単独である竪

穴住居の規模は平均値より小さく、どの時期にも存在する。ただしこれは複数に時期が跨る竪穴住居

と時期不明の竪穴住居が除外されているため、それらにより変化するものと思われる。
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X 調査の成果

(4)集落形成と旧河道

本宮熊堂B遺跡で確認された集落と本宮熊堂A遺跡で検出された旧河道との関わりについて簡単に

まとめておく。本来であれば遺跡全体との関係を捉えなくてはならないが、ここでは今回の調査区と

の時間的経過の把握にとどめておく。旧河道は自然科学分析の結果のように8世紀代までは河道とし

ての役割を果たし、それ以降は湿地化していったことが明らかとなっている。

河道は8世紀前半期はその機能を果たしており、河道近辺にはR A104や 105な どが立地している。

河道からは竪穴住居とほぼ同時期の上器が出土していることが確認できたことから、当時の人々が不

要となったものを河道に廃棄していたと考えられる。当該期においては生活と河道が密接に関係して

いたことが窺える。 8世紀後半から9世紀後半にかけては河道は依然として機能していたが、投げ込

みはほとんど認められない。その頃には集落が東方もしくは南方に中心を移動させているため、河道

との関わりは減っていった可能性がある。それ以降の10世紀代においては、河道は湿地帯へと変化し

ていったが、再びその湿地帯へ遺物が廃棄されている状況が認められている。これは 9世紀後半の集

落より10世紀代に入り段丘縁辺部側に移動したことにより生活の場として再び利用されるようになっ

たと考えられる。

今回の調査ではカマド埋土中の種子のサンプリングを行った。その結果は258頁 にまとめてあるよ

うに、多くの竪穴住居から炭化米が検出された。このことは集落にある程度米が供給されていたと思

われ、周辺の調査区からは畑のような生産遺構が確認できなかったことと合わせて考えると、湿地帯

であったと思われるこの地には田面が広がっていたと想定される。

ま と め

ここでは本遺跡の今回と過去の調査成果を合わせた竪穴住居の変遷を行い、各時期ごとでのまとま

りを捉え本遺跡をまとめていきたい。扱う住居は、当埋蔵文化財センターにより得 られた調査成果の

みであり、盛岡市教育員会により行われた発掘成果は合めていない。このことが片手落ちであること

は否めないが、 8割強の成果が得 られていることと概ねその傾向が捉えられると想定されることから

積極的に検討することとした。それぞれの所属年代は今回提示 した編年案を基にしている。

本宮熊堂B遺跡 I期 :段丘縁辺部付近にまとまっているが、西端から南東にかけて遺跡全体に広が

りを見せて点在 している。 1～ 4棟を 1単位としてお り、10箇所認められる。西端において最も多 く

集中して存在している。先述したように当該期の中でも8世紀初頭に位置づけられる可能性がある竪

穴住居に触れたが、それに該当するまとまりは西端と南東端において計 3カ 所存在 している。

本宮熊堂B遺跡 Ⅱ期 :遺跡の西端から中央にかけて点在 している。 1棟もしくは 2～ 3棟を 1単位

としてお り、 6箇所認められる。 I期に比べると減少する。

本宮熊堂B遺跡Ⅲ期 :R A 110の 1棟のみで遺跡の西側に存在 している。飯岡林崎Ⅱ遺跡において

当該期の竪穴住居が僅かに認められているが、近隣遺跡では確認できない。志波城跡創建期にあたり

稀な存在である。

本宮熊堂B遺跡Ⅳ期 :遺跡の中央から南東部を中心として、 I～ Ⅲ期に比べ段丘崖よりやや中心を

南方に移行していく。遺構数が増加する。 1棟もしくは 2～ 5棟を 1単位としており、 9箇所認めら

れる。この時期の遺構数の増加は周辺の遺跡と同様の傾向にある。

本宮熊堂B遺跡V期 :遺跡の北西端から南東端にかけて存在する。遺構数はV期 とほぼ同数が存在
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第182図 竪穴住居配置図



//´

イ
 オ//

//

X 調査の成果

／

　

・
０７３

つ

ヽ
０７２

堪
酔

認
∞

銀
“
20

―-359-―



4 まとめ

0064

●
081 //″  4//

/

X 調査の成果

よ程
／
　
胡つ
０ヽ７２

９ヽ０‐５盛や転抑

０・４
鶴

機  070

066

０

働

」

Ｄ

０４

電露働と062

§■063

重ミ匙溢導雲塞墾董ぎ≦ 024

綸 |

咽
酔

□
8世紀前葉

IIII19世
紀後半

熙 緋 鰯 醜縦

■
8世紀代

 顕母置霞
9世紀後半～10世紀前半

∞
9世紀初

 [I正 三]奈
良～平安時代

争17〆  05/'こ峰:キ

絲了1称甲

拙 辮
瀞

05積

ミ 0駆

鶴

ｋ
け

００４０　　明瓜〉

―-358-―

第132図  竪穴住居配置図
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4 まとめ

する。 2～ 3棟を 1単位 としてお り、10箇所認められる。 V期 とほぼ同一箇所に存在 しているが、中

央部と南東部に多 く認められるようになる。

上述したように時期ごとに占地、単位構成などをまとめた。時期ごとでは明確な差が認められなか

ったものの、時代ごとで看取できたことからまとめておく。

奈良時代 (I・ Ⅱ期)は段丘崖付近を占地する。構成は 1～ 4棟で構成され大半は 3棟前後を 1単

位としている。それらは大規模 (Ⅳ類以上)な竪穴住居の周辺にそれより小規模の住居が複数存在 し

て形成されている。平安時代 (Ⅳ ・V期)は奈良時代よりはやや内陸部を占地する。全般的に住居の

規模は大きくなる。構成は 1～ 5棟で構成され大半が 2～ 3棟を 1単位としている。それらは単位構

成を踏襲しているものと比較的同一規模の住居が存在するものと、 2極化する傾向にある。当該期の

単位は奈良時代のものより密集度が高 く各住居が近接 して存在するように窺える。

このようにⅢ期を挟んだ前後で、竪穴住居の占地と密集度、単位構成の在 り方は僅かに異なる。占

地と密集度は先述した通 りである。単位構成の在 り方は、伊藤 。西野氏が指摘 しているものを参考に

検討する (伊藤1998、 西野1998)。 設定された規模は異なるものの大・中・小規模 といった 3種の構

成の在 り方は、 I期からV期 (Ⅲ 期を除く)を通じて認められ合致するが、時期が新 しくなるにつれ

規模の縮小化は認められずここでは逆の傾向を示している。また、Ⅳ・V期は従来の単位構成と均一

化された住居による構成が混在 し、奈良時代から継続した集落構成要素と律令形成期の集落構成要素

が同時期に存在 していることが窺える。

本遺跡は、各時期によって小集落が点在して形成されている。このような集落の在 り方から計画村

落的な要素は見出せず、自然村落的な集落であると考えられる (伊藤1980、 1997)。

以上、本宮熊堂B遺跡の集落の在 り方について検討を試みた。 8世紀前葉から10世紀前半にかけて

の集落構成を把握する上では良好な資料を提供をすることができるものと考えられる。まとめにおい

て分析を試みたものの大半は不充分な点を多 く残すことから、それらは今後の検討課題としたい。
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遺跡違景 (南東から)

写真図版1 遺跡遠景・全景
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遺跡近景 (東 から)

追跡西半分 (上 が南 )

遺跡東半分 (上 が南 )
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写真図版2 遺跡完掘



奈良時代竪穴住居出土遺物

平安時代竪穴住居出土遺物

写真図版3 竪穴住居出土遺物
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1～ 23
本宮熊堂B遺跡出土

24
本宮熊堂A遺跡出土
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写真図版4 墨書土器 。刻書土器



旧河道西側 (南西から)

旧河道中央 (南西から)

旧河道東側 (西 から)
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写真図版5 +日河道 (1)
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ii翌 旧河道aベル ト断面 (西から)

旧河道bベル ト断面 (西 から)

旧河道cベル ト断面 (西 から)
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写真図版6 +日河道 (2)
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写真図版 58 RAlll・ 112。 114出土土器
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写真図版 61 RAl16・ 123
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写真図版 64 RA130・ RD193・ 209・ 220・ 224・ 225、 風倒木 1出土土器
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写真図版 70 。101出土土器
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102 ・ 104写真図版 71 RA101・ ・ 106 ・ 108出土
=L器

―-433-―



本
宮
熊
堂
Ｂ
遺
跡

196
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写真図版 74 RAl13・ 119
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写真図版 86 RD193・ 201・ 209・ 223・ 225。 231、 遺構外風倒木出土土器
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RA出土鉄製品
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ4革 東緯 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

“
欝
中
期

教官
だ
く

縦
本
韓
跡

中
脚
弾
熱

”

て手
詑
本

６９

嚇岩
し市
め
堂

03201 LE16-2117 39B垂

41分

08オ少

141度

07す)

44ん少

2004.09.01

2004.11.15

357m2 一般国道46号

盛岡西バイパ

ス建設事業

本宮熊堂B遺

跡(第25次 )

岩手県盛岡

市本宮字熊

堂4421ま か

03201 LE16-2118 39B差

40サ}

52万少

帳
麟
聰

2004.06.01

2004,11.22

7,366m2

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

本宮熊堂A 縄文・古代 溝跡    1条
旧河道   1

縄文土器・石器

土師器

木製品

縄文時代晩期

から余良時代

まで継続 した

旧1可道を検出

した。

本宮熊堂B 集落跡 縄文

古代

時期不明

土 坑 2基

竪穴住居  43棟
竪穴状遺構  2棟
土坑    8基
溝跡    1条
土坑    33基
柱穴    74個
溝跡    3条

縄文土器 。石器

土製品

土師器 (郭 。奏)

須恵器 (郭・甕)

鉄製品 (刀子等)

奈良時代から

平安時代にか

けての大規模

な集落跡であ

る。

―-454-―
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